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「──アスナはもう聞いた？　《ゼッケン》の話」

　リズベットの声に、アスナはホロキーボードを打つ指を止め、顔を上げた。

「ゼッケン？　運動会でもするの？」

「ちがうちがう」

　リズベットは笑いながら首を振ふり、テーブルの上から湯気を立てるマグカップを取って一口含ふくむと、話を続けた。

「カタカナじゃなくて漢字。絶対のゼツにソードの剣と書いて、《絶ぜつ剣けん》」

「絶……剣。新実装のレアアイテムかなんか？」

「のんのん。人の名前よ。あだ名……というか、通り名かな。あたしもキャラネームは知らないんだけどね。ともかく、あんまり強すぎるんで、誰だれが呼び始めたのか、ついた名前が絶剣。絶対無敵の剣、空前絶後の剣……そんな意味だと思うけど」

　強い、と聞いた途と端たん、アスナは好こう奇き心しんが少なからず刺し激げきされるのを感じた。

　もとより剣の腕うでには大いに覚えのあるところだ。《アルヴＡヘイム・ＬオンラインＯ》のプレイヤーである今でこそ、後衛で魔法の詠えい唱しようが主任務となる水妖精族ウンデイーネを種族として選せん択たくしているが、それでも時々昔の血がうずいて、腰こしのレイピアを抜ぬいては敵てき陣じんに斬きり込こんで大暴れしてしまう。その行状ゆえに、昨今では《バーサクヒーラー》などという、優ゆう雅がさとは縁えん遠どおい二つ名を不本意ながら頂ちよう戴だいしている。

　毎月開かれるデュエル大会にも積極的に参加して、ＡＬＯの三次元戦せん闘とうに慣れた今では、火妖精族サラマンダーのユージーン将軍や風妖精族シルフのサクヤ領主といった剛ごうの者たちともいい勝負をするまでになっているので、新たなつわもの出現と聞いては無関心ではいられない。

　書きかけの生物学のレポートをセーブし、ホロキーボードを消去すると、アスナは自分のマグカップを取り上げ、指先でワンクリックして熱いお茶を満たした。床から直接伸のびる生木の椅い子すに深く座り直し、本格的に話を聞く体勢に入る。

「それで……？　その絶剣さんは、どんな人なの？」

「えっとね……」










　　　１




　新生アインクラッド第22層に広がる深い森は、すっぽりと白い雪に覆おおわれていた。

　外の現実世界も一月初しよ旬じゆんの冬真まっ只ただ中なかだが、近年とみに温暖化が進行していることもあり、東京では気温が零れい度どを下回ることはほとんどない。

　しかし、運営体のサービス精神の発はつ露ろなのか、妖よう精せいの国アルヴヘイムではまさに厳げん冬とうと言うに相応ふさわしい気候が続いている。大陸の中央にある《世界樹》以北は、フィールドでの体感温度が零下十度、二十度に下がることなどザラで、きちんとした防寒装備か、あるいは耐寒呪じゆ文もんの支バ援フなしにはとても空を飛ぶ気にはなれない。現在アインクラッドは世界最北のノーム領上空を飛行中で、各層の空気は昼間でもダイヤモンドダストが舞まうほどに冷え切っている。

　とは言え、小川の底が凍こおり付くようなその寒気も、分厚いログで組まれた壁かべと、赤々と燃える暖だん炉ろに守られた部へ屋やの中までは届かない。

　アルヴヘイム・オンライン史上最大規模のアップデートによって、新マップ《浮遊城アインクラッド》が実装されたのは、八ヶ月前──二〇二五年五月のことだ。

　ＡＬＯは元々、デスゲームとなってしまった《ソードＳアート・ＡオンラインＯ》の複製システム上で稼か働どうしていたため、そのサーバーにはＳＡＯの舞ぶ台たいであるアインクラッドのデータがそっくり保存されていた。ＡＬＯの前運営企き業ぎようだった《レクトプログレス》から、ゲームの全権利をソフト・ハードひっくるめて丸ごと買収した新興ベンチャーは、アインクラッド及および旧ＳＡＯプレイヤーたちのキャラクターデータを消去せず、代わりにＡＬＯと統合するという大だい胆たんな方針を打ち出した。

　そこにはもちろん、レクトプログレスによる犯罪的人体実験の露ろ見けんに伴ともって激減が予測されたプレイヤー数を、インパクトのあるアップデートで補ほ塡てんしようという現実的な戦略も存在しただろう。しかし決してそれだけではない。新運営体に出資した起業者たちは、全員が２Ｄ時代からのベテランＭＭＯプレイヤーであり、細部まで精せい妙みようを極めてデザインされた浮せ遊か城いをただ消し去ることがどうしてもできなかったのだ──と、アスナは運営体とのパイプがあるエギルから聞かされている。

　そのような諸事情によって実現したアインクラッドの再生以降、アスナはとある一つの目標を胸に秘め、ウンディーネの治療師ヒーラー兼細剣士フエンサーとしてゲームプレイに邁まい進しんしてきた。

　その目標とはもちろん、必要な額のコル、いやユルド硬貨を遮しや二に無む二に貯めて、誰だれよりも早く第22層に到達し、針葉樹林の奥深くにひっそりと建つログ造りのプレイヤーハウスを購こう入にゆうすることだ。もちろんそれは、遥はるかな昔に存在したもうひとつの浮遊城で、たった二週間だけだが楽しく、甘あまく、切ない日々を送った、まさにその場所に建つ家である。

　去年五月のアップデートで開放されたのは、１層から10層まで。九月に、11層から20層が開放となった。そして、クリスマスイブ──十二月二十四日の夜、ついに21層へと続く迷宮区最上階の扉とびらが開いた。キリト、クライン、エギル、リズベット、シリカ、そしてリーファと七人パーティーを組んだアスナは、開放を祝うファンファーレが鳴り始めた時にはもう上層への階段を駆かけ上あがっていた。

　22層はほぼ森しかない過か疎そフロアだし、主街区の村にもプレイヤーハウスは幾いくつも用意されているし、よもや同じ家を狙うライバルはいないだろうと思われた。それでも、突とつ風ぷうの如ごとく21層フィールドを駆かけ抜ぬけ、そのまま他ほかの攻こう略りやくパーティーと共同で迷宮区のフロアボスに挑いどんで、半分治療師ヒーラーの能力構成ビルドでありながら五十人近くの集団の先頭で剣を振りまくったアスナの勢いを、後にクラインは『昔の《血盟騎士団ＫｏＢ》の副団長殿より凄すごかった』と評したものだ。

　最後は自らの手でとどめを刺さした21層ボスモンスターのしかばねを蹴けり飛とばすようにして、22層の端はしに建つログハウスの前まで辿たどり着つき、購こう入にゆうウインドウのＯＫボタンをクリックし終えた時には、アスナはへなへなとしゃがみ込こんで少し泣いてしまった。──その夜、パーティーが終わって友人たちが帰ったあと、キリトと、本来の少女アバターに戻もどった《娘》のユイと三人で祝しゆく杯はいのグラスを合わせた時にもう一度大泣きしてしまったことは、友人たちには内ない緒しよにしている。

　なぜこの小さなログハウスにこれほどまでに拘こだわったのか、その理由はアスナにもなかなか言葉にすることはできない。初めて本気の恋をした男の子と、仮想世界の中でとは言え艱かん難なん辛しん苦くの果てにようやく結ばれ、短かったが幸せな日々を過ごした場所だから、と言ってしまうのは簡単だが、それだけではない気がアスナはしている。

　おそらく、この家は、現実世界に於おいて常に居場所を探していたアスナが、ついに見出した真の意味での《ホーム》だったのだ。つがいの鳥が翼つばさを休め、身を寄せ合って眠ねむるような、ささやかでも暖かい場所。心の還かえる場所。

　もっとも、苦労の末に手に入れて以来、ログハウスはすっかり仲間たちの溜たまり場になってしまって、来客の途と切ぎれる日はほとんどない。アスナが丹たん精せい凝こらして内装した部へ屋やは、地上からわざわざ飛んで来たくなるだけの居心地良さがあるらしく、ＳＡＯ時代の仲間はもちろん、ＡＬＯで新しくできた友人たちも頻ひん繁ぱんに訪れては手料理に舌した鼓つづみを打っていく。──いちど、どうしたタイミングか、シルフの領主サクヤとサラマンダー将軍ユージーンが同席してしまった時にはなかなか緊きん張ちよう感かんあふれる食しよく卓たくが出現したものだが。

　今日──二〇二六年一月六日も、森の家のリビングルームの床から《生えた》切り株型のテーブルは、お馴な染じみの面々で埋うまっていた。

　アスナの右みぎ隣どなりに座るのは、猫妖精族ケツトシー特有の三角耳を生やした獣使いビーストテイマーのシリカだ。ホロウインドウ上に表示させた冬休みの宿題の数式を睨にらみながら、うーうーと唸うなり声を上げている。左ひだり隣どなりでは、黄緑色のポニーテールを結ったシルフの魔ま法ほう戦士リーファが、同じく英語の長文に顔をしかめている。

　向かい側には鍛冶妖精族レプラコーンの武具職人リズベットが座るが、こちらは木き苺いちごのリキュール片手に椅い子すにふんぞりかえって脚あしを組み、ゲーム内で売っている小説に没ぼつ頭とうしているようだ。

　現実時間は午後四時ごろだが、昼夜が現実と同期していないアルヴヘイムではすでにとっぷりと日が暮れ、窓の向こうではしんしんと降り続ける雪だけがランプの光に照らされている。かすかな木こ枯がらしの音を聞くまでもなく外は凍こごえるほどに寒そうだが、部へ屋やの奥のペチカでは薪まきがぱちぱちと爆はぜ、きのこのシチューを煮にている深ふか鍋なべはふつふつと湯気を上げていて、暖かさと香ばしさを同時に届けてくる。

　友人たちと同じく、アスナもホロキーボードに両手を置き、周囲に浮うかべた外部ネットのブラウザ窓に眼を走らせながら、課題のレポートを順調に仕上げていた。

　母親は、アスナが現実世界でもできるタスクをＶＲワールドで済ませることに余りいい顔をしないが、長時間に及およぶ文章の入力などは、こちら側でやったほうが明らかに効率がいい。眼も手首も疲れないし、自室のパネルモニタのＵＸＧＡ解像度では不可能な数の資料窓を幾いくつでも見やすい位置に配置しておけるのだ。

　いちど、母親にもそう言って、文章入力専用のフルダイブ型アプリケーションを試させてみたことがあるのだが、ほんの数分で「眩暈めまいがする」とログアウトしてしまい、以来見向きもしなかった。

　確かにフルダイブ酔よいというものは存在するが、かつて二年にも亘わたって仮想世界で《暮らして》いたアスナには、それがどんな感覚だったかすらももう思い出せない。両手の指は一度のミスタイプもなく飛ぶように閃ひらめき、エディタ上のレポートは着々と結論へと近づいて──。

　と、その時、右みぎ肩かたにこつんと乗っかるものがあった。

　見ると、シリカが頭をアスナの肩にもたれさせ、大きく突つき出でた三角形の耳をぴくぴくさせながら、幸せそうな顔で寝ね息いきを立てている。

　アスナは思わず微笑ほほえみながら、そっと左手の人差し指でシリカのネコ耳をくすぐった。

「ほら、シリカちゃん。今寝ねちゃうとまた夜眠ねむれなくって困るよー」

「うにゅ……むにゃ……」

「冬休みもあと三日しかないんだよ。宿題がんばらないと」

　最後に耳をつんと引っ張ると、シリカはぴくんと体を震ふるわせてからようやく体を起こした。ぼーっとした顔で何度か瞬まばたきを繰くり返かえし、頭をぷるぷる振ふってアスナを見る。

「う……うう……ねむいです」

　呟つぶやきながら、小さな白い牙きばのある口を開けて大きな欠伸あくびをひとつ。アスナの知っているケットシーのプレイヤーたちはこの家に来ると皆みなよく眠るので、ひょっとしてそういう種族的特性でもあるのかと疑いたくなる。

　シリカの前のホロウインドウを覗のぞき込こんで、アスナは言った。

「もうすぐそのページも終わりじゃない。がんばって、やっつけちゃおう？」

「ふ……ふぁい……」

「ちょっとこの部へ屋やあったかすぎる？　温度下げようか？」

　聞くと、今度は左ひだり隣どなりで、リーファが笑いを含ふくんだ声で言った。

「いえ、そーじゃなくて、アレのせいだと思いますよー」

「アレ……？」

　アスナが視線を向けると、リーファはポニーテールを揺ゆらして、東の壁かべに据すえ付つけられたペチカのほうを指さした。

「……ああ、ナルホド……」

　そちらを見て、アスナは深く納得しながら頷うなずいた。

　赤々と燃える暖だん炉ろの前には、磨みがき込こまれた木製の揺ゆり椅い子すがひとつ。

　揺り椅子に深々と沈み込み、白河夜船の体ていで眠ねむりこけるのは、浅黒い肌はだに短めの黒くろ髪かみを持つ《影妖精族スプリガン》の少年だった。かつてはつんつん逆立っていた髪を、今はカスタマイズして下ろしているが、鋭えい利りかつどこかやんちゃな顔立ちは以前のままだ。言うまでもなくキリトである。

　彼の腹の上では、水色の羽毛を持つ小さなドラゴンが体を丸め、頭をふわふわのシッポに突つっ込こむようにして心地良さそうに眠っている。ビーストテイマーであるシリカの、ＳＡＯ時代からの相棒である小竜《ピナ》だ。

　そして、ピナの和毛にこげに包まれた体をベッド代わりにして、更さらに一回り小さな妖よう精せいがあどけない寝ね顔がおを見せている。艶つややかな黒のストレートヘアに薄うす桃もも色いろのワンピース姿の少女は、キリト専用の《ナビゲーション・ピクシー》でありまたアスナとキリトの《娘》でもある、旧ＳＡＯサーバー生まれの人工知能ＡＩ《ユイ》。

　キリトとピナとユイが三段の鏡かがみ餅もちのように積み重なり、揺り椅子の上で幸せそうに熟じゆく睡すいする有様は、ある種呪じゆ術じゆつ的てきと言ってもよいほどの催さい眠みん効果を放射していて、数秒見み詰つめただけでアスナの瞼まぶたまでもがとろりと重くなってくる。

　キリトというのがまた実によく眠る人間なのだ。まるで、ＳＡＯ時代寝ねる間も惜おしんで攻こう略りやくに明け暮れた貸しを今取り立てているとでも言うかのように、この家にいる時は、ちょっとでもアスナが眼を離はなすとお気に入りの揺り椅子に倒れこんでぐうぐう眠ってしまう。

　そして、揺り椅子の上のキリトの寝ね姿すがたほど、眠気を催させるものをアスナは知らない。

　かつてのアインクラッドに暮らしていた頃ころは、エギルの店の二階や森の家のポーチでキリトが寝ね椅い子すを揺らしていると、必ずといっていいほどアスナはその横に滑すべり込こんで、暖かいまどろみを共有したものだ。つまりアスナにとっても大いに身に覚えがあるところなので、シリカやリーファが眠気を誘さそわれるのは理解できる。

　しかし不思議なのは、シンプルなアルゴリズムで動いているはずの小竜ピナまでが、キリトが寝ているところに居合わせると、ご主人様であるシリカの肩かたからぱたぱた飛び立って、彼の上でくるりと丸くなってしまうことだ。

　これはもう、寝ねているキリトからは何らかの《眠ねむ気けパラメータ》が発生しているのではないかと疑いたくなる。実際、さっきまで頭と両手をフル回転させてレポートを書いていたはずなのに、いつのまにか体がふんわりと……。

「ちょっとアスナさん、自分が寝てますよ！　あっ、リズさんまで！」

　シリカに肩かたをゆさゆさと揺ゆすられ、アスナは慌あわてて顔を上げた。

　同時に、テーブルの正面ではリズベットがびくんと体を起こし、数回眼をしばたかせてから照てれ臭くさそうに笑った。レプラコーンの特とく徴ちようである、金属光こう沢たくのあるペールピンクの髪かみを振ふりつつ、言い訳のようにぶつぶつ呟つぶやく。

「アレ見てるとなんでこう眠ねむくなるのかねぇ……。ひょっとしてスプリガンお得意の幻げん惑わく魔ま法ほうじゃないだろうなぁー」

「ふふ、まさか。眠気覚ましに、お茶淹いれるね。と言っても手て抜ぬきだけど」

　アスナは立ち上がると、背後の棚たなから、カップを四つ取り出した。最近のクエストで手に入れた、《タップするだけで九十九種類の味のお茶がランダムに湧わき出す》魔法のマグカップだ。

　テーブルにカップと、お茶ちや請うけのフルーツタルトが並ぶと、ゲンキンに眠気を払ふつ拭しよくしたシリカも含ふくめて、四人はさっそくそれぞれ異なる香かおりのする熱い液体を口くち許もとに運んだ。

「そういえば、さ」

　リズベットが思い出したように言ったのは、その時だった。

「──アスナはもう聞いた？　《ゼッケン》の話」




「噂うわさをよく聞くようになったのは、ちょうど年末年始のあたりだから……一週間前くらいからかなあー」

　そう言うと、リズベットは何かを合点したように頷うなずきながらアスナを見た。

「そっか、じゃあアスナが知らないのも当然か。あんた年末からずっと京都だったもんね」

「もう、こっちにいる時に嫌いやなこと思い出させないでよ」

　アスナが渋しぶ面づらを作ると、リズは大きな口を開けてあははと笑った。

「いやー、イイトコのお嬢さんも大変だね」

「ほんと大変だったわよ。一日中着物で正座で挨あい拶さつばっかりしてたし、夜にこっそりダイブしようにも、泊とまった離はなれにはいまどき無線ＬＡＮも入ってないんだよ。わざわざアミュスフィア持ってったのに無む駄だになっちゃった」

　ふう、とため息をついて、お茶を飲み干す。

　アスナ／明あ日す奈なは、昨年末から両親、兄とともに、京都にある結ゆう城き本家、つまり父親の実家になかば強制的に赴おもむかされていた。明日奈の、二年に亘わたる《入院》の間に親類筋には大いに心配をかけ、また世話になったからそのお礼を、と言われれば嫌とも言えない。

　幼い頃ころは、年始を本家で過ごすのは当たり前のことと思っていたし、同年代のいとこたちに会うのも楽しみだった。

　しかし、中学に上がった頃ころからだったろうか。明あ日す奈なはだんだん、その恒こう例れい行事が気き詰づまりに思えるようになってしまった。

　結ゆう城きの本家というのは、誇こ張ちようでもなく二百年以上も前から京都で両りよう替がえ商しようを営んできた家で、維い新しんや戦争の動乱にもしぶとく生き残り、現在では関西一円に支店を持つ地方銀行を経営している。父親の結城彰しよう三ぞうがわずか一代で《レクト》を総合電子機器メーカーに成長させることができたのも本家の潤じゆん沢たくな資金援助があったればこそであり、親しん戚せき筋すじを見み渡わたせば、社長だの官かん僚りようだのはごろごろ転がっているのだ。

　当然のように、いとこたちは皆みな明日奈や兄と同じような《いい学校》の《優等生》で、宴えん席せきで子供たちが行ぎよう儀ぎ良く並んで座る隣となりでは親たちが、うちの子は何の大会で表ひよう彰しようされただの、全国模試で何番を取っただのという話を、表面上は穏おだやかに、だが延々と応おう酬しゆうし続けるのである。自分を取り巻くそんな空気にある種の違和感を覚え始めていた明日奈にとっては、毎年のその行事が、子供たち全員に序列を付け直す作業のように思えたのものだ。

　二〇二二年十一月、中学三年の冬に明日奈はＳＡＯに捕とらわれ、二〇二五年一月、つまりぴったり一年前にキリトの手によって解放されたので、今年の年始の挨あい拶さつは実に四年ぶりということになる。本家の、京風数す寄き屋や造づくりの広大な屋や敷しきで、明日奈はきつい振ふり袖そでを着せられ、祖父、祖母をはじめ膨ぼう大だいな数の親類縁者に、自分が接客ＮＰＣに思えてくるほどに繰くり返かえし挨拶をさせられた。

　それでも、久しぶりにいとこたちと会えるのは嬉うれしいことだったのだが、自分の無事なる帰還を我が事のように喜んでくれる彼ら彼女らの瞳ひとみのなかに、明日奈は嫌いやなものを見つけてしまったのだった。

　いとこたちは一様に憐あわれんでいた。生まれた時から始まり、そしてまだ何年も続くレースから、早くも脱落してしまった明日奈に同情し、可哀かわい想そうだと思っていたのだ。考えすぎではない。子供の時からずっと人の顔色を窺うかがい続けていた明日奈には判る。

　もちろん、今の明日奈は、その頃ころの人格とは全く異なる存在だ。あの世界が、そして一人の少年が否応なく明日奈を生まれ変わらせた。だから、いとこたちや、おじ、おばたちの憐れん憫びんも、心の表面を微び風ふうのように通過していったにすぎない。自分はまず何よりも《剣士》であり、己おのれの力で戦う人間である、それはあの世界が消えた現在でも変らないという信念が明日奈の心を支えている。

　しかし、その価値観は、ＶＲＭＭＯなどというものは害悪としか考えていないいとこたちにはまったく理解してもらえないだろう。そして、本家にいる間中、ずっとどこか不ふ機き嫌げんだった母親にも。

　いい大学に入り、いい就職をしなければという強きよう迫はく観念はもう欠片かけらもない。今の学校は好きだし、あと一年かけて、本当にやりたいことをじっくり探すつもりだ。もちろん、ひとつ年下の男の子と現実世界でも家庭を持つのが最終目標であるのだが。

　──などと考えながら、明あ日す奈なはにこやかに親しん戚せきたちのあれやこれやの詮せん索さくをやり過ごし続けたのだが、どうにも参ったのは、明日にはようやく東京に戻もどれるという晩に、はとこにあたるという二つ年上の大学生と母おも屋やの奥おくまった部へ屋やで二人きりにされたことだった。

　本家の銀行の取とり締しまり役やくか何かの息子だというその男は、自分が何を専せん攻こうしており、もう就職が決定しているという銀行ではどのようなポストに就きどのように出世していくかということをひたすら喋しやべり続け、明日奈もまたひたすら笑え顔がおで感心してみせるしかなかったのだが、引っかかるのはまるで周囲が示し合わせて明日奈とその男を二人きりで残したように思えてならないことで、ことによるとそこには何か大人たちの胡う散さん臭くさい意図が……

「ちょっとアスナ、聞いてる？」

　テーブルの下でリズベットにつま先をつつかれ、アスナはハッと物思いから復帰した。

「あ、ご、ごめん。ちょっとヤなこと思い出しちゃって」

「なあにそれ？　京都でお見合いでもさせられた？」

「…………」

「……なに引ひき攣つってるのよアンタ。……まさか……」

「ないない、なんにもないわよ！」

　アスナはぶんぶん首を振ふると、空になったマグカップの縁ふちを指で一ひと叩たたきし、湧わき出だした怪あやしい紫色のお茶をごくごくと喉のどに流し込んだ。顔を戻し、強引に話題を修正する。

「それで……強いって、その人はプレイヤー狩りＰＫｅｒなの？」

「んーん、デュエル専門ＰｖＰｅｒよ。24層主街区のちょっと北にさ、でっかい樹が生えた観光スポットの小島があるじゃない。あそこの樹の根元に、毎日午後三時になると現われて、立ち合い希望プレイヤーと一人ひとりずつ対戦すんの」

「へええー。大会とか出てた人？」

「や、まったくの新顔らしいよ。でもスキル数値は相当高そうだから、どっか他ほかのゲームからのコンバートじゃないかな。最初は、《ＭＭＯトゥモロー》の掲けい示じ板ばんに対戦者募ぼ集しゆうって書き込みがあってさ。ＡＬＯ初心者のくせにナマイキだ、いっちょ凹へこましたろう、って奴やつらが三十人くらい押しかけたらしいんだけど……」

「返り討ち？」

「全員、きれいにね。ＨＰを三割以上削けずれた人はひとりもいなかった、ってゆーんだから相当だよね」

「ちょっと信じられませんよねー」

　そこで、フルーツタルトをもぐもぐしながらシリカが割って入った。

「あたしなんか、まともに空中戦闘エアレイドできるようになるまで半年くらいかかったんですよ。なのに、コンバートしたてであの飛びっぷりですからね！」

《コンバート》とは、ＡＬＯを含ふくむ《ザ・シード》プラットフォームのＶＲＭＭＯに共通するキャラクター移住システムのことだ。大まかな《強さ》を保持したまま他ほかのゲームに移れるが、お金やアイテムは持ち込めず、当然ながらゲーム勘かんなどのプレイヤースキルもたいていはリセットされてしまう。

「シリカちゃんも対戦したの？」

　アスナが訊きくと、シリカは眼を丸くしてぶんぶんかぶりを振ふった。

「まさか！　デュエルを観戦しただけで勝てないのは確信しましたもん。ま、リズさんとリーファはそれでも立ち合ったんですけどね。ほんと、ちゃれんじゃーですよね」

「うっさいなあ」

「何事も経験だもん」

　リズベットとリーファが口を尖とがらせて言うのを笑え顔がおで聞きながら、アスナは内心で少々驚おどいていた。

　もとより種族的に戦せん闘とうは不向きで、その上鍛か冶じスキルを優先的に上げているリズベットはまだしも、シルフ随ずい一いちと言っていい空戦の達人であるリーファを退けるとは只ただ者ものではない。しかもコンバートしたてで、などという話はもはや前代未聞と言っていい。

「それは本物っぽいねえ。うーん、ちょっとワクワクしてきたなあ」

「ふっふ、アスナはそう言うと思った。月例大会の上位常連どころで残ってるのは、サクヤとかユージーンとかの領主やら将軍組だけなんだけど、あのへんは立場的に辻つじ試じ合あいは難しいしねえ」

「でも、そんだけ強さを見せ付けちゃうと、もう対戦希望者なんていなくなっちゃったんじゃないの？　大会イベントと違って、辻デュエルだと経験値の死デ亡スペナルティって相当なもんでしょ？」

「それがそうでもないんです。賭かけネタが奮ふるってるんですよ」

　と、再びシリカ。

「へえ？　なにかすごいレアアイテムでも賭けてるの？」

「アイテムじゃないんです。なんと、《オリジナル・ソードスキル》を賭けてるんですよ。すっごい強い、必殺技級のやつ」

　アスナは思わず、キリトの癖くせを真ま似ねて、肩かたをすくめながらピュウと口笛を吹ふきたくなる衝しよう動どうに駆かられたが、どうにか我が慢まんした。

「ＯＳＳかぁー。何系？　何連れん撃げき？」

「えーと、見たトコ片手剣系汎はん用ようですね。なんとびっくり十一連撃ですよ」

「じゅーいち！」

　今度こそ、反射的に唇くちびるを細めて高い音を鳴らしてしまう。

　今は無き旧ソードアート・オンラインをＳＡＯたらしめてした代表的なゲームシステム、それが《ソードスキル》である。

　各系統の武器ごとに設定された《技》のことで、内容は一いち撃げき必ひつ殺さつの単発攻こう撃げきから疾しつ風ぷう怒ど濤とうの連続攻撃まで様々だ。武器による通常攻撃と異なるのは、一度初動のモーションを開始すれば、あとは技の出終わりまでシステムが最大速度でアバターを支ア援シ操ス縦トしてくれるという点である。副次的効果として攻撃中は派手なライトエフェクトとサウンドエフェクトを伴ともない、技の使用者は自分が超戦士となったかのような快感を味わうことができる。

　アインクラッド実装を主軸とする大規模アップデートの一いつ環かんとして、新運営体はソードスキル・システムもほとんどオリジナルのままの形で実装するというこれまた大だい胆たんな決断をした。

　つまり新生ＡＬＯは、戦せん闘とうシステムに根幹からの大変革を加えられたことになる。これはさすがに従来のプレイヤーの間に大論議を巻き起こしたが、反対論者たちもいちどソードスキルを体験するとほとんどの者がその快感に魅みせられてしまった。

　それまでのＡＬＯでは、派手なエフェクトは魔法スキルの独どく壇だん場じようであり、また射程や命中精度といった性能でも魔法のほうが優位だったこともあってなかなか物理攻撃専門のビルドは選せん択たくしにくかったので、むしろソードスキルの出現でバランスが取れたとも言える。アップデートから半年以上が経過した現在でも、《空中機動》＋《ソードスキル》という新しい戦闘体系は、多くのユーザーコミュニティで日々活発な報告と議論の対象となっている。

　そのソードスキルだが、冒険心溢あふれる運営者たちは、先人の遺産をただそのまま拝借することを良しとしなかった。

　そこで彼らが新要素として開発・導入したもの、それが《オリジナル・ソードスキル》システムだ。

　その名のとおり、《独自の剣技》である。動き全てがあらかじめ設定されている既き存ぞんの剣技ではなく、プレイヤー自らが編み出し、登録することのできるソードスキル。

　これが導入された直後、多くのプレイヤーたちは、ド派手でかっこいい自分だけの必殺技を手に入れようと、街中やフィールドで我先にとそれぞれの武器を構えた。──そして、一様に深い挫ざ折せつを味わった。

　オリジナルソードスキル、略してＯＳＳの登録手順は非常に単純だ。

　まずウインドウを開き、ＯＳＳタブに移動して、剣技記録モードに入って記録開始ボタンを押す。その後、心の赴おもむくままに武器を振ふり回まわし、技が終わった時点で記録終了ボタンを押す。それだけだ。

　しかし、《ぼくのかんがえた必殺技》がソードスキルとしてシステムに認められるためには、非常に厳きびしい条件をクリアする必要があった。

　斬撃スラツシユと刺突スラストの単発技は、ほぼ全てのバリエーションが既存の剣技として登録済みである。よって、ＯＳＳを編み出そうと思ったら、それは必然的に連続技とならざるを得ない。しかし、一連の動きに於おいて、重心移動や攻撃軌き道どうその他たもろもろに無理がわずかにもあってはならず、また全体のスピードは、完成版ソードスキルに迫せまるものでなくてはならない。

　つまり、本来システムアシストなしには実現不可能な速度の連続技を、アシストなしに実行しなくてはならないという、矛む盾じゆんとさえ言っていいほどの厳きびしい条件が課せられているのだ。

　そのハードルをクリアする方法は只ただひとつ、気が遠くなる回数の反復練習あるのみである。一連の動きを、脳のシナプスが完全に覚えこむまで。

　ほとんどのプレイヤーたちはその地味な作業に耐たえられず、あっけなく《俺おれ必殺技》の夢を放ほう棄きしてしまった。それでも、一部の努力家たちがＯＳＳの開発・登録に成功し、中世の剣術流派開祖にも似た栄えい誉よを手にすることになった。実際、その中には《〇〇流》という冠かんむりのついたギルドを興し、街に道場を開くに至った者すらいる。

　それを可能にしたのが、ＯＳＳシステムに付ふ随ずいする《剣技伝承》システムだ。ＯＳＳを編み出すことに成功した者は、一代コピーに限って、技の《秘伝書》を他ほかのプレイヤーに伝授できるのである。

　ＯＳＳは、対プレイヤーはもちろん、対モンスター戦にも絶大な効果を発揮する。それゆえ皆みんなが欲する。いきおい技の伝承は非常に高額な代だい償しようを必要とするようになり、五連撃を超こえるような《必殺技》の秘伝書はＡＬＯ世界で最も高価なアイテムとなりつつある。現在知られているなかで最も強力なＯＳＳは、サラマンダー将軍のユージーンが編み出した《ヴォルカニック・ブレイザー》八連撃であるが、金には困らない立場の彼はこれを誰だれにも伝承させていない。一応アスナ自身も数ヶ月の苦労の果てに五連撃技の登録に成功しているが、それですっかり気力を使い果たし、新しい技に取とり掛かかる気には当分なりそうもない。

　そのような状じよう況きようのなかに登場したのが、破格の十一連撃技をひっさげた謎なぞの剣けん豪ごう《絶ぜつ剣けん》、というわけなのである。




「まあ、そういうことなら対戦希望者が殺さつ到とうするのも納得だね。みんなはそのソードスキル、実際に見たの？」

　アスナの問いに、三人は同時に首を横に振ふった。代表して、リズベットが口を開く。

「んーん、なんでも、辻つじデュエルを始めた日のいちばん最初に、演えん舞ぶとして披ひ露ろうしたらしいんだけど、それっきり実戦では使ってないみたいね。……と言うか、そのＯＳＳを使わせるほど絶剣を追い詰められた人はまだ誰もいない、って言うか」

「リーファちゃんでも無理だったの？」

　訊たずねると、リーファはしゅんと肩かたを落とす。

「お互い、ＨＰが六割切るくらいまではいい勝負だったんですけど……結局最後までデフォルト技だけで押し切られちゃいました」

「へええ……。──そう言えば、肝かん心じんなこと何も聞いてなかった。種族とか、武装は？　どんなの？」

「あ、闇妖精族インプですよ。武器は片手直剣ですけど、アスナさんのレイピアに近いくらい細めかな。──ともかく、速いんです。通常攻こう撃げきもソードスキル並みのスピードで……動きが眼でも追えないくらいでした。あんなこと初めてですよ、すごいショック」

「スピード型かー。リーファちゃんにも見えないんじゃ、わたしも勝機ナシかな。……──あ」

　そこまで言ってから、アスナはようやく重要なことを思い出した。

「動きのスピードと言えば、反則級のヒトがそこで寝ねてるじゃない。キリト君は？　そういう話、興きよう味み持ちそうだけど」

　言うと、リズベット、シリカ、リーファは互いに顔を見み交かわし、いきなり揃そろってプッと吹ふき出だした。

「──な、なに、どうしたの？」

　あっけに取られるアスナに向かって、リーファがくすくす笑いながら、衝しよう撃げき的なことを口にした。

「ふふふ。──もう戦ったんですよ、お兄ちゃん。そりゃもう、かっこよく負けました」

「ま……」

　負けた。あのキリトが。

　アスナは口をぽかんと開け、そのままたっぷり数秒間に亘わたって固まった。

　剣士としてのキリトは、アスナのなかでは最も早はや《絶対的強者》の代名詞になっていると言っても過言ではない。ＳＡＯ、そしてＡＬＯの二世界を通して、一対一のデュエルでキリトを破ったのはアスナの知る限り血盟騎士団ＫｏＢ団長ヒースクリフ唯ただ一人ひとりであり、それすらもゲームマスターとしてのシステム的優遇措置オーバーアシストに助けられた結果である。

　リズベットたちには喋しやべったことはないが、実はアスナ自身もＳＡＯ時代に一度だけ、キリトとギリギリの本気デュエルで剣を交えたことがある。

　まだ知り合って間もない、アスナがＫｏＢ副団長として最前線攻こう略りやくの指揮を取っていた頃ころの話だ。

　あるフロアの強力なフィールド・ボスモンスターの攻略方針を巡めぐって、ＫｏＢ以下の攻略速度優先派ギルドと、キリト以下数人のソロプレイヤーが対立したことがあった。両者の主張は平行線のまま妥だ協きよう点てんを見出すことができず、最終的に双方の代表によるデュエルで結論を出すことにしたのだ。

　アスナはその頃すでに、内心ではキリトという人間に興味を持ちつつあったのだが、まだその気持ちを打ち消そうという気分も大きかった。個人的な感情が、ゲームクリアという大義に優先することは許されないと思っていたのである。

　デュエルは、自分のなかの柔にゆう弱じやくな心を打ち消すいい機会だとアスナは考えた。キリトを倒たおし、ボスモンスターをきっちり効率的に討ち取ることで、再び冷れい徹てつな自分に戻れるだろうと。

　しかしアスナは、キリトという一見頼たよりなさそうな剣士の隠かくされた実力を知らなかった。

　デュエルは熱戦の名に相応ふさわしいものだった。剣を打ち交わすうちに、アスナの脳のう裏りからあらゆるしがらみは吹ふき飛とび、ただ好敵手と戦うことの喜びだけが全身に満ち溢あふれた。かつて体験したことのない次元での、脳神経パルスを直接交感するかのような戦せん闘とうはおよそ十分間にも及およんだのだが、その時間すらも意い識しきすることはなかった。

　そしてアスナは敗れた。キリトの、《装備していない二本目の剣を背中から抜ぬき撃うちする》という余りにも真に迫った──その理由も後に解ったのだが──フェイント・モーションを反射的に迎げい撃げきしようとしてしまい、生まれた隙すきを見事にクリーンヒットされたのだ。

　結局、そのデュエルを経験することによって、逆にアスナの恋心は打ち消しようのないものになってしまったのだが、同時にキリトの自由自在なる剣はアスナの中にもうひとつの印象を深く刻んでいった。

　──最強の剣士。その確信は、ＳＡＯ時代の《黒の剣士》が消しよう滅めつした今でも、わずかにも薄うすれてはいない。

　ゆえにアスナは、キリトが《絶剣》に敗れたという話に、戦せん慄りつすら伴う巨大な衝しよう撃げきを受けたのである。

　アスナは左のリーファから向かいのリズベットに視線を移すと、掠かすれた声で聞いた。

「キリトくんは……本気だったの？」

「う～～ん……」

　リズベットは腕うで組ぐみをすると難しい顔で唸うなった。

「こう言っちゃなんだけど、あの次元の戦せん闘とうになると、あたし程度じゃあ本気かそうでないかなんて判らないんだよね……。まあ、キリトは二刀じゃなかったし、そういう意味じゃ全力ってことにはならないんだろうけど。それに、さ……」

　そこでリズベットは言葉を切ると、暖だん炉ろの炎ほのおを映して煌きらめく紅玉色の瞳ひとみを、眠ねむるキリトに向けた。その口くち許もとに、穏おだやかな微び笑しようが浮かぶ。

「あたし、思うんだ。たぶんもう、正常ノーマルなゲームの中じゃ、キリトがほんとの本気で戦うことはないんじゃないかな、ってさ。逆に言えば、キリトが本気になるのはゲームがゲームじゃなくなった時、バーチャルワールドがリアルワールドになった時だけ……だから、アイツが本気で戦わなきゃならないようなシーンは、もう来ないほうがいいんだよ。ただでさえ厄やつ介かいな巻き込まれ体質なんだから」

「…………」

　アスナは、自分もしばらく黒くろ髪かみの剣士の寝ね顔がおを見み詰つめてから、リズベットの言葉にこくんと頷うなずいた。

「ん……。そうだね」

　両りよう隣どなりで、リーファとシリカもそれぞれの感かん慨がいを表情に滲にじませながら、小さく首を動かす。

　しばし訪れた沈ちん黙もくを破ったのは、現実世界ではキリトの妹であるリーファだった。

「──でも、あたしが感じた限りではですけど……お兄ちゃん、真しん剣けんだったと思いますよ。少なくとも、手を抜ぬいてたってことはまったくないと思います。それに……」

「……なあに？」

「確信はないんですが、勝負が決まるちょっと前、鍔つば迫ぜり合いで密着して動きが止まった時、お兄ちゃん絶ぜつ剣けんさんと何か喋しやべってたような気がするんですよね……。そのすぐ後、二人が距きよ離りを取って、相手の突とつ進しん攻こう撃げきをお兄ちゃんが回かい避ひし切れないで決着したんですが……」

「ふうん……何話してたんだろ？」

「それが、聞いても教えてくれないんですよ。何かありそう……な気はするんですけどね」

「そっか。じゃあ多分、わたしが聞いてもだめだろうなあ」

　アスナはちらりと自分の手を見下ろし、呟つぶやいた。

「……あとはもう、その絶剣さんとやらに直接聞いてみるしかない、かな」

　それを聞いたリズベットが眉まゆを上げる。

「やっぱり戦う気？」

「勝てるとは思わないけどねー。なんだかその絶剣って人、目的があってＡＬＯに来たような気がするんだ。辻つじデュエルすること以外にね」

「うん、あたしもそう感じた。でも、それを知ろうと思ったら、キリトと同じくらいのいい勝負しないとだよ、きっと。キャラは？　どっちで行くの？」

　リズベットの問いに、少々考える。アスナは現在、旧ＳＡＯのプレイヤーデータをコンバートした水妖精族ウンデイーネの細剣使い《アスナ》の他ほかに、新規アカウントで一から育てている風妖精族シルフの《エリカ》なるキャラクターを所有している。新キャラを作った理由は至極単純、たまには他の顔になってみたいからだ。

　エリカの能力構成ビルドは短剣ダガースキルを主としたばりばりの近接戦特化なので、一対一のデュエルには半分ヒーラーのアスナより向いている。しかしアスナは肩かたを上下させ、即そく答とうした。

「慣れてるこっちで行くよ。相手がスピード型なら、秒間破壊力ＤＰＳよりぎりぎりの見切り勝負になると思うから。みんな、付き合ってくれる？」

　くるりと見回すと、三人の親友たちは同時に大きく頷うなずいた。シリカが、椅い子すの背もたれの下から突つき出でたシッポをぴんぴん振りながら言う。

「もちろんですよ！　こんな名勝負、ぜったい見逃せません」

「勝負になるかどうかわかんないけど……じゃ、決まりね。午後三時に、24層の小島に現われるんだっけ？　なら二時半にここで待ち合わせしよう」

　ぽん、と両手を合わせてから、アスナはウインドウを出し、現実時間表示に眼を走らせた。

「いけない、もう六時か。晩御飯遅おくれちゃう」

「じゃ、今日はここでお開きにしましょう」

　リーファが自分の前のウインドウをセーブし、ぱぱっと片付ける。三人がそれに倣ならう間に、シルフの剣士は忍しのび足あしで揺ゆり椅い子すに歩み寄ると、いきなり背もたれを摑つかんでがっこがっこと派手に揺らした。

「ほら、お兄ちゃん起きて！　帰るよー！」

　その様子を微笑ほほえみとともに見やりながら、アスナはふとあることに思い至り、リズベットに顔を寄せた。

「ねえ、リズ」

「なに？」

「さっき、絶ぜつ剣けんはコンバートプレイヤーだろう、って言ったけどさ……。それだけ強いなら、可能性としては、もしかすると……元ＳＡＯプレイヤー、って線もあるんじゃないの？」

　小声で訊たずねると、リズは真しん剣けんな表情を作り、頷うなずいた。

「うん。あたしもまずそれを疑ったんだ。で、キリトが絶剣と闘たたかったあと、どう思うか訊きいてみたんだけどさ……」

「キリト君は、何て……？」

「絶剣がＳＡＯプレイヤーだった可能性は、まずないだろう、って。なぜなら……」

「…………」

「もし絶剣があの世界にいたなら、《二刀流》スキルは、俺おれではなくあいつに与えられていたはずだ、って」










　　　２




　チチッ。

　という短い電子音とともに、アミュスフィアの電源が落ちた。

　ゆっくりと瞼まぶたを持ち上げる。薄うす暗ぐらい部屋の天てん井じように両眼の焦しよう点てんが合うよりも早く、肌はだにまとわりつく湿しめった冷気を明あ日す奈なは感じた。

　エアコンを弱暖房運転にセットしておいたのだが、タイマーを解除するのを忘れたせいでダイブ中に停止してしまったらしい。少し広すぎる十畳の部へ屋やの室温は、完全に外気と熱ねつ平へい衡こうに達している。かすかな雨音に気付いて右側の大きな窓に目を向けると、黒いガラスの外側に貼はり付つく無数の水すい滴てきが見えた。

　明日奈は軽く身み震ぶるいしながら、ベッドの上で体を起こした。傍かたわらのサイドチェストに埋うめ込こまれた統合環境コントローラに指を伸ばし、タッチパネルの自動ボタンに一度触ふれる。それだけで、軽いモーター音とともに二箇所の窓のカーテンが閉まり、エアコンが息を吹き返し、天井のＬＥＤライトパネルがややオレンジがかった光を灯す。

　レクト家電部門が開発した、最新のパッケージング・インテリア技術が明日奈の部屋にも使われている。入院中にいつのまにか自室がリフォームされていたのだが、明日奈はなぜかこの便利な仕し掛かけが好きになれない。ウインドウひとつで部屋中のものが操作できるのは、ＶＲワールドでは当たり前のことだが、それが現実世界に出現すると、どこか薄うすら寒さむいものを感じさせるのだ。壁かべや床ゆかのいたるところに張はり巡めぐらされたセンサー類の、無機質な視線をどうしても肌の表面に錯さつ覚かくしてしまう。

　あるいはそう感じるのは、何度か訪れたことのあるキリトこと桐きりヶが谷や和かず人との家が伝統的な和風家屋で、あの暖かみと自宅の冷たさをつい対比したくなるからかもしれない。母方の祖父母の家もちょうどあんな感じだった。夏休みに遊びにいった時は、陽光の降り注ぐ縁えん側がわに座って足をぶらぶらさせながら、お祖母ちゃんが作ってくれたかき氷を食べたものだ。その祖父母はすでに鬼き籍せきに入り、家も取とり壊こわされてしまって久しい──。

　小さくため息をつきながら、明日奈はスリッパに足を突つっ込こみ、立ち上がった。途と端たん、かすかな立ちくらみに襲おそわれ、じっと俯うつむく。ずしりと全身を引き寄せる現実世界の重力を強く意い識しきする。

　無論、仮想世界の中でも同じだけの重力感覚はシミュレートされている。だが、あの世界のアスナはいつでも軽やかに地を蹴けり、体と魂たましいを空に解き放つことができる。現実世界の重力というのは、単なる物理的な力ではない。どうしても振ふりほどくことのかなわない、様々な事象の重さが含ふくまれている。再びベッドに倒たおれ込こんでしまいたい誘ゆう惑わくに駆かられるが、すぐに夕食の時間だ。一分でも遅おくれれば、母親の小言の種がひとつ追加されてしまう。

　重い足をひきずるようにクローゼットの前に移動すると、手を伸のばすまでもなく、扉とびらが折おり畳たたまれながら左右にスライドした。ゆったりしたフリースの上下を脱ぬぎ、何かに反はん抗こうするかのように床ゆかに放り投げる。染みひとつない白のブラウスと、ダークチェリーのロングスカートに着替え、隣となりのドレッサーのスツールに腰こしを下ろすと、またしても自動で三面鏡が展開し、上部の明るいライトが点灯する。

　母親は、家の中でも明あ日す奈ながいいかげんな格好をしているのを好まない。ブラシを手にとり、ダイブ中に乱れた長い髪かみを手早く整える。

　ふと、今ごろ川かわ越ごえの桐きりヶが谷や家ではどのような光景が繰くり広ひろげられているだろうか、と明日奈は考えた。

　今日は和かず人とと二人で食事当番なのだと、リーファ／直すぐ葉はは言っていた。まだ寝ね惚ぼけまなこの和人を、直葉が階下に引き摺ずっていく。二人で台所に並び、直葉が包丁を使う隣で和人が魚を焼く。そのうちにお母かあさんも帰ってきて、テレビを見ながらビールの晩ばん酌しやくを始める。賑にぎやかな軽かる口くちの応おう酬しゆうのあいだにも次第に料理ができ上がり、湯気を立てる皿や茶ちや碗わんがテーブルに並ぶと、三人揃そろっていただきますを言う。

　震ふるえる息を大きくひとつ吐はいて、明日奈はこぼれそうになった涙なみだをこらえた。ブラシを置き、立ち上がる。

　自分の部屋から薄うす暗ぐらい廊ろう下かに一歩出ると、ドアを閉める直前に、背後で照明が勝手に落ちた。




　半円を描く広い階段を降り、一階ホールに出ると、ハウスキーパーの佐さ田だ明あき代よがちょうど玄げん関かんのドアを開けようとしているところだった。夕食の用意を済ませ、帰宅するところだろう。

　四十代前半の小こ柄がらな女性に向かって、明日奈はぺこりと頭を下げた。

「お疲れ様です、佐田さん。毎日ありがとう。遅おそくまで御ご免めんなさいね」

　言うと、明代は滅めつ相そうもない、というふうに眼を丸くして首を振ふり、直後に深々と一礼する。

「と、とんでもないです、お嬢じよう様さま。これが仕事ですので」

　明日奈でいい、と言っても無む駄だなのはこの一年で思い知っている。かわりに歩み寄ると、小声で訊たずねた。

「母さんと兄さんはもう帰ってます？」

「浩こう一いち郎ろう様はお帰りが遅くなるそうです。奥おく様さまはもうダイニングにいらっしゃいます」

「……そう、ありがとう。引き止めてごめんなさい」

　明日奈がもう一度会え釈しやくすると、明代は再び深く腰こしを折り、重いドアを開けてそそくさと帰っていった。

　彼女には確か中学生と小学生の子供がいるはずだ。家は同じ世田谷せたがや区内だが、今から買い物をして帰宅すると、七時半を回ってしまうだろう。食べ盛りの子供には辛つらい時間だ。一度、母親にそれとなく、夕食は作り置きしてもらってもいいじゃないと言ってみたことがあるのだが、一いつ顧こだにされなかった。

　三箇所のドアロックが掛かかる金属音を聞きながら、明あ日す奈なはきびすを返し、ホールを横切ってダイニングルームへと向かった。

　重厚なオーク材のドアを開けた途と端たん、静かだがびんと張った声が明日奈の耳を叩たたいた。

「遅おそいわよ」

　ちらりと壁かべの時と計けいを見ると、六時半ちょうどである。だがそのことを口にする前に、再び声が飛んでくる。

「五分前にはテーブルに着くようにしなさい」

「……ごめんなさい」

　低い声で呟つぶやきながら、スリッパで毛足の長いカーペットを踏ふみ、明日奈はテーブルへと歩み寄った。視線を伏ふせたまま、背もたれの高い椅い子すへと腰こしを下ろす。

　二十畳はあろうかというダイニングルームの中央に、八脚の椅子を備えた長いテーブルが設えてある。その北東の角から二番目が明日奈の席と決まっている。左ひだり隣どなりが兄・浩こう一いち郎ろうの椅子であり、東端が父・彰しよう三ぞうの椅子だが、今は両方とも空いている。

　そして、明日奈の左ひだり斜ななめ向かいの椅子に、母親の結ゆう城き京きよう子こが座し、お気に入りのシェリー酒のグラスを片手に、経済学の原書に視線を落としていた。

　女性としてはかなりの長身だ。瘦そう軀くだが、しっかりした骨格のせいで華きや奢しやというイメージはない。艶つややかなダークブラウンに染められた髪かみを左右に等しく分け、肩上の線でぴしりと切きり揃そろえている。

　顔立ちは、整ってはいるものの、鋭するどい鼻び梁りようとあごのライン、そして口もとに刻まれた短く深い皺しわが冷れい厳げんな印象を拭ぬぐいがたく与えている。もっともそれは本人が望んで作り上げたイメージかもしれない。鋭い舌ぜつ鋒ぽうと辣らつ腕わんの政治力で学部内のライバルたちを蹴け落おとし、昨年四十九歳にして教授の座に着いた人物なのだ。

　明日奈が席に着くと、京子は顔を上げないままハードカバーを閉じ、ナプキンを広げて膝ひざに置いた。ナイフとフォークを取り上げたところで、ようやく明日奈の顔をちらりと見る。

　今度は明日奈が視線を伏せ、いただきます、と呟つぶやいてスプーンを手に取った。

　しばらく、銀器が立てるかすかな音だけがダイニングに響ひびいた。

　ブルーチーズ入りのグリーンサラダ、そら豆のポタージュ、白身魚のグリルにハーブのソース、全粒粉のパン、エトセトラ……といったメニューだ。毎日の食事はすべて京子が栄養学的に計算し、決めたものだが、勿もち論ろん調理したのは彼女ではない。

　いつ頃から、母親とふたりだけの食しよく卓たくが、こんなにも緊きん張ちよう感かんに満ちたものになってしまったのだろう、と考えながら明日奈は手を動かした。

　いや、あるいはずっと昔からこうだったのかもしれない。スープをこぼしたり、野菜を残したりすると手厳しく叱しつ責せきされた記き憶おくがある。昔の明日奈は、賑にぎやかな食卓というものを知らなかっただけなのだ。

　機械的に食事を続けながら、記き憶おくのかなた、異世界の我が家へと意い識しきが彷徨さまよいそうになった時、京きよう子この声が明あ日す奈なを引き戻した。

「……またあの機械を使ってたの？」

　明日奈はちらりと母親に視線を向け、小さく頷うなずいた。

「……うん。みんなと宿題する約束があったから」

「そんなの、ちゃんと自分の手でやらないと勉強にならないわ」

　自分の手でやっていることに代わりはないのだ、と言っても京子には理解してもらえないのは明らかだ。明日奈は俯うつむいたまま、違うことを言う。

「みんな、住んでるとこが遠いの。あっちでなら、すぐに会えるのよ」

「あんな機械使っても会ってることにはならないわよ。だいたい、宿題なんて一人ひとりでやるものです。友達と一いつ緒しよじゃ遊んじゃうだけだわ」

　シェリー酒のグラスを傾かたむけ、京子は舌の速度を更さらに上げる。

「いい、あなたには遊んでる余よ裕ゆうなんてないのよ。他ほかの子より二年も遅おくれたんだから、二年分余計に勉強するのは当たり前でしょう」

「……勉強はちゃんとしてるわ。二学期の成績通知表、プリントして机に置いておいたでしょう？」

「それは見たけど、あんな学校の成績評価なんてあてになりませんよ」

「あんな……学校？」

「いい、明日奈。三学期は、学校のほかに家庭教師を付けるわ。最近流行ってるネット越ごしのじゃなくて、ちゃんと家に来て貰もらいます」

「ちょ……ちょっと待ってよ、そんな急に……」

「これを見てちょうだい」

　京子は有無をいわせぬ口調で明日奈の抗こう議ぎを遮さえぎると、テーブルから薄うす型がたのタブレット端たん末まつを取り上げた。差し出されたそれを受け取り、明日奈は眉まゆをしかめて画面に目を走らせる。

「……なにこれ……。編入試験……概がい要よう？」

「お母さんのお友達が理事をしてる高校の、三年次への編入試験を、無理を言って受けられるようにしてもらったのよ。あんな急きゆう拵ごしらえの学校じゃなくて、ちゃんとした高校です。そこは単位制だから、あなたなら前期だけで卒業要件を満たせるわ。そうすれば、九月から大学に進学できるのよ」

　明日奈は啞あ然ぜんとして京子の顔を見つめた。端末をテーブルの上に戻し、右手を小さく上げて、尚なおも言いい募つのろうとする母親の言葉を遮る。

「ま、待って。困るよ、そんなこと勝手に決められても。わたし、今の学校が好きなの。いい先生も沢たく山さんいるし、勉強はあそこでもちゃんとできるよ。転校なんて必要ないわ」

　どうにか明あ日す奈ながそれだけ言うと、京きよう子こはこれみよがしなため息をついた。瞼まぶたを閉じ、左手の指先でそっとこめかみを押さえながら、椅い子すの背もたれに体を預ける。この間の取り方も、京子一流の、己おのれの優位を相手に意い識しきさせ続けるためのテクニックだ。教授室のソファーでこれをやられた男性はさぞ萎い縮しゆくすることだろう。夫の彰しよう三ぞうですら、家のなかでは京子との意見対立を極力避さけているように見える。

「……お母かあさん、ちゃんと調べたのよ」

　京子は諭さとすような調子で再び話し始めた。

「あなたがいま通っているところは、とても学校とは言えないわ。いいかげんなカリキュラムに、レベルの低い授業。教師だって寄せ集めで、まともな経歴のある人はほとんどいないじゃない。あれは教育機関と言うよりも、矯きよう正せい施し設せつとか、収容施設とか言ったほうがいい場所だわ」

「そ……そんな言い方……」

「事故のせいで教育が遅おくれてしまった生徒の受け皿なんて体ていのいい事を言ってるけど、あの学校は、ほんとうのところは、将来的に問題を起こすかもしれない子供を一箇所に集めて監かん視ししておこうっていう、ただそれだけの場所なのよ。それは確かに、おかしな世界でずっと殺し合いをしてた子供もいるそうだから、そういう施設は必要かもしれないけれど、でもあなたまでそんなところに入ることはないのよ」

「…………」

　あまりに一方的な言葉をぶつけられ、明日奈はもう口を開くこともできない。

　去年の春から通っている、西にし東とう京きよう市しにキャンパスを構える学校は、確かに計画発表後わずか二ヶ月で急造されたものだ。その目的は、《ソードアート・オンライン》という名のデスゲームに囚とらわれ、教育課程に二年の遅れが生じてしまった子供たちを救済すること。十八歳までの元ＳＡＯプレイヤーならば入学試験及および入学金なしで受け入れ、卒業すれば大学受験資格まで貰もらえるという条件には、優ゆう遇ぐうしすぎだという批判すら起こったほどだ。

　しかし、あの学校が単なるセーフティネットではないことは、通っている明日奈自身が実感している。全生徒に週に一度の個別カウンセリングが義務づけられ、そこではあからさまに反社会的傾けい向こうを探るような質問ばかりされるのだ。答え方によっては病院での再さい診しん断だんや、投薬まで指示されることもあり得る。つまり、京子が口にした《矯正施設》という言葉は、まったく根も葉もないものとも言い切れない。

　だが、たとえそうであっても、明日奈はあの《学校》を愛している。政府や文科省の思おも惑わくはどうあれ、現場の教師はほぼ全員が志願で赴ふ任にんしてきただけあって率直に生徒と向き合ってくれるし、生徒同士でも無理に過去を隠かくす必要はないし、何より心を繫つないだ友人たちと共にいられるのだ。リズベット、シリカ、数人の元攻略組の仲間、そして──キリトと。

　明日奈は左手にフォークを握ったまま強く唇くちびるを嚙かみ、母親に対して胸中の何もかもを吐と露ろしてしまいたいという衝しよう動どうと戦った。

　わたしは、母さんの言う《ずっと殺し合いをしていた子供》そのものなのだ、と。剣によって命を奪い合う日常の中に、わたしはずっと暮らしていたのだ、と。そしてその日々を、ほんのわずかにも悔くいていないのだ、と……。

　明あ日す奈なのそんな葛かつ藤とうに気付く様子もなく、京きよう子こは早口で話し続ける。

「あんなところに通ってても、まともな進学なんてできるわけないわ。いいこと、あなたはもう十八歳なのよ。でも、今のところにいたんじゃ、大学に入れるのがいつになるか判ったもんじゃない。中学の時のお友達は、みんな来週にはセンター試験を受けるのよ。少しは焦あせる気持ちがないの？」

「進学なんて……一年や二年遅おくれたって、たいした問題じゃないわ。それに、大学に行くだけが進路じゃないし……」

「いけません」

　京子は明日奈の言葉をにべもなく否定した。

「あなたには能力があるの。それを引き出すために、お母かあさんとお父とうさんがどれくらい心を砕くだいてきたかあなたも知ってるでしょう。なのに、あんなおかしなゲームに二年も無む駄だにさせられて……。平へい凡ぼんな子供なら、お母さんだってこんなこと言いませんよ。でも、あなたはそうじゃないでしょう？　与えられた才能を十全に生かさず、腐くさらせてしまうのは罪だわ。あなたは立派な大学に行って、一流の教育を受ける資格と能力がある。ならそうすべきです。省庁や企き業ぎように入って能力を生かすもよし、大学に残って学究の道に進むもよし、お母さんもそこまでは干かん渉しようしません。でも高等教育を受ける機会すら放ほう棄きすることは許さないわよ」

「先天的な才能なんてものはないわ」

　明日奈はどうにか、京子の長なが口こう上じようの接つぎ穂ほに言葉を割り込ませた。

「人の生き方は、自分で選び取っていくものでしょう？　わたしも昔は、いい大学に入っていい就職をすることが人生の全てだと思ってた。でも、わたしは変わったの。今はまだ答えは出せないけど、本当にやりたいことが見つかりそうなのよ。今の学校にあと一年通って、それを見つけたいの」

「自分で選せん択たく肢しを狭めても仕方ないでしょう。あんなところに何年通っても、何の道も開けないわ。でも、編入先の学校は違うわよ。上の大学は一流校だし、そこでいい成績を残せば、お母さんのところの大学院にだって入れるわ。いい、明日奈。お母さんは、あなたに惨みじめな人生を送ってほしくないの。誰だれにでも胸を張って誇ほこれるキャリアを築いてほしいのよ」

「わたしのキャリアって……それなら、お正月に本家で引き合わされたあの人はなんなの？　……何を吹ふき込こんだのか知らないけど、あの人もうわたしと婚こん約やくでもしたような口ぶりだったわよ。わたしの生き方の選択肢を狭めてるのは母さんじゃない」

　明日奈は自分の声がわずかに震ふるえるのを抑おさえられなかった。視線に精せい一いつ杯ぱいの力を込めたが、京きよう子こは動じる様よう子すもなくシェリー酒のグラスに唇くちびるをつける。

「結けつ婚こんもキャリアの一部よ。物質的に不自由のあるような結婚をしてしまったら、五年、十年先に後こう悔かいするわ。あなたの言うやりたい事だって、できなくなっちゃうわよ。その点、裕ゆう也や君なら申し分ないわ。派は閥ばつ争いの絶えないメガバンクよりも、一族経営の地銀のほうがずっと安心だし。お母かあさんは裕也君を気に入ったわよ。素直ないい子じゃない」

「……何にも反省してないのね。あんな事件を起こして、わたしと大勢の人を苦しめて、レクトの経営まで危くしたのは、母さんが選んだ須す郷ごう伸のぶ之ゆきなのよ」

「やめてちょうだい」

　京子は盛大に顔をしかめ、煩うるさい羽虫でも払はらうように左手をぱたぱたと振ふった。

「あの人の話は聞きたくもないわ。……だいたい、あの人を気に入って養子にしようって言い出したのはお父とうさんですよ。人を見る目がないのよ、昔から。大だい丈じよう夫ぶよ、裕也君はちょっと覇は気きのないところがあるけど、そのぶん安心できるじゃないの」

　確かに、明日奈の父である彰しよう三ぞうは、ずっと以前から身近な人間をあまり顧かえりみないところがあった。会社の経営だけに邁まい進しんし、ＣＥＯを退いた今も、海外資本との提てい携けいを調整するためにまったく家に帰らない日々が続いている。須郷の開発・経営能力と上じよう昇しよう志向のみを評価し、内部の人間性に目を向けなかったのは自分の不徳だったと、彰三本人も口にしていた。

　しかし、須郷伸之が、中学生の頃ころから徐じよ々じよに攻こう撃げき的てきな性格を強めていったのは、周囲から与えられる苛か烈れつなプレッシャーに原因の一いつ端たんがあったのだと明日奈は思う。そして、その圧力の一部には、間違いなく京子の言葉も含ふくまれている。

　明日奈は苦いものを吞のみ下くだしながら、硬こう化かした声で言った。

「──ともかく、あの人とお付き合いする気はまったくないわよ。相手は自分で選ぶわ」

「いいわよ、あなたに相応ふさわしい、立派な人なら誰だれでも。言っておきますけど、あんな子──あんな施し設せつの生徒は含まれませんからね」

「…………」

　京子のその言い方に、特定の人物を指し示すような響ひびきを感じて、明日奈は再度慄りつ然ぜんとした。

「……まさか……調べたの？　彼のこと……」

　掠かすれた声で呟つぶやいたが、京子は否定も肯こう定ていもせず、さらりと会話の方向を逸そらした。

「解わかってちょうだい、お母さんもお父さんも、あなたに幸せになってほしいのよ。受験させる幼よう稚ち園えんを選ぶ時から、ずっとそれだけを願ってきたの。あなただって、浩こう一いち郎ろうの買ったゲームに気まぐれで手を出したことを本当は後悔してるはずよ。ほんのちょっと躓つまづいちゃったけど、まだまだじゅうぶん立て直せるわ。いま、真しん剣けんに頑がん張ばればね。あなたなら、これから幾いくらでも輝かがやかしいキャリアを積み重ねられるのよ」

　わたしではなく、母さんのでしょう、と明日奈な胸の奥おくで呟いた。

　明日奈や兄の浩一郎は、京子自身の《輝かしいキャリア》の一要素なのだ。浩一郎は一流大学に進み、レクトに就職してからも着実に実績を残し、京きよう子こを満足させた。明あ日す奈なもそれに続くはずが、ＳＡＯ事件などというわけの解わからないものに巻き込まれ、また直後に須す郷ごうが起こした事件でレクトの企き業ぎようイメージも低下し、京子は自分のキャリアに傷がついたと感じているのだろう。

　明日奈はこれ以上言葉を戦わせる気力を失い、まだ半分近く残っている皿の横にフォークとナイフを置いて立ち上がった。

「……編入のことは、しばらく考えさせて」

　どうにかそれだけ言ったが、京子の答えは無む味み乾かん燥そうなものだった。

「期限は来週中ですからね。それまでに必要事項を記入して、三通プリントして書しよ斎さいのデスクに置いておいてちょうだい」

　明日奈は俯うつむき、振ふり向むいてドアに向かった。そのまま部屋に戻もどろうと思ったが、胸の奥おくにわだかまるものを抑おさえられず、廊ろう下かに一歩出たところでテーブルの京子に向き直り、冷ややかな声を投げかけた。

「母かあさん」

「……なに？」

「母さんは、亡くなったお祖じ父いちゃんとお祖ば母あちゃんのことを恥はじてるのね。由ゆい緒しよある名家じゃなくて、ただの農家に生まれたことが不満なんでしょう？」
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　京きよう子こは一いつ瞬しゆんあっけに取られたように眼を丸くしたが、すぐにその眉み間けんと口くち許もとに深く険しい谷を刻んだ。

「……明あ日す奈な！　ちょっとここに来なさい！」

　鋭するどい言葉が飛んできたが、明日奈は重いチーク材の扉とびらを閉めて、先を遮さえぎった。逃にげるような早足でホールを横切り、階段を駆かけ上あがって、自室のドアを引き開ける。

　途と端たん、センサーの眼が明日奈を捉とらえ、照明とエアコンが自動的に点いた。

　明日奈は耐たえがたい苛いら立だちを感じ、壁かべの操作パネルに歩み寄ると、部へ屋やの統合制せい御ぎよシステムを完全に停止させた。そのまま体をどさりとベッドに投げ出し、高価なブラウスが皺しわになるのもかまわずに大きなクッションに顔を埋うずめる。

　泣くつもりはなかった。剣士として、悲しい涙なみだ、悔くやしい涙はもう流さないと決めていた。しかし、その決意すらも、胸を塞ふさぐやるせなさを果てしなく増ぞう幅ふくさせていくようだった。

　何が剣士だ、と心のどこかで嗤わらう声がする。たかがゲームの中で、ポリゴンの剣を少しばかり上う手まく振ふり回まわせるからといって、それが現実世界にどれほどの力を及およぼせるというのか。明日奈は歯を嚙かみ締しめ、自分に向かって問いかける。

　あの世界で一人の少年に出会い、自分は変わったはずだった。誰だれかに与えられた価値観に盲もう従じゆうすることはもうやめて、本当になすべきことのために戦える人間になったはずだった。

　しかし、外側から見れば、今の自分はあの世界に囚とらわれる以前とどこが違うというのだろう。親類たちの前では飾かざり物ものの人形のように空くう疎そな笑みを浮かべ、親に強制されたルートをきっぱりと拒きよ否ひすることもできない。本当の自分と信じる姿に戻もどれるのが仮想世界の中だけだというなら、何のために現実世界に帰ってきたのかまるで解わからない。

「キリトくん……キリトくん」

　いつしか、震ふるえる唇くちびるの隙すき間まから、その名前を何度も呼んでいた。

　キリト──桐きりヶが谷や和かず人とは、現実世界に帰き還かんして一年以上が経過する今でも、ＳＡＯ世界で得た強きよう靭じんな精神を苦もなく保ち続けているように見える。それなりのプレッシャーは彼にもあるはずだが、まったく顔に表すこともない。

　いつか、それとなく将来の目標を訊きいてみたところ、照てれ臭くさそうに笑いながら、プレイする側でなく作る側になりたいのだ、とキリトは言った。それも、ＶＲＭＭＯなどのソフトウェア的なものではなく、制約の多い現行フルダイブ技術に取って代わる、より親密なかたちのマンマシン・インタフェース自体を。そのために、すでに国内外の技術系フォーラムにも出入りし、勉強や意見交こう換かんを活発に行っているらしい。

　彼なら、何の迷いもなく、一直線にその目標に突つき進すすんでいくだろうと明日奈は思う。叶かなうなら、ずっと彼の隣となりにいて、同じ夢を追っていきたい。そのために何を勉強すればいいのか、あと一年一いつ緒しよに学校に通い、じっくりと見極めたい。

　でも、その道もいま絶たれようとしている。そして明日奈は、結局はこのまま抗あらがえないかもしれないという無力感に襲おそわれている。

「キリトくん……」

　今すぐ会いたい。現実世界でなくてもいいから、あの家で二人ふたりきりになって、彼の胸で思い切り泣いて、全てを打ち明けてしまいたい。

　でも、できない。キリトが愛した自分は、この無力な結ゆう城き明あ日す奈なではなく、最強剣士に名を連ねた《閃せん光こう》アスナなのだという認にん識しきが重い鎖くさりとなって明日奈を絡からめ取とっている。

『アスナは……強いな……。俺おれよりずっと強い……』

　かつてあの世界でキリトが呟つぶやいた言葉が耳みみ許もとに甦よみがえる。明日奈が弱さを露あらわにした途と端たん、彼の心が離はなれていってしまうかもしれない。

　それがとても怖こわい。

　明日奈はうつ伏ぶせになったまま、いつしか浅い眠ねむりに落ちていた。

　銀鏡仕上げの鞘さやを腰こしに吊つり、キリトと腕うでを絡からませて木こ漏もれ日びの下をどこまでも歩き続ける自分が見えた。だが、もう一人の自分はどこか暗い場所に閉じ込められて、笑いさざめく二人を声も出せずに覗のぞき見みることしかできなかった。

　甘あま苦にがい夢のなかで、あの世界に還かえりたい、と明日奈は強く思った。










　　　３




　アインクラッド24層は、大部分が水面に覆おおわれた湖こ沼しよう系フロアだ。全体の風景は、まだ当分は開放されないはずの、かつてアスナが暮らした湖上都市《セルムブルグ》を擁ようする61層とよく似ている。

　主街区の名前は《パナレーゼ》。巨きよ大だいな湖の中央に築かれた人工の島で、そこから四方八方に延びる細い浮うき橋はしが、無数の小島を繫つないでいるというデザインだ。

　アスナは、まるでお祭りの縁えん日にちのように賑にぎやかなパナレーゼの街を水面の彼方に眺ながめながら、隣となりに座るキリトの肩かたにこてんと頭をもたれさせた。

　二人は今、主街区の少し北に位置する小島の南岸に並んで座っている。背後には緑の木々が枝を広げ、足あし許もとを小波がちゃぷちゃぷと洗う。冬にしては暖かい風が湖面を渡ってきて、周囲の細かい下草を揺ゆらす。

「ね、覚えてる？　キリトくんが初めてセルムブルグのわたしの部へ屋やに来た時のこと」

　顔を見上げながらアスナが訊たずねると、キリトはわずかに微笑ほほえみながら答えた。

「自じ慢まんじゃないが、記き憶おく力りよくの弱さには自信がある──」

「ええー」

「──けど、あの時のことは鮮せん明めいに覚えている」

「……ほんと？」

「勿もち論ろん。あん時はほら、俺おれが超レアな食材アイテムをゲットしてさ。アスナがシチューを作ってくれたんだよ。ああ……あの肉は旨うまかったなあ……。今でも時々思い出すよ」

「もう！　ご飯のことしか覚えてないんでしょ！」

　アスナは唇くちびるを尖とがらせ、それでも声に笑いを滲にじませながらキリトの胸を突つ付ついた。

「……まあ、わたしも思い出しちゃうことあるけどね」

「なんだよ、人のこと言えないじゃないか。……なあ、あのシチューは現実世界では再現できないかな？」

「う～ん……。基本的には鶏とり肉にくに似てたから、ソースに工夫すればもしかしたら……。でもさ、多分、思い出のままにしとくのがいいよ。もう二度と味わえない料理、ってなんだか素す敵てきじゃない」

「うう、うむ、まあそうだな」

　頷うなずきながらもまだどこか残念そうなキリトを見て、アスナはもう一度笑ってしまう。キリトもすぐに笑え顔がおを作ってから、何かに気づいたように言った。

「あ、そうだ。……なあ」

「なあに？」

「なんかいつの間にかまたそこそこユルドが貯まってきたんだけどさ、60層開放のアップデートがあったら、もう一度セルムブルグに部屋買う？　もとアスナの部へ屋やがあったとこ」

「んー」

　キリトの提案に、アスナはしばらく考えてから、首を横に振ふった。

「ううん、いいや。あの部屋で暮らしてた頃ころは、あんまりいい思い出ばかりあるわけでもないしさ。お金は、アルゲードにエギルがお店出すのに協力してあげようよ」

「あのボッタクリ商店が復活するのか……。融ゆう資しするなら利息は十日一割トイチで……」

「うわ、ひっどいなぁ」

　キリトと旧アインクラッドの思い出話をしていると、本当にきりがない。笑いながらあれこれ言葉を交わしているうちに、ふとアスナは、パナレーゼからこの島に飛んでくるプレイヤーの数がかなり増えてきているのに気付いた。皆みな、二人ふたりの頭上を飛とび越こして、島の中央にそびえる大樹を目指していく。

「あ、そろそろ時間だ。行かなくっちゃ」

　そう言いながらも、アスナが触ふれ合あう体の温もりを惜おしんでいると、キリトがどこか真しん剣けんな表情で言った。

「アスナ。《絶ぜつ剣けん》と戦うなら……」

「……え？」

「えーと……うーん、いや、その……強いぞ、ほんとに」

　キリトの口調にどことなく歯切れの悪さを感じ、アスナは首を傾かしげた。

「強いのは、リズたちからじゅうぶん聞かされたよー。ていうか、そもそもキリトくんでも勝てなかったんだからさ。わたしにどうこうできるとは最初から思ってないけど。ただその剣を見てみたいだけだから……。それにしても、信じられないなあ、キリトくんが負けちゃうなんてさ」

「今は俺おれより強い奴やつはいっぱいいるって。まあ、その中でも絶ぜつ剣けんは別格だったけどな」

「そう言えば、なんかデュエル中に喋しやべってたみたいってリーファちゃんが言ってたけど。何話してたの？」

「あー、うーっと、ちょっと気になったことがあって……」

「どんなこと？」

「えっと、その……」

　キリトの視線にある種の気き遣づかわしさが含ふくまれているのを、アスナは敏びん感かんに感じ取った。ますますわけが解わからなくなり、数回瞬まばたきする。

　いくら絶剣なるプレイヤーが強いと言っても、ここはもうＳＡＯ世界ではないのだ。たとえデュエルで降参リザインが間に合わず、ＨＰがなくなったところで、誰だれかに蘇そ生せい魔ま法ほうをかけてもらえばその場ですぐに復活できる。デスペナルティで経験値は減少するが、何時間かのモンスター狩りで取り返せる範はん囲いだ。

　だが、キリトはアスナの思いもよらぬことを呟いた。

「俺、あいつに聞いたんだ。──君は、完全にこの世界の住人なんだな、って。答えは、無言の微笑ほほえみと、猛もう烈れつなスピードの突とつ進しん技わざだった。あの速さは……限界を超こえていた……」

「完全に、この世界の住人……？　それって、ものすごい廃プレイヤーってこと？」

　アスナが素そ朴ぼくな問いを口にすると、キリトはすぐに大きくかぶりを振ふった。

「ちがうよ。ひとつのＶＲＭＭＯ世界だけを指して言ったんじゃなくて、《ザ・シード連結体ネクサス》全体……いや、それも違うな。言わば、フルダイブ環かん境きようそのものの申し子……そんな気がしたんだ」

「それって……どういう意味……？」

「──あんまり先入観を持たせなくないな。これ以上は、アスナが自分で感じてみて欲しい」

　キリトに頭をぽんと叩たたかれ、アスナがぱちくりと両眼をしばたいたその時、背後の樹の向こう側に幾いくつかの降下サウンドが立て続けに響ひびいた。直後、聞き慣れた大声。

「ちょっと眼ェ離はなすとすーぐこれなんだから！」

　ざくざくと草を鳴らして近寄ってくる足音に、アスナは慌あわてて体を起こす。

　幹を回り込んで姿を現したリズベットは、両手をエプロンドレスの腰こしに当てて立ち止まると、じとっとした視線でアスナを見下ろしながら言った。

「お取とり込こみ中あいすみませんけど、そろそろ時間でーす」

「わ、解わかってるわよ」

　背中の翅はねを使って体を持ち上げ、すとんと直立すると、アスナは全身の装備類を確認した。青銀ミスリルの糸を編んだ短衣チユニツクと、お揃そろいのスカート。水竜の革で作ったブーツとグローブ。腰こしの剣帯には、水すい晶しようの柄つかを持つレイピア。いずれも現段階で手に入るアイテムとしては最高級のスペックを備えている。これで敗れても武装の差のせいにはできない。

　マジックアクセサリの類も含ふくめてチェックを終え、最後に視界右下の時計を一いち瞥べつした。現実時間の午後二時五十分を少し回ったところだ。

　傍かたわらで立ち上がったキリトの顔にちらりと視線を送ってから、振ふり向むいてリズベットとその背後のシリカ、リーファ、更さらにその頭上のユイをぐるりと見回し、アスナは言った。

「──じゃ、行きましょう！」




　横一列で低空を飛行し、名もなき小島の中央を目指す。梢こずえの連なりが途と切ぎれると、すぐに大きな丘おかが視界に入った。頂上には、まるで世界樹イグドラシルの小型版のように立派な樹が四方に枝を広げ、その根元の一角に沢たく山さんのプレイヤーが集まって大きな輪を作っている。すでにデュエルが始まっているのか、盛大な歓声が津つ波なみのように揺ゆれながら届く。

　ギャラリーの輪のなかに空きスペースを見つけ、アスナたちが着陸したちょうどその時、遥はるか上空から喚わめき声とともにプレイヤーが一人ひとり落下してきた。大樹の根元に、猛もう烈れつな勢いで頭から突き刺さり、盛大な土つち煙けむりを上げる。

　見たところサラマンダーらしいその剣士は、しばらく大の字になって伸のびていたが、やがてむっくりと上体を起こした。まだ墜つい落らくのショックが収まらないのか、頭をふらふらさせながらも、両手を持ち上げて大声で喚わめく。

「参った！　降参！　リザイン！」

　途と端たん、デュエル終了のファンファーレが宙に鳴なり響ひびき、いっそう大きな拍はく手しゆと歓かん声せいがそれに続いた。

　すげえ、これで六十七人抜きだぜ、誰だれか止める奴やつはいないのかよ、と賞賛ともぼやきとも取れる声が無数に交こう錯さくする。それを聞きながら、アスナは勝者の姿を確認しようと、上空を振ふり仰あおいで眼を細めた。

　大樹の枝が作り出す木こ漏もれ日びの光の中を、くるくると螺ら旋せん軌き道どうを作って降下してくるひとつのシルエットがあった。

　思ったより小柄だ。名前のイメージから、筋骨隆りゆう々りゆうたる巨きよ漢かんといった姿を想像していたが、どちらかと言えば華きや奢しやな体型である。逆光の中をゆっくりと近づいてくるにつれ、細部が徐じよ々じよに見て取れるようになる。

　肌はだは、闇妖精族インプの特徴である、影部分が紫むらさきがかった乳白色。長く伸びたストレートの髪かみは、濡ぬれ羽ば色いろとでも言うべき艶つややかなパープルブラックだ。胸部分を覆う黒こく曜よう石せきのアーマーは柔やわらかな丸みを帯び、その下のチュニックと、風をはらんではためくロングスカートは矢車草のような青あお紫むらさき。腰こしには、黒く細い鞘さや。

　啞あ然ぜんとして見詰めるアスナの視線の先で、無敗の剛剣士《絶ぜつ剣けん》は、地面の直前でくるりと一回転すると、軽やかにつま先から着陸した。そのまま左手の指先でスカートを摘つまむと軽く持ち上げ、右手は胸の中央に当てて、お芝しば居いのような仕草で礼をする。途と端たん、四方の男たちから、ひときわ盛大な歓かん声せいと口笛。

　絶剣はぴょこんと体を起こすと、満面に眩まぶしいほどの笑えみを浮うかべ、打って変わって無む邪じや気きな動作でＶサインを作った。身長は明らかにアスナより低い。顔は小造りで、えくぼの浮かぶ頰ほお、つんと上向いた鼻の上に、くりくりとした大きな瞳ひとみがアメジストを思わせる輝かがやきを放っている。

　アスナはいまだ驚おどろきから醒さめやらぬまま、隣となりのリズベットのわき腹を肘ひじでつついた。

「……ちょっと、リズ」

「なに？」

「絶剣って──女の子じゃない！」

「あれ、言わなかったっけ？」

「言ってないよ！　……あ、もしかして……」

　今度は反対側に立つキリトの顔をやや横目で見る。

「キリトくんが負けた理由って……」

「ち、違うよ」

　真顔でぶんぶんぶんと首を振ふるキリト。

「女の子だから手加減したとかじゃないって。もう、超マジでした。ほんと。……少なくとも途と中ちゆうからは」

「どーだか」

　つん、と顔をそむける。

　その間にも、ようやく起き上がったサラマンダーが、敗れたにもかかわらず笑え顔がおで絶剣と握あく手しゆを交わし、頭をかきかきギャラリーの輪に戻もどっていった。闇やみ色いろの髪かみに真っ赤なヘアバンドを飾かざった少女は、ごく低位のヒール魔ま法ほうを自分に掛かけながら、くるりと周囲を見回す。

「えーっと、次に対戦する人、いませんかー？」

　その声は、アバターに似合った高くかわいらしい響ひびきだ。口調もまた、歴戦の勇士とは思えない明るさと無邪気さを漂ただよわせている。

　ＡＬＯは性別転てん換かん不可なタイトルなので、生身のプレイヤーもまた女性であることは確かだが、ランダム生成されるアバターには年齢や体格までは反映されない。それでも《絶剣》の仕草や声は、それが実年齢に即そくした姿であると信じたくなるナチュラルさを漂わせている。

　周囲からは、お前行けよ、ヤダよ即そく死しだよ、などというやり取りが聞こえるだけで、なかなか名乗り出る者はいなかった。と、今度はアスナの脇わき腹ばらを、リズベットが肘ひじでどやした。

「ほら、行きなさいよ」

「や……ちょっと、気合入れなおさないと……」

「そんなもんあのコと一いち合ごう撃ちあえばバリバリ入るわよ。さ、行った行った！」

「わっ」

　どすん、と背中を押され、アスナは数歩つんのめりながら進み出た。転びそうになるのを翅はねを広げて立て直し、顔を上げたところで、絶ぜつ剣けんの二つ名を持つ女の子と正面から眼が合った。

「あ、お姉ねえさん、やる？」

　ニコッと笑いかけられ、アスナは仕方なく、

「え、えーと……じゃあ、やろうかな」

　と小声で答える。強面こわもての大男と予想していた絶剣と、試合前に威い勢せいのいい舌ぜつ戦せんのひとつも繰くり広ひろげてやるはずが、調子が狂うことおびただしい。

　しかし周囲からは、たちまち沸わき立たつような歓かん声せいが上がった。月例大会の表ひよう彰しよう台だい常連であるアスナの顔を知る者も多いようで、名前を呼ぶ声もいくつか漏もれ聞きこえてくる。

「おっけー！」

　少女はぱちんと指を鳴らすと、その手でアスナを招いた。

　大きく息を吸い、覚かく悟ごを決めて人ひと垣がきの中央へと進み出る。周囲の声が収まってから、アスナはまずデュエル条件を訊たずねた。

「えーと、ルールはありありでいいのかな？」

「もちろん。魔ま法ほうもアイテムもばんばん使っていいよ。ボクはこれだけだけどね」

《ボク》という一いち人にん称しようがよく似合う少女は、即答しながら左手で剣の柄つかを軽く叩たたいた。無む邪じや気きなまでの自信を見せつけられ、アスナの戦意もようやくぴりっと刺し激げきされる。

　……そうまで言われちゃ、遠えん距きよ離りからの阻害魔法攻撃みたいな絡からめ手ては使えないな。剣同士の真っ向勝負なら望むところよ、とアスナが内心で呟つぶやきながらレイピアの柄つかに右手を添そえた、その時。

　絶剣が、更さらに余よ裕ゆうを伺うかがわせることを大声で言った。

「あ、そうだ。お姉ねえさんは、地上戦と空中戦、どっちが好き？」

　当然空中で戦うものと思っていたアスナは、虚きよを衝つかれて、剣を抜ぬきかけた右手をぴたりと止めた。

「……どっちでもいいの？」

　言うと、絶剣はにこにこしながら頷うなずく。これも一種の駆かけ引ひきかと思わず勘かんぐるが、インプの少女が浮かべる笑え顔がおにはひとかけらの邪じや心しんも感じ取れない。つまり、単純に、どちらで戦おうと勝てると思っているのだ。

　そういうことなら、こちらも素直に甘あまえさせてもらおう、と考えアスナは答えた。

「じゃあ、地上戦で」

「おっけー。ジャンプはあり、でも翅はねを使うのはなしね！」

　絶ぜつ剣けんは即そく座ざに応じると、背後に広げていた特とく徴ちよう的てきなシルエットの翅を畳たたんだ。コウモリの翼つばさに似た形状のそれは、たちまち色を薄うすれさせ、ほとんど見えなくなる。同時に明あ日す奈なも、両の肩けん甲こう骨こつをいっぱいに狭せばめて二秒固定するという翅消去のアクション・コマンドを入力。背中でちりりんとかすかな音がして、自分の翅も消えたことを知らせる。

　アスナは、ＡＬＯに正規プレイヤーとしてダイブした初日にはもう補助スティックを使わない《随ずい意い飛行》をほぼマスターし、今ではアインクラッド実装以前からの古参プレイヤーたちにも空中戦で渡わたり合あえるほどの腕うで前まえになっている。

　それでも、やはり二年に及およぶＳＡＯ内での戦せん闘とうで体に染み付いた動きはそうそう薄れるものではない。地上で戦えるのは正直有り難いことだった。つま先を動かし、ブーツの底を通して伝わる地面の硬かたさを、しっかりと感じ取る。

　アスナは続けて、絶剣の二つ名を持つ少女の《カラー・カーソル》を確認した。

　これは、視線をフォーカスした相手の付近に自動で浮うかび上がる、小さな横長のウインドウのことだ。名前とＨＰ・ＭＰのゲージ、そしてかかっている支援魔法バフと阻害魔法デバフを小アイコンで示す他ほかに、ウインドウの地の色で相手との関係を教えてくれる。同種族、中立種族、敵対種族の他に、フレンド、ギルド、パーティーの状態によってもカラフルに色が変わるのがカラー・カーソルという名前の由来だ。

　もっとも、アスナは少女と初対面なのでまだ名前は表示されず、ＨＰゲージの上は空白になっている。代わりに、その左横には小さなアイコンが一つ存在した。《ギルドタグ》と呼ばれるもので、その名のとおりギルドに所属していることを示す。自由にデザインすることが可能で、少女のそれは、左右に白い翼つばさを伸のばしたピンク色のハートという可愛かわいらしい意い匠しようだった。アスナ自身はと言えば、まだギルドには所属していないのでカーソルにタグはない。何度か、仲間たちとギルドを作ろうかという話が出たことはあるが、何となくそのままになってしまっている。

　同じくアスナのカーソルを見ていたのだろうか、わずかに視線のフォーカスを逸そらしていた少女が、再び綺き麗れいな赤あか紫むらさき色いろの瞳ひとみをまっすぐアスナに向けた。にこりと微笑ほほえみ、右手を振ふる。出現したシステムウインドウを手慣れた動きで操作。直後、アスナの視界に、勇ましいＳＥとともにデュエル申し込み窓が出現した。最上段の文字列は──

【Ｙｕｕｋｉ　ｉｓ　ｃｈａｌｌｅｎｇｉｎｇ　ｙｏｕ】。

　ユウキ、と読むのだろうそれが少女のアバターネームだった。可愛らしさと凛り々りしさが同居する、似合いの名前だ。

　窓の下部には、ＳＡＯとも共通する三つのモード・オプションがある。上から、《初撃決着モード》、《半減決着モード》、そして《全損決着モード》。かつてのアインクラッドでは、デュエルはほぼ初撃決着でしか行われなかった。全損は当然有り得ないし、半減モードでも、決まり手がクリティカルヒットだとＨＰが危険域まで落ちてしまいかねなかったからだ。

　しかし今、オプションは当然のように全損モードが選せん択たくされている。

　時代は変わったのだ、というようなことを頭の片かた隅すみで感じながら、アスナはＯＫボタンにタッチした。少女の傍かたわらに浮かぶカラー・カーソルに、【Ｙｕｕｋｉ】の名前が出現。同時に、向こうが見ているカーソルにも【Ａｓｕｎａ】の名前が刻まれたはずだ。

　デュエル窓が自動で消しよう滅めつし、代わりに十秒のカウントダウンが開始される。アスナと少女──《絶ぜつ剣けん》ユウキはまったく同時に左腰の剣を右手で握にぎり、勢いよく抜ぬき放はなった。じゃりーん、と高い音が二つ、重なって響ひびいた。
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　絶剣が装備しているのは、細めの片手用両刃直剣。鎧よろいと同じく、黒こく曜よう石せきのような深い半はん透とう明めいの色合いを帯びている。輝かがやきやディティールからして、武器のランクはアスナが持つレイピアとほぼ同等と思われる。つまり、レアな伝説級武器レジエンダリイ・ウエポンが持つようなエクストラ能力はないはずだ。

　ユウキは長剣を中段に構え、自然な半身の姿勢を取った。対してアスナは右手を体側に引き付け、レイピアをほぼ垂直に備える。すうっと波が引くように周囲の歓かん声せいが遠ざかっていく。

　大きく息を吸い、吐はいたところで、進行していたカウントがゼロになった。

【ＤＵＥＬ】の文字が一いつ瞬しゆんの閃せん光こうを発すると同時に、アスナは全力で地を蹴けった。約七メートルの距きよ離りを瞬しゆん時じに駆かけ抜ぬけながら、体を右方向にきゅっと捻ひねる。

「シッ！」

　短い気合とともに、弓から撃うち出だされる矢の如ごとく右手をまっすぐ突つき出だした。慣性力と捻ねん転てん力りよくをすべて乗せた突きを、絶ぜつ剣けんの体の中心やや左に向けて二発、わずかにタイミングをずらして右に一発。ソードスキルではない通常技なのでスピードはさほどではないが、かわりに照準は精密だ。最初の二発を右に避よけてしまうと、続く一発の回かい避ひはほとんど不可能となる。

　ユウキは、アスナの思おも惑わくどおり、体をすっと右に振ふって初しよ撃げきと次じ撃げきを避けた。その動きが止まったところに、狙ねらい違たがわず三撃目が吸い込まれていく──。

　だが、剣尖がアーマーの胸元を捉とらえるその直前、ユウキの右手が煙けむるように動いた。同時にアスナのレイピアの右側面に小さな火花が弾はじけ、突きの軌き道どうが微び妙みようにズレた。

　絶剣が、己おのれの武器で超高速の突き技の途と上じようにあったレイピアを正確にパリィしたのだ、と頭で理解した時にはもう、剣先は絶剣の鎧よろいをわずかに掠かすめて宙に流れていた。

　カウンターの反はん撃げきを予想し、アスナはうなじの皮ひ膚ふがちりちりと痺しびれるのを感じた。だがここで剣を戻そうとすれば体勢が硬こう直ちよくしてしまう。技の慣性に逆らわず、思い切り体を左に回転させる。

　同時に、首もと目め掛がけて跳はね上あがってくる黒い輝きがアスナの視界に入った。

「────ッ!!」

　まさに雷らい光こうと言うべきその剣速に、鋭するどい戦せん慄りつが全身を駆かけ抜ぬけた。息を止め、右足のつま先に地面を抉えぐり取るほどの力を込めて体を限界まで捻る。

　足あし許もとは短く細い草が密に生えており、設定された摩ま擦さつ力りよくは石いし畳だたみや裸地と比べるとわずかに低い。その数値がアスナを裏切り、ずるりと右足が滑すべった。瞬しゆん間かん的てきに、体ががくんとズレた。

　だがそれが幸いし、絶ぜつ剣けんの剣先はアスナの胸元を掠かすめるに留まった。ずばん！　という衝しよう撃げきが左耳のすぐそばを通過した。もし髪かみに当たり判定があったら、アスナの水色のロングヘアは長さが半分になっていただろう。虚こ空くうに放出されたエネルギーが、空気を揺ゆらして拡散していくのが視界の端はしに見えた。

　アスナはグリップの回復したブーツで地面を蹴けり飛ばし、大きく右にジャンプした。左足でもう一度跳とび、充分な距きよ離りを取って停止する。

　追つい撃げきに備えて腰こしを落としたが、絶剣は相変わらず笑え顔がおを崩くずさないまま、再び剣を中段に構えて動きを止めた。アスナはばくばく言う心臓をなだめながら、どうにか笑みを返した──ものの、内心では冷ひや汗あせを滝たきのように流していた。

　自分に向かって飛んでくる突き技の軌道というのは、近づく小さな点でしかない。それを回避するには、基本的に足を使ったステップ防御を使うしかないのだが、絶剣はアスナのレイピアの横腹を正確に弾はじいてのけた。

　カウンター攻こう撃げきのスピードよりも、アスナはその超反応速度に舌を巻く思いだった。強い強いと散々聞かされていたものの、相手の思いがけず可愛かわいらしい容姿に緩ゆるんだ意い識しきに、ばしゃりと冷水を浴びせられた気分だ。キリトが敗れたというのは、女の子相手の油断もしくは手心のせいかという勘かん繰ぐりがなくもなかったが、それは濡ぬれ衣ぎぬと言うべきだろう。彼でさえ、アスナの全ぜん力りよく突つきをああも容た易やすくパリィ防ぼう御ぎよしてのけたことはほとんどないのだ。

　アスナは再び深く息を吸うと、ぐっと止めた。確かに恐おそるべき相手だが、たった一いち合ごう交えただけで諦あきらめては剣士の名がすたる──……

　その時、不意に、耳の奥おくにこだまする声があった。

　──何が剣士だ。そんなもの、たかがゲームの……

　ぎりりと歯を嚙かみ締しめて、意識からノイズを振ふり落おとす。この世界はもうひとつのリアル・ワールドであり、そこでの戦いはいつだって真しん剣けん勝負なのだ。そうでなければならないのだ。

　己おのれを鋭するどく鞭むち打うつように、アスナは剣を鳴らして右みぎ肩かたの上に構えた。今度は剣先をまっすぐ相手に向ける。

　通常技が通用しないとなったら、あとは危険覚かく悟ごでソードスキルを撃うち込こむしかない。しかしソードスキルにはシステム的な技後硬こう直ちよく時間が設定されており、もし全弾を回かい避ひされたら、致ち命めい的てきな反はん撃げきを叩たたき込まれるのは必至だ。どうにか相手の体勢を崩くずして、必中の状じよう況きようを作らなくてはならない。アスナは空いている左手をぐっと握にぎり締しめた。

　再度地面を蹴けって飛び出した時には、意識は完全に研とぎ澄すまされていた。ＡＬＯ世界での戦せん闘とうではほとんど感じたことのない、神経系が燃え上がるような加速感が体中を満たしていく。

　今度は、絶剣のほうも飛び出してきた。口くち許もとからふっと笑みが消え、紫むらさき水すい晶しようの瞳ひとみがきらりと光る。

　右みぎ斜ななめ上段から、轟ごう然ぜんと襲おそい掛かかってきた黒こく曜よう石せきの剣を、アスナは左からの切きり払はらいで受けた。火花、金属音と同時に凄すさまじい衝しよう撃げきが右手に伝わる。撥はね戻もどされた剣を、絶剣は武器の重量を感じさせないほどのスピードで切り返し、次々と撃ち込んでくる。見てから反応したのでは絶対に間に合わない速さだ。視界全体で捉とらえた相手の全身の動きから次の攻撃方向を予測し、受け、また避よける。時折偶ぐう発はつ的てきに剣が互いの体を掠かすめ、じわじわと二人ふたりのＨＰが減少していくが、クリーンヒットと言えるものは一発もない。

　超高速の剣けん戟げきを響ひびかせながら、アスナはふとある種の違い和わ感かんを覚えていた。

　確かに、絶剣ユウキの攻撃速度、反応速度には恐おそるべきものがある。純じゆん粋すいなスピードだけを見ればキリト以上かもしれない。だがそれでも、アスナがどうにかついていけるのは、ＳＡＯで培つちかった膨ぼう大だいな戦せん闘とう経験に加えて、相手の攻撃が素直すぎるせいもある。武器を振ふり始はじめで止めたり、テンポを一いつ瞬しゆん遅おくらせたりといったフェイントはまったく使ってこない。

　もしかしたら、対プレイヤー戦闘の経験はあまりないのかもしれない、とアスナは感じた。もしそうなら、一瞬だけでも意表を突つければ、勝機は見える。

　右上、左上、左横と続いた三連れん撃げきをかいくぐり、アスナは思い切って絶ぜつ剣けんの懐ふところにまで飛び込んだ。ほぼ密着と言っていいほどの間合いだ。これでもうステップ防ぼう御ぎよは互いに使えない。

　アスナが腰こしを落とし、右手のレイピアを相手の体の中心めがけて、思い切り突き込もうとし──

　絶剣がそれに反応し、剣を下から切り上げようとした──

　その瞬しゆん間かん、アスナは右手を思い切り引ひき戻もどし、相手のがら空きのボディーに向けて、左ひだり拳こぶしによるショートパンチを放った。はるばるノーム領首都の修練場にまで赴おもむいて修行した、《拳けん術じゆつ》スキルによる攻こう撃げきだ。専用のナックル系武器を装備していないので威い力りよくはないが、無スキルでは有り得ないスタン効果が発生する。

　どう、という衝しよう撃げきが左拳に伝わり、絶剣の眼が驚おどろきに丸くなった。

　最初で最後のチャンス。アスナは躊ちゆう躇ちよなく、ソードスキル《カドラプル・ペイン》四連撃を発動させた。

　レイピアがまばゆい赤に発光し、同時に右手がシステムの見えざる手に後押しされて、稲いな妻ずまのように宙を裂さいた。

　アスナは攻撃が命中するのを確信した。相手は体勢を崩くずしている。距きよ離り的てきにも、最も早はや回かい避ひは不可能だ。

　だが。右手をシステムアシストの加速に委ねながら、絶剣の顔を見たアスナの背に、再度の戦せん慄りつが走った。絶剣は大きく両眼を見開いていたが、赤あか紫むらさき色いろの瞳ひとみに驚きはなかった。その瞳どう孔こうは、ぴたりとレイピアの先せん端たんに焦しよう点てんを合わせていた。

　この突きが見えている──!?

　アスナがそう思った瞬間、絶剣の右手が閃ひらめいた。

　剣を回転砥と石いしに当てた時のような硬こう質しつの擦さつ過か音おんが四つ、立て続けに響ひびいた。アスナの四連撃は、上下左右に正確に弾はじかれ、一撃たりとも命中しなかった。アスナの眼が捉とらえたのは、絶剣の黒い剣が描いた薄うす墨ずみのような残像だけだった。

　最後の一撃が受け流され、右手を前に伸ばした格好のまま、コンマ何秒の──しかし絶望的な硬直時間がアスナを襲おそった。その隙すきを絶剣が見み逃のがすはずもなかった。

　ぎゅん、と引き戻された黒こく曜よう石せきの剣が、青紫色の光を帯びた。

　カウンターの──ソードスキル！

「やあっ！」

　ユウキが、この試合中初めての凛りんとした気合いを発する。直後、恐らく硬直中でなくとも回避は難しかったであろうスピードの直突きが、アスナの左肩を捉えた。そのまま、斜ななめ右下へと息もつかせぬ五連撃。全てを綺き麗れいに貰もらい、ＨＰバーが急減少して黄色く変わる。片手直剣カテゴリには記憶にない技、ということはこれは《オリジナル・ＯソードＳスキルＳ》だ。これほどの速度の五連突きを編み出すとは──

　アスナが呆ぼう然ぜんと考えたその時、ユウキの剣が鮮あざやかなライトエフェクトを失わぬまま、今度は左上に構えられた。

　五発で終わりではないのだ。まだ続きがある。ようやく硬こう直ちよくが解けた体を引き起こしながら、アスナは三度慄おののいた。

　仮に、同じような突きがもう五発続いたら、ほぼ間違いなくＨＰはゼロになる。かと言って、回かい避ひは不可能だ。

　無む駄だな逃にげ動作をして背中を斬きられるくらいなら、わずかな可能性に賭かけたほうがいい。アスナはレイピアを握にぎる右手に力を込こめ、もう一度ソードスキルを発動させた。唯ゆい一いつ編み出すことに成功したＯＳＳ五連撃技、命名《スターリィ・ティアー》。
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　赤と青の閃せん光こうが眩まぶく交こう錯さくした。アスナの右みぎ肩かたから左下に向けて、先ほどの五連撃と合わせてエックス字を描くように剣けん尖せんが叩たたき込こまれる。

　だが今度こそ、アスナのレイピアも絶ぜつ剣けんを捉とらえた。小さな星型の頂点を辿たどりながら、五発の突き技が黒いアーマーを貫いていく。

　五連撃を交換し終わり、一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくが訪れた。二人ふたりとも、まだ倒たおれていなかった。

　絶剣のＨＰゲージも半減し、イエロー表示になっている。そしてアスナのＨＰは、レッドゾーンに突とつ入にゆうしつつも、ほんの少しだけ残っていた。もともとＳＡＯからのキャラデータ引継ぎ組であるアスナのＨＰ数値は、ＡＬＯ古参組を上回るほどなのだ。驚きよう異い的てきな十連撃でそれをほぼ削けずりきった、絶ぜつ剣けんのＯＳＳの威い力りよくは凄すさまじいものが……

　いや。ユウキの長剣は、尚なおも青あお紫むらさきの輝かがやきを放ち続けている。ソードスキルはまだ終わっていない。

　もう一度大きく引ひき戻もどされた剣が、アスナの胸の中心、エックス字を描くダメージエフェクトの交差点をぴたりと照しよう準じゆんした。

　十一連れん撃げき。

　つまりこれこそが、絶剣がデュエルに賭かけているという奇き跡せきのＯＳＳなのか、とアスナは深い感かん嘆たんとともに思った。

　途と轍てつもない威力、スピード。そして何より美しさを持った技だ。これほどの剣技に敗れるなら悔くいはない。心の中で呟つぶやきながら、アスナはとどめの一撃を待った。

　猛もう然ぜんと襲おそい掛かかってきた十一撃目は──しかし、アスナを貫きＨＰゲージを吹ふき飛とばす寸前でぴたりと停止した。強引に中断させられたシステムアシストが、巨きよ大だいな閃せん光こうと衝しよう撃げき音おんを空中に撒まき散ちらし、周囲の草を放射状に倒たおした。

「────!?」

　啞あ然ぜんとして両眼を見開くアスナの前で、絶剣は武器を下ろすと、何を思ったかすたすたと近づいてきた。左手でアスナの肩かたをぽんと叩たたき、にっこりと輝くような笑みを浮うかべる。その唇くちびるが動いて、威い勢せいのいい声が発せられた。




「うーん、すっごくいいね！　お姉ねえさんに決ーめた!!」




「な……ええ……？」

　アスナは何がなにやら訳が判らず、間ま抜ぬけな声を漏もらすことしかできなかった。

「あ、あの……デュエルの決着は……？」

「こんだけ戦えば、ボクはもう満足だよ。お姉さんは最後までやりたい？」

　笑え顔がおでそう言われては、アスナも首を横に振ふるしかない。どちらにせよ、絶ぜつ剣けんが最後の一いち撃げきを止めなければ、アスナのＨＰは確実にゼロになっていたのだ。

《ボク》という一人称がよく似合う少女は、嬉うれしそうに大きく頷うなずくと言葉を続けた。

「ずっと、ぴぴっとくる人を探してたんだ。ようやく見つけた！　ね、お姉さん、まだ時間だいじょうぶ？」

「う……うん。平気だけど……」

「じゃ、ボクにちょっと付き合って！」

　絶剣ユウキは涼すずやかな音を響ひびかせて腰こしの鞘さやに剣を収めると、勢い良く右手を差し出した。アスナもとりあえず剣を鞘に戻し、おずおずとその手を取る。

　途と端たん、ユウキは背中をいっぱいに広げ、翅はね展開のボディコマンドを入力。コウモリ型の半はん透とう明めい翼よくが出現するや、ふわりと体を浮うかせる。

「え、あの」

　アスナも慌あわてて肩けん甲こう骨こつを開き、翅はねを出すと地を蹴けった。ユウキはもう一度笑うと、アスナの手を握にぎったまま身を翻ひるがえし、ロケットのような勢いで急上昇を開始。

「ちょっと、どこいくのよアスナ！」

　甲かん高だかい声に、引っ張られながら振ふり向むくと、驚おどろき半分呆あきれ半分と言った顔で右手を口に添そえるリズベットが視界に入った。リーファもシリカも、キリトの頭上に座るユイまでもが啞あ然ぜんとした様よう子すだが、黒衣のスプリガンだけは、まるでこの展開をある程度予測していたかのようにただ穏おだやかに微笑ほほえんでいる。

　その表情に元気づけられ、一いつ瞬しゆんの笑みを返してから、アスナは大きく息を吸った。

「え、えっと……あとで連れん絡らくするー！」

　リズベットに向けてそう叫んだ直後、先に立つユウキが両の翅を紫むらさき色いろに輝かがやかせて猛もうダッシュに入った。アスナは右手を引かれつつも、懸けん命めいに背中の翅を震ふるわせて、謎なぞめいた少女剣士の後を追った。




　絶ぜつ剣けんは24層に広がる湖の上空を一直線に南下すると、アインクラッド外周の開口部から躊ちゆう躇ちよなく外の虚こ空くうへと飛び出した。

「わぷっ！」

　途と端たんに濃のう密みつな雲の塊かたまりがアスナの顔を叩たたく。白一色の空間を更さらに数秒突き進むと、不意に雲が切れ、セルリアンブルーの空が無限に広がった。

　視界の正面遥はるか下方には、雲の層を貫いて緑色の円えん錐すいが伸のびているのが見える。アルヴヘイム中央にそびえる世界樹の梢こずえだ。視線を真下へ移動させると、青く霞かすむ地表が薄うっすらと見て取れる。丸く抉えぐったような海岸線と、その沖に浮うかぶ真円形の島から判断すると、現在アインクラッドはウンディーネ領《三日月湾》の上空を飛行中だったらしい。

　いったいどこに行くつもりなのか、と思った時、前を飛ぶ絶ぜつ剣けんがいきなり九十度ターンして垂直上昇を開始した。

　追つい随ずいしつつ体を捻ひねると、数十メートル先にはアインクラッドの巨きよ体たいが絶ぜつ壁ぺきとなって屹きつ立りつしている。ひとつ百メートルの高さを持つ層を次々に横切って、絶剣は尚なおも高みを目指して飛び続ける。

　──と言っても、巨大浮遊城の外周部を自由に出入りできるのは、すでに攻こう略りやくされた層に限られている。未踏破層の外周は不ふ可か侵しん領域になっているのだ。心配になったアスナは、それを確認しようと口を開いたが、息を吸い込んだところで再び進行方向が九十度変わった。

　絶剣が目指しているのは、どうやら27層のようだった。アスナの記き憶おくが正しければ、現在の最前線だ。苔こけむした外がい壁へきの隙すき間まを縫うように、すぽんと内部に飛び込むと、いきなり周囲が暗くなった。

　アインクラッド27層は常とこ闇やみの国だ。外周の開口部は極端に少なく、昼間でも差さし込こむ陽光はないに等しい。内部はごつごつした岩山がいくつも上層の底まで伸び、そのそこかしこから生えた巨大な水すい晶しようの六角柱がぼんやりとした青い光を放っている。印象としては、アルヴヘイム北方のノーム領を構成する地底世界に近い。

　スプリガンと並んで暗視能力に秀ひいでたインプの少女は、アスナの手を引いたまますいすいと岩山の間を飛ひ翔しようしていく。時折前方に、飛行モンスターである《ガーゴイル》の集団が姿を現すが、戦せん闘とうを行う気はないようで、敵群の索さく敵てき範はん囲いを巧たくみに避さけて前進し続ける。

　やがて出現した深い谷に飛び込み、尚なおも低速で一分ばかり飛ぶと、円形に開けた谷底に貼はり付つく小さな街が見えた。27層主街区の、名前は確か《ロンバール》だ。

　岩の塊かたまりからまるごと掘ほり出だしたようなその街は、細い路地やら階段やらが複雑に絡からみ合あっており、それらをオレンジ色の灯りが照らし出している。寒々とした夜の底にぽつりと燃える焚たき火のように、どこかほっとする光景だ。

　ユウキとアスナは、紫むらさきと水色の軌き跡せきを闇に引きながら、街の中央の円形広場目指してゆっくりと降下していく。

　街区圏けん内ないに入った証である穏おだやかなＢＧＭが耳に届き、かすかなシチューの香かおりが鼻をくすぐった──と思った時には、靴くつ底ぞこがすとんと石いし畳だたみを叩たたいていた。

　アスナはふう、と息をついて、とりあえず周囲を見回した。ロンバールは、夜の精せい霊れいたちの街、というコンセプトに添そって大きな建物はひとつも存在しない。青みがかった岩造りの小さな工こう房ぼうや商店、宿屋がぎっしりと軒のきを連ね、それらをオレンジ色のランプが照らし出す光景は幻げん想そう的てきな美しさと夜祭り的な賑にぎわいを同居させている。

　旧ＳＡＯ時代のこの街は、層の攻こう略りやくにこそ手間取ったものの、さして重要な施し設せつもないせいでプレイヤーが集まった時期はごく短かった。アスナも数日逗とう留りゆうした記き憶おくしかない。

　しかし今は、攻略最前線だけあって多くのプレイヤーたちが装備を鳴らして闊かつ歩ぽしている。皆みながひと癖くせふた癖ありそうな、古ふる強つわ者ものめいたオーラを漂ただよわせており、それを見るアスナの胸に懐なつかしさとほろ苦さが入り混じった感かん慨がいが去来した。

　森の家を手に入れるため、22層まではひたすら最前線をひた走ったアスナだが、それ以降の層ではほとんどボス攻略には参加していない。《街開き》のカタルシスは、新規に浮遊城での冒険を楽しんでいるプレイヤーたちが味わうべきだと思うし、最前線にいると思い出すのは楽しいことばかりではないからだ。

　眼をつぶり、軽く頭を振ふって感傷を払はらい落おとすと、アスナは隣となりに立つ絶ぜつ剣けんを見やった。

「……ね、どうしてここに連れてきてくれたの？　この街に何かあるの？」

　訊きくと、インプの少女はにっと笑みを浮かべ、再びアスナの手を取った。

「その前に、まずボクの仲間に紹しよう介かいするよ！　こっち！」

「あ、ちょ……」

　たったか駆かけ出だす絶ぜつ剣けんの後を追い、アスナは広場から放射状に伸のびる狭せまい路地のひとつに潜もぐり込こんだ。

　小さな階段を登り、降り、橋を渡わたりトンネルを潜って、着いた先は一軒の宿屋とおぼしき店の前だった。《ＩＮＮ》の文字と大おお釜がまを象かたどった鋳ちゆう鉄てつ製せいの吊つり看板が揺ゆれる戸口をまたぎ、居い眠ねむりする白しろ髭ひげのＮＰＣ店主の横を通り抜けて、奥おくの酒場兼レストランへと足を踏ふみ入いれる。その途と端たん──。

「お帰り、ユウキ！　見つかったの!?」

　はしゃぐような少年の声が、二人ふたりを出で迎むかえた。

　酒場の中央の丸テーブルには、五人のプレイヤーが陣じん取どっていた。他ほかに人ひと影かげはない。絶剣はすたすたと彼らに歩み寄ると、アスナのほうを振ふり向むいた。右手を大きく横に伸ばし、胸を張って言う。

「紹しよう介かいするよ。ボクのギルド、《スリーピング・ナイツ》の仲間たち」

　再び半回転し、今度はアスナを手で示して、

「で、このお姉ねえさんが──……」

　そこで一いつ瞬しゆん言葉に詰まる。軽く首をすくめると、ユウキは大きな瞳ひとみを回しながらぺろりと可愛かわいらしく舌を出した。

「……ごめん、まだちゃんと名前聞いてなかった」

　だああっ、と五人のプレイヤーが椅い子すの上で派手によろける。その様よう子すに、アスナは思わずくすりと笑いながら、一礼して自分から名乗った。

「初めまして。わたし、アスナと言います」

　すると、アスナから見て一番左に座っていた、小こ柄がらなサラマンダーの少年が勢いよく立ち上がった。頭の後ろで小さなシッポを結んだオレンジ色の髪かみを揺ゆらして、元気な声で叫ぶ。

「僕はジュン！　アスナさん、よろしく！」

　その隣となりは、ノームの巨きよ漢かんだった。砂色のくせっ毛の下で、にこにこと細められた両眼が、豪ごう快かいな容姿に愛あい嬌きようを添そえている。突き出たお腹を無理矢理ひっこめるようにして頭を下げ、のんびりした口調で名乗った。

「あー、えーっと、テッチって言います。どうぞよろしく」

　続いて立ったのは、ひょろりと瘦やせたレプラコーンの青年。きちんと分けた黄銅色の髪と、鉄ブチの丸まる眼鏡めがねが学生めいた印象を与える。小さな丸い眼をいっぱいに見開き、かくんと腰こしを折ってから、なぜか赤面しつつまくしたてる。

「わ、ワタクシは、そ、その、タルケンって名前です。よ、よ、よろしくお願いし……イタッ!!」

　語ご尾びに悲鳴が被かぶったのは、彼の左に座っていた女性プレイヤーが、重そうなブーツでむこうずねを蹴け飛とばしたからだ。

「いいかげんその上がり性を直しなよタルは！　女の子の前に出るとすぐこれなんだからさ」

　威い勢せいのいい口調で言うと、ガッタンと椅い子すを鳴らして立ち上がった。眼を丸くするアスナに向かって顔中でにいっと笑いかけ、太陽のように広がった黒くろ髪かみをぐしゃぐしゃかき混ぜながら名乗る。

「アタシはノリ。会えて嬉うれしいよ、アスナさん」

　浅黒い肌はだと灰色の翅はねを見る限りスプリガンのようだが、ぐいっと太い眉まゆときりりとした両眼、骨太の体格には影妖精族のイメージはあまりない。

　そして、最後の一人は、アスナと同じくウンディーネの女性プレイヤーだった。ほとんど白に近いアクアブルーの髪を両肩に長く垂らし、伏ふせた長い睫まつ毛げの下には穏おだやかな濃のう紺こんの瞳ひとみが輝かがやいている。すっと長く通った鼻び梁りように小さな唇くちびる、驚おどろくほど華きや奢しやな身体は、本来治療師ヒーラーとしての能力に秀ひいでる水妖精族のイメージにぴったりだ。

　女性はふわりとした動作で立つと、落ち着いたウェットな声で自己紹しよう介かいした。

「初めまして。私はシウネーです。ありがとう、来て下さって」

「んで──」

　最後に、五人の右にジャンプで並んだ絶ぜつ剣けんが、大きなアメジスト色の瞳をきらきら輝かせながら言った。

「ボクが、いちおうギルドリーダーのユウキです！　アスナさん……」

　大またで歩み寄ると、がっしとアスナの両手を取り、

「一いつ緒しよにがんばろう！」

「えっと……何をがんばるのかな？」

　笑いをこらえながらアスナが訊きくと、絶剣ことユウキはきょとんとした顔をしてから、再び小さく舌を出した。

「そっか、ボクまだなーんにも説明してなかった！」

　ずこーっ！　と再度五人が椅い子すの上に崩くずれ落おちる様よう子すを見て、アスナはついに吹ふき出だしてしまった。お腹を抱えてくっくっと笑っていると、やがてユウキと、残りの五人も朗ほがらかな大声で笑い出す。

　どうにか笑いを吞のみ込こもうと苦労しながら、アスナはもう一度《スリーピング・ナイツ》のメンバーをぐるりと見回し──そして、かすかに背筋をぞくぞくと走るものを感じた。

　全員が、凄すさまじい手て練だれだ。何気ない一挙手一投足の滑なめらかさを見ただけで、アスナには判る。六人とも、フルダイブ環かん境きようでのアバター操作に完全に習熟している。恐おそらく武器を取れば、絶剣に近いレベルの強さを発揮するに違いない。

　これほどの凄すご腕うで集団が存在することを、アスナも、恐らくキリトやリズたちもまるで知らなかった。仮に全員が、絶剣と同じく他ほかのＶＲＭＭＯからコンバートしてきたとすれば、元の世界ではさぞかし名の通ったギルドだったに違いない。

　慣れ親しんだアバターと全アイテムを捨ててまで、ＡＬＯに移住してきた理由はなんだろう……とアスナが考えていると、ようやく笑いを収めたユウキが、赤いカチューシャを飾かざった頭をぽりぽりかきながら、申し訳なさそうに言った。

「ごめんね、アスナさん。理由も言わずにこんなとこまで連れてきちゃって。ようやくボクと同じくらい強い人みつけたんで、嬉うれしくて、つい……。えーと、改めてお願いします。ボクに……ボクたちに、手を貸してください！」

「手を……貸す？」

　首を傾かしげて繰くり返しながら、アスナは、頭の中で瞬しゆん時じに幾いくつかの想像を巡めぐらせた。

　単純な、お金やアイテム、スキル上昇ポイント目的の狩りの手伝いということはないだろう。これほど戦力の整ったギルドに、今いま更さらアスナが一人ひとり加わったところでできることがそうあるとは思えない。

　同様に、特定のレアアイテムやプレイヤーハウスを入手するという目的も考かんがえ難がたい。情報自体が高こう額がくで取引されていた旧ＳＡＯとは違い、ＡＬＯには無む償しようで攻こう略りやく情報を載せている外部ウェブサイトが山ほどある。それらを参考に腰こしを据すえて取り組めば、ほとんどのアイテムはいずれ取得できるはずだ。

　有り得るとすれば、絶ぜつ剣けんがアスナに求めた《強さ》というのは単純な数値的能力ではなく、戦せん闘とうの駆かけ引ひきを含ふくめたノウハウ全ぜん般ぱんということなのだろうか。となると、それがもっとも必要とされるのは、対モンスター戦ＰｖＥではなく対プレイヤー戦ＰｖＰである。しかもギルドに紹しよう介かいしたということは、絶剣が今まで24層の小島で繰くり返かえしてきた一対一のデュエルではなく、集団による大規模戦闘──平たく言えばどこかのギルドとノールールで殺し合うということだ。

　そこまでを一いつ瞬しゆんで考え、アスナはわずかに唇くちびるを嚙かんでから、口を開いた。

「あの……もし、他ほかのギルドとの戦争の手伝いだったら、悪いんだけど……」

　試合形式の大会や、システムに則ったデュエル以外の対人戦は、どうしても後々まで感情のしこりを残すことになる。もちろん、一時のぶつかり合いを長々と根に持つプレイヤーは少数派だが、それでもアスナ本人のみならず周囲の友人たちにまで迷めい惑わくをかけることになる可能性は否定できないのだ。

　よって、アスナはたとえ狩かり場ばで理り不ふ尽じんなマナーレス行こう為いを浴びせられようとも、プレイヤー相手には絶対に剣を抜ぬかないようにしている。

　そのことを、どうにか簡潔に説明しようと、続けて口を開いた。だが、絶剣は一瞬ぱちくりと眼を見開いてから、ぶんぶんと首を振ふった。

「ううん、違うよ、どっかと戦争とかそんなんじゃないんだ。えっとね……その、ボクたち……笑われるかもしれないんだけど……」

　ふいっと俯うつむき、はにかむように唇をもごもごさせてから、上うわ目め遣づかいにアスナを見た絶剣は、まったく思いもよらない言葉を口にした。

「……あのね、ボクたち、この層のボスモンスターを倒たおしたいんだ」

「は……はあ!?」
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　アスナは完全に意表を突かれ、素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。ギルド戦争以上にとんでもない目的を聞かされるのかと思いきや、フロアボス攻こう略りやくとは至極ノーマルというか、まっとうな目標だ。現在この最前線に逗とう留りゆうしているプレイヤーのほとんどが同じことを考えているに違いない。

「ボス……ボスモンスターって、迷宮区のいちばん奥おくにいるやつ……？　時間湧わきのネームドモブとかじゃなくて？」

　アスナが一応確認すると、ユウキは深々と頷うなずいた。

「うん、そう。一回しか倒せない、アレ」

「うーん……そっか、ボスかぁー」

　そう口に出しながら残り五人のギルドメンバーを見回すと、全員が眼をきらきらさせながら、アスナの返事を待っているようだった。

　つまるところ、ユウキたちの望みとは、フロアボス打だ倒とうを専門にしているいわゆる《攻略ギルド》の仲間入りをしたいということなのだろうか。コンバートしたてでコネクションのない彼女たちが、古参集団に加わるためのレクチャーをアスナに求めている──のだろうか？

「それは……まあ、ゼッ……じゃない、ユウキさんたちの強さなら……」

　やや予想外の展開ではあったが、何度か瞬まばたきしてアタマを切きり替かえ、アスナは実際的な可能性について考えた。現在、アインクラッドの最前線を攻こう略りやくしているプレイヤーたちは、ＡＬＯ生え抜きのベテランが八割、旧ＳＡＯからのカムバック組が二割といったところだ。現在ではすっかり打ち解け合い、幾いくつかの攻略ギルドに混在しているＡＬＯ組とＳＡＯ組だが、アップデート当初はそれなりにぎくしゃくもした。何せ一方はアミュスフィア最古タイトル、そしてもう一方はそれこそＶＲＭＭＯ最古タイトルであるがゆえに、《妖精》たちも《剣士》たちも強固な自負心を抱かかえ持もっているのだ。アスナ自身がそうであるように。

　そこに、いきなり他タイトルからのコンバート集団が『仲間に加えてくれ』と押しかけても、そう簡単には連結部隊レイドに加えてはくれないだろうが──何せ、《絶ぜつ剣けん》ユウキの強さは規格外だ。他の五人も近しい実力があるのなら、それを示せばあるいは。

「そうだね……この層の迷宮区はもうボス部屋近くまでマッピングされてるらしいから、いきなりここのボス攻略に参加させて貰もらえるかは判らないけど、それが無理でも次の層の攻略を最初から共同でやれば、ユウキさんたちの実力ならボス部べ屋やの連結部隊レイドに入れてもらえるかも……一レイドの上限人数が四十九人だから、六人全員が入れるかは判らないけど……」

　アスナが、考えを巡めぐらせながらそこまでを告げると──。

　正面のユウキが、どこかはにかむように首を縮め、またしてもアスナの想像をひとっ飛びに超こえていく言葉を口にした。

「えっと、ね。そういうのとは少し違うの。でっかい集団に混ぜてもらうんじゃなくて……ボクたちと、アスナさんの七人だけでボスを倒たおしたいんだ」

「……え、ええー!?」

　アスナの口から迸ほとばしった叫び声は、この宿屋に連れて来られてから最大の音量で部屋に響ひびいた。

　その理由は、至極単純。

　新生アインクラッドに配置されているフロア守護のボスモンスターは、オリジナルのＳＡＯと比べると、やけくそなまでの強化を施ほどこされている。もちろんゲームシステムが大おお幅はばに変わっているので単純な比ひ較かくはできないが、旧時代のボスたちのほとんどが、慎しん重ちように作戦を練ねればたった一人の死者も出さずに攻略可能だったのに対して、新ボスモンスター群は超強力な通常及および特とく殊しゆ攻こう撃げきによってプレイヤーたちをたんぽぽの綿わた毛げのように吹ふき散ちらしていく理り不ふ尽じんな強さを誇ほこっているのだ。

　当然、攻略のための作戦も変わらざるを得ない。レイドの上限ぎりぎりの人数を集め、死者が続出するのを見み越こしてヒーラーの層を厚くする。ひとりが捨て身で与える10のダメージより、十人で堅けん実じつに11のダメージを与えることを重視する。アスナがボス攻略戦に参加していたのは21層までだが、そんな低階層でさえ、七人パーティーかける七の四十九人レイドが全ぜん滅めつした話は枚挙に暇いとまがないのだ。

　ボスの強さは、当然階層が上がるごとに増加している。先のクリスマスのアップデートで開放された20層台の終わりが見えつつある、ひとつ下の26層などは、幾いくつもの大ギルドから精せい鋭えいを選えりすぐってようやく攻こう略りやくしたのだと聞いた。

　つまり、いくらユウキたちが実力者揃ぞろいとは言っても、そこにアスナ一人ひとりを加えたたかだか七人でボスを倒たおそうというのは無茶もいいところなのだ。

　アスナは、言葉を選びながら手短にそのあたりの事情を説明した。

「……っていうわけだから……七人っていうのは、ちょっと無理かなあって思うんだけど……」

　言葉を切ると、ユウキたちは互いに顔を見合わせ、なぜか全員が照れたように笑った。代表して、ユウキが口を開く。

「うん、ぜんぜん無理だった。実は、25層と26層のボスにも挑ちよう戦せんしたんだ」

「えー!?　ろ……六人で!?」

「そう。ボクたち的にはけっこうがんばったつもりだったんだけど……どうしてもＭＰマナポイントと回復ポーションがもたなくて。あれこれ工夫してるうちに、でっかい集団に倒されちゃった」

「そ……そっかあ……。本気なんだね」

　アスナはもう一度、ゆっくりと六人の顔を見回した。

　確かに無む謀ぼうな挑戦もいいところだが、そういう気き概がいそのものは嫌きらいではない。ゲームに慣れ切ったプレイヤーは、できること、できないことにすぐ見切りをつけてしまうものだ。《スリーピング・ナイツ》の面々が漲みなぎらせている挑戦心は、アスナの眼にはとても新しん鮮せんな──それでいて、どこか懐なつかしいものに映った。

「でも……何で？　どうして他ほかのギルドと共同じゃなくて、単独でボスを倒したいの？」

　もちろん、一ギルドだけでボスを倒せれば、尋じん常じようではない額のお金ユルドと、希レ少アな装備やアイテムを山ほど手に入れることができる。だが、その動機は、どこかこの六人はそぐわないような気がした。

「えっと……えっとね」

　ユウキは、アメジスト色の瞳ひとみをいっぱいに見開いて、何ごとかを言おうと口を動かした。

　しかし、声が出てこない。もどかしそうな表情で、幾いく度ども唇くちびるを開いたり閉じたりするが、言うべき言葉がなかなか見つからないようだ。

　と、ユウキの隣となりに立つ長身のウンディーネ、シウネーと名乗った女性が、助け舟を出すように声を発した。

「あの、私から説明します。その前に、どうぞ、座ってください」

　アスナを含めた七人がテーブルにつき、ＮＰＣウェイトレスにオーダーした飲み物が並んだところで、シウネーは卓たく上じようでしなやかな十指を組み合わせ、しっとりと落ち着いた声で喋しやべり始めた。

「アスナさんはもうお察しかもしれませんが、私たちはこの世界で知り合ったのではないんです。ゲーム外のとあるネットコミュニティで出会って……すぐに意気投合して、友達になったのです。もう……二年ほども経ちますか」

　睫まつ毛げを伏ふせたまま、何かを思い出すように一いつ瞬しゆん言葉を切る。

「最高の仲間たちです。みんなで、色々な世界に行って、色々な冒ぼう険けんをしました。でも、残念ですが、私たちが一いつ緒しよに旅をできるのもたぶんこの春までなんです。みんな……それぞれに忙いそがしくなってしまいますから。そこで私たちは、チームを解散するまえに、ひとつ絶対に忘れることのない思い出を作ろうと決めました。無数に存在するＶＲＭＭＯワールドの中で、いちばん楽しく、美しく、心こころ躍おどる世界を探して、そこで力を合わせて何かひとつやり遂とげよう、って。そうしてあちこちコンバートを繰くり返かえして、辿たどり着ついたのがこの世界なのです」

　そこでシウネーは仲間たちを順に見回した。ジュン、テッチ、タルケン、ノリ、ユウキの五人は、それぞれ顔を輝かがやかせて大きく頷うなずく。シウネーもふわりと微び笑しようし、続ける。

「この世界──妖精郷アルヴヘイム、そして浮遊城アインクラッドは素晴らしいところです。美しい街や森、草原、世界樹──そしてこの城を、皆みんなで連れ立って飛んだ思い出は、全員永遠に忘れることはないでしょう。望むことは、あとひとつ……この世界に、私たちの足そく跡せきを残したい」

　わずかに閉じられた瞼まぶたの奥おくで、シウネーの藍あい色いろの瞳ひとみが真しん剣けんな光を帯びる。

「ボスモンスターを攻略すれば、第１層《はじまりの街》にある黒こく鉄てつ宮きゆう、あそこの《剣士の碑ひ》に名前が残りますよね」

「あ……」

　アスナは一瞬眼を見開いてから、大きくこくんと頷いた。確かに、ボスを倒たおしたプレイヤーの名前は黒鉄宮に記録される。アスナ自身も、21層の欄らんに名を残している。

「その……自己満足もいいところですけれど、私たち、どうしてもあの碑に名前を刻んでおきたいんです。でも、問題がひとつあります。ボスを攻略したのが一パーティーなら、その全員の名前が記録されるのですが、パーティーが複数になってしまうと、残るのはパーティーリーダーの名前だけになってしまうのです」

「そ……そっか。うん、確かにその通りですね」

　アスナは黒鉄宮の内部を思い描きながら相づちを打った。

《剣士の碑》は、仮想世界内の３Ｄオブジェクトであるがゆえに面積に限りがある。最終的には第１００層にまで達するはずのフロアの全攻略者名を記載するスペースはとてもない。一層につき、刻めるプレイヤーの名前は最大七つ。つまり、シウネーの言うとおり、一パーティーでボスを倒せばその全員の名が碑に刻まれるが、それが連結部隊レイドになってしまうと、記載されるのは各パーティーのリーダー名に限られるのだ。

　シウネーは、アスナがそこまで理解するのを待っていたかのように軽く頷うなずくと続けた。

「つまり、碑に《スリーピング・ナイツ》全員の名を残そうと思ったら、一パーティーのみでボスに挑いどまねばならないのです。私たち、25層と26層で一いつ生しよう懸けん命めいがんばったんですが、どうしてもあと少し及およばなくて……。そこで、みんなで相談して決めたのです。パーティーの上限人数は七人なので、あとひとり分だけ空きがあります。僭せん越えつな話ですけど、私たちの中で最強のユウキと同じかそれ以上に強い人を探して、パーティーに加わってくれるようにお願いしてみよう、って」

「なるほど……。そういうことだったんですか」

　アスナは詰つめていた息をそっと吐はき出だしながら、視線を白いテーブルクロスの表面へと落とした。

《剣士の碑ひ》に名前を残す。その望みは理解できる。

　ＶＲＭＭＯに限らず、ネットゲームというものはプレイヤーに多くの時間を要求するため、進学や就職といった理由によって、春ごろに引退していく者は多い。必然的に、何年も存続した親密なギルドが解散を余よ儀ぎなくされることもあるだろう。その思い出を、この世界が続くかぎり残る記念碑に刻んでおきたいと思うのは自然なことだ。

　ほかならぬアスナ自身も、果たしていつまでＡＬＯを続けられるか判らない状じよう況きようだ。母親がこれ以上強きよう硬こうな態度に出れば、アミュスフィアの使用そのものを禁じられるかもしれない。残る時間が有限なら、その一分一秒をできる限り濃のう密みつなものにしたい、という思いは彼らと共通している。

「……どうでしょう？　引き受けてはもらえませんか？　私たちは、コンバートしてまだあまり経っていないので、充分なお礼ができないかもしれないんですが……」

　金額を提示すべくトレードウインドウを操作しようとするシウネーを、アスナは両手で制止した。

「あ、いえ、どうせ経費が山ほどかかりますから、手持ちのお金はそっちに回したほうがいいです。報ほう酬しゆうは、ボスから出たものを何か貰もらえればそれで……」

「じゃあ、引き受けて頂けるんですか!?」

　シウネーと、仲間五人の顔がぱっと輝かがやく。その表情を順番に見回しつつ、アスナは内心で、どうしてこういう状況になってるんだろうと今いま更さらのように考えずにはいられなかった。最初は、謎なぞの剣豪《絶ぜつ剣けん》の噂うわさ話ばなしに、少しばかり興味を抱いただけだったのだ。それが、あれよあれよという間に試合場から最前線まで連れ出され、仲間を紹介されて、あげく一緒にフロアボスに挑もうと誘われている。この間まだ一時間と経っていない。

　アスナをそんなジェットコースター的展開に引っ張り込んだ当人の《絶剣》ユウキは、きらきら光るアメジスト色の瞳ひとみをいっぱいに見開き、アスナの答えを待っている。性急と言えば性急、強引と言えば強引ではあるが、こんなおかしな出会いもまた、ＶＲＭＭＯの与えてくれる楽しみの一つだ。そして何より──胸の奥おくに、一つの仄ほのかな、しかし確たる予感がもう芽め生ばえてしまっている。自分は、このどこか不思議な剣士たちと、きっと仲良くなれるだろうという。

「ええと……少し、待ってくださいね」

　だからこそ、いい加減な対応はしたくなかった。アスナは一つ深呼吸し、視線をテーブル上のグラスに固定して、やや混乱気味だった思考をクールダウンした。途と惑まどいや驚おどろきは脇わきにどけ、ユウキたちの遠大なる目的をじっくりと嚙かみ締しめる。

　遥はるかな昔、今はもう存在しないギルドのサブリーダーとして、アスナは数多のボスモンスター攻こう略りやく作戦を陣じん頭とう指揮した。

　他ほかの攻略ギルドやソロプレイヤーたちと、ボスの攻こう撃げきパターンや弱点について何時間も討議し、怒ど鳴なり合い、人員が足りない時には地面にひざまづいて協力を乞こうたこともある。そこまでの苦労をしたのは、あの世界ではどうしても堅守しなくてはいけない絶対条件があったからだ。つまり、一人ひとりの死者も出さないこと。

　しかし今や、全ては変わったのだ。この妖精郷でプレイヤーに与えられた義務と権利はたった一つ、楽しむことだけ。勝算がないからと言って最初から諦あきらめるのは、果たしてゲームを楽しんでいることになるのだろうか。ユウキたちは、すでにたった六人で25、26層のボスモンスターに挑いどみ、しかも善戦したらしい。

　失敗することをあれこれ思い悩むよりも、何も考えずにとりあえずぶつかってみる。そんな無む鉄てつ砲ぽうなゲームプレイはずいぶん長い間していないような気がした。どうせ、全ぜつ滅めつしたところで失うのは少々の経験値だけだ。

「……やるだけ、やってみましょうか。この際、成功率とかは置いといて」

　アスナは顔を上げて、いたずらっぽく微笑ほほえみながらそう言った。

　途と端たん、ユウキが可か憐れんな顔をまぶしいほどに輝かがやかせた。仲間五人が盛大な歓かん声せいを上げる中、いっぱいに身を乗り出して、テーブルの上に置かれたアスナの右手を両手で強く包み込む。

「ありがとう、アスナさん！　最初に剣を撃うち合あった時から、そう言ってくれると思ってたよ！」

「わたしのことは、アスナって呼んで」

　微笑みながらそう応じると、ユウキもにっこりと笑って叫んだ。

「ボクもユウキでいいよ！」




　我われ先さきにと手を差し出すほかの五人とも順に固く握あく手しゆを交わし、新たに注文した大ジョッキでの乾かん杯ぱいが一段落したところで、アスナはふと浮かんできた疑問をユウキに向かって口にした。

「そういえば、ユウキさ……ユウキは、デュエルで強い人を探してたんだよね？」

「うん、そうだよ」

「それなら、わたしの前にも、強い人はいっぱいいたと思うんだけどなあ。特に、黒ずくめで片手直剣使いのスプリガンのこととか、憶おぼえてない？　多分、その人のほうが、わたしより助けになると思うんだけど……」

「あー……」

　それだけで、ユウキはすぐキリトのことに思い至ったようだった。こくこくと頷うなずき、なぜか難しい顔で腕うでを組む。

「うん、憶おぼえてる。確かにあの人も強かった！」

「じゃあ……どうして助っ人を頼たのまなかったの？」

「うーん……」

　珍めずらしく口ごもってから、ユウキはちらりと不思議な笑みを浮うかべた。

「やっぱり、あの人はダメ」

「な……なんで？」

「ボクの秘密に気付いちゃったから」

　ユウキも、シウネーたちもそのことについては語りたくないようだったので、それ以上追求はできなかった。おそらくその《秘密》というのは、絶ぜつ剣けんことユウキの突とつ出しゆつした強さに関係しているのだと思われたが、キリトが何に気づいたのか、アスナにはまるで見当もつかない。

　首を傾かしげていると、話題を変えようとするかのように、レプラコーンのタルケンが丸まる眼鏡めがねを押し上げながら言った。

「それで……攻こう略りやくの、具体的な手順は、ど……どうなるんでしょう？」

「あ……ええっと……」

　喉のど元もとに引っかかる疑問を、ジョッキの果実酒で飲み下し、アスナは人差し指を立てた。

「まず、大事なのは、ボスの攻撃パターンをきっちり把は握あくすることなの。回かい避ひするべきところは避よけ、護まもるべきは護り、攻せめるべきところを全力で攻めれば、勝機が見えるかもしれない。問題は、その情報をどうやって得るかってことだけど……多分、ボス攻略専門の大ギルドには聞いても無む駄だでしょうね。一度は、全ぜつ滅めつを前提に挑ちよう戦せんしてみる必要があると思う」

「うん、ボクたちは大だい丈じよう夫ぶだよ！　ただ……前の層でも、その前でも、ぶっつけ本番で全滅したあと、すぐに他ほかのギルドに攻略されちゃったんだ」

　ユウキがしゅんとした顔をすると、テーブルの反対側で、サラマンダーの少年ジュンがギザギザした形の眉まゆ毛げを寄せて言葉を繫つないだ。

「三時間後に出直したらもう終わってたんだよなー。気のせいかもしれないけど……なんか、僕らが失敗するのを待ってたみたいな……」

「へえ……」

　アスナは口くち許もとに手を当てて考え込んだ。

　最近、ボス攻略に関していろいろなトラブルが発生しているという噂うわさは聞いていた。大ギルドによる管理が過ぎるというのが主な内容だが、果たして総勢六人程度の小ギルドにまで注意を払はらうだろうか。とはいえ、無視できない情報ではある。

「うーん、じゃあ一応念を入れて、全滅したらすぐに再挑戦できるように準備を整えておきましょう。みんなの都合がいいのはいつなのかな？」

「あ、ゴメン。アタシとタルケンは夜だめなんだ。明日の午後一時からはどうかなあ？」

　大おお柄がらなスプリガンのノリが、黒くろ髪かみを搔かきながら済まなさそうに言う。

「うん、わたしは大だい丈じよう夫ぶ。じゃあ、明日一時にこの宿屋に集合でいい？」

　オッケー、了解、と口々に頷く《スリーピング・ナイツ》の面々に向かって、アスナは精せい一いつ杯ぱい大きな声で言った。

「──頑がん張ばろうね！」




　名残なごり惜おしそうに、本当にありがとうと繰くり返かえすユウキの肩かたをぽんぽんと叩たたいてから宿屋を出たアスナは、ひとまずリズベットたちのところに戻ることにした。ことの成り行きを話せばみんな驚おどろくだろうなあとわくわくしながら、ロンバールの中央広場にある《転移門》を目指して足早に歩く。

　やや頼たよりない記き憶おくを辿たどって隘あい路ろを抜け、ようやく目の前に賑にぎわう円形広場が出現した、その時だった。

　ブツン、とまるで何かのスイッチを切ったように、世界が一いつ瞬しゆんで暗転した。視覚や聴覚を完全に遮しや断だんされ、アスナは無限の闇やみに吞のみ込まれた。
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　底無しの穴に放り込まれたかのような、急激な落下感覚。

　いきなり天地の方向が九十度切きり替かわり、背中に強い圧力がかかる。次いで、五感の回路がばちんばちんと乱暴に再接続されていくショックを、アスナは全身を固く強こわ張ばらせて堪たえた。

　二、三度まぶたを痙けい攣れんさせてから、涙なみだが滲にじむ両眼をどうにか押し開くと、自室の天てん井じようがぼんやりと見えた。

　馴な染じんだベッドの柔やわらかさが、ようやく身体の背面に伝わってくる。浅い呼吸を何度も繰くり返すうち、神経系の混乱は徐じよ々じよに遠ざかっていく。

　いったい、何があったのだろう。瞬しゆん間かん的な停電か、もしくはアミュスフィアに何らかの障しよう害がいが──と思いながら、最後に大きく深呼吸する。空気に、自分のものではない香こう水すいの香かおりを感じ、いぶかしい気持ちで上体を起こしたその瞬しゆん間かん、明日奈は啞あ然ぜんと口を開けた。

　ベッドのすぐ傍かたわらには、険けわしい表情の母親が立ち、右手にライトグレーの細いコードを握にぎっていたのだ。それは、アスナが頭に被かぶるアミュスフィアのＤＣ端たん子しに接続されているはずの、電源ケーブルだった。

　異常切断の理由は、京子がアミュスフィアの電源を引き抜いたからなのだと悟さとり、明日奈はたまらず声を荒あらげていた。

「な……何するのよ母かあさん！」

　だが、京きよう子こは眉み間けんに深い谷を刻んだまま、無言で北側の壁かべに眼を向けた。明あ日す奈なもその視線を追い、ウォールクロックの針が、六時半を五分ほど回っていることに気付く。

　思わず明日奈が唇くちびるを引き結ぶと、京子はようやく口を開いた。

「先月食事の時間に遅れた時、お母さん言ったわよね。今度、このゲーム機を使ってて遅おくれたら、電源切りますからねって」

　冷ややかを通とおり越こして、どこか勝かち誇ほこったようにすら聞こえる口調に、反射的に大声で言い返しそうになる。俯うつむいて懸けん命めいにその衝しよう動どうを吞のみ込んでから、明日奈は低く震ふるえる声で言った。

「……時間を忘れてたのはわたしが悪かったわ。でも、だからってコード抜かなくてもいいじゃない。身体を揺ゆするか、耳もとで大声で呼んでもらえれば、中に警報が届くから……」

「前にそうしたら、あなた目を醒さますまで五分もかかったじゃないの」

「それは……移動とか、挨あい拶さつとかいろいろ……」

「何が挨拶よ。訳の判らないゲームの中での挨拶を、本物の約束事より優先させるつもりなの、あなたは？　お食事が冷めちゃったら、せっかく用意してくれたお手伝いさんに悪いとは思わないの？」

　──たとえゲームの中でも相手は本物の人間なのよ、それに母さんこそ、大学に行ってる日はよく電話一本で料理を丸ごと無む駄だにさせるじゃないの──と、幾いくつもの反論が頭を過よぎった。しかし明日奈は再び下を向き、震える息をただ深く吐はいた。やがて出てきたのは、短い一言だけだった。

「……ごめんなさい。次から気をつけます」

「次はもうないわよ。今度これのせいで決まりごとをおろそかにしたら、機械は取り上げます。だいたい……」

　京子は口くち許もとをかすかに歪ゆがめると、明日奈の額にかかったままのアミュスフィアを一いち瞥べつした。

「お母さん、あなたが解わからないわよ。そのおかしな機械のせいで、あなた大切な時期を二年間も無駄にしちゃったのよ？　見るのも嫌いやだとは思わないの？」

「これは……ナーヴギアとは違うわ」

　呟つぶやいて、頭から二重の金属円環を外す。ＳＡＯ事件を踏ふまえ、現行のアミュスフィアに施ほどこされている何重ものセーフティ機構について口にしようとしたが、すぐに言っても無駄だと思い直した。それに、使っている機械が異なるとはいえ、ＶＲＭＭＯゲームのせいで明日奈が二年にわたって植物状態に陥おちいったのは事実だ。その間、京子が多いに心配したのもまた確かだろうし、両親はいっとき明日奈の死をも覚かく悟ごしたそうだ。母親がマシンを嫌きらう気持ちは、理解しなければならない。

　明日奈が黙だまっていると、京子は大きなため息をついて、ドアの方に向き直った。

「食事にするわよ。すぐに着替えて降りてきなさい」

「……今日はいらない」

　夕食を作ってくれたハウスキーパーの明あき代よに悪いと思ったが、今はとても母親と向かい合って食事をする気にはならなかった。

「好きにしなさい」

　かすかに首を振ふって、京きよう子こは部へ屋やを出ていった。かちんと音を立ててドアが閉まると、明あ日す奈なは制せい御ぎよパネルに手を伸ばしてエアコンを急きゆう換かん気きモードに入れ、母親のオードトワレの残のこり香がを追い出そうとしたが、それはいつまでもしつこく漂い続けた。

《絶ぜつ剣けん》ユウキとその魅み力りよく的てきな仲間たちとの出会い、そして新たな冒ぼう険けんの予感が胸に残した高こう揚ようは、陽ひに照らされた雪球のように跡あと形かたもなく消えてしまっていた。明日奈は立ち上がり、クローゼットを開けると、膝ひざに穴のあいたダメージジーンズを出して足を通した。厚手の綿パーカーを羽は織おり、その上から白いダウンジャケットを引ひっ掛かける。全て数少ない、母親が選んだものではない衣服だ。

　手早く髪かみを整え、ヒップバッグと携帯端末を摑つかんで足早に部屋を出た。階段を降り、玄げん関かんホールでスニーカーを履はいて重いドアを押し開けようとした時、壁かべに設置された統合制せい御ぎよパネルから鋭するどい声が響ひびいた。

『明日奈！　こんな時間にどこに行くの!?』

　だが明日奈はそれに答えず、母親に遠えん隔かく操作で玄関を施せん錠じようされる前にドアハンドルを押した。両開きの扉とびらが開け放たれた瞬しゆん間かん、双方の側面から音を立てて金属のロックボルトが飛び出したが、ぎりぎりのタイミングで先んじた明日奈はするりと外に抜け出した。湿しつ気けを含ふくんだ冷たい夜気が顔を叩たたく。

　足早に車回しを横切り、ゲート脇わきの通用口から家の敷しき地ち外がいに出ると、明日奈はようやく詰つめていた息を吐はき出した。呼気が目の前に白く漂い、たちまち薄うすれて消える。ジャケットのジッパーを首元まで引き上げ、両手をポケットに突っ込むと、東急世田谷線宮の坂駅の方へと歩き始めた。

　行く宛あてがある訳ではなかった。母親に当てつけるように家を飛び出してみたものの、これが単なる子供っぽい反はん抗こうのポーズに過ぎないことは明日奈にも解わかっている。ジーンズのポケットに入っている携帯端末にはＧＰＳトラッキング機能があり、母親には明日奈がいる場所を逐ちく一いち知られてしまう。だからといって端末を置いてくるほどの度胸があるわけでもない。そんな自分への苛いら立だちが、胸の奥の無力感をいや増していく。

　大きな屋や敷しきが連なる住宅街の一角にひっそりと存在する狭せまい児童公園の前で、明日奈は足を停めた。入り口に据すえられた逆Ｕ字型の金属パイプに腰を乗せ、ポケットから携帯端末を引っ張り出す。

　画面に指を滑すべらせ、アドレス帳からキリト──和かず人とのページを呼び出す。コールボタンに指を置き、しかし、明あ日す奈なはそこできつく瞼まぶたを閉じた。

　和かず人とに電話して、ヘルメットを余計に一つ持ってバイクで迎えにきて、と言いたい。小さくてやかましいけれど妙みように速いバイクの後ろに跨またがって、和人の腰こしにぎゅっと手を回し、年明けでがらがらの幹線道路をどこまでも真っ直ぐ飛ばしてほしい。そうすればきっと、アルヴヘイムで全力飛行する時のように、頭の中のもやもやはたちまち消えてしまうだろうに。

　けれど、いま和人に会ったら、感情を抑おさえきれずに、泣きながら何もかもを打ち明けてしまうだろう。学校を変わらなくてはいけないこと。ＡＬＯにも行けなくなるかもしれないこと。明日奈を、幼い頃ころから規定されていた方向に押し流していく冷れい徹てつな現実と、それに抗あらがえない自分──つまりは、ひた隠かくしにしてきた己おのれの弱さそのものを。

　明日奈は端末の画面から指を離はなすと、静かにスリープボタンを押した。一いつ瞬しゆんぎゅっと握にぎり締しめてから、ポケットに戻もどす。

　強くなりたい。片時も揺るがない精神の強さ。保護者に頼たよらず、自分の望む方向に進むための強さが欲しい。

　しかし同時に、弱くなりたい、と叫ぶ声がする。自分を偽いつわらず、泣きたい時に泣ける弱さ。すがりつき、わたしを守って、助けて、と言える弱さが欲しい。

　降り始めた雪の一片が頰ほおに触れ、たちまち融けて流れた。明あ日す奈なは顔を上げ、仄ほの白じろい夕ゆう闇やみの彼方から落下してくるおぼろな光たちを、無言で見詰め続けた。
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「えーとつまり、ユウキとジュン、テッチが近フ接オ前ワ衛ー型ド、タルケンとノリが中距離型ミツドレンジ、そしてシウネーが後方援護型バツクアツプってことね」

　アスナはおとがいに指先を添そえ、武器防具を装備した《スリーピング・ナイツ》の面々を見回した。昨夜紹しよう介かいされた時は全員が軽装の普ふ段だん着ぎ姿だったが、今は揃そろってエンシェント・ウェポン級の武装に身を固めている。

《絶剣》ユウキは昨日きのうと同じ黒のハーフアーマーに細身のロングソード。サラマンダーのジュンは小さな身体に不ふ釣つり合あいとも思える赤しやく銅どう色いろのフルプレートをがっちり装備し、背中には身長と同じほどもある大剣を吊つっている。

　巨きよ漢かんノームのテッチも同じく肉厚のプレートアーマーに、戸板の如ごとき巨大なタワーシールドを携えている。武器はごつごつした突とつ起きを四方に伸のばした、いかにも重そうなヘビーメイスだ。

　眼鏡めがねのレプラコーン・タルケンはひょろっとした体を真しん鍮ちゆう色いろのライトアーマーに包み、武器は恐おそろしく長いスピア。その隣となりに立つ姉あね御ご肌はだのスプリガン・ノリは、金属を使っていない道着ふうのゆったりした布防具をまとい、これまた天てん井じように届きそうな鋼こう鉄てつの長棍クオーター・スタツフを担ぐ。

　そして、唯ゆい一いつのメイジであるウンディーネのシウネーは、僧そう侶りよふうの白と濃のう紺こんの法衣カソツクと、ブリオッシュのように丸く膨ふくらんだ帽ぼう子しを身につけ、右手に細い銀色の長杖ロツドを携えていた。全体としてはバランスが取れたパーティーだが、強いて言えば支援役バフアーと回復役ヒーラーが少し弱い。

「ってことは、わたしも後衛に入ったほうがいいみたいね」

　腰こしのレイピアを、魔ま力りよくブースト用の短杖ワンドに交こう換かんするために剣帯ごと外しながらアスナが言うと、ユウキが済まなそうに首を縮めた。

「ごめんね、アスナ。あれだけ剣が使えるのに、後ろに回って貰もらっちゃって」

「ううん、どうせわたしじゃ盾たて役やくはできないし。その代わり、ジュンとテッチにはバシバシ叩たたかれて貰うから、覚かく悟ごしてねー」

　にやにや笑いを浮かべ、重装備の二人を見る。猛もう烈れつな体格差のあるサラマンダーとノームのコンビは一いつ瞬しゆん顔を見合わせたあと、同時にがしゃんとアーマーの胸を叩いた。

「お、おう、任せとけ！」

　威い勢せいはいいもののややぎこちないジュンの台詞せりふに、全員が愉ゆ快かいそうな笑い声を上げる。

　二〇二六年一月八日、木曜日。

　冬休み最後の一日となったこの日の午後一時、アスナは約束通り再び第27層主街区《ロンバール》の宿屋を訪れ、スリーピング・ナイツの面々と再会を果たした。目的はもちろん、共にこの層の迷宮区最上階を守護するボスモンスターに挑いどむことだ。

　自分に期待されている役回りは、数値的な戦せん闘とう力りよくというよりも、皆みんなの力を活かすための戦術の提供だろうとアスナは理解している。単純に強さだけを比べれば、ユウキたちは恐おそらく全員がアスナと同等以上だ。しかしＡＬＯにコンバートしてきたばかりの彼らにはない知識と経験を、アスナは持っている。

　そこで、まずは皆の能力構成ビルドと武器防具ギアを詳細に確認し、基本となるパーティー陣じん形けいを決定したというわけだ。

　後衛に入ることを決めたアスナは、アイテムウインドウを開くと、腰から外したレイピアをその中に格納して、替かわりにワンドを取り出した。先せん端たんに葉っぱを一枚残した生なま木きそのままという少々貧相なアイテムだが、実は世界樹のいちばん天辺の枝を切ったものだ。入手するには巨きよ大だいな守護竜の猛もう攻こう撃げきをかいくぐる必要がある。

「さて、と」

　杖つえをくるりと指先で回し、アスナは微笑ほほえみながら言った。

「じゃ、ちょいとボス部べ屋やを覗のぞきに行きますか！」




　ロンバールの宿屋を出た七人は、そのまま常夜の空に飛び立った。

　さすがと言うべきか、全員が補助スティックなしの随ずい意い飛行で、その滑なめらかな飛びっぷりにアスナは改めて感かん嘆たんする。とてもコンバートしてきたばかりとは思えない。これはもう、ＶＲＭＭＯゲームに対する慣れというよりも、その根幹を成すフルダイブ技術そのものへの親和性が高いと言うべきだろう。稀まれにそのようなプレイヤーがいるのは確かだが、アスナの長いゲームプレイ経験のなかでも、直接知っているのはキリトを筆頭としたごくわずかな人数に留まっている。

　それが六人も集まっているとは、いったいどのような経けい緯いで結成されたギルドなのだろうか。よくよく考えてみると、今日は一月八日であり、世間一いつ般ぱんでは仕事始め学期始めである。アスナの学校は万事余よ裕ゆうのあるカリキュラムのせいか三学期は明日からだが、ギルドメンバー六人全員をこんな昼間に集めるのは、普ふ通つうではなかなか困難なのではないだろうか。

　単純に考えれば、突とつ出しゆつした強さのことも含め、ゲームに実生活のすべてを費やす超コアプレイヤーの集団である、と判断するのが妥だ当とうだろう。しかしアスナは、それも違うと感じていた。スリーピングナイツの面々からは、その手のギルドが拭ぬぐいがたく漂ただよわせる強い自負心が感じ取れない。皆みなが皆、どこまでもナチュラルにゲームを楽しんでいると思える。

　生身のプレイヤーはどんな人たちなのかな、とアスナがいつもなら殆ほとんど気にしないことを考えていたその時、前方を飛ぶユウキが相変わらず元気な声で叫さけんだ。

「見えたよ、迷宮区！」

　はっとして眼を凝こらすと、連なる岩山の向こうに、一ひと際きわ巨大な塔とうが見えた。円筒形のそれは地上から上層部の底までまっすぐに伸のびている。根元からは、ひとつが小さな家ほどもありそうな水すい晶しようの六角柱がいくつも突つき出だし、青い燐りん光こうを放って闇やみにそびえる塔をぼんやりと照らし出している。迷宮への入り口は、塔の下部に黒々と開いていた。

　しばしホバリングし、入り口の周囲にモンスターや他パーティーの姿がないのを確認する。

　今日の《突とつ発ぱつ的てきボス攻こう略りやく》については、もちろんリズベットたちにはすでに報告している。皆、《絶剣》の思いがけない依い頼らいに驚おどろきつつも、即そく座ざに自分たちも手伝うと言ってくれたのがアスナは嬉うれしかった。しかし、ユウキたちの究極的な目的は、仲間との最後の思い出を作ることだ。であれば、あまり事を大きくしないほうがいいだろうというアスナの考えを友人たちはすぐに汲くみ、皆の手持ちの回復ポーション類を所持容量限界まで持たせたうえで見送ってくれたのだった。

　今回の件について、当初からどこか意味深い態度を貫いているキリトは、一いつ瞬しゆんだけ何事か考える様よう子すを見せたもののやはり笑え顔がおで激げき励れいを口にし、アスナについて来たがったユイをなだめていた。ある意味では、ちょっとした裏切り行こう為いと言えなくもない他ギルドへの助すけ太だ刀ちを応おう援えんしてくれた仲間たちに改めて感謝しつつ、アスナは隊列の最後尾からゆっくりと迷宮区目指して降下した。

　足が青黒い地面を捉とらえると、六人に続いて巨きよ大だいな塔を見上げる。こうして上層へ続くタワーを望むのは、旧ＳＡＯ時代から数えればもう何十度ではきかないが、空中から俯ふ瞰かんするのとはまた異なる、まさしく威い容ようと言うべきその姿には常に圧あつ倒とうされる。

「……じゃあ、打ち合わせどおり、通常モンスターとの戦せん闘とうは極力回かい避ひで行きましょう」

　アスナが言うと、さすがに顔を引ひき締しめたユウキたちは無言で頷うなずいた。それぞれ腰こしや背中に手をやり、じゃりんと音高く得物を抜ぬく。

　魔ま術じゆつに長けた水妖精族ウンデイーネのシウネーが銀のロッドを掲げ、立て続けに幾いくつもの支バ援フスペルを詠えい唱しよう。七人のパーティーメンバーの体をライトエフェクトが包み、視界の左上、ＨＰバーの下に複数のステータスアイコンが点灯する。続けて影妖精スプリガンのノリが、全員に暗視魔法を掛かけていく。アスナもバフ魔法は幾いくつか習得しているが、シウネーのほうがスキルレベルが高いためここは任せる。

　準備が完かん了りようしたところで、もういちど顔を見合わせて頷うなずき合い、前衛のユウキから迷宮区に踏ふみ込こんだ。

　入り口からしばらく続いた天然の洞どう窟くつが、石いし畳だたみを組み合わせた人工の迷宮に変わると、明らかに周囲の温度が下がり、湿しめった冷気が肌を撫なでた。ＳＡＯ時代に散々苦労させられたとおり、迷宮区内部はうんざりするほど広く、また出現モンスターのレベルもフィールドとは比ひ較かくにならない。その上、アルヴヘイム地上に存在するダンジョン群と同じく、中ではまったく飛行できない。マップデータはあらかじめ情報屋から購こう入にゆうしておいたが、それでもボス部べ屋やまでは最短でも三時間はかかるだろう。

　──と、事前に予想していたのだったが。

　わずか一時間と少しで、目の前にひときわ広い回かい廊ろうとその突き当たりの巨大な扉とびらが現れた時は、アスナは改めてユウキたちの実力に舌を巻く思いだった。個々の戦せん闘とう能力はそれなりに把は握あくしていたつもりだったが、更さらに見事と言うべきは六人の連れん携けい技術だ。言葉も交さず、小さな身み振ぶり手振りだけで立ち止まるべきところは立ち止まり、突っ切るところは突っ切っていく。アスナはほとんど、パーティーの最さい後こう尾びをただ付いていくだけでよかった。モンスターと戦闘になったのはたったの三回であり、それすらも、アスナの指示に従って瞬しゆん時じにリーダーの個体を屠ほふったため敵群が混乱したところを簡単に振り切ることができた。

　ボス部屋へ続く回廊を前進しながら、アスナは少々ぼやきたい気分で傍かたわらのシウネーに囁ささやきかけた。

「なんだか……わたし、本当に必要だったのかなあ？　あなたたちを手助けできる余地なんて、ほとんどないような気がするんだけど……」

　すると、シウネーは眼を丸くして、大きくかぶりを振ふる。

「いえ、とんでもない。アスナさんの指示があったからトラップも一度も踏ふみませんでしたし、戦闘もすごく少なくてすみましたし。前の二回では、遭そう遇ぐうする敵ぜんぶと正面から戦っちゃったので、ボス部屋につく頃ころには随ずい分ぶん消しよう耗もうしちゃって……」

「そ、それはそれで凄すごいけどね……──っと、ユウキ、待って」

　アスナが少し高めた声で言うと、前衛三人はぴたりと足を停めた。

　すでに、ボス部屋前の長い回かい廊ろうも半ば以上を踏とう破はし、突き当たりの、おどろおどろしい装そう飾しよくを施ほどこされた石せき扉ひの細部までが見て取れる。回かい廊ろうの両りよう脇わきには一定間かん隔かくで円柱が立っているが、その陰かげを含ふくめて、モンスターの姿はない。

　訝いぶかしそうな顔で振り向くユウキやジュンに向かって、唇くちびるに人差し指をあててみせてから、アスナは大扉の左側、最後の円柱の向こう側に視線を凝こらした。

　回廊の照明は、円柱上部の壁へき龕がんに設置された火皿の青白い炎ほのおだけだ。ノリの暗視魔ま法ほうの補助があっても、ゆらゆら揺ゆれる石壁の影の微び細さいな動きは捉とらえ難がたい。が、直感的に、アスナは視界の一部分に違い和わ感かんを覚えたのだった。

　手振りでユウキたちを退さがらせて、アスナは右手のワンドを掲かかげた。早口で少し長めのスペルワードを組み立てながら、左手の平を胸の前で上向ける。

　詠えい唱しようが完かん了りようすると、手の平のうえに、胸むな鰭びれを翼のように長く伸のばした小さな魚が五ご匹ひき出現した。青く透すき通るその魚たちに顔を寄せ、目指す方向に向かって軽く息を吹ふきかける。

　途と端たん、魚たちはぴちちっと跳はねてから、空中を一直線に泳ぎ始めた。隠いん蔽ぺい呪じゆ文もんを看かん破ぱするための《サーチャー》を召しよう還かんしたのだ。五匹はわずかな角度をつけて放射状に宙を進み、うち二匹が、アスナの眼に止まった空気の揺らぎの中に突とつ入にゆうした。

　ぱっ、と青い光が広がった。サーチャーが消しよう滅めつし、その奥おくに出現した緑色の空気の膜まくが、たちまち溶とけ崩くずれるように消えた。

「あっ！」

　ユウキが驚おどろいたような声を上げた。さっきまで何もなかった円柱の向こうに、忽こつ然ぜんと三人のプレイヤーが姿を現したのだ。

　アスナは彼らの全身に素早く視線を走らせた。インプ二人、シルフ一人、全員が短剣装備の軽装だ。と言っても、武装のグレードはかなり高い。知った顔はなかったが、カラーカーソルに表示されたギルドタグには見覚えがあった。盾たてに横向きの馬。二十三層以降の迷宮区を立て続けに攻こう略りやくしている、有名大規模ギルドのエンブレムだ。

　迷宮区で、周囲にモンスターもいないのに隠ハれイ身ドとは穏おだやかではない。常識的にはＰＫの手口だ。アスナは向こうの遠距離攻撃に備えて再び杖つえを掲げ、傍かたわらでユウキたちもがしゃりと武器を構え直す。

　だが、予想に反して、三人組のひとりが慌あわてた様よう子すで片手を上げて叫さけんだ。

「ストップストップ！　戦う気はない！」

　焦あせった声の調子は演技とは思えなかったが、アスナは警けい戒かいを解かずに叫び返した。

「なら、武器を仕し舞まって！」

　すると、三人は顔を見合わせ、すぐにそれぞれの短剣を腰の鞘さやに収めた。アスナはちらりとシウネーを振り返り、囁ささやいた。

「連中がもう一度抜剣する素そ振ぶりを見せたら、すぐに《流水縛鎖アクアバインド》を掛かけて」

「解りました。うわあ、ＡＬＯの対人戦は初めてですよ。どきどきしますね」

　どきどきというよりもワクワクしているかのように眼を輝かがやかせるシウネーたちの様よう子すに、アスナはわずかに苦笑してから、三人組に向き直った。数歩接近し、鋭するどく訊たずねる。

「ＰＫじゃないなら……何が目的でハイドしてたの？」

　再び仲間と視線を交わしてから、リーダーとおぼしきインプが答えた。

「待ち合わせなんだ。仲間が来るまでにＭｏｂにタゲられると面めん倒どうなんで、隠かくれてたんだよ」

「…………」

　もっともらしく聞こえるが、どこか怪あやしい。隠いん蔽ぺい呪じゆ文もん使用中は馬ば鹿かにならない速度でマナが消費されるため、数十秒ごとに高価なポーションを飲み続ける必要がある。そもそもこんな迷宮の最奥まで辿たどり付つけるなら、そこまでの手間をかけてモンスターとの戦せん闘とうを避さける必要は無いはずなのだ。

　しかし、彼らの説明にこれ以上の綻ほころびを見つけることはできそうになかった。万難を排はいするならこちらからキルするという手もあるが、大規模ギルドとトラブルになると後々色々面倒なのもまた確かだ。

　アスナは疑問を吞のみ込こんで、軽く頷うなずいた。

「解ったわ。──わたしたち、ボスに挑ちよう戦せんに来たんだけど、そっちの準備がまだなら先にやらせてもらってもいいわね？」

「ああ、もちろん」

　ことによると、更さらに巧こう言げんを重ねてボスモンスターへの挑戦を妨ぼう害がいしてくるかも、と予想したのだが、あにはからんや瘦そう身しんのインプは短く即そく答とうした。そのまま、二人ふたりの仲間を手て振ぶりで下がらせ、自らも大扉の脇わきへと退く。

「俺おれたちはここで仲間を待つから、まあ、がんばってくれや。じゃあな」

　わずかな笑みを頰ほおに浮かべ、インプは仲間のシルフのほうにあごをしゃくった。シルフは両手を掲かかげ、慣れた口調でスペルワードの詠えい唱しようを開始する。

　たちまち、術者の足あし許もとから緑色の空気の渦うずが巻き起こり、三人の体を包む膜まくとなった。緑色がすうっと薄うすれ、揺ゆらぐように消えた時には、そこにはもう誰だれの姿も見えなかった。

「…………」

　アスナはしばらく口くち許もとを引ひき締しめたまま、再びハイドした男たちの方向を凝ぎよう視ししたが、やがて肩かたをすくめるとユウキのほうに向き直った。絶ぜつ剣けんの異名を持つ少女は、今の不ふ穏おんなやり取りにもまったく気分を害した様子はなく、大きな紫むらさきの瞳ひとみをきらきらさせたまま、アスナに軽く首を傾かしげてみせる。

「……とりあえず、予定どおり一度中の様子を見てみましょう」

　アスナが言うと、ユウキはにいっと笑いながら頷いた。

「ん、いよいよだね！　がんばろ、アスナ！」

「様子見と言わず、ぶっつけでぶっ倒たおしちゃうくらいの気合で行こうぜ」

　威い勢せいのいいジュンの言葉には、アスナも笑いを返すしかない。

「まあ、それが理想だけどね。でも、無理に高いアイテム使ってまで回復しなくていいからね。あくまで、わたしとシウネーがヒールできる範囲内で頑がん張ばるってことで、いいわね」

「はい、先生！」

　茶目っ気たっぷりに答えるジュンのヘルメットのバイザーを指で突いておいて、アスナは他ほかの五人を順に見やりつつ続けた。

「死んでも、すぐには街に戻もどらないで、ボスの攻こう撃げきパターンをしっかり見ておいてね。全ぜん滅めつしたら、一緒にロンバールのセーブポイントに戻るってことで。フォーメーションは、ジュンとテッチが最前面でひたすら耐えつつ時々挑ちよう発はつスキルで憎ヘ悪イ値トを稼かせぐ。タルケンとノリはその両りよう翼よくからタゲを剝はがさないように攻撃。ユウキは自由に遊ゆう撃げき、可能ならボスの背面に回ってみて。で、わたしとシウネーが後方で支援回復」

「了りよう解かい」

　一同を代表して巨漢のテッチが重々しい声で応じる。

　シウネーが手早く全員の支援魔法更新リバフを終えるのを待って、前衛二人が進み出た。左手のタワーシールドをがしゃりと掲かかげ、右手のヘビーメイスを肩かたに担いだテッチは、大扉のすぐ前でちらりとアスナを振ふり向むいた。

　アスナがぐいっと頷うなずき返すと、同じく肩に大剣を担ぐジュンが空いている左手を扉とびらに掛かけた。肩を怒らせ、力を込める。

　黒光りする岩でできた二枚扉は、抵てい抗こうするかのように軋きしみ声を上げてから、ごろごろと雷らい鳴めいに似た音を回かい廊ろう全体に響ひびかせながら左右に割れ始めた。内部は完全な闇やみ──。

　と思ったのも束つかの間ま、ドアのすぐ前で、青白いかがり火が二つ、ぼうっと吹き上がった。続いて、その左右にもう二つ。わずかな時間差を置いて、無数の炎ほのおが輪を描くように立ち上っていく。この照明の演出は全フロアで共通しており、最初のひとつが灯ってからボス湧ゆう出しゆつが終わるまでが、攻略参加の猶ゆう予よ時間となる。

　ボス部べ屋やは完全な円形だった。床面は磨かれた黒い石敷き、広さも相当なものだ。いちばん奥の壁に、上層へと繫つながる階段を隠かくす扉が見える。

「──行くわよ！」

　アスナが叫ぶと同時に、ジュンとテッチが思い切りよく部屋の内部に走り込んだ。残る五人もすぐに後を追う。

　全員が、決めたとおりのフォーメーションにつき、それぞれの武器を音高く構えたのとほぼ同時に──部屋の中央に、荒あら削けずりの巨大なポリゴン塊かいが立て続けに湧出ポツプした。黒いキューブ状のそれらは衝しよう撃げき音おんを発しておおまかな人型へと合体し、エッジが面取りされて、みるみるうちに情報量を増していく。

　最後に、ばしゃーんと無数の破片を宙に散らして、ボスモンスターが実体化した。

　身みの丈たけ四メートルはあろうかという黒い巨人ジヤイアントだ。筋骨逞たくましい胴どう体たいから二つの頭と四本の腕うでを生やし、それぞれの手に凶きよう悪あくなフォルムの鈍どん器きを握にぎっている。

　巨人が一歩踏ふみ出だすと、地じ震しんのような揺れが部へ屋や中に広がった。下半身に対して上半身のボリュームが異様に大きく、体をかなり前傾させているが、それでも二つの頭はアスナたちの遥はるか上空に位置している。

　赤く光る四つの眼で、闖ちん入にゆう者しやたちをしばし睥へい睨げいしたあと、巨人は野の太ぶとい咆ほう哮こうを放った。上側の二つの手に握られた破は城じよう槌つい並みのハンマーを高く振り上げ、下側の二本の手で、大型船の錨いかりでも吊つるせそうな太い鉄てつ鎖さを床ゆかに打ち付けて──。
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「だああああ、負けた負けた!!」

　最後に転移してきたノリが、ばんばんタルケンの背中を叩たたきながら、愉ゆ快かいそうに喚わめいた。

　ロンバール中央広場に面した、ドーム状の建物の中。部へ屋やの真ん中、一段低くなった床ゆかに立つ位置セーブクリスタルの周囲に、アスナたち七人は転送されていた。無論、27層のボスである黒巨人の猛もう攻こうの前にあえなく全ぜん滅めつしたからである。

「ううー、頑がん張ばったのになあー」

　無念そうに肩かたを落とすユウキの襟えり首くびを、アスナはがっしと摑つかんだ。

「ふえ？」

　いぶかしい顔をするユウキを引っ張り、そのまま部屋の隅すみへと走り出す。

「みんなも、早くこっちきて！」

　とりあえず宿屋に戻もどって休きゆう憩けい兼反省会、などと言っていたジュンたちも、ぽかんと口を開けてたもののすぐに駆かけ寄よった。

《死に戻りポイント》であるドームの中には誰だれの姿もなかったが、念を入れて外まで声の届かない場所に全員を集めると、アスナは早口で捲まくし立たてた。

「のんびりしてる余よ裕ゆうはないわよ。ボス部べ屋やの前にいた三人、覚えてるでしょ？」

「ええ、はい」

　シウネーがこくりと頷うなずく。

「あれは、ボス攻こう略りやく専門ギルドの斥候隊スカウトだわ。同盟ギルド以外のプレイヤーがボスに挑ちよう戦せんするのを監かん視ししてるのよ。多分、前の層でも、その前でも、みんながボス部屋に入るところを彼らに見られてたはずだわ」

「えっ……まるで気づきませんでした……」

「恐おそらく目的は、ボス攻略の邪じや魔まをすることじゃなくて情報収集ね。スリーピング・ナイツみたいな小規模ギルドの挑戦を、言い方は悪いけど露つゆ払はらいに利用して、ボスの攻こう撃げきパターンや弱点位置を割り出してるんだわ。そうすれば、自分たちはデスペナルティもＰＯＴポーシヨン代も払わないですむから」

　アスナがそこで言葉を切ると、丸まる眼鏡めがねのタルケンが、指先まで伸のばした右手をぴっと上げてから口を開いた。

「で、でも、ワタクシたちがボス部屋に入ったあと、すぐに扉とびらが閉まったですよ。じ、情報収集と言っても、戦せん闘とうそのものはほとんど見られなかったのでは？」

「これは、わたしの油断なんだけど……戦闘の終しゆう盤ばんになってようやく、ジュンの足あし許もとを小さな灰色のトカゲがちょろちょろしてるのに気づいたの。あれは闇やみ魔ま法ほうの《盗み見ピーピング》だわ。他ほかのプレイヤーに使い魔をくっつけて、視界を盗む呪じゆ文もん。スペルを掛けられた瞬しゆん間かん、一秒だけ妨害魔法デバフのステータスアイコンが表示されたはずだけど……」

「えっ、参ったな、ぜんぜん気づかなかった」

　アスナの説明を聞いた途と端たん、バツの悪そうな顔になったジュンの背中に、ぽんと軽く触ふれる。

「ううん、事前に言っておかなかったわたしが悪いの。きっと、ボス部屋に入る直前に、シウネーが支援魔法を更新リバフした時にスペルを紛まぎれ込こませたんだわ。アイコンが山ほど出てる時に余計なのが一いつ瞬しゆん混じっても、気づけなくて当たり前だもん」

「……ってことは、もしかして……」

　眼をまん丸くしたユウキが、胸元で両手を握にぎって叫さけんだ。

「25層と26層で、ボクたちが全ぜん滅めつしたあと、すぐにボスが攻略されちゃったのは偶ぐう然ぜんじゃなかったのかー！」

　その声には、驚おどろきこそあれ、恨うらみや憤ふん慨がいの響ひびきはまるで聞き取れなかった。そんなユウキに改めて仄ほのかな敬意を覚えつつ、アスナはそっと頷うなずいた。

「間違いないわね。ユウキたちが決死のがんばりで、ボスの手の内を最終段階まで丸まる裸はだかにしたから、彼らも攻略に踏み切れたんだと思う」

「と、いうことはつまり……」

　シウネーが形のいい眉まゆをひそめて呟つぶやく。

「今回も、まんまと嚙かませ犬役を演じてしまったということですか……？」

「……なんてこった」

　ノリの嘆なげき声に、仲間五人もがっくりと肩かたを落とそうとしたが、その前にアスナはばしんとユウキのアーマーを叩たたいた。

「ううん、まだそうと決まったわけじゃないわ！」

「え……？　どういうことなの、アスナ？」

「いま現実時間で昼の二時半、こんな時間に何十人も集めるのは、いくら大規模なギルド同盟でも大変なはずだわ。少なく見積もっても一時間はかかると思う。その間かん隙げきを突つくのよ。──いい、あと五分でミーティングを終えて、三十分でボス部べ屋やまで戻もどる！」

「ええー!?」

　さすがのつわものたちも、今度ばかりは揃そろって驚きよう愕がくの声を上げる。そんな一同を見回し、アスナはどこかの誰だれか譲ゆずりの、片かた頰ほおだけの不ふ敵てきな笑えみを浮かべてみせた。

「わたしたちならできるわ。それに──この人数でも、きっとボスも倒たおせる」

「ほ、ほんと!?」

　鼻がぶつかりそうになるほど身を乗り出してくるユウキに、深い頷うなずきを返す。

「きっちり冷静に、弱点を突ければね。作戦はこうよ。ボスは巨人型、多た腕わんなのが厄やつ介かいだけど、正面をきっちり作れる分、非定型クリーチャータイプよりマシだわ。攻こう撃げきパターンは、ハンマーの振ふり下おろし、鎖くさりの薙なぎ払い、頭を下げての突とつ進しん。ＨＰが半減してからは、プラス広範囲ブレス攻撃。更さらにゲージが減って赤くなると、武器四つでの八連れん撃げきソードスキル……」

　アスナは床にホロパネルを広げると、フリー入力窓に切きり替かえ、指先で手早くボスの攻撃パターンを図示した。次に、それぞれに対する詳しよう細さいな防ぼう御ぎよ方法を列挙していく。

「……だから、ジュンとテッチは鎖は無視していいわ。ひたすらハンマーに集中して。次に弱点だけど、ハンマーの振り下ろし攻撃を、武器や盾たてで受けないで空振らせて、床ゆかを叩たたかせるとコンマ七秒くらい硬こう直ちよく時間があるわ。その隙すきを逃のがさずに、ノリとタルケンはきっちり強攻撃を入れて。あと、背中側にもかなりの隙がある。ユウキはひたすらバックを取って、突とつ進しん系のソードスキルで攻めていいわ。鎖は真後ろまで届くから気をつけてね。で、ブレスへの対応だけど……」

　作戦会議でこんなに喋しやべったのは、間違いなく血盟騎士団のサブリーダー時代以来だろう。しかし昔を思い出す暇もなく、アスナは思い切り口を回転させる。六人は真しん剣けんな顔でこくこくと頷うなずき続けている。

　まるで学校の先生にでもなったみたい、と心の片隅で思いつつ、アスナはぴったり四分でレクチャーを終えた。次にアイテム欄らんを開くと、預かっていた攻略予算で買い込んだ大量の回復ポーション類を、リズベットたちに貰もらった餞せん別べつ分と合わせて、まとめて実体化させる。

　がしゃがしゃんと音を立て、床の上に色とりどりのガラス瓶びんの山ができた。それを、先刻の挑ちよう戦せんで皆みなが受けたダメージ量に従って次々に分配していく。最後に、青い瓶びんに入ったマナ回復薬を自分とシウネーのポーチに放り込み、全ての準備が完かん了りようした。

　アスナは背筋をぴしっと伸のばすと、再び全員の顔を見回して、微笑ほほえみながら力強く頷うなずいた。

「もう一度言うけど、あなたたち……ううん、わたしたちなら、あのボスに勝てる。ずーっと前からここで戦ってるわたしが保証するわ」

　するとユウキも、いつもの天てん真しん爛らん漫まんな笑えみを浮かべ、きっぱりと言った。

「ボクの勘かんは間違ってなかったよ。アスナに頼たのんでよかった。もし攻略がうまくいかなくても、ボクの気持ちは変わらないからね。──ありがとう、アスナ」

　すかさず、他ほかの五人も同時に頷く。サブリーダー格らしきシウネーが、柔やわらかくもよく通る声で言葉を繫つなげる。

「ほんとうに、ありがとうございます。ユウキが連れてきてくれたあなたこそ、私たち全員が待ち望んでいた人だと、今あらためて確信しています」

　途と端たん、胸の奥おくに込み上げてきた大きな感情のうねりを、アスナは懸けん命めいに吞のみ込んだ。指を一本立て、ぱちりとウインクして──

「……その言葉は、祝勝会の時までとっておいてね。じゃ……もう一度、がんばろう！」




　再びロンバールの街を飛び立った六人は、掛かけ値ねなしの全速飛行で迷宮区へと急行した。最短距きよ離りをまっすぐ飛んだので、フィールドＭｏｂの群に何度かターゲットされたが、ノリの幻げん惑わく魔ま法ほうで眼を眩くらませておいて一気に突つっ切きる。

　巨きよ塔とうまでは、ほんの五分で辿たどり付いた。立ち止まらずに入り口に飛び込み、前回と同じルートで最上階へと駆かけ抜ぬける。さすがに狭せまいダンジョンの中では、モンスター群の真ん中を突とつ破ぱするわけには行かなかったが、かわりに絶ぜつ剣けんユウキがその本領を発揮して敵のリーダー個体をほとんど一息に斬きり倒たおした。

　設定したタイマーが二十八分を回った時、ついに目の前にボス部べ屋やへと続く回かい廊ろうが現われた。広い通路は、ゆるく左に湾わん曲きよくしながら、螺ら旋せん状じように塔の中央部まで伸びている。

「おっしゃ、あと二分ッ!!」

　ジュンが叫ぶと、ユウキの前に出てゴールスプリントを始めた。

「あっ、こら待てー！」

　それをユウキが右手を振ふりかざしながら追いかける。

　このぶんなら、どうにか大ギルド同盟の鼻を明かせそうだ、と思いながら、アスナも懸けん命めいに走った。ぐるぐると円を描きながら一行はたちまち回廊を走破し、行く手にボス部屋の大おお扉とびらが──。

「……っ!?」

　扉の前に広がる光景に、アスナは息を吞のみつつ両足でブレーキを掛かけた。先に立つユウキとジュンも、ブーツで床をがりがり擦こすりながら急停止する。

「な……なんだい、これ……!?」

　アスナの傍かたわらで、ノリが呆ぼう然ぜんと囁ささやいた。

　ボス部べ屋やの扉へと至る、回廊のラスト三十メートルは、およそ二十人ほどのプレイヤーでぎっしりと埋まっていた。

　種族はまったくバラバラだが、唯ゆい一いつ共通しているものがあった。全員のカーソル横のギルドエンブレムだ。盾たてに馬の横顔。先刻扉の前でハイドしていた三人と同じものである。

　──間に合わなかった!?　まさかこんなに早くメンバーを集めるなんて……、と内心で歯は嚙がみしてから、アスナはおやと思った。ボス攻こう略りやくにしては、人数が少ない。二十人、つまり三パーティーというのは、連結部隊レイドの上限である七パーティー四十九人の半分以下である。

　おそらく──まだ参加メンバーの全員が集まりきったわけではないのだ。迷宮区の一番奥おくを集合場所にするとは大だい胆たんな話だが、その分連中も焦あせっているということか。

　アスナは流石さすがに口くち許もとを引き結んでいるユウキの隣となりに歩み寄ると、紫し紺こんのロングヘアに隠かくされた耳に口を寄せた。

「大だい丈じよう夫ぶ、一回は挑ちよう戦せんできる余よ裕ゆうはありそうだわ」

「……ほんと？」

　ほっとしたような顔を見せるユウキの肩かたをぽんと叩たたき、アスナはつかつかと集団へ歩み寄った。全員がまっすぐ視線を注いでくるが、彼らの顔に驚おどろきや緊きん張ちようはない。それどころか、展開を楽しんでいるかのような弛ゆるみが見て取れる。

　それを無視して、アスナは集団の手前に立つ、ひときわ高価そうな武装をまとったノームの男性プレイヤーに話し掛けた。

「ごめんなさい、わたしたちボスに挑ちよう戦せんしたいの。そこを通してくれる？」

　だが、太い腕うでを見せつけるように前に組んだノームは、アスナが予想だにしなかったひと言を口にした。

「悪いな、ここはいま閉へい鎖さ中ちゆうだ」

「閉鎖……って、どういうこと……？」

　啞あ然ぜんとしながら訊きき返かえす。ノームは大げさに眉まゆを上下させると、何気ない口調で続けた。

「これからうちのギルドがボスに挑戦するんでね。いま、その準備中なんだ。しばらくそこで待っててくれ」

「しばらくって……どのくらい？」

「ま、一時間てとこだな」

　事ここに至って、ようやくアスナは彼らの意図を理解した。彼らは、ボス部屋前に偵てい察さつ隊たいを配置して情報収集に当たらせるだけでなく、攻こう略りやくに成功しそうな他集団が現われた時には、更さらに多人数の部隊でダンジョンを物理的に封ふう鎖さするという作戦を取っているのだ。

　このところ、一部の高レベルギルドによる狩かりポイントの独どく占せんが問題になっているという噂うわさは聞いていた。だがよもや、中立域に於おいてこんな露ろ骨こつな占領行こう為いがまかり通っているとは知らなかった。これではまるで、旧アインクラッドで専横の限りを尽つくした《軍》と同じではないか。

　自然に声が尖とがろうとするのをどうにか堪たえながら、アスナは言った。

「そんなに待っている暇ひまはないわ。そっちがすぐに挑戦するっていうなら別だけど、それができないなら先にやらせてよ」

「そう言われてもね」

　しかしノームはまったく悪びれる様よう子すもない。

「こっちは先に来て並んでるんだ。順番は守ってもらわないと」

「それなら、準備が終わってから来てよ。わたしたちはいつでも行けるのに、一時間も待たされるなんて理り不ふ尽じんよ」

「だから、そう言われても、俺おれにはどうにもできないんだよ。上からの命令なんでね、文句があるならギルド本部まで行って交渉してくれよ。イグシティにあるからさ」

「そんなとこまで行ってたら、それこそ一時間経っちゃうわよ！」

　つい大声で言い返してしまってから、アスナは唇くちびるを嚙かみ、自分を落ち着かせるために深呼吸した。

　どう交こう渉しようしても、彼らに道を空ける気はないらしい。ならばどうするか。

　ボスがドロップするアイテムとユルドをすべて提供するという取引を申し出るというのはどうだろう。いや、ボス攻こう略りやくの魅み力りよくはアイテムだけではない。莫ばく大だいなスキルアップポイントと、剣士の碑ひに名を残す名誉という実体なき褒ほう賞しようもある。とてもこの連中が吞のむとは思えない。

　これが他ほかのＶＲＭＭＯなら、ノーマナー行こう為いとして運営体ＧＭゲームマスターの裁量を仰あおぐという手もある。しかしＡＬＯでは、プレイヤー同士のトラブルは当事者だけで解決することが推すい奨しようされ、ＧＭは基本的にシステム由来の問題しか解決してくれない。

　八はつ方ぽう塞ふさがりで立ち尽くすアスナをじろりと一いち瞥べつしたノームは、交渉終了と見たのか身を翻ひるがえし、仲間のほうに戻もどろうとした。

　その背中に向かって、アスナの斜め後ろにいたユウキが言葉を投げかけた。

「ね、君」

　立ち止まり、肩かた越ごしに振り返るノームに、《絶ぜつ剣けん》はいつもの元気な声で訊たずねる。

「つまり、ボクたちがこれ以上どうお願いしても、そこをどいてくれる気はないってことなんだね？」

「──ぶっちゃければ、そういうことだな」

　直ちよく截せつなユウキの物言いに、ノームもさすがに一度瞬まばたきしたが、すぐに倣ごう岸がんな態度を取り戻して頷うなずいた。するとユウキはにっこりと笑えみを浮かべ、短く言った。

「そっか。じゃあ、仕方ないね。戦おう」

「な……なにィ!?」

「ええっ？」

　ノームの男と同時に、アスナも驚おどろき声を漏もらした。

　確かにこのＡＬＯは、《中立域では他たプレイヤーを無条件に攻こう撃げき可能》というハードさが売りのタイトルだ。全てのプレイヤーには不満を剣に訴うつたえる権利があるという一文が、ヘルプ内にもきちんと存在する。

　しかし、実際にプレイヤーを襲おそう行為には、ルールに明文化されている以上のしがらみが色々と付ふ随ずいする。相手が、大規模なギルドのメンバーであるとなればなおさらだ。たとえその場では勝利しても、事後にギルドを挙げての報復があるかもしれないし、恨うらみをゲーム外のネットコミュニティにまで持ち出されることだってないとは言えない。最初からＰＫをプレイスタイルとしている者以外は、大ギルド相手に戦せん闘とうを吹ふっかけることはほとんどできないのが実情なのだ。

「ゆ……ユウキ、それは……」

　そのへんのことをどう説明したものか、アスナは口を開いたものの言葉に詰つまった。そんなアスナの背中を、ユウキは笑みを消さないまま、ぽん、と叩たたく。

「アスナ。ぶつからなきゃ伝わらないことだってあるよ。例えば、自分がどれくらい真しん剣けんなのか、とかね」

「ま、そういうことだな」

　背後でジュンが相あい槌づちを打つ。振ふり返かえると、五人とも平然とした態度でそれぞれの武器を握にぎり直なおしている。

「みんな……」

「封ふう鎖さしてる彼らだって、覚かく悟ごはしているはずだよ。最後の一人になっても、この場所を守りつづける、ってね」

　ユウキは再びノームに視線を投げかけると、小さく首を傾かしげ、言った。

「ね、そうだよね、君」

「あ……お、俺おれたちは……」

　まだ驚おどろきから醒さめやらぬ様よう子すの男の正面で、小こ柄がらなインプの少女は腰こしの長剣を音高く抜ぬき、ぴたりと切っ先を宙に据すえる。口くち許もとの笑えみを消し、瞳ひとみに真しん剣けんな光を浮うかべて──。

「さあ、武器を取って」

　ユウキのペースに吞のまれたように、ノームは腰から大ぶりの戦斧バトルアクスを外すと、ふらりと構えた。

　次の瞬しゆん間かん、小柄なインプの少女は、一いち陣じんの突とつ風ぷうとなって回かい廊ろうを駆かけた。

「ぬあっ……」

　ようやく事態を理解したとでもいうように、ノームは鼻筋にシワを寄せて太く唸うなると、巨大な斧おのを振ふりかぶる。だが、その動きはいかにも遅すぎた。ユウキの黒こく曜よう石せきの剣は、闇やみ色いろの軌き跡せきを残して低い位置から跳はね上がり、男の胸の真ん中を捉とらえた。

「ぐっ！」

　ユウキより遥はるかに体格のいいノームは、その一いち撃げきだけでぐらりと体勢を崩くずした。そこに、真っ向正面の上段斬りが襲おそい掛かかる。どすっ、と重い音を立ててノームの肩かた口ぐちに剣が食い込み、ＨＰゲージを派手に削けずり取とる。

「ぬおおおお!!」

　ついに男は怒いかりの雄叫おたけびを上げ、両もろ刃はの大斧を右みぎ斜ななめ上からユウキに叩たたき付つけようとした。さすがに有名ギルドでパーティーリーダーを張るだけあって、そのスピードは中々のものだったが、《絶剣》は慌あわてる様子もなく剣を一いつ閃せん。

　キィン！　と甲かん高だかい金属音が響ひびき、斧はわずかに軌き道どうを逸そらされて、ユウキの赤いカチューシャの数センチ上を通過した。本来、《弾き防御パリイング》は重さが同等以上の武器でなければ成功しない。なのに、細剣レイピアと見み紛まがうほど華きや奢しやなユウキの長剣が巨大な戦せん斧ぷを弾はじけたのは、ひとえに斬ざん撃げきの恐おそるべき速度ゆえだ。仮想体アバターと脳神経、そしてそれらを繫つなぐアミュスフィアまでもが完全に一体化していなければ、あれほどの動きはできない。

　いったい、どんな経験を積めばあの境地に辿たどり着つけるのだろう。そんな感かん嘆たんの念とともに戦いを見守るアスナの視線の先で、ユウキの剣が水色の輝かがやきを帯びた。ソードスキルが発動したのだ。

　全力の重攻撃をいなされ、たたらを踏ふむノーム戦士の体の中心線に、面打ち、斬きり下おろし、斬り上げ、全力上段斬りの四発が一呼吸で叩たたき込こまれた。切っ先が描いたライトブルーの正方形が、ノームの全身を包んで強く輝く。垂直四連れん撃げき《バーチカル・スクエア》。

「ぐはっ……！」

　悲鳴とともに巨きよ漢かんは数メートル吹ふき飛とばされ、床に倒たおれ込こんだ。ＨＰゲージは一気にレッドゾーンまで突とつ入にゆうしている。自分でもそれを確認したのだろう、一いつ瞬しゆん右上を見た両眼が零こぼれんばかりに丸くなった。

　視線が再びユウキに戻もどる。驚きよう愕がくの表情が、たちまち憤ふん激げきへと変わる。

「きっ……たねぇ不意打ちしやがって……！」

　やや的外れな罵ののしりとともにリーダーが立ち上がった段階で、約二十人の仲間たちもようやく意い識しきを戦せん闘とうモードに切り替えたようだった。前衛職がばらばらっと回かい廊ろういっぱいに広がり、次々に武器を抜ぬく。

　反射的に自分も世界樹のワンドを握にぎりしめながら、アスナは脳裏で、先刻のユウキの言葉をリフレインさせていた。

　──アスナ、ぶつからなきゃ伝わらないことだってあるよ。

　それはきっとその場だけの台詞せりふではない。ユウキという不思議な少女の、いわば信念なのだろう。なぜなら彼女は最初からそうしていたではないか。辻つじデュエルで無数の挑ちよう戦せん者しやと剣を交え、同時に心を触ふれ合あわせた。

　……そうか……。そうだよね……。

　声に出さずにそう呟つぶやいた時、アスナは無意識の微笑ほほえみを浮うかべていた。対人戦のしがらみだの報復だのを気にして引き下がってばかりいるのなら、そもそもＶＲＭＭＯをプレイする意味などない。腰こしにある剣は、装そう飾しよく品ひんでも重石でもないのだ。決して。

　アスナはブーツの踵かかとに決意を込めて一歩踏み出し、ユウキの右みぎ隣どなりに並んだ。更さらに、ジュンとシウネーがアスナの右に、テッチ・ノリ・タルケンがユウキの左に立つ。

　たった七人のパーティーが放つ何かを感じたのか、三倍の敵勢が揃そろって一歩下がった。

　緊きん迫ぱくした空気を、次に破ったのは──。

　前方ではなく、背後から殺さつ到とうしてくる無数の靴くつ音おとだった。アスナたちの頭越しに回かい廊ろうの後方を見たノーム戦士が、にやりと勝かち誇ほこったような笑えみを浮かべた。

「…………っ！」

　そんな、このタイミングで、と息を詰つめながら振ふり向むいたアスナの視界に、無数のカラーカーソルが重なって表示された。ギルドタグは、大半が《三日月に矢》という目新しいものだが、一部に例の《盾たてに馬》が混じっている。ということは、やはりノームたちの待っていた連結部隊レイドのもう半分だ。人数は恐おそらく、三十近いはずだ。

　いくらユウキたちが強くとも、七倍の相手に、しかも前後から挟きよう撃げきされたら勝ち目はない。集団後方からの、魔ま法ほうや弓の集中砲ほう火かだけでＨＰを削けずり切きられてしまう。

　──わたしが、くよくよ迷ってたから……。

　アスナは悔かい悟ごの念とともに強く唇くちびるを嚙かんだ。最初からユウキの信条に従っていれば、前方の二十人だけなら突とつ破ぱしてボス部べ屋やに進入できていたかもしれないのに。

　ごめん、と口にしようとしたその寸前、左のユウキがアスナの手にそっと手を触ふれさせた。仮想の肌はだを介して、ユウキの気持ちが伝わってくる。

　──ごめんね、アスナ。ボクの短気に、アスナも巻き込んじゃって。でもボク、後こう悔かいはしてないよ。だってさっきのアスナ、出会ってからいちばんいい顔で笑ったもん。

　脳内に直接響ひびくようなその囁ささやき声に、アスナはユウキの手を握にぎり返かえして応じた。

　──わたしこそ、役に立てなくてごめん。この層は無理かもしれないけど、次のボスは絶対みんなで倒そう。

　二人ふたりのやり取りは、シウネーたち五人にも伝わったようだった。全員がぐっと頷うなずき、円えん陣じんを作って前後に備える。後方から殺さつ到とうしてくる三十人はすでにギルドメッセージか何かで状じよう況きようを伝えられているらしく、全員が抜剣済みだ。

　かくなる上は、戦えるところまで戦うだけ。そう覚かく悟ごを決め、アスナは攻こう撃げきスペルの詠えい唱しようを開始すべくワンドをかざした。それを見た、敵集団最前列を走るケットシーの鉄爪クロー使いが、肉にく食しよく獣じゆうめいた笑いを浮うかべて叫さけんだ。

「往おう生じよう際ぎわ悪ぃン……」

　──だが、勝ち誇ったその台詞せりふが最後まで発せられるより早く。

　またしてもアスナの、そしてこの場に集うプレイヤー全員の想像を遥はるか置き去りにする事象が出現した。

「あっ……あれは……!?」

　最初にそれに気づいたのは、暗視能力に長けたノリだった。一秒後、アスナも自ら目視する。

　わずか二十メートル先にまで迫せまっていた敵増援部隊の、更さらに後方から。回かい廊ろうの、ゆるく湾わん曲きよくする壁面上を、何かが……誰だれかが横向きになって疾しつ駆くしてくる。あまりのスピードゆえに人ひと影かげは黒く霞かすんでいる。

　あれは、軽量級妖よう精せいの共通スキル、《壁走りウオールラン》だ。使えるのはシルフ、ウンディーネ、ケットシー、インプ、そしてスプリガン。だが、普ふ通つうはせいぜい十メートルが限界なのに、人影はすでにその三倍は走っている。よほどのダッシュスピードがなければ不可能な芸当だ。

　と、そこまでを認にん識しきした時点で──いや、もしかしたら朧おぼろげな影を眼にしたその瞬しゆん間かんから、アスナは乱入者が誰なのかを確信していた。

　人影は、超高速の壁走りで増援部隊を丸ごと追おい越こすと悠ゆう々ゆうと床に飛び降り、靴くつ底ぞこのスパイクから盛大に火花を散らしながら制動。敵主力とアスナたちの中間地点で、背中を見せて停止した。

　ぴったりした黒のレザーパンツに、同じく黒のロングコート。レイヤーの効きいた短い黒くろ髪かみと、背にはやや大おお振ぶりな片手用直剣。

　これも黒くろ革かわの鞘さやには、純白の飛竜ワイヴアーンが箔はく押おしされている。イグドラシル・シティの目め抜ぬき通どおりに店を構える《リズベット武具店》のエンブレムだ。アスナの無二の親友が、ヨツンヘイム産の稀き少しよう金属を素材に鍛きたえた会心の一振り。

　黒衣の剣士は、右手を煙けむるほどの速度で閃ひらめかせ、背中から薄うす青あおい刃の片手剣を引ひき抜ぬくと、じゃりいぃん！　と盛大な音を立てて足あし許もとの石いし畳だたみに突き立てた。気き迫はくに吞のまれたかのように、三十人の手て練だれたちがばらばらと立ち止まる。

　続けて発せられた台詞せりふは、偶ぐう然ぜんにも、先刻ノームの斧おの戦せん士しがアスナに対して放ったものと酷こく似じしていた。

「悪いな、ここは通行止めだ」
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　気き負おいは皆無だがびんと響ひびくその声に、新参の三十人のみならず、アスナの後ろの二十人も、そしてスリーピング・ナイツの面々までもが絶句した。

　余りにも不ふ遜そんなその振ふる舞まいに、最初に反応したのは増援部隊の先頭に立つ瘦そう身しんのサラマンダーだった。暗赤色の長ちよう髪はつを揺ゆらしながら、信じられないとばかりに大きく頭を振る。

「おいおい、《黒ずくめブラツキー》先生よ。幾いくらアンタでも、この人数をソロで食うのは無理じゃねぇ？」

　全身の黒色に由来するあだ名を山ほど持つ剣士は、ひょいと肩かたをすくめて答えた。

「どうかな、試したことないから解わかんないな」

　人を食った言いように、ギルド同盟全体のリーダー格らしきサラマンダーは苦笑しつつ右手を軽く持ち上げた。

「そりゃそうだ。ほんじゃ、たっぷり味わってってくれ。……メイジ隊、焼いてやんな」

　パチン！　と指が鳴らされる。たちまち、集団の後方から、スペルワードの高速詠えい唱しようが聞こえてくる。反応といい滑かつ舌ぜつといい相当な練度だ。アスナは咄とつ嗟さに自分も回復魔ま法ほうを唱えたくなるが、後ろでじりじりと間合いを計る二十人の先せん遣けん隊たいがそれを許さない。

　と、その瞬しゆん間かん、スプリガンの闖ちん入にゆう者しやが初めてわずかに振ふり向むいた。

　左ひだり頰ほおに浮うかぶ不敵な笑えみは、アバターこそ変われど、出会ってから今日まで数限りなく見せたものとまったく同じだった。直後、人ひと垣がきの奥おくで発生したスペル射出の輝かがやきが、笑みをシルエットに変えた。

《黒の剣士》キリトは、自分に向かって発射された七発もの高レベル攻こう撃げき魔法を見ても、一切動じる様よう子すはなかった。いや、もう動いても無む駄だなのだ。魔法はすべて《単焦点追尾シングルホーミング》型。幅わずか五メートル、しかも飛行不可の回かい廊ろう内では移動回かい避ひは不可能だ。

　代わりにキリトは、床ゆかから引ひき抜ぬいた長剣を右肩に担いで構え、その刃に深紅色のライトエフェクトを宿した。ソードスキル──。

　次の瞬間、色とりどりの閃せん光こうと轟ごう音おん、そして五十数人分の驚きよう愕がくが狭い回廊を満たした。

　キリトが放った七連撃技《デッドリー・シンズ》が、殺到する攻撃魔法の全弾を空中で迎げい撃げき、いや《斬きった》のだ。

「うっ……そぉ……」

　さしもの《絶ぜつ剣けん》ユウキも、信じられないというように呟つぶやいた。気持ちはよく解わかる、解るがこれくらいの無理、無茶、無む軌き道どうに驚おどろいていたら、キリトというＶＲＭＭＯプレイヤーとは付き合っていられない。

　あれはキリトが独自に編み出したシステム外スキル、その名も《魔法破壊スペルブラスト》だ。

　かつて、旧アインクラッド時代のキリトは、デュエルに於おいて相手の体ではなく武器を狙ねらってソードスキルを繰くり出だし、脆ぜい弱じやく部位に正確に命中させて叩たたき折おるというシステム外スキル《武器破壊アームブラスト》を得意技としていた。超人的な反応力と精密極まる照準力があって初めて可能な神技だったが、ＡＬＯで魔法を斬るのは輪を掛かけて困難だ。

　なぜなら、攻撃魔法はそのほとんどがソリッドな実体を持たず、見た目はライトエフェクトの集合でしかないからだ。《当たり判定》があるのはスペルの中心一点のみ。高速で襲おそい来くるそのドットを、しかも通常技ではなくソードスキルで斬きらねばならない。魔法属性の攻撃は、純物理属性の通常武器攻こう撃げきでは対つい消しょう滅めつさせられないのだ。その点、ほとんどのソードスキルは地水火風光闇の属性ダメージを含ふくむので魔ま法ほうと衝しよう突とつ可能なのだが、なまじシステムアシストがあるがゆえに速度コントロールができない斬ざん撃げきで、スペルの中心点を捉とらえることの困難さは、もう無茶を通り越して絶対不可能と言いたくなる。

　実際、いっときキリトに付き合って《魔法破壊》技の練習をしてみたリーファやクライン、そしてアスナも三日でギブアップせざるを得なかった。キリト自身、これができるのは《ガンゲイル・オンライン》という異世界にコンバートし、そこで《銃じゆう弾だんを剣で斬きる》実戦経験を積めたからだと言っていた。「どんな高速魔法も対物ライフルの弾丸よりは遅い」と真顔で宣のたまう彼に、アスナは久々に三秒以上絶句させられた。

　以上のような理由で、恐おそらく──いやほぼ間違いなく、現在アルヴヘイムで《魔法破壊》が使えるのはキリト一人。しかも彼はそれをこっそり練習するだけで、デュエルやパーティー狩がりでは一切使わないので、この場の大手ギルドメンバーたちは見るのすら初めてのはずだ。

「……なンだそりゃ……」

　呻うめいた長ちよう髪はつのサラマンダーに続き、回かい廊ろうの前後から「魔法斬ったぞ」「偶ぐう然ぜんじゃなくて？」「これだから……」等々の声が湧わき起おこる。

　しかしさすがに攻こう略りやくギルドを名乗るだけあって、反応は素早かった。サラマンダーの指示で前衛たちも武器を抜き、遊ゆう撃げきが弓矢や長なが柄えを構え、後衛が再度スペルの詠えい唱しようを始める。今度は《単焦点追尾シングルホーミング》だけでなく、《多焦点追尾マルチホーミング》型や《広範囲曲弾道エリアバリステイツク》型まで含まれているようだ。

　キリトはもう一度振ふり向むき、アスナに素早く頷うなずきかけつつ、左手の指を三本立ててみせた。

　もちろん変形のＶサインなどではない。「三分間は防いでおく」という意味だ。彼も、自分が一人で三十人を殲せん滅めつできるとは思っていない。

　ここでやっと、アスナはキリトがなぜ今ここに現れたのかを悟さとった。

　彼は、アスナから、スリーピング・ナイツに協力してこの層のボス攻略に挑いどむと聞かされた時点で大手ギルド同盟の妨ぼう害がいが入ることを予想していたのだ。そこで、恐らく迷宮区入り口に潜伏ハイドして、同盟の動向をチェックした。アスナたちの手に余る人数がタワーに突とつ入にゆうした時点で、捨て身の時間稼かせぎをするために追いかけてきたのだろう。

　三分。百八十秒。森の家では瞬まばたきするほどの速度で過ぎてしまう時間だが、対人戦では途と轍てつもなく長い。キリトの実力を疑うわけではないが、本当にあの人数をそれだけの時間食い止められるのだろうか。こちらの七人パーティーから、一人キリトの援えん護ごに回したほうがいいのだろうか……？

　アスナが抱いだいた刹せつ那なの迷いを、二つの出来事が断ち切った。

　まず、キリトが左手も背に回すと、そこに実体化した二本目の剣の柄つかを握にぎり、澄すみ切きった音を響ひびかせて抜き放った。深い黄金色の刀身を備える、空そら恐おそろしいほど流りゆう麗れいなロングソード。鍛冶師の作プレイヤーメイドではない。地下世界ヨツンヘイムの空中迷宮最深部に封ふう印いんされていた伝説級武器レジエンダリーウエポン、《聖剣エクスキャリバー》だ。あれを入手するために、リーファの友達の飛行型邪じや神しん《トンキー》に乗れる上限の人数で迷宮に挑いどんだのだが、ボス戦のたびに壊滅ワイプさせられかけてひどい目に遭あった。しかし、久々に二刀を装備したキリトの後ろ姿は、その苦労が充分報われるだけの絶対的な頼たのもしさを漂ただよわせている。

　黄金の長剣が放つ圧力に、増援隊がじりっと下がった。その動どう揺ようを狙ねらい撃うつかのように──隊列の最後方から、威い勢せいのいい雄叫おたけびが上がった。

「ウオリャアアア！　オレもいるぜェ、見えねーだろうけどな!!」

　あまり品が良いとは言えない胴どう間ま声ごえは、間違いなく古なじみのカタナ使い、クラインのものだ。思わずつま先立ちになると、プレイヤーたちの頭の向こうに、悪あく趣しゆ味みなバンダナと逆立てた赤い髪かみだけがギリギリ見えた。どうやら迷宮区を監かん視ししていたのはキリトだけではなかったらしい。しかし、なぜ登場に時間差をつけたのか。

「遅おそいよ、何やってたんだよ！」

　人垣のこちら側からキリトが叫さけぶと、向こう側でクラインが喚わめき返かえした。

「悪ぃ、道迷ったわ！」

　よろり、と傾かたむきそうになった体を立て直したアスナは、最後にキリトの肩かたでこちらに手を振ふる小さな人影に気づいた。ナビゲーション・ピクシーにして二人の《娘》、ユイだ。愛らしい笑え顔がおが、胸に温かくしみ込む。

　────ありがとう、ユイちゃん。ありがとう、クライン。

　────大好きだよ、キリトくん。

　言葉に出さずにそう念じてから、アスナは隣となりのユウキに囁ささやきかけた。

「あっちは任せておいて大だい丈じよう夫ぶ。わたしたちの仕事は、後ろの二十人を突とつ破ぱしてボス部屋に入ること」

「うん、解わかった」

　ぱちぱちと何度も瞬まばたきしていたユウキは、すぐに歯切れのいい声を返した。

　くるりと振り向くと、いきなりソードスキルで仕し掛かけるつもりらしく、長剣を大上段に振りかぶる。紫むらさき色いろのライトエフェクトを受けながら、右う翼よくのジュンとシウネー、左翼のテッチ、ノリ、タルケンも武器を構える。

　状じよう況きようを把は握あくしきれない様よう子すだった先せん遣けん隊たい二十人とそのリーダーのノーム戦士も、アスナたちのアクションに気づき、さすがの即応力で迎げい撃げき態勢を取った。

　背後で、またしても魔ま法ほうとソードスキルが激突する大だい音おん響きようが轟とどろいたのを合図に、アスナも叫さけんだ。

「……行くよ！」

　ユウキを先頭にくさび形のフォーメーションを作った七人は、一気に床ゆかを蹴ける。ノームたちも、雄叫びを上げながら突っ込んでくる。

　双そう方ほうが激げき突とつした瞬しゆん間かん、ががぁん!!　という衝しよう撃げき波はが炸さく裂れつし、立て続けに幾いくつものライトエフェクトが弾はじけた。たちまち秩序なき混戦が始まり、回かい廊ろうのこちら側もまた剣けん戟げきの音に満みち溢あふれた。

　ユウキが対人戦せん闘とうに熟達しているのは、アスナが身を以もつて経験したことだが、彼女以外のメンバーも、戦う相手がモンスターからプレイヤーになってもまるで臆おくすることなく存分に武器を振ふるった。

　ジュンの両手剣ツーハンドソードとテッチの重戦槌ヘビーメイスが、その重量を活かして真正面から敵の隊列を崩くずす。生まれた隙すきを、タルケンの長槍ロングスピアとノリの長棍クオータースタツフが的確に攻せめる。ユウキはと言えば、持ち前の超ちよう絶ぜつ回かい避ひ力りよくを存分に発はつ揮きし、殺さつ到とうする複数の刃を軽やかに搔かい潜くぐっては敵の懐ふところに密着、必殺の斬ざん撃げきをカウンターで叩たたき込こんでいく。

　数倍の人数相手に、まさに獅し子し奮ふん迅じんと言うべきスリーピングナイツの戦いっぷりだったが、しかし敵集団も容易には倒たおれなかった。後方に控ひかえたメイジ隊が途と切ぎれることなく回復魔ま法ほうを詠えい唱しようしているせいだ。

　これほどの乱戦では避けられない偶ぐう発はつ的てきヒットで、ユウキ以外のメンバーのＨＰが徐じよ々じよに減り始める。アスナとシウネーも、同時にヒール呪じゆ文もんの詠唱を始める。

　と、集団からするりと抜ぬけ出だし、二人ふたりに向かってダッシュしてくる影かげが二つあった。レザー系の軽けい鎧よろいを着込み、手には鋭するどく光るダガーを装備したアサシンタイプだ。

　その連中が、数十分前にボス部べ屋やの前でハイドしていたシルフたちだと気付いた時、アスナは反射的に呪じゆ文もんを切り替えていた。得意技の超高速詠唱で組まれたスペルワードは二秒で完成し、シルフ二人の足あし許もとから細い水流が何本も迸ほとばしる。足を取られた二人はしたたかに転てん倒とう。

　その隙に、アスナは仲間の回復を終えたシウネーに囁ささやきかけた。

「ヒールは一人で大丈夫？」

　アスナよりほんの少し背の高いウンディーネは、すぐにこくりと頷うなずく。

「ええ、多分間に合うと思います」

「じゃあ、わたしは敵のヒーラーを排除してくるわ」

　戦闘開始からすでに一分以上が経過し、背後の大だい音おん響きようはますます激しくなっている。おそらくキリトとクラインは、魔法による狙そ撃げきを防ぐために敵集団に斬きり込んで混戦を仕し掛かけているのだろうが、ヒーラーがいない以上偶発的な被ダメージまではカバーできない。三分と言われたが、二人の献けん身しんに応えるためにもせめて二分で敵陣を突とつ破ぱしたい。ここは短期決戦を挑いどむべき時だ。

　アスナは手早くウインドウを出すとワンドをアイテム欄らんに放り込み、代わりに愛用のレイピアを装備した。たちまち腰こしの周囲を銀色の光が取り巻き、ミスリルの糸を編んだ剣帯と、同素材の鞘さやが実体化する。

　しゃらんと音を立てて細く長い刃を引き抜き、まずは少し前方で移動阻そ害がい系魔法《流水縛鎖アクアバインド》に絡からめ取とられているシルフ二人に向かって突とつ進しん。クリティカル・ポイントに容よう赦しやなく連続攻こう撃げきを叩たたき込み、ＨＰゲージを消し飛ばす。

　立て続けに爆ばく散さんするアバターの破片を透すかして、前方の混戦地帯を睨にらむ。入り乱れて刃を交える剣士たちは、ほぼ回かい廊ろうの幅はばいっぱいに広がっているが、強いて言えば右側の層が薄うすい。

　すーはー、と一回呼吸を整えて、アスナは思い切り石いし畳だたみを蹴けった。右手のレイピアを腰こし溜だめに構え、全力でダッシュする。速度が充分乗ったところで、進行方向でこちらに背を見せて戦っているユウキに向かって大声で叫さけぶ。

「ユウキ!!　避よけて!!」

「へ……？　──わあ!?」

　ひょいっと振ふり向むいたユウキは、突とつ進しんするアスナを視認するや慌あわてて飛とび退すさった。その奥おくで、斧おのを振りかぶったまま硬こう直ちよくする隊長ノーム目め掛がけて、アスナはぎりぎりの前傾姿勢からまっすぐ剣を突き出した。

　ばっ、と剣先から純白の光が幾いく筋すじも迸ほとばしり、たなびくようにアスナを包んだ。直後、ふわりと体が浮き上がる感覚。アスナは彗すい星せいのように長く光の尾おを引きながら、猛もう烈れつなスピードで突とつ進しんしていく。

「うわああっ!?」

　ようやく動き出したノームは、両手斧おのを横に向け、盾たて代わりにかざそうとした。だがギリギリ間に合わず、その体の中央にレイピアの先せん端たんが触ふれた。

　途と端たん、まるで暴走する巨きよ獣じゆうに轢ひかれでもしたかのように、ノームは宙高く弾はじき飛とばされた。ユウキの剣によってＨＰをほとんど削けずられていたらしく、その体は空中にあるうちにイエローの光を噴ふき上あげて四散する。

　純白の彗星と化したアスナは、一人ひとりを屠ほふってもまったく勢いを削そがれることなく、敵の後衛ヒーラー部隊目掛けて一直線に突とつ入にゆうした。軌き道どう上の三、四人が隊長と同じように吹き飛ばされ、ある者は空を舞い、ある者は地面に倒たおれる。細剣カテゴリ最上位の長距離突進系ソードスキル、《フラッシング・ペネトレイター》なる技だ。発動するためには充分な助走が必要なため、一対一のデュエルでは使える場面はほとんどないが、このように敵集団を突破するには非常に有効な手段となる。

　一いつ瞬しゆんのうちに鎧よろいと盾の鉄てつ壁ぺきを貫かん通つうし、更さらに数メートル滑かつ空くうしてから、アスナはようやく迷宮の床ゆかに着地した。靴くつ底ぞこでがりがりと火花を散らしながらブレーキをかけて停止し、片かた膝ひざ立ちの姿勢で顔を上げる。目の前では、ローブやカソックをまとった呪文使いキヤスターが四人、呆ぼう然ぜんとアスナを見下ろしていた。

　──これでまた、《バーサクヒーラー》なんていうちょっと不本意なあだ名が広まりそうだなあ。

　内心でそんなことを考えつつ、アスナは右手のレイピアをいっぱいに引ひき絞しぼった。




　集団戦に於おいて重要なのは、実は前面に立つ近接戦せん闘とう要員の能力よりも、後方のバックアップ態勢である。アスナの特攻で回復要員を根こそぎ排はい除じよされた敵先せん遣けん部ぶ隊たいは、シウネーに支援されたユウキたちの猛もう攻こう撃げきの前にあっけなく潰かい滅めつした。

　経過時間、二分八秒。

　振ふり向むくと、増援部隊といまだ激戦を繰くり広げるキリトとクラインの姿が視界に入った。集団もかなり人数を減らしているが、両名のカラーカーソルに表示されるＨＰゲージもすでにレッドゾーン間近だ。

　二人ふたりと、キリトの肩かたで戦術レーダー役を務めているはずのユイの奮ふん戦せんに、アスナは改めてありったけの感謝を念じた。

　すぐに、全員が無事生き残ったスリーピング・ナイツの面々に向き直り、叫さけぶ。

「さあ、ここからが本番だよ！　行こう、ボスを倒たおしに!!」

　おう！　と応じた六人と同時に地面を蹴けり、アスナは黒々と立ちはだかるボス部べ屋やの大おお扉とびらを目指して全力で走った。

　一回目の挑ちよう戦せんと同じように、ジュンが左手を扉に叩たたき付ける。重々しく左右に開いた扉の向こうで、青白い炎が二つ噴ふき上あがる。

　火か炎えんが円形の部屋を一周するまでが、扉開放の猶ゆう予よ時間となる。だが今はそれを待つ必要はない。七人はそのまま内部へと飛び込む。最後に扉を潜もぐったアスナは、振り向くと右手の壁かべに設置されている石のボタンを押した。これは、一分の猶ゆう予よ時間をキャンセルしてすぐに扉を閉めるためのものだ。

　ごごん、と身み震ぶるいした大扉が、左右から閉ざされていく。その向こうでは、激戦が最後の局面を迎むかえようとしている。

　真っ赤に染まったＨＰゲージの向こうで、黒衣の剣士が右手を持ち上げた。さっと立てられた二本の指は、今度こそアスナに向けられた勝利のＶサインだった。

　直後、ボス部屋の扉が完全に閉まると、回かい廊ろう側の音は一切聞こえなくなった。これで、内部での戦闘が終わるまで、もう誰だれも扉を開けることはできない。

　重苦しい静せい寂じやくの底で、かがり火だけが二秒ごとにボッとその数を増やしていく。炎ほのおの列はまだ円形の部屋の周囲を半分も取り巻いていない。ボスが湧出ポツプするまでは、あと五十秒近くあるだろう。

「みんな、ポーションでＨＰＭＰを全快させておいてね。ボス戦の手順は打ち合わせどおり。序じよ盤ばんの攻撃パターンは単純だから、落ち着いて避よけてね」

　アスナの言葉に、六人はこくりと頷うなずき、赤や青の小こ瓶びんを取り出す。

　それらを飲み干したあとも、皆みなが何かを言いたそうにしていることに気づき、アスナは軽く首を傾かしげた。すると、代表してユウキが一歩踏ふみ出だし、口を開いた。

「アスナ……さっきの人たち、ボクらを……行かせるために……」

「…………うん」

　微笑ほほえみながら、そっと頷うなずく。今いま頃ごろはもう、キリトとクラインはＨＰゲージを削けずり切きられ、小さな《残り火リメインライト》となっているだろう。いや、そのまま待っても誰だれも蘇そ生せいしてはくれないのだから、すでにセーブポイントまで戻もどっているはずだ。

　いわば捨て石となった二人のことを気にしているのだろうユウキたちを順に見回し、アスナははっきりした声で言った。

「二人の気持ちには、ボス攻こう略りやく成功の報告で応えよう」

「……でも、ボクたち、アスナやアスナの友達に助けられてばっかりで……」

　唇くちびるを嚙かみ、赤いカチューシャの頭を俯うつむかせるユウキの両りよう肩かたを、アスナはぽんと叩たたいた。ボス出現まで、あと十秒。その時間を使って、大事なひと言を口にする。

「わたしも、ユウキに大切なことを教えてもらったよ。《ぶつからなければ、伝わらないこともある》」

　すると、ユウキ当人はきょとんと眼を見開いたが、シウネーたち五人はアスナが何が言いたいかを即そく座ざに悟さとったようだった。微笑ほほえみ、頷うなずく妖よう精せいたちの背後で、最後のかがり火がひときわ音高く燃え上がった。

「さ、これがラストチャンスだよ！　さっきのギルドは、きっとわたしたちが戦ってる間に態勢を立て直して、回かい廊ろうに再集合してくるわ。扉とびらが開いた時、Ｖサインをプレゼントしてあげられるように頑がん張ばろ！」

《血盟騎士団》副団長時代も、よくこうやってボス戦直前に檄げきを飛ばしたものだ。だが当時は、アスナの言葉はきっと仲間を励はげます以上に緊張させていた。ただ剣を強く握にぎらせるだけで、心には伝わっていなかった。それはアスナが、人員の効率的な指揮ばかり考えて、本当の気持ちをぶつけようとしなかったからだ。

　……ね、ユウキ。この戦いが終わったら、あなたの話を聞かせてね。いままでどんな世界を旅して、どんな冒ぼう険けんを繰くり広げてきたのか。

　そんな気持ちを込こめて、最後にもう一度ユウキの両肩を強く握ってから、アスナは一歩下がった。再び収納したレイピアの代わりに、世界樹の杖つえを高くかざす。

　その先で、重低音を響ひびかせながら、四角い岩のようなポリゴンが生成された。ついにボスの湧ゆう出しゆつが始まったのだ。大まかな人型になった塊かたまりが、無数の破片を振りまいて砕くだけ、中から双そう頭とう四腕の巨人が躍おどり出でる。

「よぉーし……もいっちょ、勝負だよ！」

　ユウキの凛りんとした声に、全員の気勢と、黒巨人の咆ほう哮こうが重なって続いた。
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　小こ瓶びんの栓せんを親指で弾はじき飛ばし、中の青い液体を一息に飲み干しながら、アスナはマナ回復薬の残存数をちらりと確認した。

　腰こしのポーチにぎっしりと詰つまっていたはずのポーションは、四十分を超える激戦のあいだにみるみる消費され、残るはわずか三本だけだ。一いつ緒しよにヒーラー役を受け持っているシウネーのほうも似たような状じよう況きようだろう。

　前衛攻撃役の面々も限界まで頑がん張ばってはいるのだ。黒巨人の攻撃パターンのうち、回かい避ひ可能なものは全て避よけている。しかし、巨人の二つの口から時折放たれる毒属性の広範囲ブレスと、二本の鉄てつ鎖さで周囲を狂ったように薙なぎ払はらう全方位攻撃だけはいかんともし難い。それらが飛び出すたびに、アスナとシウネーは最上級の全体回復スペルの詠えい唱しようを余よ儀ぎなくされるため、マナポイントがいくらあっても追いつかない。

　こちらの攻撃も、ノリの棍こんとタルケンの槍やり、ユウキの剣がもう無数にクリーンヒットしているのだが、まるで耐久力無限の鉄てつ壁ぺきを叩たたいているような嫌いやな手応えだ。ボスは時折四本の腕うでを体の前で交差させて防ぼう御ぎよ姿勢を取り、そうなると実際に鉄のように硬かたくなってあらゆる攻撃を弾くため、徒労感もいや増していく。

　喉のど元もとまでせり上がってくる焦しよう燥そう感かんを、ポーションと一緒にむりやり吞のみ下くだして、アスナは精一杯声を張った。

「みんな、もうちょっとだよ！　もうちょっとだけ、頑張ろう！」

　──と言ってはみたものの、五分前にも同じことを叫さけんでいるのだ。新アインクラッドのフロア守護ボスモンスターはＨＰゲージが表示されないため、残りＨＰはその挙動から推測するしかない。戦せん闘とう開始時にはのろのろと動いていた黒巨人が、今はバーサク状態とでも言うべき暴れっぷりなので、体力が残り少ないのは確かなはずだが、それすらも希望的観測の域を出ていない。

　こういう先の見えない長期戦では、後方のバックアップはただマナポイントが減少していくだけだが、最前線で敵の猛もう攻こうに晒さらされるフォワードはプレイヤー本人の精神力、集中力を消しよう耗もうさせていくことになる。通常のボス攻こう略りやく戦せんでは、最前面に立つ壁役タンク及び攻撃役ダメージデイーラーは長くても五分で交こう替たいするのがセオリーなので、それを考えればスリーピングナイツの面々の頑張りは驚きよう異い的てきと言える。

　しかしさすがに疲ひ労ろうは隠かくし切きれないようで、アスナの呼びかけに、おー！　と元気な声で応えたのはユウキだけだった。小こ柄がらなインプの少女だけは何十分経っても憔しよう悴すいの色ひとつ見せず、軽快なステップで巨人の槌つちと鎖くさりをかいくぐっては右手の剣で的確にダメージを入れていく。

　いままで、ユウキの強さの源は超ちよう絶ぜつ的てきな反射速度だと考えていたアスナだが、ここにきてまたひとつ認にん識しきを新たにさせられる思いだった。集中を途と切ぎれさせることなく剣を振ふるい続ける意思の強きよう靭じんさは、これもキリトに匹ひつ敵てきするかもしれない。

　ふとアスナは、何度目ともしれない回復スペルを詠えい唱しようしながら、眼前の光景を遠い記き憶おくに重ね合わせていた。

　旧アインクラッドの、第74層のボス部べ屋やで、キリトも似たような大型人間タイプを相手にたった一人で奮ふん闘とうしたものだ。敵の猛もう攻こうをギリギリのパリィとステップで躱かわし、両手の剣を機き関かん銃じゆうのようなスピードで閃ひらめかせ、ボスの弱点らしき脇わき腹ばらにいつ終わるとも知れない連続ソードスキルを──。

「あっ……」

　アスナは、不意に訪れた電でん撃げき的てきアイデアに、思わず短い声を漏もらした。途と端たん、詠唱中だったスペルをファンブルしてしまい、ぼふん！　と周囲に黒こく煙えんが立たち込こめる。

　しまった、と首を縮めたが、アスナに続いてキャスティングしていたシウネーの魔ま法ほうが危ないところで間に合った。前方で毒ブレスに包まれていたテッチたちのＨＰゲージが、たちまち安あん全ぜん圏けんまで回復する。

　ちらりと視線を向けてきたシウネーに、アスナはごめん、というように左手を立ててから、早口で言った。

「シウネー、ちょっと思いついたことあるの。三十秒だけヒール任せていい？」

「ええ、大だい丈じよう夫ぶです。私はまだマナに余よ裕ゆうありますから」

　頷うなずくシウネーに向かってもういちど手を上げてから、アスナは右手のワンドを掲かかげた。鋭するどく息を吸ってから、限界のスピードで新たな呪じゆ文もんの詠唱を開始する。

　スペルワードが組み立てられるに従い、アスナの前にきらきらと氷の粒つぶが出現し、それはたちまち凝ぎよう集しゆうして、四つの鋭い氷柱を作り出した。氷のナイフができ上がると同時に、アスナの視界に青い光の点が表示される。非追尾ホーミング型攻撃スペル用の照準点だ。

　アスナは慎しん重ちように左手を動かし、青い光点の位置を微び調ちよう整せいして、黒巨人の二つの頭のすぐ下、喉のど元もとへと合わせた。巨人がどすんどすんと前進し、上側の二本の手でハンマーを大きく振ふりかざしたその瞬しゆん間かん──。

「えいっ!!」

　アスナは右手の杖つえをまっすぐ振り下ろした。四本の氷柱は薄うす青あおい軌き跡せきを引きながら飛ひ翔しようし、狙ねらい違たがわず巨人の二本の首の付け根に命中した。

「グオオォォォォ!!」

　途端、黒巨人は悲鳴じみた雄叫おたけびを漏らし、ハンマー攻撃を中止して、四本の腕うでを首の前でしっかりと交差させて体を丸めた。そのまま五秒ほど防ぼう御ぎよ姿勢を取ってから、ふたたび腕を振り上げて、戦せん槌ついを思い切り石いし畳だたみに叩たたきつける。

　ずどどーんという大だい音おん響きようとともに床ゆかが地じ震しんのように揺ゆれ、アスナは転ばないように両足を踏ふん張ばりながら、小さく呟つぶやいた。

「やっぱり……」

　隣となりで問い返すように首を傾かしげるシウネーに、素早く説明する。

「あの防ぼう御ぎよ行動、ランダムかと思ってたけどそうじゃなかった。首元にウィークポイントが設定されてるんだわ。弱点まで探してる余よ裕ゆうはなかったから、はなっからアテにしてなかったんだけど……」

「じゃあ、そこを攻せめれば倒たおせますか!?」

「少なくとも、効率は良くなる……と思うけど、ちょっと場所が高すぎるかな……」

　巨人の身長はおよそ四メートル、首筋を狙ねらおうにも、タルケンの長なが槍やりでもぎりぎり届かない。フィールドでなら幾いくらでも翅はねで飛んで攻こう撃げきできるが、ダンジョン内では不可能だ。

「カウンター覚かく悟ごでソードスキルを使うしかないかもですね」

　シウネーの言葉に、アスナもあごを引く。飛行不可エリアで少しでも滞たい空くう時間を延ばそうと思ったら、突進系のソードスキルを使うか、あるいはジャンプして連れん撃げき系けいの技を繰くり出だすしかない。当然、使った後には硬こう直ちよく時間が待っており、無防備に落下していくところを狙ねらい撃うちにされるのは必至だ。仮に死亡してもスペルで蘇そ生せいを試みることはできるが、成功率は百パーセントではなく、また詠えい唱しようも気が遠くなるほど長いためにヒールが遅おくれ、パーティー全体が崩ほう壊かいすることにもなりかねない。

　しかし──、ユウキならきっと、迷わずにやってみようと言うに違いない。そう思いながらシウネーの顔を見ると、華きや奢しやな外見とは裏腹に意外と剛ごう胆たんなウンディーネも、ぐっと力強く首しゆ肯こうした。

「わたし、前に出て作戦を伝えてくる。もう少しだけヒール役お願い」

「任せてください！」

　アスナはポーチから残りのポーションのうち二つを摑つかみ出し、シウネーに渡わたすと、前線へとダッシュした。十五メートルほどの距きよ離りを一いつ瞬しゆんで駆かけ抜ぬけ、黒巨人に近づいた途と端たん、真横から唸うなりを上げて鉄てつ鎖さが襲おそい掛かかってきた。首を縮めて回かい避ひするが、肩かた口ぐちを先せん端たんの錘おもりに掠かすめられて、たちまちＨＰが減少する。

　それに構わず走り、ユウキのすぐ後ろに達すると、アスナは叫さけんだ。

「ユウキ!!」

　剣を振ふりながらくるっと振り向いたユウキは、目を大きく見開いた。

「アスナ！　どうしたの？」

「聞いて、あいつには弱点があるの。二本の首の付け根中央を狙えば大ダメージを与えられるはずだわ」

「弱点!?」

　ユウキは再び振り向くと、食い入るように巨人の頭を見上げた。途端、遥はるか上空から大おお樽だるのようなハンマーが降ってきて、二人ふたりは慌あわてて飛びのく。続いて発生する震しん動どう波はを垂直跳とびで回かい避ひしながら、ユウキは叫さけんだ。

「高い……ボクじゃ、ジャンプしても届かないよ！」

「ちょうどいい踏ふみ台だいがあるじゃない」

　アスナはにっと笑うと、少し離はなれたところで戸板のような盾たてを掲かかげ、鎖くさりの乱らん舞ぶからノリを守っているテッチに視線を向けた。すぐに、ユウキも納得したかのようにニカッと笑い返してくる。

　二人は同時にダッシュすると、テッチの後ろ三メートルほどの位置に回りこんだ。ユウキが口に左手を当て、この小さな体のどこから、と思うような大声を出す。

「テッチ！　次にハンマー攻撃がきたらすぐにしゃがんで!!」

　巨漢ノームは、振ふり向むくと小さな眼を見開いたが、すぐに頷うなずいた。

　黒巨人はひとしきり鉄てつ鎖さを振り回した後、大岩のような上半身を反らせて空気を吸い込み、一いつ瞬しゆん溜めてから二つの口を大きく開いて、ごばぁぁー！　と黒いガスを吐はき出だした。たちまち周囲は硫い黄おうのような悪あく臭しゆうに包まれ、前面にたつ皆のＨＰがみるみる減少する。

　が、ブレス攻撃が終わった瞬しゆん間かん、見事なタイミングで青い光が降り注ぎ、体力を回復させていく。巨人は続けて、上側の腕うでに握にぎった二本のハンマーを高く振り上げた。

　ユウキが腰こしを落とし、ダッシュの用意をする。アスナはその小さな背中に向けて、早口で言った。

「最後のチャンスよ！　がんばれ、ユウキ！」

　ユウキは背を向けたまま応えた。

「任して、姉ちゃん!!」

　ねえ……ちゃん？

　思わぬ呼び方をされ、アスナがぱちくりと瞬まばたきをしたその時にはもう、少女は猛もう然ぜんと地を蹴けっていた。

　前方では、巨人が床ゆかをぶち抜ぬく勢いで二つのハンマーを叩たたきつけた。重低音が部へ屋や中に響ひびき渡わたり、放射状に発生する震動波を、テッチがしゃがみ防ぼう御ぎよでやり過ごす。

　直後ユウキも跳とんだ。左足をテッチの広い左肩に掛け、右足で分厚いヘルメットの天辺を踏ふみつけて──。

「うりゃああああ!!」

　鋭するどい掛け声とともに、ユウキはまるで不可視の翅はねを羽ばたかせたかのように、高く高く飛ひ翔しようした。一気に巨人の胸元に迫ると同時に、右手の剣を大きく引き絞り、

「やぁーっ!!」

　再度の気合を迸ほとばしらせながら、二つの首の接合部目掛けて、凄すさまじいスピードで突つき込こんだ。青あお紫むらさき色いろのエフェクトフラッシュが迸り、円形の部屋中を眩まばゆく照らし出した。

　空中でソードスキルを発動させた場合、たとえそこが飛行不可エリア内であったとしても、技が出終わるまでは使用者が落下することはない。ユウキは黒巨人の正面に滞たい空くうしたまま、電光のように右手を閃ひらめかせ続けた。右上から左下に向かって突つきを五発。そのラインと交差する軌き道どうでもう五発。鋭するどい剣先がクリティカル・ポイントを抉えぐるたび、巨人は四本の腕うでを震ふるわせ、悲鳴じみた絶ぜつ叫きようを上げる。

　バツの字を描くように十発の突き技を叩き込むと、ユウキは体を大きく右に捻ひねり、右手の剣の刀身に左手をあてがった。
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　瞬しゆん間かん、刃から放たれた閃せん光こうの、あまりの眩まぶしさにアスナは思わず目を細めた。ユウキの黒こく曜よう石せきの剣が、今だけは金こん剛ごう石せきに変わったように見えた。純白に輝かがやく剣は、鈴の音ねのような澄すんだサウンドを響ひびかせながら、エックス字の交差点──巨人の二つの首の接合点に見事命中すると、そのまま刀身の根元まで深く深く貫いた。

　巨人が絶ぜつ叫きようを途と切ぎれさせ、不自然な体勢で全身を凍こおらせた。アスナも、ジュンやテッチたちも、そして右手をいっぱいに伸のばしたユウキも、時間が停止したかのような静せい寂じやくの中でしばし動きを止めた。

　やがて、深く貫いた剣を中心に、黒光りする巨人の肌はだに無数の白い亀き裂れつが発生した。ひび割れは、その内部から放たれる光の圧力に耐えかねるように、ぴしぴしと長さと太さを増していく。それらはたちまちのうちに胴どう体たいと四し肢し全てに広がり──。

　立ち木が裂さけるような乾かわいた音を響ひびかせ、二つの首の接合部から、黒巨人は真っ二つに分断された。直後、ガラスの彫ちよう像ぞうが圧あつ潰かいするかの如ごとく、四メートルの巨体が大小無数の塊かたまりとなって砕くだけ散ちった。ほとばしった純白の光が、物理的な圧力を伴ともなって押し寄せ、アスナの髪かみを激しく揺ゆらした。重低音と高周波が入り混じったエフェクトサウンドがドーム中に荒あれ狂くるい、やがて硬こう質しつの金属音を高く引きながら薄れ、消えた。

　円周部からドームの薄うす闇やみを妖あやしく照らしていた青いかがり火が、一いつ瞬しゆん激しく揺れてから、何の変哲もない橙だいだい色いろへと変わった。同時にボス部べ屋や全体が明るい照明に満たされ、漂ただよっていた妖よう気きの残ざん滓しを追い払った。

　ガチャリ、と大きな音を立て、正面奥おくの、次層へと続く大おお扉とびらの鍵かぎが外れた。

「…………はは……やっ……たぁ……」

　アスナは掠かすれた笑い声を漏もらしながら、その場にぺたんと座すわり込こんだ。視線を戻もどすと、ボスが消しよう滅めつした場所に呆ぼう然ぜんと立ち尽くすユウキと眼が合った。

　小こ柄がらなインプの少女は、尚なおも数秒間ぱちぱちと瞬まばたきを続けていたが、やがてその口くち許もとに薄うっすらと微笑ほほえみが滲にじんだ。それはたちまち、かつて何度か見せた──いや、これまでで最大級の、輝くような満面の笑顔へと変化する。

　右手の剣を音高く鞘さやに戻すや否や、ユウキはだっとアスナに駆かけ寄よってきた。離はなれた場所で両手をいっぱいに広げると大きくジャンプ、そのままどすんとアスナの胸に飛び込んでくる。

「ぐはっ！」

　アスナは大げさな悲鳴を上げながら、ユウキと一いつ緒しよに床ゆかに倒たおれ込こんだ。至し近きん距きよ離りで互いの瞳ひとみを覗のぞき込んでから、同時に叫さけぶ。

「あははは……やった、勝った……勝ったよ、アスナ！」

「うん、やったね！　あ──……疲つかれた──!!」

　上にユウキを乗っけたまま、手足を大の字に広げてばたりと床に伸びる。周囲では、同じくへたり込んでいた仲間たち五人が一気に飛び上がり、それぞれの格好でガッツポーズを決めながら口々に歓かん声せいを迸ほとばしらせる。

　と、アスナは、頭の上のほうから重々しい音が響ひびいてきたのに気付いた。視線を向けると、逆さまの視界の中心で、入り口の大おお扉とびらが再びゆっくりと左右に分かれていく。その奥おくには、ひしめく無数の人ひと影かげ。

　扉が完全に開き切るのを待たずに、野の太ぶとい鬨ときの声とともに突とつ入にゆうしてきたのは、やはり回かい廊ろうをブロックしていた大手攻こう略りやくギルドの連結レイドパーティーだった。彼らはボス部屋内部が明るいオレンジ色の光に満たされているのに気づくと、気勢と足取りを減速させ、ばらばらと立ち止まって周囲を見回した。

　約五十人の大部隊の先頭に立つ、暗赤色の髪を長く垂らしたサラマンダーと、アスナの眼が合った。リーダーの顔に、驚きよう愕がくと理解、そして悔くやしさが順に浮かぶのを、アスナは少々痛快な気分で眺ながめた。

「へへ……」

　にんまりと笑みを浮かべて見せてから、床ゆかに転がったままのアスナとユウキ、そして五人の仲間たちは、同時にＶサインを作って彼らに突つきつけた。




　数十通りの捨て台詞せりふを残して大手ギルドが引き上げたあと、アスナとスリーピングナイツの面々は、部屋の奥の扉を開けた。長い螺ら旋せん階段を登り、東あずま屋やふうの小さな建物から飛び出すと、そこはもう前人未到の28層だった。すぐ近くの主街区まで一息に飛び、中央広場の転移門をユウキがアクティベートしたところで、ボス攻こう略りやくクエストは全て終しゆう了りようとなった。

　さっそく、青く光るゲートを使ってロンバールの街まで戻もどってきた七人は、広場の片かた隅すみで輪になると、あらためてばしんばしんとハイタッチを交わした。

「みんな、おつかれさま！　ついに終わったねえー」

　笑えみとともに言いながら、アスナはそこはかとない寂さみしさを感じていた。あくまで傭よう兵へいである身としては、契けい約やくの終了はすなわちひとまずの別れを意味する。

　ううん、これから友達になればいい、時間はたっぷりあるんだから──と思い直していると、不意にアスナの肩かたをぽん、とシウネーが叩たたいた。整った顔には、いつになく真しん剣けんな色が浮かんでいる。

「いいえ、アスナさん。まだ終わっていません」

「……え？」

「大切なことが残っていますよ」

　その表情に、アスナは咄とつ嗟さに黒鉄宮の《剣士の碑ひ》のことを思い出した。考えてみれば、スリーピング・ナイツの目的はボス攻略そのものではなく、ギルドの存在した証として、碑に全員の名前を残すことなのだ。ならば、まだ浮うかれるには早い──。

　しかし、続けてシウネーが発した言葉は、アスナの予想を大きく裏切るものだった。

「──打ち上げ、しましょう」

　がくっと膝ひざから崩くずれ、もうっ！　と拳こぶしを振ふり上あげてから、アスナは両手を腰こしに当てた。

「うん、やろう！　どーんと盛大にやろう」

　言うと、ジュンがにやっと笑みを浮かべた。

「なんせ予算はたっぷりあるしな！　場所はどうする？　どっか大きい街のレストランでも貸し切りにすっか」

「あ……」

　アスナはふと思い立つと、両手の指先を組み合わせながら、皆みんなの顔を見回した。まだ出会ってからわずか二日だが、この人たちならきっと古い友人たちとも仲良くなれるに違いない、と確信しながら口を開く。

「えっと、そういうことなら……わたしの家プレイヤーホームにこない？　ちっちゃいとこだけど」

　それを聞いたユウキが、ぱっと顔を輝かがやかせた。

　だが──どうしたことか、その笑顔は雪が溶とけるようにたちまち消え去った。そのまま、軽く唇くちびるを嚙かんで俯うつむいてしまう。

「ゆ……ユウキ？　どうしたの？」

　途と惑まどいながらアスナが声をかけても、いつも元気だった少女は顔を上げようとしなかった。代弁するかのように、シウネーが口を開いた。

「……あの……ごめんなさい、アスナさん。気を悪くしないで頂きたいんですけど……私たちは……」

　だが、言葉は最後まで続かなかった。ずっと下を向いていたユウキが、突とつ然ぜん鋭するどく息を吸い込むと、右手でシウネーの手を摑つかんだのだ。

　ユウキはきつく唇を引き結び、大きな瞳ひとみに切々とした光を浮かべて、無言のままシウネーを見つめた。何かを言いかけるように二、三度唇が小さく動いたが、音が発せられることはなかった。

　だが、シウネーにはユウキが言いたいことがわかったようだった。口くち許もとに、ごくごくかすかな微び笑しようを浮かべると、右手でユウキの頭をぽんと撫なで、アスナに向き直った。

「アスナさん、ありがとう。お気持ちに甘あまえて、お邪じや魔まさせて頂きますね」

　いまの一幕の意味が理解できず、アスナは首を傾かしげた。しかしすぐに、その場の空気を吹き散らすようにノリがいつもの豪ごう快かいな声で言った。

「そうと決まったら、まず酒だな！　樽たるで買おう、樽で！」

「ここには、ノリの好きな芋いも焼じよう酎ちゆうはないですよ」

　眼鏡めがねを押し上げながらぼそぼそとタルケンが口を挟はさむと、たちまち厳しい突つっ込こみが背中に飛んだ。

「なんだとこら、いつアタシが芋焼酎好きなんて言ったか！　アタシが好きなのは泡あわ盛もりの古酒クースーなんだぞ！」

「色気のなさじゃ一いつ緒しよじゃんかよ」

　ジュンの更さらなる突っ込みに、皆みんなの笑いが続く。一緒に笑いながら、アスナはユウキに再び視線を向けた。ユウキの顔にもようやく笑みが戻もどりつつあったが、その瞳に揺ゆれるどこか切なそうな色は、まだ完全には消えていないように思えた。

　連れ立ってロンバールの中央市場に赴おもむき、大量の酒と食料を買い込んでから、一行は22層に転移した。

　小さな村の広場から飛び立ち、深い雪に埋うもれた森を眼下に見ながら南を目指す。氷の張った湖を一息に越こえると、木立の中にひっそりと開けた空き地と、そこに建つ小さなログハウスが見えた。

「あっ、あそこ!?」

　ユウキのはしゃぎ声に、こくこく頷うなずく。

「そうだよー……あっ」

　アスナが答えるや否や、ユウキは両手を広げると、一気に加速した。そのまままっすぐ家の前庭目指して落ちていく。直後、ぼふーんと盛大な雪ゆき煙けむりが上がり、近くの梢こずえから驚おどろいた鳥の群が飛び立った。

「……まったく」

　シウネーと顔を見合わせて笑ってから、アスナも翅はねを広げて着陸体勢に入った。しばし滑かつ空くうしてからすとんと庭に降り立つと、待ちきれないように足あし踏ぶみしていたユウキに引っ張られるようにしてドアに向かう。

　家に、仲間たちの誰だれかがいたらさっそく紹しよう介かいしようと思っていたのだが、部へ屋やは無人だった。大手ギルドを足止めしてくれたキリトとクラインはまだセーブポイントから戻もどっていないのだとしても、リズやシリカたちまでいないというのは、もしかしたらこの展開を予想したうえで、七人だけで騒さわげるように気を遣つかってくれたのかもしれない。

「へえー、ふうーん、ここがアスナのおうちかあ！」

　ユウキは嬉うれしそうに、床から生えたテーブルや、赤々と火が燃えさかる暖だん炉ろ、壁かべに掛かけられた剣などを見てまわっている。残り六人はテーブルの周りに集まると、それぞれのアイテム欄らんから買い込んできたご馳ち走そうを取り出した。たちまち正体不明の酒しゆ肴こうやお菓か子しが山のように積み重なる。

　ノリの希望どおり樽たるで仕入れたワインの栓せんを抜き、黄金色の液体をなみなみと注いだグラスが並ぶと、それでもう宴えん席せきの準備は完かん了りようした。キッチンでアスナの調味料コレクションに見入っていたユウキをジュンが摑つかまえてリビングに引っ張ってきて、七人揃そろってテーブルにつく。

　乾かん杯ぱいの音頭を任されたユウキが、握にぎったグラスを掲かかげて、満面の笑顔で叫さけんだ。

「それでは、ボス攻こう略りやく成功を祝して……かんぱーい！」

　乾杯！　の唱しよう和わと、かちんかちんとグラスがぶつかり合う音が続き、全員が一気にワインを干す。あとは、たちまち秩ちつ序じよ無きどんちゃん騒ぎへと移行した。

　ジュンとテッチが先刻倒たおしたボスの話、ノリとタルケンがＡＬＯに存在する酒の話で盛り上がっている隣となりで、アスナはユウキとシウネーから、今までコンバートしてきたＶＲＭＭＯ世界の話を聞いていた。

「間違いなく最悪だったのはねえ、アメリカの《インセクサイト》っていうやつだよー」

　ユウキは両手で体を抱だくような素す振ぶりをしながら、顔をしかめた。

「ああ……あれはねえ」

　シウネーも頷きつつ苦笑いを浮かべる。

「へえ……どんなやつ？」

「虫！　虫ばっか！　モンスターが虫なのはともかく、自分も虫なんだよぉー。それでも、ボクはまだ二足歩行のアリンコになったんだけど、シウネーなんか……」

「だめ、言わないでー」

「……でっかいイモムシでさ！　口から、い、糸をぴゅーって……」

　そこで我が慢まんしきれないように、ユウキはけたけたと笑った。シウネーが唇くちびるを尖とがらせると、アスナも一いつ緒しよになって笑う。

「いいなあー、みんなで色んな世界を旅してきたんだね……」

「アスナは？　ＶＲＭＭＯ歴、かなり長そうだけど」

「わたしは、えーと、ここだけなんだ。この家を買うお金を貯めるのに、随ずい分ぶん時間が掛かかっちゃって……」

「そっかー」

　ユウキは顔を上げると、もう一度両眼を細めてリビングを見み渡わたした。

「でも、ほんと、すっごく居心地いいよ、このお家。なんだか……昔を思い出すって感じ」

「そうですね。ここにいると凄すごくほっとします」

　シウネーもこっくりと深く頷うなずく。

　と、不意に、その小さな口がアッというふうに開かれた。

「ど、どうしたの、シウネー？」

「しまった、忘れてました！　お金と言えば……私たち、アスナさんにボス攻こう略りやくのお手伝いをお願いする時に、ボスがドロップしたものを全部お渡しするって約束してましたよね。どうしましょう、こんなに色々買かい込こんじゃって」

「うわ、ボクもすっかり忘れてた！」

　申し訳なさそうに肩かたをすぼめる二人に、笑って手を振ふってから、アスナは口を開いた。

「いいよ、いいよ。少しだけ、何か貰もらえれば。あ、ううん──やっぱり……」

　そこで口をつぐみ、大きく息を吸う。

　ボス攻略戦の前から、ぼんやりと考えていたことを言葉にするチャンスだ、そう思ったアスナは、表情を改めて言った。

「やっぱり、何もいらない。その代わり、お願いがあるんだ」

「え……？」

「あのね……契けい約やくはこれで終わりなんだけど……でも、わたし、ユウキともっと話したい。訊ききたいことが、いっぱいあるの」

　どうすれば、ユウキのように強くなれるのか──それを、教えてほしい。胸の奥おくで呟つぶやきながら、アスナは続くひと言を口にした。

「わたしを、スリーピング・ナイツに入れてくれないかな」

　ＡＬＯの妖よう精せいとして生まれ変わってから、アスナは一度もギルドに入ったことはない。大手から幾いく度ども誘さそいはあったし、キリトやリズたちと小さなギルドを結成しようという話も出なかったわけではないが、何となくそのままになってしまっていた。

　その理由はきっと、ギルドというものに対するかすかな《怖おそれ》が心に残っているからだ。アスナはかつて、最強と呼ばれたギルドで一年以上もサブリーダーの要職を務めた。メンバーに鉄の規律と鋼はがねの意志を求め、自らもそれを実じつ践せんすべく、人前ではほとんど笑みを見せなかった。当時の自分は、怖れられこそすれ、決して慕したわれてはいなかったはずだ。ＡＬＯ世界で再びギルドに入れば、いつかまたあの頃ころのような言動をしてしまうのではないかと、それが怖かったのだ。

　だが今日、アスナはスリーピング・ナイツの仲間たちの中で、至極自然に振ふる舞まえたし、気負わずに指示も出せた。それは、ユウキたちが、いっそ心地よいとすら思えるほど滑なめらかにアスナの心の壁かべを飛び越えてくれたからだ。彼らと過ごす時間は、きっと壁を低くしてくれる。ほんとうの強さを教えてくれる。アスナ自身が気づいていなかったその気持ちを、キリトやリズ、クラインたちは言葉ではなく態度で後押ししてくれた。突とつ然ぜん他ほかのギルドに参加することに、不満顔を見せるどころか応援してくれたのはそのせいだったのだ。

　アスナの言葉を聞いたユウキは、すぐには答えず、きゅっと唇くちびるを嚙かんだ。見開かれた大きな瞳ひとみに、再びもどかしそうな光がたゆたう。

　いつのまにか、シウネーも、そして他の四人も、話を止めてじっとユウキとアスナを見ていた。訪れた静せい寂じやくの中、ユウキは長いあいだ無言でアスナを凝ぎよう視ししていた。やがて動いた唇から発せられた声は、いつになく揺れていた。

「あのね……あのね、アスナ。ボクたち……スリーピング・ナイツは、もうすぐ……たぶん、春までに解散しちゃうんだ。それからは、みんな、中々ゲームには入れないと思うから……」

「うん、解ってる。それまででいいの。わたし、ユウキと……みんなと、友達になりたい。それくらいの時間はあるよね……？」

　アスナは身を乗り出し、ユウキの紫むらさき色いろの瞳を覗のぞき込んだ。だが、恐らく初めてのことだったが、ユウキは逃のがれるようにすぐ視線を逸そらしてしまった。そのまま、小さく左右に首を振る。

「ごめん……ごめんね、アスナ。ほんとに……ごめん」

　何度もごめん、と呟つぶやくユウキの声はいつになく辛つらそうで、アスナはそれ以上言い募ることができなかった。

「そっか……。ううん、わたしの方こそ、無理なお願いしてごめんね、ユウキ」

「あの……アスナさん、私……私たちは……」

　傍かたわらで、シウネーがユウキの言葉を補おうとするかのように言いかけたが、珍めずらしく彼女も言うべき言葉が見つからないようだった。

　アスナは、揃そろって辛そうな顔をしている皆をぐるりと見み渡わたすと、場を取りなすようにぱたんと手をたたき、意い識しきして元気な声を出した。

「ごめんね、急に変なこと言って、困らせちゃって。景気づけに、アレ、見にいこう！」

「アレ……？」

　首を傾かしげるシウネーと、俯うつむいたままのユウキの肩かたを同時にぽんと叩たたく。

「肝かん心じんなことを忘れてるね！　きっともう更こう新しんが反映されてるよ、黒鉄宮の《剣士の碑ひ》！」

「おっ、そうか！」

　ジュンが大声を出して立ち上がった。

「行こう行こう！　写真撮とろうぜ!!」

「ね、いこ？」

　アスナがもう一度言うと、ようやくユウキは顔を上げ、小さく笑った。




　まだどこか元気のないユウキの手を引き、転移門から飛び出すと、アスナは久しぶりに訪れた《はじまりの街》の中央広場を見み渡わたした。

「やっぱりここは広いなぁ……さ、こっちだよ、みんな！」

　巨大な王宮に背を向け、花か壇だんの間を縫ぬうように早足で歩くと、すぐに前方に四角い《黒鉄宮》の姿が見えた。アインクラッドでも最も有名な観光スポットのひとつなので、初心者からベテランまで、多くのプレイヤーが出入りしている。

　高いメインゲートをくぐり、建物の中に踏ふみ込こむと、ひんやりとした空気が肌はだを撫なでる。途と轍てつもなく高い天井に、プレイヤーたちのブーツが鋼こう鉄てつの床ゆかを叩く音が無数に反はん響きようする。

　同じようにかんかんと高い足音を立てて、アスナとユウキたちは奥おくの大広間に向かった。二つの内門を抜けると、ひときわ静せい謐ひつな雰ふん囲い気きに包まれた空間が広がり、その中央に巨大な横長の鉄てつ碑ぴが鎮ちん座ざしていた。

「あれか！」

　ジュンとノリが、アスナとユウキの両側を抜ぬけて走っていく。数秒遅おくれで《剣士の碑》の足あし許もとまで達すると、アスナも顔を上げ、びっしりと並ぶ文字列の末まつ尾びを探した。

「あ……あった」

　不意に、ユウキが呟つぶやいた。アスナと繫つないだ手に、きゅっと力がこもった。同時にアスナも見つけた。黒光りする鉄てつ碑ひのほぼ中央、【Ｂｒａｖｅｓ　ｏｆ 27ｔｈ　ｆｌｏｏｒ】の一文の下に、アルファベットで七人の名前が深々と刻み込まれていた。

「あった……ボクたちの、名前だ……」

　どこか呆ぼう然ぜんとしたようにユウキが呟く。その瞳ひとみがかすかに潤うるんでいるのを見て、アスナも胸が詰つまるような気がした。

「おーい、写真撮るぞ！」

　ジュンの声が後ろから響ひびいて、アスナはユウキの肩を摑つかむと、くるんと半回転させた。

「ほら、笑って、ユウキ」

　アスナの言葉に、ようやくユウキもにこっと笑え顔がおを見せる。六人が碑ひの前に並ぶと、ジュンは《スクリーンショット撮影クリスタル》のポップアップウインドウを操作し、タイマーを設定して手を離はなした。クリスタルはそのまま空中に留まり、上部にカウントダウン表示が瞬またたく。

　走り寄ってきたジュンがユウキとテッチの間に収まり、全員が大きく笑った瞬しゆん間かん、ぱしゃっと音がしてクリスタルが光った。

「おっけー！」

　ジュンが駆かけ戻もどっていくと、アスナとユウキは、もう一度振ふり返かえって《剣士の碑》を見上げた。

「やったね、ユウキ」

　アスナは手を離はなすと、ユウキの頭をそっと撫なでた。ユウキはこくんと頷うなずき、長い時間ずっと七人の名前を見つめていたが、やがて密ひそやかな声で呟つぶやいた。

「うん……。ボク、ついにやったよ、姉ねえちゃん」

「ふふふ」

　それを聞いて、アスナはつい笑えみをこぼした。

「ユウキ、また言ってる」

「え……？」

　何のことだかわからない、というふうにユウキはアスナの顔を見た。

「わたしのこと、姉ちゃん、だって。ボス部べ屋やでも言ってたよー。ううん、わたしは嬉うれしいけど……──!?」

　何気なく言いかけた言葉を、アスナは途と中ちゆうで吞のみ込こんだ。

　ユウキが、両眼をいっぱいに見開いて、口くち許もとを手で覆おおっていた。その紫むらさき色いろの大きな瞳ひとみに、みるみるうちに透とう明めいな雫しずくが盛り上がり、頰ほおを伝って次々に滴したたった。

「ゆ……ユウキ……!?」

　息を吞んで手を伸のばそうとしたアスナから、ユウキは二歩、三歩と後ずさった。唇くちびるが動き、掠かすれた声が流れた。

「アスナ……ぼ、ボク……」

　不意にユウキは俯うつむくと、溢あふれる涙をぐいっと拭ぬぐって、左手を振ふった。出現したウインドウを、震ふるえる指で叩たたく。たちまち、その小さな体を、白い光の柱が包み──




　それを最後に、不敗の超剣士《絶ぜつ剣けん》ユウキは、アインクラッドから姿を消したのだった。










　　　８




　明あ日す奈なは、手の中の紙片に眼を落とすと、そこに手書きで記された文字列と、眼前にそびえる巨大な建築物の壁へき面めんに表示される名称が同一であることを確かめた。

　神奈川県横浜市都筑つづき区く。緑の多い丘おかの間に抱だかれるように、その建物は存在した。それほど高くない代わりに両りよう翼よくがたっぷりと広がった設計や、周囲の丘きゆう陵りようののどかな佇たたずまいを見ていると、とてもここが首しゆ都と圏けんとは思えないが、明日奈の家がある世田谷からは東急線を使って三十分もかからなかった。

　建物はまだ新しく、冬の低い日差しを浴びて茶色いタイルの壁面をきらきらと光らせている。自分が長い間眠ねむっていた場所によく似ている、と思いながら、明日奈はメモをポケットに仕し舞まった。

「ここにいるの、ユウキ……？」

　小さな声で呟つぶやく。会いたい、と思う反面、ここにあの少女がいなければいい、とも考えてしまう。

　わずかに逡しゆん巡じゆんしたあと、明日奈は制服の上に着たコートの襟えりをかき合わせて、正面エントランス目指して足早に歩きはじめた。




《絶ぜつ剣けん》ユウキがアインクラッドから消えてから、すでに三日が経過していた。

　最後の瞬しゆん間かん、剣士の碑ひの前で彼女が見せた涙なみだは、まだ明日奈の瞼まぶたに焼き付いている。このまま忘れてしまうことなど、到とう底ていできそうになかった。どうしてももう一度会って、話をしたい。しかし、送ったメッセージは、全て《送信相手がログインしていません》という自動リプライを返してきたし、その後開かい封ふうされた様よう子すもなかった。

　スリーピングナイツの仲間たちなら、ユウキの居場所を知っているはず、とも思ったのだが、二日前の夕方、溜たまり場になっていたロンバールの宿屋でひとりアスナを迎えたシウネーは、睫まつ毛げを伏ふせてそっとかぶりを振ふった。

「私たちも、あれからユウキと連れん絡らくが取れないのです。ＡＬＯだけでなく、フルダイブ自体している様子はありませんし、現実世界の彼女について知っていることもほとんどありません。それに……」

　シウネーはそこで言葉を切り、どこか気き遣づかわしそうな視線でアスナを見た。

「アスナさん。たぶん、ユウキは再会を望んでいないと思います。誰だれでもない、あなたのために」

　アスナは愕がく然ぜんと言葉を失った。数秒たってから、どうにか声を絞しぼり出した。

「な……なんで？　ううん……何となく、ユウキやシウネーたちが、わたしと必要以上に近づかないようにしてるのは解わかってた。わたしのことが迷めい惑わくだっていうなら、もう追いかけないよ。でも……わたしのため、って言われても納得できない」

「迷惑なんて……」

　いつも静せい謐ひつな態度を崩くずさないシウネーが、珍めずらしく表情を歪ゆがめ、激しく首を左右に振ふった。

「私たちは、あなたと出会えたことを本当に嬉うれしく思っています。この世界で、最後にとても素す敵てきな思い出が作れたのはアスナさんのお陰かげです。ボス攻こう略りやくを手伝って下さったこと、そしてギルドに入りたいと言って下さったことには、どんなに感謝してもし足りません。ユウキも、きっとそう思っています。でも……どうか、お願いですから、これで私たちのことは忘れてほしいのです」

　そこで言葉を切り、左手を振ってウインドウを操作した。アスナの前に、小さなトレードウインドウが現われた。

「予定には少し早いのですが、スリーピング・ナイツはもうすぐ解散することになると思います。アスナさんへのお礼は、ここにまとめてあります。この間のボスからドロップしたものと、私たちの全ての所持アイテムを……」

「い……要いらない。受け取れないよ」

　アスナは指先を叩たたきつけるようにウインドウをキャンセルし、一歩シウネーに歩み寄った。

「本当に、これでお別れなの？　わたし……ユウキや、シウネーや、みんなのことが好き。ギルドは解散しても、友達としてずっと仲良くしていけると思ってた。でも、そう思ってたのはわたしだけなの……？」

　これまでのアスナなら、絶対に口にしないような言葉だった。しかし、ユウキたちと行動を共にしたほんの数日のうちに、アスナは少しずつ自分が変わりつつあるのを感じていた。だからこそ、みんなと別れるのは嫌いやだった。

　しかし、シウネーは顔を伏ふせ、頭を振るだけだった。

「ごめんなさい……ごめんなさい。でも、こうしたほうがいいんです。ここで、別れたほうが……ごめんなさい、アスナさん」

　そして彼女も、まるで逃にげるようにウインドウを出し、ログアウトしてしまった。

　ユウキだけでなく、シウネーやジュン、ノリたち他ほかのメンバーも、それきりＡＬＯにログインしてくることはなかった。

　ほんの数日だけの付き合いだ。それで友達になったつもりだった明あ日す奈なが間違っているのかもしれなかった。しかし、スリーピングナイツの面々は、明日奈の心の奥深くに拭ぬぐいきれない印象を残していった。このまま忘れることなど、絶対にできないと思った。

　すでに三学期が始まっていたが、しかし、久しぶりに現実世界で和人キリトや里リ香ズ、珪子シリカと会っても、明日奈の心はどこか沈しずんだままだった。気がつくと、瞼まぶたの裏、鼓こ膜まくの奥に、ユウキの笑え顔がおを甦よみがえらせているのだった。姉ちゃん、とユウキは明日奈のことを呼んだ。それに気付いて、彼女は涙なみだを零こぼした。その理由をどうしても知りたい。

　そして昨日きのう。昼休みに、明あ日す奈なは【屋上で待ってる】という和かず人とからのメールを受け取った。




　冷たい北風が吹ふき抜ぬけるコンクリート剝むき出しの校舎屋上には、他ほかの生徒の姿はまったくなかった。和人は、空気循じゆん環かん用の太いパイプに寄りかかって明日奈を待っていた。

　現実世界の彼は、ＳＡＯから解放されてすでに一年以上が経つにもかかわらず、あまり体重が増える気配はない。妹の直葉リーフアが毎日しっかり食べさせているはずなので栄養面の心配はないのだろうが、摂とったカロリーをジョギングやスポーツジムできっちり消費しているのか、それとも、もしかしたら仮想世界での苛か烈れつな戦いぶりが肉体のエネルギーまでも燃やしてしまうのか。

　ブレザーの前ボタンを開け、スラックスのポケットに両手を突つっ込こんで、風に長めの前まえ髪がみを揺ゆらしながら立つその姿は、装よそおいと身長こそ違えど旧アインクラッド時代の彼と何ら変わらぬ佇たたずまいだった。明日奈は吸い込まれるように駆かけ寄よると、顔を上げた和人の肩かた口ぐちにこつんと額ひたいをぶつけた。

　胸にぐるぐると渦うず巻まく感情をまるごと吐と露ろしてしまいたかったが、明日奈にも自分が何を感じているのかを言葉にできない。瞼まぶたをきつく閉じ、込み上げそうになる嗚咽おえつを堪こらえていると、和人の手がぽんぽんと優しく背中を叩たたいた。同時に、耳みみ許もとで声。

「どうしても、《絶ぜつ剣けん》に会いたいか？」

　そのひと言は、明日奈の望みを余さず集約していた。そう、ただ、もう一度会いたい。なぜなら、きっとユウキもそれを望んでいると明日奈が信じているからだ。

　こくりと頷うなずくと、和人は静かに続けた。

「もう会わないほうがいい、と言われたんだろう？　それでも？」

　彼には、27層ボス攻こう略りやく戦せんの顚てん末まつと、その後の思いがけない別れ、そして最後に会ったシウネーの言葉をすでに余さず伝えてあった。和人なりに考えたうえでの言葉なのだろうその問いに、明日奈はもう一度強く頷いた。

「うん、それでも。わたし、どうしてももういちどユウキと会って話したい。そうしなきゃいけないの」

「そうか」

　短く答え、和人は明日奈の両肩に手を置いて少し体を離はなすと、ブレザーの内ポケットから取り出した小さなメモを差し出した。

「ここに行けば、会えるかもしれない」

「え……？」

「あくまでも可能性だ。……でも、俺おれは、《絶剣》はそこにいると思う」

「ど……どうして、キリト君が知ってるの……？」

　二つ折りにされた紙片を受け取りながら、明あ日す奈なは呆ぼう然ぜんと訊たずねた。すると、和かず人とはすっと視線を空に向け、呟つぶやいた。

「そこが、日本で唯ゆい一いつ、《メディキュボイド》の臨りん床しよう試験をしている場所なんだ」

「メディ……キュボイド？」

　聞き慣れない、不思議な単語を繰くり返かえしながら、明日奈は紙片を開いた。

　そこには、【横浜港北総合病院】という名称とアドレスが小さな文字で書かれていた。




　綺き麗れいに磨みがかれたガラスの二重自動ドアをくぐり、たっぷりと採光されたエントランスに踏ふみ込こむと、どこか懐なつかしい消毒薬の匂においがかすかに漂ただよった。

　小さな子供を抱だいた母親や、電動車くるま椅い子すのお年寄りがゆっくりと行き交う空間を横切って、明日奈は面会受付カウンターへ向かった。

　窓口横に備えられた用紙に住所氏名を書き込み、面会を希望する相手の名前を書く欄らんで、手が止まる。明日奈が知っているのはユウキという名前だけだし、それすらも本名かどうかはわからない。和人からは、たとえそこに彼女がいてもそれを確認できるかどうか、面会できるかどうかは判らない、と言われていたが、ここまで来て諦あきらめるわけにはいかなかった。意を決して、用紙を持って窓口へと向かう。

　カウンターの向こうで端たん末まつを操作していた白いユニフォームの女性看護師は、明日奈が近づく気け配はいに顔を上げた。

「面会ですね？」

　笑え顔がおとともに発せられた質問に、ぎこちなく頷く。一部空くう欄らんの申しん請せい用紙を差し出しながら、明日奈は言った。

「ええと……面会したいんですが、相手の名前がわからないんです」

「はい？」

　訝いぶかしそうに眉まゆを寄せる看護師に向かって、懸けん命めいに言葉を探す。

「たぶん十五歳前後の女の子で、もしかしたら名前は《ユウキ》かもしれないんですが、違うかもしれません」

「ここには沢たく山さんの入院患かん者じやさんがいらっしゃいますから、それだけでは判りませんよ」

「ええと……ここで試験中の《メディキュボイド》を使ってる方だと思うんですが」

「患者さんのプライバシーに関しては……」

　その時、カウンターの奥おくにいた年配の看護師が顔を上げると、じっと明日奈の顔を見た。次いで、明日奈の相手をしていた看護師に向かって、何事か耳打ちをする。

　最初の看護師は、ぱちぱちと瞬まばたきし、再び明日奈に向き直ってから、先ほどとは微び妙みように異なる口調で言った。

「失礼ですが、お名前は？」

「あ、ええと、結ゆう城き、明あ日す奈なと言います」

　答えながら、申しん請せい用紙を滑すべらせるように差し出す。看護師は用紙を受け取ると眼を落とし、それから奥おくの同僚に渡わたした。

「何か身分証を拝見できますか？」

「は、はい」

　慌あわててコートの内ポケットから財布を取り出し、学生証を抜ぬいて提示する。看護師はカード上の写真と明日奈の顔を仔し細さいに見比べたあと、軽く頷うなずき、しばらくお待ちくださいと言って傍かたわらの受話器を取り上げた。

　内線でどこかに掛かけたらしく、二、三小声でやり取りしてから、明日奈に向き直る。

「第二内科の倉くら橋はし先生がお会いになります。正面のエレベータで四階に上がってから、右手に進んで、受付にこれを出してください」

　差し出されたトレイから、学生証ともう一枚銀色のパスカードを取り上げ、明日奈はぺこりと頭を下げた。

　四階受付前のベンチで更さらに十分近く待たされてから、明日奈は足早に近寄ってくる白衣の姿に気付いた。

「やあ、ごめんなさい、申し訳ない。すみません、お待たせして」

　妙みような詫わび方をしながら会え釈しやくしたのは、小柄ですこし肉付きのいい男性医師だった。おそらく三十代前半だろうか、つやつやと広い額ひたいの上で髪かみをきっちり七三に分け、縁ふちの太い眼鏡めがねを掛けている。

　明日奈は慌てて立ち上がると、深く頭を下げた。

「と、とんでもない。こちらこそ急にお邪じや魔ましてしまって。あの、わたしなら幾いくらでも待てますけれど」

「いえいえ、今日の午後は非番ですから、ちょうどよかった。ええと、結城明日奈さん、ですね？」

　やや垂たれぎみの目をにこにこと細めながら、男性医師は軽く首を傾かたむけた。

「はい。結城です」

「僕は倉橋といいます。紺こん野のさんの主治医をしております。よく訪ねてきてくれました」

「こんの……さん？」

「ええ、フルネームは紺野ユウキさんです。ユウキは、木も綿めんに季節の季と書きます。僕は木ゆ綿う季きくん、って呼んでますが……彼女は、ここのところ毎日、明日奈さんの話ばかりしていますよ。あ、すみませんつい、木綿季くんがあなたをそう呼ぶもので」

「いえ、明日奈でいいです」

　微笑ほほえみながら答えると、倉橋医師も照れたように笑い、右手でエレベータのほうを指し示した。

「立ち話もなんですので、上のラウンジに行きましょう」

　案内された、広々とした待合スペースの奥おくまった席に、明あ日す奈なと医師は向かい合って座った。大きなガラス窓からは、病院の広大な敷地と、周囲の緑を遠く望むことができる。周囲に人ひと影かげは少なく、エアコンのかすかな作動音だけが空気を揺ゆらしている。

　明日奈は、心の中に溢あふれかえる疑問の数々を、どこから口にしたものか迷っていた。が、先に倉くら橋はし医師が沈黙を破った。

「明日奈さんは、木ゆ綿う季きくんとＶＲワールドで知り合われたんですよね？　彼女が、この病院のことを話したんですか？」

「あ、いいえ……そういう訳ではないんですが……」

「ほう、それでよくここが判りましたね。いやね、木綿季くんが、もしかしたら結ゆう城き明日奈さんという人が面会にくるかもしれないから、受付にその旨むね伝えておいてくれと言うものだから、病院のことを教えたのかと驚いたらそうじゃないと言う。じゃあこの場所が判るわけないよ、と僕は答えたんですが、さっき受付から連絡が来た時は、いや驚きましたよ」

「あの……木綿季さんは、わたしのことを先生に話したんですか……？」

　今度は明日奈が訊たずねると、医師は二、三度大きく首を頷うなずかせた。

「それはもう。ここ数日は、僕との面談では明日奈さんの話ばかりですよ。ただね、木綿季くんは、あなたの話をしたあとは決まって泣いてしまってね。自分のことでは決して弱音を吐はかない子なんだが」

「えっ……な、なんで……」

「もっと仲良くなりたい、でもなれない、会いたい、けどもう会えないと言うんです。その気持ちは……判らなくもないんだが……」

　そこで初めて、倉橋医師はわずかに沈ちん痛つうな顔を見せた。明日奈は深く一呼吸してから、意を決して訊たずねた。

「木綿季さんも、彼女の仲間たちも、ＶＲワールドで別れる前に私にそう言いました。何な故ぜなんです？　何故《会えない》のですか？」

　メモに病院の名前を見た時から、じわじわと膨ふくらみつつある一つの不安を懸けん命けいに押し殺しながら明日奈が身を乗り出すと、倉橋医師はしばらく無言のままテーブル上の両手に視線を落としていたが、やがて静かに答えた。

「それでは、まず、《メディキュボイド》の話から始めましょうか。明日奈さんは、もちろんアミュスフィアのユーザーなんですよね？」

「え……ええ、そうです」

　青年医師は、ひとつ頷くと顔を上げ、思いがけないことを口にした。

「あなたにこんなことを言うのは何ですが、僕は、フルダイブ技術がそもそもアミューズメント用途に開発されたことが残念でならないのです」

「え……？」

「あのテクノロジーは、政府がしっかり出資して、最初から医療目的に研究されるべきでした。そうすれば、現状はあと一年、いや二年分は進んでいたはずです」

　思わぬ話の成り行きに途と惑まどう明あ日す奈なに向かって、医師は指を立ててみせた。

「考えてください。アミュスフィアのもたらす環かん境きようが、どれほど医療の現場で有効に機能するか。たとえば、視覚や聴ちよう覚かくに障害を持つ人たちにとっては、あの機械はまさに福ふく音いんなんですよ。先天的に脳に機能障害がある場合は残念ながら除外されますが、眼球から視神経に異常があっても、アミュスフィアなら直接脳に映像を送おくり込こめるわけです。聴覚の場合も同様です。光や音をまったく知らずに育った人たちでも、今やあの機械を使うことで、本物の風景というものに触ふれられるようになったのです」

　熱っぽく語る倉くら橋はし医師の言葉に、明日奈はこくりと頷うなずいた。アミュスフィアがそのような分野で広く活用されるようになったのは、そう最近のことではない。いずれヘッドギアが更さらに小型化され、専用のレンズと組み合わせれば、視覚障害者も晴せい眼がん者しやとまったく同じように生活を送れるようになると言われている。

「また、有用なのは信号伝達機能だけではありません。アミュスフィアには、体感覚キャンセル機能もありますよね」

　医師は指先で自分のうなじの部分を叩たたいた。

「ここに電磁パルスを送ることで、一時的に神経を麻ま痺ひさせるわけです。つまり、全身麻ま酔すいと同じ効果がある。例えば手術時にアミュスフィアを用いることで、わずかにせよ事故の危険がある麻酔薬の使用を回かい避ひできると考えられています」

　いつの間にか医師の話に引き込まれていた明日奈は、頷いてからふとあることに気付いた。専門家を前に気き後おくれしつつも、小声で疑問を口にする。

「……あの、それは無理じゃないですか？　アミュスフィアでインタラプトできる感覚レベルはごく低いものに限られています。体にメスを入れるような激痛を消去することは、アミュスフィアにも、初代機──ナーヴギアにだってできないと思いますし……たとえ延えん髄ずいでキャンセルしても、体の神経は生きているわけですから、脊せき髄ずい反射は残るのでは……？」

「そ……そうなんです」

　倉橋医師は、明日奈の言葉に驚いたかのように一いつ瞬しゆん眼を見開いたが、すぐに意を得たりとばかりに何度も首を動かした。

「まったくその通りです。それにアミュスフィアは電磁パルスの出力も弱いし、ＣＰＵも省電力タイプなので、処理速度に多少の問題があります。ＶＲ世界にフルダイブするならそれでもいいのですが、レンズと組み合わせてリアルタイムに現実環境と同期させる、つまり《拡張現実ＡＲ》を実現するにはスペックがやや足りない。そこで現在、国レベルで開発が急がれているのが、世界初の医療用フルダイブ機器──《メディキュボイド》なのです」

「メディキュ……ボイド」

　おそらく、医療メデイカルと直方体キユボイドを組み合わせたのだろうその不思議な単語を、明あ日す奈なはそっと口中で呟つぶやいた。医師は軽く微笑ほほえみ、説明を続けた。

「まだコードネームですがね。要は、アミュスフィアの出力を強化し、パルス発生素子を数倍の密度に増やし、処理速度を引き上げ、また脳から脊せき髄ずい全体をカバーできるようベッドと一体化したものです。見た目はただの白い箱ですが……。これが実用化され、多くの病院に配備されれば、医療は劇的に変わりますよ。麻ま酔すいはほとんどの手術で不要となりますし、また現在、《ロックトインＬｏｃｋｅｄ　Ｉｎ状態》と診断されている患かん者じやさんともコミュニケートできるようになるかもしれません」

「ロックトイン……？」

「閉じ込め症しよう候こう群ぐん、とも呼ばれていますね。脳の、思考する部分は正常なのだが、体を制せい御ぎよする部分に障害があり、意思を表すことができない状態です。メディキュボイドなら脳の深部までリンクすることができますからね、たとえ体が動かなくても、ＶＲワールドを利用して社会復帰できる可能性すらあるのです」

「なるほど……つまり、ＶＲゲームを遊ぶために開発されたアミュスフィアよりも、ずっと本当の意味での……言わば《夢の機械》なんですね」

　頷うなずきながら、何気なく明日奈はそう口にした。しかしそれを聞いた途と端たん、まさに夢について語っていたはずの倉くら橋はし医師は、急に現実に引き戻されたかのように口を閉じてしまった。やや表情を沈ませると、眼鏡めがねを外し、深く長く嘆たん息そくする。

　やがて、小さく首を左右に振りながら、医師はどこか悲しそうに微笑んだ。

「ええ、まさに夢の機械です。しかし……機械には、当然限界がある。メディキュボイドが、最も期待されている分野のひとつ……それは、《ターミナル・ケア》なのです」

「ターミナル・ケア……」

　聞き慣れない英単語を鸚鵡おうむ返しに口にすると、医師は密ひそやかに説明を加えた。

「漢字では……《終末期医い療りよう》、と書きます」

　その言葉の響ひびきに、明日奈は冷水を浴びせられたような思いを味わった。絶句し、両眼を見開く明日奈に向かって、眼鏡を掛かけ直なおした倉橋医師はどこかいたわるような表情を浮うかべ、言った。

「あなたは、後で、ここで話を止めておけばよかったと思うかもしれません。その選せん択たくをしても、誰だれもあなたを責めません。木ゆ綿う季きくんも、彼女の仲間たちも、本当にあなたのことを思いやっているのですよ」

　だが、明日奈は迷わなかった。どんな現実を告げられても、それを正面から受け止めようと思ったし、またそうしなければいけないという確信もあった。明日奈は顔を上げると、はっきりと言った。

「いえ……続けて下さい。お願いします、わたしはそのためにここに来たんですから」

「そうですか」

　倉くら橋はし医師は再び微笑ほほえむと、大きく頷うなずいた。

「木ゆ綿う季きくんからは、明あ日す奈なさんが望めば、彼女に関する全てを伝えてほしいと言われています。木綿季くんの病室は中央棟の最上階にあります。少し遠いので、歩きながら話しましょう」

　ラウンジを出て、エレベーターを目指す医師の後について歩きながら、明日奈は頭の奥おくで何度も同じ言葉を繰くり返かえしていた。

　終末期。その言葉がなにを指すのかは、単純なまでに明白なような気もしたし、まさかそんなはずはない、《そのこと》を示すのにそんな直接的な単語を用いるわけがないと打ち消す気持ちもあった。

　ただひとつはっきりしているのは、これから明らかにされる真実を、正面から全て受け止めなくてはならないということだった。ユウキは明日奈にそれができると信じたからこそ、彼女の現実へと踏ふみ込こむことを許してくれたのだ。

　中央棟のロビーに三機並んだエレベーターの、一番右の扉とびらには《スタッフオンリー》の表示があった。傍かたわらに設置されたパネルに医師が首から下げたカードをかざすと、すぐにポーンと穏おだやかなチャイムが鳴り、右みぎ端はしの扉がスライドした。

　白い光が溢あふれる箱に二人ふたりが乗り込むと、作動音も、加速度もほとんど感じさせないままに、エレベーターが上じよう昇しようを始める。

「《ウインドウ・ピリオド》という言葉を聞いたことはありますか？」

　不意に倉橋医師に訊たずねられ、明日奈は瞬まばたきして記き憶おくのインデックスを探った。

「たしか……保健の授業で教わったと思います。ウイルスの……感染に関することですか？」

「そのとおりです。人間が何らかのウイルスに感染したと疑われる場合、主に血液を検査するわけですよね。検査の方法としては、血液中のウイルスに対する抗こう体たいを調べる《抗こう原げん抗体検査》、そしてより感度の高い、ウイルス自体のＤＮＡ・ＲＮＡを増ぞう幅ふくして調べる《ＮＡＴ検査》があるわけですが、そのＮＡＴ検査を用いても、感染直後から十日前後はウイルスを検出できないのです。その期間を、《ウインドウ・ピリオド》と呼びます」

　倉橋医師はそこでいったん言葉を切った。直後、かすかな減速感が訪れ、チャイムとともにドアが開いた。

　最上階となる十二階は、部外者の立ち入りを完全に制限しているらしく、降りてすぐ正面にものものしいゲートが設置されていた。医師が再びゲート脇わきのセンサーにカードを近づけ、更さらに掌てのひらをパネルにあててバイオメトリクス認証を行うと、小さな電子音がして金属の遮しや断だんバーが降りた。手振りで促され、明日奈は足早にゲートをくぐった。

　下層と違って、このフロアには窓はないようだった。つるつるした白いパネルに覆おおわれた通路がまっすぐに延び、前方で左右に分ぶん岐きしている。

　再び明あ日す奈なの前に立って歩き始めた倉くら橋はし医師は、通路を左に曲がった。柔やわらかな白光に満たされた無機質な道がどこまでも続いている。白衣の看護師が数名行き交っているだけで、外界の騒そう音おんはまったく届いてこない。

「──その《ウインドウ・ピリオド》の存在ゆえに、必然的に起こってしまうことがあります」

　不意に、医師が再び静かな声で会話を再開した。

「それは、献けん血けつによって集められる、輸血用血けつ液えき製せい剤ざいの汚お染せんです。無論、確率は低い。一度の輸血によって何らかのウイルスに感染してしまう確率は、何十万分の一でしかありません。しかし、その数字をゼロにすることは、現代の科学では不可能なのです」

　かすかな嘆たん息そく。そこに含ふくまれる、ごくかすかな無力感を、明日奈は感じる。

「木ゆ綿う季きくんは、二〇一一年の五月生まれです。難産で、帝てい王おう切開が行われました。その時……カルテでは確認できなかったのですが、何らかのアクシデントにより大量の出血があり、緊急輸血が施されたのです。用いられた血液は、残念ながらウイルスに汚染されていました」

「…………！」

　明日奈は息を詰めた。一いつ瞬しゆんちらりと視線を寄よ越こした医師は、すぐに眼を伏ふせ、続けた。

「今となっては、確たることは判らないのですが、おそらく木綿季くんが感染したのは出産時かその直後。お父とうさんはその一ヶ月以内でしょう。ウイルス感染が判明したのは九月、お母かあさんが受けた輸血後の確認血液検査によってです。その時点では……もう、家族全員が……」

　再び深く息をついて、医師は足を止めた。

　通路の右側の壁かべにスライドドアがあり、壁に金属パネルが設置されている。そこに嵌はめこまれているプレートには、【第一特とく殊しゆ計測機器室】といういかめしい文字が並んでいた。

　医師はカードを持ち上げると、パネル下部のスリットに通した。電子音が響ひびき、ぷしゅっという音とともにドアが開く。

　胸の奥おくをぎりぎりと絞しぼられるような痛みを感じながら、明日奈は倉橋医師に続いてドアをくぐった。内部は、奥行きのある妙に細長い部へ屋やだった。

　正面の壁に、今通ったのと同じようなドアがあり、右側にはいくつかのモニタを備えたコンソールが設置されている。左の壁は一面横長の大きな窓だが、ガラスは黒く染まって、内部を見ることはできない。

「このガラスの先はエア・コントロールされた無む菌きん室しつなので入ることはできません。了りよう承しようしてください」

　そう言うと、医師は黒い窓に近寄り、下部のパネルを操作した。かすかな震しん動どう音おんとともに窓の色が急速に薄うすれ、たちまち透とう明めいなガラスに変化して、その向こうを露あらわにした。

　小さな部屋だった。いや、面積自体はかなり広い。一見して小さいと思ってしまったのは、部へ屋や中を様々な機械が埋うめつくしているからだ。背の高いもの、低いもの、シンプルな四角形、複雑な形のものが混在して、だから、部屋の中央にあるジェルベッドに気付くのには少し時間がかかった。

　明あ日す奈なは限界までガラスに顔を近づけて、じっとベッドを凝ぎよう視しした。

　青いジェルに半ば沈しずむように、小こ柄がらな姿が横たわっていた。胸元まで白いシーツが掛かけられており、そこから覗のぞく裸はだかの肩かたは痛々しいほどに瘦やせている。喉のど元もとや両りよう腕うでには様々なチューブが繫つながり、周囲の機械類へと続いている。

　ベッドの主の顔を、直接見ることはできなかった。頭部のほとんどを飲み込むように、ベッドと一体化した白い直方体が覆おおいかぶさっているからだ。見えるのはほとんど色のない薄うすい唇くちびると、尖とがった顎あごだけだった。直方体の、こちら側の側面にはモニタパネルが埋め込まれ、さまざまな色の表示が躍おどっていた。モニタ上部に、簡素なロゴで【Ｍｅｄｉｃｕｂｏｉｄ】と書かれているのが見えた。

「……ユウキ……？」

　明日奈は掠かすれ声で囁ささやきかけた。ついにここまで──現実のユウキのもとまで来たのだ。しかし、最後の数メートルを、絶対に超こえられない分厚いガラスの壁かべが隔へだてている。

　医師に背を向けたまま、明日奈は言葉を絞しぼり出だすように訊たずねた。

「先生……ユウキの病気は、なんなんですか……？」

　答えは短く、しかし途と方ほうもない重さを持っていた。

「《後天性免めん疫えき不全症しよう候こう群ぐん》……ＡＩＤＳです」










　　　９




　あるいはそうなのかもしれないと、この大きな病院を見た時から考えていた。ユウキは何らかの、重い病に冒おかされているのかもしれない、と。しかしやはり医師の口から具体的な病名を聞くと、息が詰つまるのを抑えることはできなかった。ガラス越ごしに、明あ日す奈なは横たわるユウキを見み詰つめ、全身を固く凍こおりつかせた。

　これは本当に現実なのか、と思った。あの、誰だれよりも強く、どんなときも元気なユウキが、無数の機械の谷間に埋うもれるように横たわっている光景を、事実として認にん識しきすることを理性も感情も拒きよ否ひしていた。

　──わたしは何も知らず、また知ろうともしなかった大おお馬ば鹿かだ。そんなふうに叫さけぶ声がした。あの時、アスナの眼前から消える直前にユウキが見せた涙なみだの意味──それは……。

「しかし、現在ではエイズという病気は、世間で思われているほど恐おそろしいものではないのですよ」

　立たち尽つくすアスナの背に、あくまでも穏おだやかな倉くら橋はし医師の声が投げかけられた。

「たとえヒト免疫不全ウイルスＨＩＶに感染しても、早期に治ち療りようを始めることができれば、十年、二十年という長いスパンでエイズの発はつ症しようを抑おさえることも可能です。薬をきちんと飲み、健康管理を徹てつ底ていすることで、感染以前とほとんど変わらない生活を送ることだってできるのです」

　きい、という小さな音が、医師がコンソール前の椅い子すに腰こし掛かけたことを告げた。言葉は続く。

「……しかしその一方、不運なことに、感染したウイルスは薬の効きづらい《薬剤耐性型》でした。木ゆ綿う季きくんのお母かあ様さまは、家族全員の感染が判明したあと、皆みんなで死を選ぶことも考えたそうです。しかし、お母様は幼少の頃ころからのカトリック信徒でいらした。信しん仰こうの力と、もちろんお父とう様さまの力もあって最初の危機を乗り越え、病気と闘たたかい続ける道を選ばれたのです」

「闘い……続ける……」

「ええ。木綿季くんには、生後すぐに多剤併用療法ＨＡＡＲＴが開始されました。一番危険な時期を脱してからは、体は小さくても元気に育って、小学校にも入学したのです。──沢たく山さんの薬を定期的に飲み続けるというのは、子供には辛つらいものです。逆転写酵こう素そ阻そ害がい剤ざいは、副作用も強いですし。それでも、木綿季くんは、いつかは病気が治ると信じてがんばり続けた。学校もほとんど休まず、成績もずっと学年のトップクラスだったそうです。友達も沢山いて、私も当時の動画を何本も見せてもらいましたが、いつでも輝かがやくような笑え顔がおでしたよ……」

　わずかな間。医師が小さくため息を漏もらすのを、明日奈は聞く。

「──木綿季くんがＨＩＶキャリアであることは、学校には伏ふせられていました。それが普通なのです。学校や企き業ぎようの健康診しん断だんでは、血液のＨＩＶ検査を行うことは禁じられています。しかし……彼女が四年生に上がってすぐの頃です。経路は不明なのですが、木綿季くんがキャリアであるということが、同学年の保護者の一部に伝わってしまったのです。噂うわさはすぐに広まりました。……ＨＩＶ感染を理由とするいかなる差別も、法によって禁じられていますが、残念ながらこの社会は、善なる理念によってのみ動いているわけではない……。彼女の通学に反対する申し立てや、あるいは電話や手紙による有形無形の嫌いやがらせが始まりました。ご両親もずいぶん頑がん張ばられたようです。しかし、結果として一家は転居することを余よ儀ぎなくされ、木ゆ綿う季きくんも転校することになってしまったのです」

「…………」

　明あ日す奈なはもう相づちすら打てない。ただひたすら、背筋を固くして、告げられる言葉に耳を傾かたむけることしかできない。

「木綿季くんは、涙なみだひとつ見せることなく、新しい学校にも毎日通い続けたそうです。ですが……残ざん酷こくなものですね。ちょうどその頃ころから、免めん疫えき力りよく低下の指標となる《ＣＤ４》というリンパ球の数値が急激な減少を始めました。それはつまり……エイズの発はつ症しよう、ということです。私は、そのきっかけになったのは、彼女の心を痛めつけた前の学校の保護者や教師たちの言葉だと今も信じています」

　若い医師の声は、あくまで穏おだやかに抑よく制せいされたものだった。ただ、ほんのわずか響ひびいた鋭するどい呼吸音だけが、彼の心情を表していた。

「──免疫力が低下することによって、通常では容易に撃げき退たいできるはずのウイルスや細さい菌きんに冒おかされてしまう。それを《日和ひより見み感染》と言います。木綿季くんも、ニューモシスティス肺はい炎えんという感染症を発してこの病院に入院することになりました。それが三年と半年前のことです。病院でも、木綿季くんはいつも元気でしたよ。にこにこと笑え顔がおを絶やさないで、絶対に病気なんかには負けないといつも言っていました。辛つらい検査にも、泣き言ひとつ漏もらさなかった。ですがね……」

　言葉を切った医師が、体を動かす気け配はい。

「細菌やウイルスは、病院の中、そして何より患者自身の体内、いたるところに存在します。入院しても日和見感染のリスクは存在し続けますし、またＨＡＡＲＴ療法が長引くと、ウイルスが更なる薬剤耐性を獲得してしまう危険も増加します。肺炎に続いて、木綿季くんは食道カンジタ症に感染しました。──ちょうどその頃、世間はあのナーヴギアによる事件で揺ゆれに揺れていました。フルダイブ技術の封ふう印いん論ろんまで浮ふ上じようする中で、国と一部のメーカーによって研究開発が続けられていた医い療りよう用ようナーヴギア……つまりメディキュボイドの試作一号機が完成して、臨床試験のためにこの病院に搬はん入にゆうされました。しかし、試験と言っても、元になったのがあのナーヴギアですし、また数倍の密度に引き上げられた電子パルスが、長期的に脳にどのような影えい響きようを与えるのか誰だれにも推測できなかった。リスクを承知した上で実験に協力しようという患者さんはなかなか見つかりませんでした。それを知った私は……木綿季くんとご家族にある提案をしました……」

　続く言葉を待ちながら、明日奈はベッドの上のユウキと、その頭部をほとんど吞のみ込こんでいる白い直方体をじっと見つめた。

　頭の芯しんが、痺しびれたように冷たかった。混乱した意い識しきの片かた隅すみで、突きつけられた現実から目をそむけるように、漠ばく然ぜんと考える。

　メディキュボイドは、開発された時期的に、アミュスフィアではなくナーヴギアの発展形なのだろう。明あ日す奈なはもうすっかりアミュスフィアという機械に慣れているが、それでも時々、もう手て許もとにはないナーヴギアが作り出した仮想世界のクリアさを懐なつかしく思い出すことがある。ＳＡＯ事件の反省を活かし、三重四重のセーフティ機能が設けられているアミュスフィアではあるが、それゆえに生成する世界のクオリティという点では、初代機に一歩劣るのは否いなめない。

　ナーヴギアの数倍というパルス発生素子を装備し、全身の体感覚を完かん璧ぺきにキャンセルすることが可能で、更さらにアミュスフィアを遥はるかに上回る処理速度のＣＰＵを持つというメディキュボイド──。とするなら、アルヴヘイムでユウキが見せた圧あつ倒とう的てきなまでの強さは、マシンの性能に由来するものなのだろうか？

　一いつ瞬しゆんそう考えてから、明日奈はすぐ内心でかぶりを振ふった。ユウキの剣技の冴さえは、機械のスペックなどという段階を遥か上回るレベルに達している。戦せん闘とうセンスだけ見ても、おそらくキリトと同等かそれ以上なのは間違いない。

　明日奈が理解しているところでは、キリトの強さというのは、丸二年に及んだＳＡＯ内での虜りよ囚しゆう生活において、誰だれよりも長時間最前線で闘たたかい続けた経験に由来するものだ。ならば、ユウキは、メディキュボイドの作り出す世界の中でどれほどの時間を過ごしたのだろうか──。

「ご覧のとおり、メディキュボイド試験機は非常に精せい密みつでデリケートな機械です」

　しばし沈ちん黙もくしていた倉くら橋はし医師が、再び話し始めた。

「長期間安定したテストを行うために、クリーンルームに設置されることになりました。つまり、空気中の塵ちりや埃ほこりのほかに、細さい菌きんやウイルスなども排はい除じよされた環かん境きよう下か、ということです。ということは、もし被ひ試し験けん者しやとしてクリーンルームに入れば、日和ひより見み感染のリスクを大おお幅はばに低下させることができる。私は、木ゆ綿う季きくんとご家族に、そう提案したのです」

「…………」

「今でも、それが木綿季くんにとって良いことだったのかどうか、迷うこともあります。エイズの治ち療りようにおいては、《ＱＯＬ》──クオリティ・オブ・ライフというものが重視されます。生活の質、という意味ですね。治療中の生活の質をいかに高め、充実したものにするか、という考えです。その観点に立てば、被試験者としてのＱＯＬは決して満たされたものとは言えない。クリーンルームから出ることも、誰だれかと直接触れ合うこともできないのですからね。私の提案に、ご両親も木綿季くんもとても悩まれたようでした。しかし、バーチャル・ワールドという未知の世界への憧あこがれが、木綿季くんの背を押したのでしょうね……。彼女は被試験者となることを承しよう諾だくし、この部へ屋やに入りました。以来ずっと、木綿季くんはメディキュボイドの中で暮らしています」

「ずっと……というのは……？」

「文字どおりです。木ゆ綿う季きくんが現実世界に帰ってくることはほとんどありません。というより、今はもう帰ってこられないのです。ターミナル・ケアでは苦痛の緩かん和わのためにモルヒネなどを用いますが、彼女の場合はそれをメディキュボイドの感覚キャンセル機能に置き換えていますから……。一日に数時間行われるデータ採取実験のほかは、ずっと色々なバーチャル・ワールドを旅しているのですよ。私との面談も、もちろん向こう側で行っています」

「つまり……二十四時間ダイブしたまま、ということですか……？　それを……」

「三年間です」

　医師の簡潔な答えに、明あ日す奈なは言葉を失った。

　いままで、世界中のアミュスフィアユーザーのなかで、最も長時間のダイブ経験を持つのは自分を含ふくむ旧ＳＡＯプレイヤーだと思っていた。だが、それは間違いだった。目の前のベッドに横たわる瘦やせた少女こそが、世界でもっとも純じゆん粋すいな仮想世界の旅人なのだ。そしてそれこそが、ユウキの強さの根源なのだ。

　──君は、完全にこの世界の住人なんだな、とキリトはユウキに問うたそうだ。彼はきっと、短い戦せん闘とうの中で、自分と近しいものをユウキに感じたのだろう。

　明日奈は、心の内に、敬けい虔けんさにも似た感情が広がるのを意い識しきした。自分よりも遥はるかな高みに立つ剣士の前で、こうべを垂たれ、剣を捧ささげるような気持ちで、眼を閉じ、わずかに頭を下げた。

　しばし沈ちん黙もくしたあと、明日奈は振ふり返かえり、倉くら橋はし医師を見た。

「ありがとうございます、ユウキに会わせてくれて。──ユウキは、ここにいれば大丈夫なんですね？　ずっと、向こう側で旅を続けられるんですね……？」

　だが、明日奈の問いに、医師は即そく答とうしなかった。コンソールの前の椅い子すに腰こし掛かけ、両手を膝ひざの上で組み合わせて、穏おだやかな眼差しでじっと明日奈を見た。

「──たとえ無む菌きん室しつに入っていても、もとより身体に内在する細さい菌きんやウイルスを排はい除じよすることはできません。免めん疫えき系けいの機能低下に伴って、それらは確実に勢力を増していきます。木綿季くんは現在、サイトメガロウイルス症と非定型抗こう酸さん菌きん症しようを発はつ症しようしており、視力のほとんどを喪そう失しつしています。更さらに、ＨＩＶそのものを原因とする脳のう症しようが進行しています。おそらくもう、自力で体を動かすことはほぼできないでしょう」

「…………」

「ＨＩＶ感染から十五年……ＡＩＤＳ発症から三年半。木綿季くんの病状は末期です。彼女も、清せい明めいな意い識しきでそれを認にん識しきしている。木綿季くんが、あなたの前から姿を消そうとした理由はもうお解わかりのことと思います」

「そんな……そんな」

　明日奈は眼を見開き、小さく首を振ふった。だが、告げられた事実を押しのけることはできなかった。

　ユウキは、明あ日す奈なと近づくことをいつもためらっていた。それは真実、明日奈を思いやってのことだった。やがて確実に訪れる別れに明日奈が苦しまないようにと、ユウキはそれだけを考えていたのだ。いや、彼女だけではない。シウネーたちスリーピング・ナイツのメンバーもその事情を理解していたからこそ、折おりに触ふれてどこか謎なぞめいた態度を取らざるを得なかったのだろう。

　しかし明日奈は何も気づかず、知ろうともせず、ユウキを苦しめていた。黒鉄宮でログアウトする前にユウキが見せた涙なみだを、明日奈は鋭するどい痛みとともに思い出してた。

　その時、明日奈はあることに思い至り、はっと顔を上げて医師を見た。

「あの……先生、もしかして、ユウキにはお姉ねえさんがいるのでは……？」

　訊たずねると、医師は一いつ瞬しゆん驚おどろいたように眉まゆを上げ、しばし迷ったようだったが、ゆっくりと頷うなずいた。

「──木ゆ綿う季きくん本人のことではないので話さなかったのですが……。ええ、そうです。木綿季くんは双子だったのです。すべての端たん緒ちよとなった帝てい切せつが行われたのも、それが原因です」

　記き憶おくを辿たどるように、視線をすっと上向け、微笑ほほえむ。

「お姉さんは、藍あい子こさんという名前でした。やはりこの病院に入院していました。あまり似ている双ふた子ごではなかったですね……。元気で活発な木綿季くんを、いつもにこにこと静かに見守っていましたよ。そう言えば……顔も、雰ふん囲い気きも、どことなくあなたに似ていたかもしれない……」

　なぜ過去形で話すのですか、と胸のうちで呟つぶやきながら、明日奈は医師を見み詰つめた。心の声を聴きいたように、医師はもういちど、そっと頷うなずいた。

「木綿季くんのご両親は二年前……お姉さんは一年前に、亡くなりました」




　失うこと、の意味は知っているはずだった。

　あの世界で、明日奈は人の命が消える瞬しゆん間かんを繰くり返かえし目の当たりにしてきた。自らぎりぎりの距きよ離りでその淵ふちを覗のぞき込こんだことも幾いく度どもある。結果、理解した──つもりでいた。時がくれば人は死ぬのだということを。どんなに足あ搔がいても、どうにもならない現実があるのだということを。

　しかし今、たった数日間交流したにすぎないユウキという少女の過去と現在を知り、明日奈はその重みに耐たえかねて、目の前の厚いガラスに体を預あずけた。現実、という言葉の意味が、曖あい昧まいに溶とけて流れていってしまうようだった。俯うつむき、額ひたいを冷たい平面に押し付ける。

　自分はもう充分に戦った。だから、今のささやかな幸せに固こ執しゆうして何が悪いのか、と心のどこかで思っていた。変化を恐れ、軋あつ轢れきに怯おびえ、後ずさって口をつぐむことにあれこれ言い訳をしてきた。

　でも、ユウキは生まれてからずっと戦ってきたのだ。全てを奪うばい去ろうとするあまりにも過か酷こくな現実とただひたすら戦い続け、そして近づきつつある終わりの時を知ってなお、あれほどに輝かがやく笑え顔がおを浮うかべて見せたのだ。

　明あ日す奈なは固く瞼まぶたを閉じた。心の奥おくで、どこか遥はるかな異世界を旅しているのだろうユウキに向かって呼びかける。

　──もう一度、もう一度だけ、あなたに会いたい。

　会って、今度こそ本当の話をしたい。ぶつからなければ、伝わらないことだってある、とユウキは言った。弱い自分を覆おおうように身にまとったものをすべて剝はぎ取とり、ユウキともう一度言葉を交わすことが叶かなわないなら、何のためにわたしたちは出会ったのか。

　ついに、瞼のふちに熱く滲にじむものを感じた。明日奈は右手をガラスに押し当て、極限まで平へい滑かつなその表面に何かの感かん触しよくを探すように、指先に力を込こめた。

　その時だった。どこからともなく、柔やわらかな声が降ふり注そそいだ。

『泣かないで、アスナ』
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　明日奈は弾はじかれたように勢い良く顔を上げた。睫まつ毛げの水すい滴てきを飛ばしながら眼を見開き、ベッドの上のユウキを凝ぎよう視しする。小さなシルエットは、先ほどと何も変わることなく横たわっていた。顔を隠かくす白いマシンにも変化はない。しかし、こちらに向いたその側面に設けられたインジケータのひとつが、不規則に青く点てん滅めつしているのに明日奈は気付いた。モニタパネルの表示も数秒前とは異なり、小さな文字で【Ｕｓｅｒ　Ｔａｌｋｉｎｇ】という一文が浮かんでいるのが見えた。

「ユウキ……？」

　明あ日す奈なは口の中で囁ささやいてから、もう一度、今度は震ふるえながらもはっきりとした声で言った。

「ユウキ？　そこに、いるの？」

　すぐにいらえがあった。どうやら、隔かく壁へきガラス上部に設けられたスピーカから声は聞こえてくるようだった。

『うん。レンズ越ごしだけど、見えてるよ、アスナ。すごい……向こう側と、ほんとにそっくりなんだね。ありがと……来てくれて』

「……ユウキ……わたし……わたし」

　言わなくちゃ、と思うほどに言葉は出てこない。たとえようもないもどかしさに、胸元をぎゅっと押さえる。

　だが、唇くちびるを開く前に、再度頭上から声がした。

『先生、アスナに隣となりの部へ屋やを使わせてあげてください』

「え……」

　途と惑まどいつつ振ふり向むくと、倉くら橋はし医師はやや厳しい顔で何事か考えていたようだったが、すぐに穏おだやかな笑みを取り戻し、深く頷うなずいた。

「いいでしょう。──あのドアの奥おくに、私がいつも面談に使っているフルダイブ用シートとアミュスフィアがあります。カギは中から掛かけられますが、時間は二十分ほどにしておいてください。色々手続きを省略しているもので」

「は……はい」

　慌あわてて頷うなずき返し、明日奈はもう一度メディキュボイドに横たわる少女を見やった。すぐにユウキの声が響ひびく。

『アプリ起動ランチャーにＡＬＯも入ってるから、ログインしたら、ボクたちが初めて会った場所に来て』

「うん……解った。待ってて、すぐ行くから」

　しっかりした声で答え、背後の倉橋医師にも一礼してから、明日奈は身を翻ひるがえした。モニタルームの奥の壁かべに備えられたドアまで数歩で達し、センサーに手をかざす。しゅっとスライドして開くや否いなや、体を滑すべり込こませる。

　その向こうは、モニタルームの半分ほどの狭せまい部屋だった。黒いレザー張りのリクライニングシートが二脚並んで据すえられ、双方のヘッドレスト部分に、見慣れた円えん冠かん型けいヘッドギアが掛けられていた。

　振り向いてドアをロックするのももどかしく、バッグを床ゆかに放り投げると、明日奈は近いほうのシートに体を横たえた。肘ひじ掛かけ前部のボタンで背もたれを適当な角度に調節し、アミュスフィアを取り上げると頭に装着する。大きく一回息を吸い、電源を入れると、眼前に白光が広がって、明あ日す奈なの意い識しきを現実世界から切きり離はなしていった。




　森の家のベッドルームで、水妖精族の細剣使いとして目覚めたアスナは、ＶＲ世界に感覚が馴じゆん致ちするのも待たずに文字通り飛び起きた。

　翅はねを鳴らして宙を滑すべり、床ゆかに一度も足を着かずに窓から外へと飛び出す。アルヴヘイムは早朝の時刻だったようで、深い森は一面白い霧きりに包まれていた。くるりとターンして急上昇、霧のカーテンを突き破って木々の上へ。両手をぴたりと体側に揃そろえ、層の中央目指して猛もう然ぜんとダッシュする。

　三分足らずで主街区上空に達すると、アスナは広場の真ん中に青く光る転移門目掛けて一直線に降下した。周囲に数人いたプレイヤーたちが眼を丸くして見上げる中、体を反転、急制動。速度が相そう殺さいされた瞬しゆん間かんにすぽんとゲートに飛び込む。

「転移！　パナレーゼ！」

　叫さけぶと同時に青白い光は滝たきのように流れ、アスナを押し上げ始めた。

　転移は一いつ瞬しゆんで完かん了りようし、勢いよく放り出されたそこはもう24層主街区パナレーゼの中央広場だった。激しく石いし畳だたみを蹴けって離陸すると、今度は都市の北にある小島を目指す。朝あさ靄もやが流れる湖水に影かげを落としながら、全速で飛行する。

　すぐに、向かう先に一ひと際きわ大きな樹のシルエットが姿を現した。あの根元で《絶ぜつ剣けん》ことユウキが連日の辻つじデュエルを催もよおしていたことなど、もう遥はるか昔のようだ。当時は大勢のギャラリーで賑にぎわった小島は、今はひっそりと静まり返っていた。

　アスナは徐じよ々じよにスピードを落としながら、大樹の幹みきを回り込むように着陸体勢に入った。白い霧が濃のう密みつに立ち込めているせいで、地表の様よう子すはよく見えない。

　露つゆを含ふくんだ草をかすかに鳴らし、地面に降り立つと、アスナは周囲を見み渡わたした。日の出前で光量が少ないせいもあり、ほんの数メートル先すらも見通せない。焦しよう燥そう感かんに駆かられながら、早足に樹の周囲を回る。

　ちょうど半分周り、幹の東側に出た、その時だった。ようやく外周部から差さし込こんだ曙しよ光こうが、一いつ瞬しゆん朝靄を吹き払った。白いカーテンの切れ間に、アスナは捜し求めた姿を見出した。

　ユウキはアスナに背を向けて、長い濃のう紺こんの髪と、矢や車ぐるま草そうの色のロングスカートを風に揺ゆらしていた。息を詰めてただひたすら見詰めていると、闇妖精族の少女はふわっと振ふり向むき、アメジスト色の瞳ひとみでまっすぐにアスナを見返した。色の薄うすい唇くちびるに、溶とけ去さる寸前の雪つぶのような、儚はかなげな笑みが浮かんだ。

「──何でかな、アスナが現実世界のボクを見つけてくれるような予感がしてたんだよ。何も教えてなかったんだから、そんなわけないのにね」

　囁ささやくように言い、ユウキはもう一度微笑ほほえんだ。

「でも、アスナは来てくれた。ボクの予感が当たるの、けっこう珍めずらしいんだ。嬉うれしかったよ……すごく」

　たった数日会わなかっただけで、ユウキの佇たたずまいにある種の透とう明めい感かんが増しているような気がして、アスナは胸をぎゅっと締しめ付つけるような痛みを感じた。眼前の少女が幻まぼろしであるのを恐おそれるかのように、一歩、また一歩、ゆっくりと歩み寄る。

　伸のばした指先が、ユウキの左肩に触ふれた。瞬しゆん間かん、そこに感じた温もりを確かめたいという衝しよう動どうを抑えられず、アスナは両りよう腕うでの中に、小こ柄がらなその体をそっと包みこんだ。

　ユウキは驚おどろいた様よう子すも見せず、若草が風にたなびくように、アスナの肩口に頭を預あずけた。アーマー越ごしに触れ合う体から、電子パルスに媒ばい介かいされるデジタルデータ以上の、心を震ふるわせるような暖かさが伝わって、アスナはゆっくりと息を吐はきながら眼を閉じた。

「……姉ねえちゃんに抱だっこしてもらった時とおんなじ匂いがする。お日様の匂におい……」

　全身をもたれさせながら、ユウキが囁ささやいた。

　アスナは、ともすれば震えそうになる唇から、ようやく最初の言葉を口にした。

「藍あい子こ……さん？　お姉さんも、ＶＲＭＭＯを……？」

「うん。あの病院は、一いつ般ぱん病室でもアミュスフィアが使えたから。姉ちゃんは、スリーピング・ナイツの初代リーダーだったんだよ。ボクなんかより、ずっと、ずーっと強かったんだ……」

　ユウキの額ひたいがぎゅっと肩に押し当てられるのを感じて、アスナは右手を上げ、艶つややかな髪かみを撫なでた。一いつ瞬しゆんの強こわ張ばりをすぐに解き、ユウキは言葉を続ける。

「スリーピング・ナイツのメンバーは、最初は九人いたんだ。でも、もう、姉ちゃんを入れて三人いなくなっちゃった……。だからね、シウネーたちと話し合って、決めたんだ。次の一人ひとりの時には、ギルドを解散しよう、って。その前に、みんなで最高の思い出を作ろう……姉ちゃんたちに、胸を張ってお土産みやげにできるような、すごい冒ぼう険けんをしよう、って」

「…………」

「ボクたちが最初に出会ったのは、《セリーンガーデン》っていう、医い療りよう系けいネットワークの中にあるヴァーチャル・ホスピスなんだ。病気はそれぞれでも、大きな意味では同じ境きよう遇ぐうの人たち同士、ＶＲ世界で話し合ったり、遊んだりして、最さい期ごの時を豊かに過ごそう、っていう目的で運営されてるサーバー……」

　病院を訪れ、倉くら橋はし医師の話を聞いた時から、アスナは心のどこかであるいは、と思っていた。ユウキを含むスリーピングナイツのメンバーに共通する、強さ、朗ほがらかさ、そして静けさ。その理由は、皆みんなが同じ場所に立っているからではないのかと。

　しかし、予期していたつもりでも、ユウキの言葉は途と方ほうもない重みをともなってアスナの胸の底に降り積もった。シウネーや、ジュン、テッチ、ノリ、タルケンの明るい笑え顔がおが、次々と脳のう裏りを過よぎった。

「アスナ、ごめんね。本当のことを言えなくて。春にスリーピング・ナイツが解散する理由は、みんなが忙いそがしくなってゲームを引退するからじゃないんだ。長くてもあと三ヶ月、って告知されてるメンバーが二人いるからなんだよ。だから……だから、ボクたちは、どうしてもこのすてきな世界で、最後の思い出を作りたかった。あの大きなモニュメントに、ボクたちがここにいたよ、っていう証あかしを残したかった」

　再びユウキの声が震ふるえた。アスナはただ、両りよう腕うでに一層力を込こめることしかできなかった。

「でも、なかなかうまくいかなくて……一人ひとりだけ、手伝ってくれる人を探そう、って相談したんだ。反対意見もあったよ。もしボクたちのことを知られたら、その人に迷めい惑わくをかけちゃう、嫌いやな思いをさせちゃうから、って。……その通りになっちゃったね。ごめんね……ごめんね、アスナ。もしできるなら……今からでも、ボクたちのことは忘れて……」

「できないよ」

　短く答え、アスナはユウキの頭に頰ほおを摺すり寄よせた。

「だって、迷惑なんてこと、これっぽっちもないもん。嫌な思いなんてしてない。わたし、ユウキたちと出会えて、ユウキたちの手伝いができて、凄すごく嬉うれしいよ。今でもまだ……スリーピング・ナイツに入れてほしいって、そう思ってる」

「……ああ……」

　ユウキの吐と息いきも、華きや奢しやな体も、一いつ瞬しゆん、深く震えた。

「ボク……この世界に来られて、アスナと出会えて、本当に嬉しい……。今の言葉だけで、じゅうぶん、じゅうぶんだよ。これでもう……何もかも、満足だよ……」

「…………」

　アスナはユウキの両りよう肩かたに手をかけると、そっと体を離はなした。濡ぬれたように輝かがやく紫むらさき色いろの瞳ひとみを、間近からじっと覗のぞき込む。

「まだ……まだ、してないこと、いっぱいあるでしょう？　アルヴヘイムにだって、行ってない場所は山ほどあるだろうし……他ほかのＶＲワールドも含めたら、この世界は無限に広がってる。だから、満足なんて、言わないでよ……」

　言葉を探しながら懸けん命めいに語りかけるが、ユウキはどこか遠くを見るように眼まな差ざしを煙くもらせ、微笑ほほえむだけだった。

「この三年間で……ボクたち、色んな世界で、色んな冒ぼう険けんをしたよ。その最後の一ページは、アスナと一緒に作った思い出にしたいんだ」

「でも……あるでしょう、まだ……したいこと、行きたい場所……」

　ユウキの言葉に頷うなずいたら、その瞬しゆん間かんに眼の前の少女が朝あさ靄もやの向こうに消えていってしまいそうで、アスナは必死に口を動かした。すると、ユウキはふっと視線の焦しよう点てんを、遥はるか彼方からアスナの顔に合わせ、ボス攻こう略りやく中に何度か見せたようないたずらっぽい笑えみを浮うかべた。

「そうだね……ボクね、学校に行ってみたいな」

「が……学校？」

「仮想世界の学校にはたまに行くんだけどね、なんだか、静かで、綺き麗れいで、お行ぎよう儀ぎ良すぎてさ。ずーっと前に通ってたみたいな、本物の学校にもう一度行ってみたいな」

　もう一度くるっと瞳ひとみを瞬まばたかせて笑ってから、済すまなそうに首を縮ちぢめる。

「ごめんね、無理言って。アスナの気持ちはすっごく嬉うれしい。でもね、ほんとに満足なんだよ、ボク……」

「──行けるかも」

「……え？」

　ユウキはぱちくりと目をしばたかせ、アスナの顔をまじまじと見た。とある記憶を懸けん命めいに呼び覚まそうとしながら、アスナはもう一度言った。

「行けるかもしれないよ……学校」
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　翌一月十二日、午後十二時五十分、第二校舎三階北端。

　昼休みの喧けん騒そうがかすかに届く電算機室で、明あ日す奈なは背筋を伸のばして椅い子すに腰こし掛かけていた。

　ブレザータイプの制服の右みぎ肩かたには、細いハーネスで固定された、直径七センチほどのドーム型の機械が載のっている。

　基部はアルミの削けずり出だし材だが、ドーム部分は透とう明めいなアクリル製で、その内部に収められたレンズ機構が見て取れる。基部のソケットからは二本のケーブルが伸び、一本は明日奈の上着のポケットに収められた携帯端末に、もう一本は近くの机に鎮ちん座ざした小型のデスクトップＰＣへと接続されている。

　ＰＣの前では、和かず人とと、彼と同じくメカトロニクスコースを受講している二人の生徒が頭を寄せ合い、先刻からあれこれと呪じゆ文もんめいた言葉を交こう換かんしていた。

「だからさ、これじゃジャイロが敏びん感かんすぎるんだって。視線追つい随ずい性を優先しようと思ったら、ここんとこのパラメータにもうすこし遊びがないと……」

「でもそれじゃあ、急な挙きよ動どうがあった時にラグるんじゃないか？」

「そのへんは最適化プログラムの学習効果に期待するしかねえよ、カズ」

「ねえキリトくん、まだー？　昼休み終わっちゃうよー」

　三十分以上に渡って姿勢固定を強制されている明あ日す奈なが、焦じれながらそんな声を出すと、和かず人とはうーんと唸うなりながら顔を上げた。

「とりあえず初期設定はこれでＯＫとしとこう。えーと、ユウキさん、聞こえますか？」

　明日奈ではなくドーム装置に向かって和人が呼びかける。すると、すぐに機械に備えられたスピーカーから、まごうことなき《絶ぜつ剣けん》ユウキの元気な声が応えた。

『はーい、よく聞こえてるよー』

「よし、じゃあ、これからレンズ周りを初期設定イニシヤライズしますんで、視界がクリアになったところで声を出してください」

『はい、了りよう解かい』

　明日奈の肩かたに乗っている半球形のメカは、通称《視し聴ちよう覚かく双そう方ほう向こう通信プローブ》と言うもので、和人たちの班が今年度の頭からずっと試し行こう錯さく誤ごしているテーマだった。

　簡単に言えば、アミュスフィアとネットワークを通して、現実世界の遠えん隔かく地ちと視覚、聴覚のやり取りをしようという機械だ。プローブ内部のレンズとマイクに収集されたデータは、明日奈の携帯を介かいしてネットに送信され、横浜港北総合病院のメディキュボイドを経由して、専用の仮想空間にフルダイブしているユウキに届くという仕組みである。レンズはドーム内を自由に回転し、ユウキの視線の動きと同期して映像を得ることができる。ユウキは今、自分の体が十分の一ほどに小さくなり、アスナの肩に座っていると感じているはずだ。

　以前からこの研究テーマに対する愚ぐ痴ちを散さん々ざん聞かされていた明日奈は、ユウキが学校に行きたいと言った時、咄とつ嗟さに思い出したのだった。

　ういいん、とレンズがフォーカスを調整するモーター音が右肩で響ひびき、ユウキの『そこ』という声と同時に止まった。

「よし、これで終わりだ。アスナ、一応スタビライザーは組み込んであるけど、急激な動きは避けてくれよ。あんまり大きな声も出さないこと。囁ささやくくらいで充分伝わるからな」

「了解、りょーかい」

　あれこれ注意事じ項こうをまくしたてる和人に背筋を大きく伸のばしながら返事をし、アスナはゆっくり立ち上がった。和人がＰＣに繫つながるケーブルを抜ぬくと、さっそく肩のプローブに向かって小声で話かける。

「ごめんねーユウキ、先に学校の中案内しようと思ったけど、昼休みがもう終わっちゃうのよ」

　すぐに、小型スピーカーからユウキの声が返ってきた。

『いいよ、授業見学するのもとっても楽しみ！』

「オッケー、じゃあまず、次の授業の先生に挨あい拶さつにいこう」

　突とつ貫かんでプローブの設定をやらされて、やや疲つかれた表情の和人たち三人にひらっと手を振ふり、明あ日す奈なは電算機室を出た。

　廊ろう下かを歩き、階段を降り、校舎連絡橋を渡るあいだも、ユウキは何かを見つけるたびにわあっと歓かん声せいを上げていたが、【職員室】というプレートのついたドアの前に来ると、急に静かになった。

「……どうしたの？」

『えーと……ボク、昔から苦手だったんだよね、職員室……』

「ふふふ、大丈夫。この学校は先生っぽくない先生ばっかりだから」

　笑いを交えながらそう囁ささやいて、明日奈は勢いよくドアを開けた。

「失礼しまーす！」

『し、失礼しまぁす』

　大小ふたつの挨あい拶さつと同時に中に入ると、すたすたと机の列を横切っていく。

　五時限目の現代国語を受け持つ教師は、都立中学の教頭を定年まで勤め上げてから、この急造教育施し設せつに手を挙げて再就職したという人物だ。すでに六十代後半ながら、学校の各所に取り入れられているネットワークデバイスを器用に操り、理知的な物もの腰ごしもあって明日奈は好感を持っている。

　そういう人物なので、恐おそらく拒きよ否ひ反応はあるまいと思いつつも、多少緊きん張ちようしながら明日奈は事情を説明した。見事な白はく髪はつ白はく髯ぜんの教師は、大きな湯ゆ吞のみを片手に耳を傾かたむけていたが、話が終わるとひとつ頷うなずいて言った。

「うん、構わんよ。ええと、君、名前は何と言ったかね？」

『あ、はい……ユウキ──紺こん野の木ゆ綿う季きです』

　実際にプローブから即そく時じの返答があると、さすがに教師は少々驚おどろいたようだったが、すぐに口くち許もとを綻ほころばせた。

「コンノさん、よかったらこれからも授業を受けに来たまえ。今日から芥あくた川がわの『トロッコ』をやるんでね、あれは最後まで行かんとつまらんから」

『は……はい、ありがとうございます！』

　ユウキに続いて明日奈も礼を言ったところで予よ鈴れいが鳴った。慌あわててもういちどぺこりと頭を下げ、職員室から出た直後、二人同時にふうーっと息をつく。

　ちらりと視線を交わして笑い合うと、明日奈は足早に教室へと向かった。

　自分の席に座った途と端たん、肩の上の謎なぞの機械について周囲の生徒たちから質問攻ぜめに遭あったりもしたが、ユウキが入院中であることを説明し、実際にユウキが喋しやべると皆みんなすぐに仕組みを理解して、次々と自己紹しよう介かいを始めた。それが一段落したところで本鈴が鳴り、教師が前のドアから姿を現した。

　日直の号令で礼を終え──プローブの中でもレンズがういん、ういんと上下した──教きよう壇だんの脇わきに進み出た老教師は、あご髭ひげを一ひと撫なでするといつもと何ら変わらぬ様よう子すで授業を始めた。

「えー、それでは、今日から教科書九十八ページ、芥あくた川がわ龍りゆう之の介すけの『トロッコ』をやります。これは芥川が三十歳の時の作品で──」

　教師の概がい説せつが続くあいだ、明あ日す奈なは薄うすいタブレット型端末を持ち上げてテキストの該当個所を表示させ、ユウキにも見えるように体の前に持ち上げていた。が、直後の教師の台詞せりふに、思わずそれを取り落としそうになった。

「──では、最初から読んでもらいましょう。紺こん野の木ゆ綿う季きさん、お願いできるかな？」

「は!?」

『は、はいっ』

　明日奈とユウキは同時に素すっ頓とん狂きような声を上げた。教室中が一いつ瞬しゆんざわつく。

「無理かね？」

　訊たずねる教師に、明日奈が何かを答える前に、ユウキが大きな声で叫さけんだ。

『よ、読めます！』

　プローブのスピーカーには充分な出力のアンプが内蔵されているようで、その声は教室の隅すみまで楽に届く大きさだった。明日奈は慌あわてて立ち上がると、両手でタブレット端末をレンズの前にかざした。首を右に傾かたむけ、囁ささやく。

「ユウキ……よ、読める？」

『もちろん。これでもボク、読書家なんだよ！』

　即答すると、ひとつ間を取ってから、ユウキは元気よくテキストを朗ろう読どくし始めた。

『……小田原熱海間に、軽便鉄道敷ふ設せつの工事が始まったのは……』

　テキストを保持したまま、明日奈はそっと眼を閉じ、抑よく揚よう豊かに文章を読み上げるユウキの声に意い識しきを集中した。

　心のスクリーンには、明あ日す奈なの隣となりの席に立つ、同じ制服に身を包んだユウキの姿がはっきりと見えた。いつか必ずこの光景は現実になると、明日奈は強く確信した。医学は年々、長足の進歩を遂とげている。きっとごくごく近い未来には、ＨＩＶを根絶する薬品が開発され、ユウキが現実世界へと帰き還かんする日がくるに違いない。その時には、今度こそ本当に手と手をつないで、学校や街を案内しよう。帰り道のファーストフード店に寄り道して、ハンバーガー片手に他た愛あいないお喋しやべりをしよう。

　明日奈は、ユウキに気付かれないように、そっと左手で目め尻じりを拭ぬぐった。ユウキは情感たっぷりに、いつまでも前世紀の名文を読み続け、教師もなかなかそれを止めようとしなかった。昼下がりの校内はしんと静まり返り、まるで全校の生徒が朗ろう読どくに耳を傾けているかのようだった。

　そのまま六時間目の授業も一いつ緒しよに受けてから、明日奈は約束どおり学校中を案内して回った。クラスの生徒たちが十人あまりも一緒についてきて、我先にとユウキに話し掛け続けたのが予定外ではあったが。

　ようやく二人ふたりだけに戻もどって、中庭のベンチに腰こし掛かけた時には、すでに空はオレンジ色に染まりかけていた。

『アスナ……今日はほんとにありがとう。すごく楽しかった……ボク、今日のこと、絶対忘れない』

　不意にユウキが真剣な調子で言い、明あ日す奈なは反射的に明るい声で答えた。

「何言ってるの。先生も、毎日来てもいいって言ったじゃない。明日の現国は三時間目だからね、遅刻しちゃだめだよ！　それよりさ……もっと、他ほかに見たいものとか、ない？　校長室以外ならどこでもいいよ」

　ユウキはふふ、と笑ったあと、しばし沈ちん黙もくした。やがて、おずおずと声を発する。

『あのね……一箇所、行ってほしいところがあるんだ』

「どこ？」

『その、学校の外でも、大丈夫？』

「え……」

　明日奈は思わず口をつぐんだ。一いつ瞬しゆん考え込むが、プローブのバッテリーはまだしばらく保つし、携帯端末がネットに接続できる場所なら、移動の制限はないはずだ。

「うん、大だい丈じよう夫ぶだよ。携帯のアンテナがある場所ならどこでも！」

『ほんと!?　あのね……ちょっと遠いんだけど……横浜の、保ほ土どヶが谷や区く、月見台ってところまで、お願いしていいかな』




　学校のある西東京市から、中央線、山手線、東横線と乗りついで、明日奈とユウキは横浜市保土ヶ谷区へと向かった。

　さすがに電車の中では時折ひそひそと囁ささやくだけに留めたが、それ以外の路上では、明日奈は周囲の眼を気にすることなく肩かたの双そう方ほう向こう通信プローブと話し続けた。ユウキが入院している三年のあいだに、街の風情もそれなりに変わっているようで、彼女が興きよう味みを持ったものにはみな近くまで寄っては解説を加えた。

　そんなことをしていたものだから、目的地である星ほし川かわ駅えきで電車を降りた時にはもう、ロータリー中央に立つ大時計の針は五時半を回っていた。

　濃こい朱しゆから紫に変わりつつある空を振ふり仰あおぎ、明日奈は大きく息を吸った。すぐ近くに、木々の多く残る丘きゆう陵りようが広がっているせいか、冷たい空気の味も東京とはずいぶん違うような気がする。

「綺き麗れいな街だね、ユウキ。空がすごく広いよ」

　明るい調子で語りかけたが、ユウキは済まなそうな声で返事をしてきた。

『うん……。ごめんね、アスナ。ボクのわがままのせいで、こんな遅おそくまで……。お家のほうは、大丈夫？』

「へーきへーき！　遅くなるのなんていつものことだもん」

　反射的にそう答えるが、実際のところ、明あ日す奈なが夕食の刻限に遅おくれたことはほとんどなく、またその場合、母親の機き嫌げんは大いに損なわれる。しかし今は、帰ってからいくら叱しかられようとも一向にかまわない気分だった。ユウキが望めば、プローブのバッテリーが続くかぎり、どこまでも遠くまでいくつもりだった。

「ちょっと、メールだけさせてね」

　何気ない声でそう言うと、明日奈は携帯端末を取り出した。プローブとの接続は保持したまま、メーラーを立ち上げて、自宅のホームコンピュータ宛に帰りが遅れる旨むねのメッセージを飛ばす。恐おそらく母親からは、門限無視を難なん詰きつするメール、次いで直接通話がかかってくるに違いないが、端末をネットに繫つなぎっぱなしにしておけば留守番サービスに転送されるはずだ。

「これでＯＫ、っと。さ、ユウキ、行きたいところってどこ？」

『えっとね……駅前を左に曲がって、二つ目の信号を右に……』

「ん、解った」

　ひとつ頷うなずいて、明日奈は歩き始めた。駅前の小さな商店街を、ユウキのナビゲーションに従って通り抜けていく。

　ユウキは、パン屋や魚屋、郵便局や神社の前を通るたびに、懐なつかしそうに一言、二言呟つぶやいた。やがて住宅地に入っても、大きな犬のいる家や、立派な枝ぶりの楠くすのきなどに目を留めては、嘆たん声せいを上げる。

　だから明日奈は、ユウキが何も言わなくても、この街がかつて彼女の暮らしたところなのだと察することができた。そして、二人ふたりの向かう先に待つものも、また──。

『……その先を曲がったところの、白い家の前で止まって……』

　そう告げるユウキの声が、かすかに震ふるえているのに明あ日す奈なは気付いた。葉を落としたポプラの並ぶ公園に沿って右に曲がると、左側に、白いタイル張りの壁かべを持つ家がひっそりと建っていた。

　更さらに数歩進み、青銅製の門もん扉ぴの前で明日奈は立ち止まった。

『…………』

　肩かたで、ユウキが長い吐と息いきを漏もらした。明日奈は思わず左手の指を伸のばしてプローブのアルミ基部に添そえながら囁ささやきかけた。

「ここが……ユウキの、お家なんだね」

『うん。……もういちど、見られるとは思ってなかったよ……』

　白い壁と緑色の屋根の家は、周囲の住宅と較べると少し小さめだったが、その分たっぷりと広い庭を備えていた。芝生しばふには、白木のベンチつきのテーブルが置かれ、その奥おくには赤レンガで囲まれた大きな花か壇だんが設けられている。

　しかしテーブルは風雨に晒さらされて色をくすませ、花か壇だんもただ黒土に枯れた雑草がちらほら生えているだけだ。両りよう隣がわの家の窓ガラスからは、団だん欒らんの暖かなオレンジ色がこぼれているのに、白い家の窓は全ての雨戸が閉められ、生活の気け配はいはまったくない。

　しかしそれも当然と言えた。かつてこの家に暮らした、父、母と娘二人の家族は、今はもう一人を残すのみなのだ。そしてその一人も、エアシールされた扉の向こうで、機械群に囲まれたベッドに横たわり、そこから出ることは最も早はや叶かなわない。

　最後の残照の下ですみれ色に染まる家を、明あ日す奈なとユウキはしばし無言で見つめ続けた。やがて、ユウキがぽつりと呟つぶやいた。

『ありがとう、アスナ。ボクをここまで連れてきてくれて……』

「……中に、入ってみる？」

　通行人に見み咎とがめられれば困ったことになりかねなかったが、それでも明日奈はそう訊たずねた。しかし、ユウキはういんとレンズを左右に振ふりながら、言った。

『ううん、これで充分。さ……早く帰らないと、遅おそくなっちゃうよ、アスナ』

「まだ……もうしばらくなら、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　反射的にそう答えて、明日奈は後ろを振り向いた。細い道を挟はさんだ向かいには公園があって、その外周を石積みの基部を持つ生いけ垣がきが取り巻いている。

　アスナは道を渡わたると、膝ひざの高さの石積みに腰掛けた。プローブのまっすぐ正面に、長い眠ねむりの中にある小さな家を捉える。ここからなら、ユウキの視界にも敷しき地ちの全景が入るはずだ。

　しばらく沈ちん黙もくを保ってから、ユウキが静かに言葉を発した。

『この家で暮らしたのは、ほんの一年足らずだったんだけどね……。でもあの頃ころの一日一日は、すごく良く覚えてる。前はマンション住まいだったから、庭があるのがとっても嬉うれしくてさ。ママは感染症を心配していい顔しなかったけど、いつも姉ねえちゃんと走り回って遊んでた……。あのベンチでバーベキューしたり、パパと本ほん棚だな作ったりもしたよ。楽しかった……』

「いいなー。わたし、そんなことした事ないよ」

　明日奈の家にも、広大と言っていいほどの庭園がある。しかし、父母や兄と、そこで遊んだ記き憶おくは明日奈にはなかった。いつも一人でままごとをしたり、絵を描いたりしていた。だから、ユウキの語る家族の思い出は、深い憧どう憬けいを伴って明日奈の胸にも響ひびいた。

『じゃあ、今度22層のアスナの家で、バーベキューパーティーやろうよ』

「うん！　……ぜったい、約束だよ。わたしの友達も、シウネーたちもみんな呼んで……」

『うひゃ、なら、お肉すごい用意しといたほうがいいよー。ジュンとタルケンが、むっちゃくちゃ食べるから』

「ええ？　そんなイメージじゃないけどなー」

　あはは、と笑い合ってから、再び家に視線を戻もどす。

『今ね……、この家のせいで、親しん戚せきじゅう大おお揉もめらしいんだ』

　呟いたユウキの声は、再びわずかな寂さみしさを滲にじませていた。

「大おお揉もめって……？」

『取り壊してコンビニにするとか、更さら地ちにして売るとか、このまま貸家にするとか……みんな色んなこと言ってるみたい。こないだなんか、パパのお姉ねえさんって人が、フルダイブしてまでボクに会いに来たんだよ。病気のこと知ってから、リアルじゃすごい避さけてたくせにさ……。ボクに……遺ゆい言ごんを書けって……』

「…………」

　それを聞いた途と端たん、明あ日す奈なは思わず息を詰めた。

『あ、ごめんね、変な愚ぐ痴ち言っちゃって』

「う……ううん、いいよ。──すっきりするまで、もっと言っちゃいなよ」

　どうにか、ちゃんとした声を出せた。ユウキが肩かたでレンズを頷うなずかせる。

『じゃ、言っちゃう。でね……こう答えてやったんだ。現実世界じゃボク、ペン持てないしハンコも押せないけど、どうやって書くんですか？　って。叔お母ばさん、口ぱくぱくしてたよ』

　ふふふ、とユウキは笑みを漏もらす。つられて、明日奈も少し微笑ほほえむ。

『でね、その時に、この家はこのまま残してほしい、ってお願いしたんだけどね。管理費なら、パパの遺産で十年分くらいは出せるはずだからさ。でもね……やっぱ、ダメみたい。多分、取り壊されちゃうことになると思う。だから、その前に、もう一度見たいと思ってたんだ……』

　家の各所をズームしているのだろう、サーボ機構が動く微び音おんが、明日奈の右耳に伝わった。ユウキの思いが詰つまったようなその音を聞いているうちに、胸がいっぱいになってしまった明日奈はつい、思いついたことをそのまま口にしていた。

「じゃあ……こうすればいいよ」

『え……？』

「ユウキ、今、十五だよね。十六になったら、好きな人と結けつ婚こんするの。そうすれば、その人がずっとこの家を守ってくれるよ……」

　言ってしまってから、あっと思う。ユウキに好きな相手がいるとすれば、それはまず間違いなくスリーピング・ナイツ男性陣の誰だれかだろうが、そのメンバーは全員が難治性疾しつ患かんと闘たたかう身なのだ。すでに余命を宣告されている人もいると言う。つまりたとえ結婚しても、状じよう況きようは大きく変わらないか余計複雑になるのであり、そもそも結婚というのは相手の事情や感情だってあるではないか……。

　しかし、ユウキは一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくしたあと、あははははと大声で笑った。

『あははは、ア、アスナ、凄すごいこと考えるねえ！　なるほど、それは思いつかなかったよー。うーんそっか、いい考えかも。婚こん姻いん届とどけなら、がんばって書こうって気になるしね！　──でも、残念だけど、相手がいないかなー』

　尚なおも笑い続けるユウキに、明日奈は首を縮めながら言葉を返す。

「そ、そう……？　ジュンとか、いい雰ふん囲い気きだったじゃない」

『あーだめだめ、あんなお子様じゃ！　そうだねえ……えーと……』

　急に声にいたずらっぽい響ひびきを混ぜて、ユウキは言った。

『ね、アスナ……ボクと結けつ婚こんしない？』

「えっ……」

『あ、でも、その場合はアスナがお嫁よめに来てね！　だって逆だとボク、《ユウキユウキ》になっちゃうからさ』

　ふふふ、とユウキが笑う間も、アスナは眼を白黒させてしまう。日本でも、アメリカに倣ならって同性間結婚を法的に認めようという議論があることは毎年何度かマスコミの話題に上るが、なかなか法案の提出にまではたどり着けないでいる──というようなことを瞬しゆん間かん的てきに思い出しつつアスナが動転していると、ユウキが再び愉ゆ快かいそうな声を上げた。

『ごめんごめん、冗じよう談だん。アスナにはもう、大事な人いるもんね。あの人でしょ……このカメラの調整をしてくれた……』

「え……その……うん、まあ……」

『気をつけたほうがいいよー』

「へ……？」

『あの人も、ボクとは違う意味で、現実じゃないとこで生きてる感じがするから』

「…………」

　ユウキの言葉の意味を考えようとしたが、頭の中がぐるぐるして中々収まらなかった。熱くなった頰ほおをこっそりさする明あ日す奈なの横顔にちらりとレンズを向けてから、ユウキは穏おだやかな声で言った。

『ほんとに、ありがとう、アスナ。この家をもう一度見られただけで、ボクは凄すごく満足してるんだ。たとえ、家がなくなっても、思い出はここにある。ママやパパ、姉ちゃんと過ごした、楽しかった頃ころの記憶は、ずっとここにあるんだから……』

　ここ、というのが、家のある土地ではなく、ユウキの心の中を指す言葉であることが明あ日す奈なには判った。

　この家の優しく穏やかな佇たたずまいは、自分の中にももう刻まれている、という気持ちを込めて明日奈は大きく頷うなずいた。ユウキの言葉は続く。

『……ボクや姉ねえちゃんが、薬を飲むのが辛つらくて泣いたりすると、ママはいつもイエス様の話をしてくれたんだ。イエス様は、私たちに、耐たえることのできない苦しみはお与えにならないって。それで、姉ちゃんと、ママと一緒にお祈りしながら、でも、ボクは少しだけ不満だった。ほんとは、聖書じゃなくて、ママ自身の言葉で話してほしいって、ずっと思ってた……』

　わずかな間。すっかり濃のう紺こんに変わった空に、大きな赤い星がひとつ瞬またたき始めている。

『でもね、今この家をもう一度見て、解わかったんだ。ママは、ずっとボクに話しかけてくれてた。言葉じゃないんだ……気持ちで、包んでくれてた、って。ボクが、最後まで、まっすぐに前を向いて歩いていけるように、ずっと祈いのってくれてた……ようやく、それが解ったよ』

　明あ日す奈なの眼にも、白い家の窓際にひざまずいて、星空に向かって祈いのりを捧ささげる母と二人の娘の姿が見えるような気がした。ユウキの静かな声に導みちびかれるように、明日奈はいつしか、ずっとずっと昔から胸の奥おくにわだかまっていた気持ちを言葉に乗せていた。

「わたしもね……、わたしも……、もうずっと母かあさんの声が聞こえないの。向かい合って話しても、心が聞こえない。わたしの言葉も伝わらない。ユウキ、前に言ったよね。ぶつからなければ伝わらないこともある、って。どうしたら、ユウキみたいにできるかな……？　どうしたら、ユウキみたいに強くなれるの……？」

　すでに両親を亡くしているユウキに対して、配はい慮りよのない言葉かもしれなかった。少なくとも、普ふ段だんの明日奈ならそう考え、口にすることはなかったろう。しかし今だけは、肩かたのプローブを通して伝わるユウキの強さと優しさが、明日奈の心を覆おおう壁かべを溶とかかしていた。

　明日奈の問いに、ユウキは、少し途と惑まどったような声で答えた。

『ボク……強くなんかないよ、ぜんぜん』

「そんなことない。わたしみたいに、人の顔色を窺うかがって、怯おびえたり、尻しり込ごみしたり、ユウキはぜんぜんしないじゃない。すごく……すごく、自然に見えるよ」

『うーん……でもね、ボクも昔、まだ現実世界で暮らしてた頃は、いつも自分じゃない自分を演じてた気がする。パパもママも、ボクと姉ちゃんを産んだことを、心のどこかでずっと謝あやまってたの解わかってたし……。パパとママのために、ボクはいつも元気でいなきゃ、病気のことなんかぜんぜんへっちゃらでいなきゃ、って思ってた。だから、メディキュボイドに入ってからも、そんなふうにしか振ふる舞まえなくなっちゃったのかも。本当のボクは、周りの何もかもを恨うらんで、憎んで、毎日泣き喚わめいてるような子なのかもしれないよ』

「……ユウキ……」

『でもね、ボクは思うんだ。演技でもいいや……って。強いふりをしているだけでも、それで笑え顔がおでいられる時間が増えるなら、ぜんぜんかまわないじゃない、ってさ。ほら、ボク、もうあんまり時間がないからさ……。誰だれかと触ふれ合あう時に、遠えん慮りよして、遠くから気持ちの端はしっこを突っつきあったりする時間が勿もつ体たいないって、どうしても思っちゃうんだよね。それなら最初からどかーんとぶつかってさ。もし相手に嫌きらわれちゃっても、それはそれでいいんだ。その人の心のすぐ近くまで行けたことには変わりないもんね』

「……そうだね……。ユウキがそうやってくれたから、わたしたち、たった何日かでこんなに仲良くなれたんだよね……」

『ううん、それはボクじゃないよ。ボクが逃にげても、アスナが一いつ生しよう懸けん命めい追いかけてくれたからだよ。──昨日きのう、モニタルームにいるアスナを見て、声を聞いてたら、アスナの気持ちがすごく伝わってきた。この人は、ボクの病気のことを知っても、まだボクにもう一度会いたいって思ってくれてるんだ、って解って、本当に……本当に、泣いちゃうくらい嬉うれしかったんだ』

　一いつ瞬しゆん声を詰まらせてから、ユウキは続けた。

『……だから、お母かあさんとも、あの時みたいに話してみたらどうかな。気持ちって、伝えようとすればちゃんと伝わるものだって思うよ。だいじょうぶ、アスナはボクよりずっと強いもん。ほんとだよ。ぶつからなきゃ、伝わらない……アスナがどーんってぶつかってきてくれたから、ボクは、この人にならボクの全部を預けられるって、そう思えたんだ』

「……ありがと。ありがとう、ユウキ」

　どうにかそれだけ言って、明あ日す奈なは目め尻じりに滲にじむ涙なみだがこぼれないように、上を向いた。首しゆ都と圏けんの、完全には暗くなることのない夜空にも、人工の光に負けずに煌きらめく星たちを幾いくつも数えることができた。




　駅に戻もどったところで、プローブのバッテリ残量アラームが鳴った。明日奈はユウキと翌日また一いつ緒しよに授業を受けることを約束し、携帯端末の接続を切った。

　再び電車を乗りついで、世田谷の自宅に帰り着いた時には、夜九時を回っていた。

　しんと冷たい空気に沈しずむ玄げん関かんホールに、ドアロックのかかる音がやけに響ひびくのを聞きながら、明日奈は大きく一度深呼吸した。右肩には、まだユウキが腰こし掛かけていた重みがわずかに残っている。その暖かさをそっと左手で押さえてから、靴くつを脱ぐと、足早に自室に向かった。

　室内着に着替え、すぐに廊ろう下かに出る。向かったのは、同じ二階の奥おくにある兄・浩こう一いち郎ろうの部屋だ。父親と同じくほとんど家に居着こうとしない浩一郎は、当然まだ帰っていないだろうと思いながらノックをしたが、やはり返事はなかった。構かまわず、かつてＳＡＯのサービス開始初日にそうしたように、勝手にドアを開ける。

　あまり調度の置かれていない、がらんとした部屋の中央に、大きなビジネスデスクが横たわっている。その左サイドに、目当ての物が存在した。浩一郎が仮想空間内の会議などに使用しているアミュスフィアだ。

　明あ日す奈なのそれより数段新しいヘッドギアを摑つかみ上げると、自室に取って返した。側面のカードスロットに、ＡＬＯのクライアントがインストールしてあるメモリカードを挿そう入にゆうする。ベッドに横になり、浩一郎のアミュスフィアを自分の頭のサイズに調整して、被かぶる。

　パワースイッチを入れると、たちまち接続シークエンスが開始され、次いでＡＬＯのログイン空間へと転送された。だが明日奈は、いつも使っているメインのアカウントではなく、他人になりたい時にたまに使用しているサブアカウントで妖よう精せいの国にダイブした。

　出現したのは、22層、森の家のリビングルームだった。しかし体は慣れ親しんだウンディーネの《アスナ》ではなく、《エリカ》という名のシルフの別キャラクターだ。服装をチェックし、腰に帯びていた二本のダガーを外してチェストに仕し舞まう。即そく座ざにメニューを開き、一時ログアウトコマンドを実行する。

　ほんの数十秒のダイブから、明日奈はたちまち現実の自分の部屋へと復帰した。頭からアミュスフィアを外すが、青い通信インジケータは点てん滅めつを続けている。これはＶＲワールドとの接続がサスペンド状態になっているという表示であり、再度頭に装着してパワースイッチを入れれば、ログイン過程をスキップしてゲームに復帰できる。

　兄のアミュスフィアを手にしたまま、明あ日す奈なは立ち上がった。高出力のルータとワイヤレスで接続しているため、家の中であればほとんど端から端まで回線状態が維持されるはずだ。

　ドアを開け、再び廊ろう下かに出ると、今度は少々重い足取りで階段を降りた。

　一階のリビング、ダイニングを覗のぞいたが、やはりもうテーブルは綺き麗れいに片付けられ、母親の姿はなかった。そのまま奥おくへと向かい、廊下を一度曲がると、突つき当あたりのドアの下部からうっすらと光が漏もれているのが見えた。母親の書しよ斎さいだ。

　ドアの前で立ち止まり、ノックしようと右手を上げてから、何度かためらう。

　いつ頃ころから、母親の部へ屋やを訪ねるのが、こんなにも気き詰づまりになってしまったのだろう、と明日奈は唇くちびるを嚙かみながら考えた。しかしそれは多分、半ば以上明日奈に原因があることなのだろう。気持ちが伝わらないのは、本気で伝えようとしていなかったせいだ。それを、ユウキが気付かせてくれた。

　右みぎ肩かたを、小さな手が押してくれたような気がした。同時に、声。

　──だいじょうぶ、アスナならできるよ……。

　明日奈は頷うなずき返し、大きく息を吸うと、音高くドアをノックした。

　すぐに、どうぞという声がかすかに聞こえた。ノブを回し、開いた隙すき間まに体を滑すべり込こませると、後ろ手にドアを閉める。

　京きよう子こは、重厚なチーク材の机に向かい、据すえ置おきＰＣのキーボードに指を走らせていた。しばらくそのままキーを高い音とともに叩たたき続けてから、一ひと際きわ強くリターンキーを鳴らし、ようやく体を椅い子すの背に預ける。眼鏡めがねを押し上げつつ明あ日す奈なのほうに向けられた視線は、常にない苛いら立だちに満ちているように見えた。

「……帰りが遅おそかったわね」

　それだけを口にした京子に、明日奈は俯うつむきながら謝しや罪ざいした。

「ごめんなさい」

「夕食はもう始末しましたからね。何か食べたいなら、冷蔵庫の中のものを勝手にしなさい。この間話した編入申しん請せい書しよの期限は明日ですからね。朝までに書き上げておくのよ」

　話は終わった、とばかりにキーボードに手を戻そうとする京子に向かって、明日奈は用意していた言葉を口にした。

「そのことなんだけど……話があるの、母さん」

「言ってみなさい」

「ここじゃ説明し難にくいの」

「じゃあどこなら言えるのよ」

　すぐには答えず、明日奈は京子のかたわらまで進み出ると、左手で体の後ろに下げていたものを差し出した。サスペンド中の、アミュスフィア。

「ＶＲワールド……。少しだけでいいから、これで、来てほしい場所があるの」

　銀色の円えん環かんをちらりと一いち瞥べつしただけで、京きよう子こはおぞましい物を見るように眉み間けんに谷を刻んだ。議論の余地もない、というように右手を振ふる。

「嫌いやよ、そんなもの。ちゃんと顔と顔を向かい合わせてできない話なんて、聞く気はありませんよ」

「お願い、母かあさん。どうしても見せたいものがあるの。五分だけでいいから……」

　いつもなら、ごめんなさい、と一言だけ言って引き下がる場面だった。しかし明あ日す奈なはもう一歩前に出て、間近から京子の瞳ひとみを見み詰つめ、言葉を重ねた。

「お願いします。わたしが今、何を感じて、何を考えているのか、それを話すのには、ここじゃだめなのよ。一度だけでいい……わたしの世界を、母さんに見て欲しいの」

「…………」

　京子はますます眉間をきつく寄せ、唇くちびるを引き結んでじっと明日奈を見ていたが、数秒後、ふうっと長いため息をついた。

「──五分だけよ。それに、何を言われようと、お母さんはあなたを来年度もあの学校に通わせる気はありませんからね。話が終わったら、申しん請せい書しよをちゃんと書くのよ」

「……はい」

　明日奈は頷うなずき、左手のアミュスフィアを差し出した。京子は触さわるのも嫌そうに顔をしかめながらそれを受け取り、ぎこちない手つきで頭に載のせた。

「どうすればいいの、これ？」

　明あ日す奈なは手早くアジャスターを調節してから、言った。

「電源を入れたら、そのまま自動で接続するから。中に入ったら、私が行くまで待ってて」

　京子が軽く頷うなずき、椅い子すの背もたれに体を預けたのを確認して、明日奈はアミュスフィアの右側面にあるパワースイッチを押した。ネット通信インジケータが点灯状態になり、大脳接続インジケータが不規則な点てん滅めつを始める。すぐに、京子の体からふっと力が抜けた。

　明日奈は急いで書しよ斎さいから飛び出ると、廊ろう下かと階段を全力で駆かけ抜ぬけて、自分の部へ屋やへ戻もどった。どすんとベッドに飛び込むと、使い込んだアミュスフィアを頭に載せる。

　パワースイッチに触ふれると、目の前に放射状の光が伸びて、明日奈の意い識しきを現実から切きり離はなした。




　見慣れた白しら木き作りのリビングルームに、メインキャラクターであるウンディーネの姿で降り立ったアスナは、くるりと部屋中を見み渡わたして《エリカ》の姿を探した。すぐに、食しよつ器き棚だなの脇わきに掛けてある姿見の前に若草色のショートヘアを持つシルフの少女が立ち、自分の姿を覗のぞき込こんでいるのを見つけた。

　アスナが近づいていくと、エリカ／京きよう子こは肩かた越ごしにちらりと振ふり向むき、現実世界の彼女とまったく同じ仕草で眉まゆをひそめた。

「なんだか、妙なものね。知らない顔が自分の思い通りに動くなんて。それに……」

　つま先で、何度か体を上下させる。

「ヘンに体が軽いわ」

「そりゃあそうよ。そのアバターの体感重量は四十キロそこそこだもの。現実とはずいぶん違うはずよ」

　微び笑しようを交えながらアスナが言うと、京子は再び不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「失礼ね、私はそんなに重くありませんよ。──そう言えば……あなたは向こうと同じ顔なのね」

「うん……まあね」

「でも、少し本物のほうが輪りん郭かくがふっくらしてるわね」

「母かあさんこそ失礼だわ。現実とまったく一緒です」

　言葉を交わしながら、アスナは、前に京子とこんな何気ない会話をしたのは一体いつのことだろう、とふと考えた。もう少しこのままお喋しやべりをしたい、と思ったが、京子は両りよう腕うでを胸の前で組むと、軽口を打ち切る意思を示した。

「さ、もう時間がないわよ。見せたい物って、何なの」

「……こっちに来て」

　アスナはため息を押し殺しながらリビングを横切り、普段はアイテム倉庫に使っている小部屋のドアを開けた。京子が覚おぼ束つかない足取りで付いてくるのを待って、小部屋の奥おくにある小さな窓へと導く。

　南向きのリビングからは、大きな芝生しばふの庭と小道、なだらかな丘おかとその向こうの湖を美しい風景画のように一望できるが、北向きの物置部屋の窓からは、草深い裏庭と小さな川、間近に迫せまる針葉樹の森が見えるだけだ。この季節ではそのほとんどが雪に覆おおわれて、寒々しいという以外に表現できない眺ながめである。

　しかし、それこそが、アスナが京子に見せたかったものだった。

　アスナは窓を開け放つと、深い森を見やりながら言った。

「どう、似てると思わない？」

　京子は再び眉をしかめ、小さく首を振った。

「何に似てるって言うのよ？　ただのつまらない杉林じゃ──」

　言葉は、途と中ちゆうで吸い込まれるように消えた。口を半ば開けたまま、どこか遠くを見るような眼まな差ざしで窓の外を眺めている。その横顔に向かって、アスナはそっと囁ささやいた。

「ね、思い出すでしょう……お祖じ父いちゃんと、お祖ば母あちゃんの家を」
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　明あ日す奈なの母方の祖父母、つまり京子の実の両親は、宮城県の山間部で農業を営んでいた。家があったのは、急きゆう峻しゆんな谷間を抜ぬけていった先の小さな村で、水田は全て山やま肌はだを段々に拓ひらいた棚たな田だであり、機械化などしようもなかった。主に作っていたのは米だったが、収穫できるのは一家が一年食べればなくなってしまう程度の量だった。

　それでもどうにか京きよう子こを大学まで進学させることができたのは、ささやかながら先祖伝来の杉山があったからだ。旧い木造の家は、その山やま裾すそにうずくまるように建っており、縁えん側がわに座ると、見えるものは小さな庭と小川、そしてその奥おくの杉林だけだった。

　しかし明日奈は、幼い頃ころから京都の結ゆう城き本家よりも《宮城のじいちゃんばあちゃん》の家に行くことを好んだ。毎年夏休みと冬休みは駄だ々だをこねてまで連れて行ってもらい、祖父母と一緒の布団で、色々な昔話を聞かせてもらったものだ。夏に縁側で削けずったかき氷、秋に祖母と一いつ緒しよに干した柿、色々な思い出があるが、特に良く覚えているのは、真冬、掘ほり炬燵ごたつに入って、みかんを食べながら窓の外の杉林に見入っているという情景だった。

　祖父母は、林なんか見て何が面白いのかと訝いぶかったが、白い雪のなかに黒い杉の幹がどこまでも連なるさまを見ていると、心が吸い込まれそうになるのだった。自分が、雪の下の穴で春を待つ子ネズミになったような気がして、心細いような暖かいような不思議な感かん慨がいに包まれて、いつまでも杉林を見つめ続けた。

　祖父と祖母は、明日奈が中学二年の時に相次いで他界した。棚田や山は全て売ばい却きやくされ、住む者のいなくなった家は取とり壊こわされた。

　だから、宮城の山村からは物理的にも観念的にも遥はるかに隔へだたった場所であるアインクラッド22層にこの家を買い、北の窓から雪深い針葉樹林を見た時、明あ日す奈なの胸には泣きたくなるほどの郷きよう愁しゆうが溢あふれたのだった。

　京きよう子こが、貧しい農村での暮らしを、少なくとも懐なつかしがってはいないことは理解していた。だがそれでも、明日奈はどうしてもこの窓からの眺ながめを京子に見せたかった。彼女がかつて毎日のように眼にし、しかし無理矢理忘れ去ってしまったのであろう風景を。

　いつしか約束の五分は過ぎ去っていたが、京子は尚なおも無言で杉林に見入っていた。その横に進み出て、アスナはゆっくりと話し始めた。

「わたしが中一の時の、お盆ぼんのこと覚えてる？　父とうさんと母かあさん、それに兄にいさんは京都に行ったけど、わたしはどうしても宮城に行きたいって言い張って、ほんとにひとりで勝手に行っちゃった時のこと」

「…………覚えてるわ」

「あの時ね、わたし、お祖じ父いちゃんとお祖ば母あちゃんに謝あやまったの。お母さんが、お墓参りに来れなくてごめんなさい、って」

「あの時は……結ゆう城きの本家でどうしても出なきゃいけない法事があったから……」

「ううん、責めてるんじゃないのよ。だってね……お祖父ちゃんたち、私が謝ったら、茶ちや簞だん笥すから分厚いアルバム持ってきてね。中見て、すっごい驚おどろいたよ。──母さんの、最初の論文から始まって、色んな雑誌に寄き稿こうした文章や、インタビュー記事が、全部ファイリングされてた。ネットに載のったやつまで、プリントして貼ってあったよ。二人とも、パソコンなんてぜんぜん解わからなかっただろうにね……」

「…………」

「それで、わたしにそのアルバムを見せてくれながら、お祖父ちゃんは言ったわ。母さんは、自分たちの大切な宝物なんだ、って。村から大学に進んで、学者になって、雑誌にたくさん寄稿して、どんどん立派になるのが凄すごく嬉うれしいんだ、って。論文や学会で忙いそがしいんだから、お盆に帰れなくても当たり前だし、それを不満に思ったことは一度もない……って……」

　京子は、ただじっと森を見み詰つめながら、無言でアスナの言葉を聞いていた。その横顔には、何の表情も浮かんでいないように見える。だが、アスナは懸けん命めいに口を動かし続けた。

「そのあと、お祖父ちゃん、こう付け加えたの。──でも、母さんも、いつかは疲つかれて、立ち止まりたくなる時がくるかもしれない。いつか後ろを振り返って、自分の来た道を確かめたくなるかもしれない。その時のために、自分たちはずっと、この家を守っていく……もし、母さんが、支えを欲しくなった時に、帰ってこられる場所があるんだよ、って言ってやるために、ずっと家と山を守り続けていくんだ、って」

　言いながらも、脳のう裏りには、今はもう存在しない祖父母の家の情景がもう一度甦よみがえっていた。そしてそれと重なるように、数時間前に見たばかりの、小さな白いユウキの家も。心の帰る場所。たとえ物理的には失われたとしても、それはきっと、誰だれもが胸に抱いだき続つづけていくものなのだ。明あ日す奈なにとっては、この仮想世界の《森の家》こそがそうだ。

　この家も、いつかは再び消しよう滅めつする時がくるだろう。でも、真の意味では決して失われない。なぜなら、家ホームとは入れ物の形ではなく──祖父、祖母が抱き続けていたような、心、気持ち、生き方そのものを指す言葉だからだ。

「──わたし、昔は、お祖父ちゃんの言葉の意味が全部は解わからなかった。でも、最近になって、ようやく解ってきた気がするんだ。自分のために走り続けるのだけが人生じゃない……誰だれかの幸せを、自分の幸せだと思えるような、そういう生き方だってあるんだ、って」

　アスナの脳のう裏りに、キリトやリズベットたち、ユウキ、シウネーたちの顔が一いつ瞬しゆん、次々に浮うかんだ。

「……わたし、周まわりの人たちみんなを笑顔にできるような、そんな生き方をしたい。疲つかれた人をいつでも支えてあげられるような、そんな生き方をしてみたい。そのために──今は大好きなあの学校で、勉強や色々なことを頑がん張ばりたいの」

　言葉を探し探し、アスナはどうにかそこまでを言い終えた。

　しかし京きよう子こは、口くち許もとを引き結んだまま、森を見続けていた。その濃緑色の瞳ひとみには、茫ぼう漠ばくとした光が浮かんでいるだけで、内心を窺うかがうことはできなかった。

　そのまま数分間、小部屋は静せい寂じやくだけに包まれた。巨木の下の雪原を、ウサギに似た小さな動物が二匹ひき、じゃれあいながら跳はねていった。アスナは一いつ瞬しゆんそちらに視線を取られてから、京子の横顔を見直して、ハッと息を吞のんだ。

　京子の、今は白はく磁じのように透すき通とおった滑なめらかな頰ほおに、ひと筋の涙なみだが流れ、ぽたぽたと滴したたっていた。唇くちびるがかすかに動いたようだったが、言葉は聞き取れなかった。

　しばらくして京子は、自分が泣いていることにようやく気付き、慌あわてたように両手で顔を何度も拭ぬぐった。

「ちょっと……何よこれ、私は、別に泣いてなんか……」

「……母かあさん、この世界では、涙は隠かくせないのよ。泣きたくなった時は、誰も我が慢まんできないの」

「不便なところね」

　吐はき捨てるように言い、京子は何度も目を擦こすっていたが、ついに諦あきらめたように、両の手の平で顔を覆おおった。やがて、その奥からかすかな嗚咽おえつが漏もれ出だした。アスナは何度かためらったあと、小刻みに震ふるえる京子の肩かたに、そっと手を載のせた。




　翌朝。

　朝食のテーブルについた京子は、すっかりいつもどおりの様よう子すで、タブレット端末のニュースに眼を落としていた。おはようの挨あい拶さつのあとは無言のまま食事が終わり、明日奈は編入申しん請せい書しよを提出しろと言われることを覚かく悟ごした。が、京きよう子こはいつもに較くらべるとわずかに険けんの取れた眼まな差ざしで明あ日す奈なを見て、唐とう突とつに言った。

「あなたは、誰かを一生支えていくだけの覚悟があるのね？」

　明日奈は慌あわてて頷うなずいた。

「う……うん」

「──でも、人を支えるには、まず自分が強くなけりゃダメなのよ。大学にはきちんと行きなさい。そのためにも、三学期と、来年度はこれまで以上の成績を取ることね」

「……母さん……じゃあ、転校は……」

「言ったでしょう？　成績次第よ。頑がん張ばるのね」

　それだけ言うと、京子は立ち上がり、足早にダイニングを出て行った。音高く閉まったドアをしばらく凝ぎよう視ししてから、明日奈はそっと頭を下げ、ありがとう母かあさん、と呟つぶやいた。

　制服に着替え、鞄かばんを持って家を出るまではそのまま神しん妙みような態度を保ったが、表門を出た途と端たん、明日奈は薄氷の光る路面を思い切り走り出した。自然に、唇くちびるから笑えみが溢もれた。

　和かず人とに言いたかった。今年も、ずっと同じ学校に通えることを。ユウキに言いたかった。母親と、ちゃんと話ができたことを。

　駅に向かう人波を縫ぬって走りながら、明日奈は駅に着くまでずっと、込こみ上あげてくる微笑ほほえみを抑おさえることができなかった。




　三日後、約束どおり、森の家の前庭で盛大なバーベキュー大会が催もよおされた。

　集まった面々は、キリト、リズベット、クライン、リーファ、シリカらいつもの仲間たちと、ユウキ、シウネーたちスリーピング・ナイツのメンバー。サクヤ、アリシャ、ユージーンら一部種族の領主たちとその側近。合計三十人以上という大集団の胃を満たすために、わざわざ食材狩りのパーティーが結成されたほどだ。

　乾かん杯ぱいの音頭に先さき駆がけて、アスナはスリーピング・ナイツの面々をあらためて皆みんなに紹しよう介かいした。病気のことだけは伏せたが、彼らが色々なＶＲＭＭＯを渡り歩く凄すご腕うで集団であること、解散前にＡＬＯで思い出作りをしていることなどは、ユウキたちの了りよう承しようを得て全て話した。

　27層ボスをたった七人で攻こう略りやくした謎なぞのギルドの噂うわさ、そして何より辻つじデュエルで六十人以上を斬きってのけた《絶ぜつ剣けん》の伝説はすでにアルヴヘイム中を駆かけめぐっていたようで、サクヤやユージーンなどはさっそく自じ陣じんへの勧かん誘ゆうを始めたものだ。ユウキは笑って辞退したが、もしスリーピング・ナイツ全員がいずれかの種族に傭よう兵へいとして雇やとわれたら、妖よう精せい九種族のパワーバランスは大いに変化し、現在進行中のグランドクエスト第二弾のゆくえに多大な影えい響きようを与えたことだろう。

　賑にぎやかな乾杯のあと、嵐あらしのような暴飲暴食の宴うたげが始まり、アスナもユウキと一いつ緒しよに大いに食べ、飲み、語った。その席上で、こうなったら28層のボス攻略も狙ねらっちゃおうということになり、勢いで二次会が28層迷宮区踏とう破はツアーになって、なんとそのまま大人数で最上階になだれ込んで巨大な甲こう殻かく類るい型がたボスモンスターを屠ほふってしまったのは笑い話に類するものだろう。

　剣士の碑ひに刻まれた名前は、残念ながらユウキと、パーティーリーダーを努めたキリトたち数名のものだけになってしまったが、29層は改めてスリーピング・ナイツだけでチャレンジすることを約束して、その日は解散となった。

　アルヴヘイムで冒険を重ねるあいだも、現実世界では、ユウキは双そう方ほう向こう通信プローブを使って毎日授業に参加した。川かわ越ごえの桐きりヶが谷や家も一緒に訪ねたし、御お徒かち町まちのエギルの喫きつ茶さ店てんにも遊びに行った。

　出会った当初は、妙みようにカンの良すぎる和かず人とのことを警戒していたユウキだが、互いに片手直剣の使い手とあって話してみるとすぐに打ち解け、ＡＬＯ内ではソードスキルの工夫について、現実世界ではプローブの発展形についてなど、盛んに議論を戦わせて時折アスナをやきもきさせた。スリーピングナイツのほかのメンバーたちも、リズベットやリーファたちとそれぞれ仲良くなって、色々なイベントを企き画かくしては大いに楽しんだ。

　二月。

　アスナとスリーピング・ナイツは、約束どおり29層のボスをもワンパーティーで撃げき破はして、アルヴヘイム中にその勇名を轟とどろかせた。中旬に開催された統一デュエル・トーナメントでは、東ブロックではキリトが、西ブロックではユウキがそれぞれ破は竹ちくの勢いで勝ち進み、決勝戦はネット放送局《ＭＭＯストリーム》で生なま中ちゆう継けいされるとあって、最高潮の盛り上がりを見せた。

　無数のプレイヤーたちが固かた唾ずを吞のんで見守るなか、ユウキとキリトはそれぞれのＯＳＳを含む大技ソードスキルを連発するド派手な激戦を展開し、十分以上に及んだ試合の最後に、ユウキが神技とも言える十一連れん撃げきでキリトを破った時には、世界中が震ふるえるほどの大だい歓かん声せいが湧わき起おこった。

　数々の伝説を持つキリトを──彼は二刀を使わなかったとは言え──破って四代目統一チャンピオンの座に就いた《絶ぜつ剣けん》ユウキの名は、ＡＬＯの枠わくを超こえてザ・シード連結体ネクサスに広く鳴り響ひびいた。

　三月。

　期末試験で母親との約束をきっちり守った明あ日す奈なは、通信プローブを肩かたに載のせ、里リ香ズ、珪子シリカ、直葉リーフア、そして携帯端末内のユイと一緒に、三泊四日の京都旅行に出かけた。その頃ころには、プローブの情報を複数のクライアントに並列して送れるようになっていたため、ユウキだけでなくシウネーやジュンたちにも京都を案内できるとあって、色々な名所を解説する言葉にも力が入った。

　宿は結ゆう城き本家の広大な屋や敷しきを有効利用させて貰もらい、浮うかせた予算で見み目め麗うるわしい京料理に舌した鼓つづみを打つことができたが、味ばかりはプローブで送ることができず、散々ユウキたちにずるーいと連発されてしまった。お陰かげで、帰ってからＶＲ世界で料理を再現することを約束させられ、明あ日す奈なはＶＲクッキングソフトの中で大変な苦労をすることとなった。

　全てが、夢のように過ぎていった。アスナとユウキは、仮想世界と現実世界で、長い、長い旅をした。行きたい場所は山ほどあるし、時間もまだまだ沢たく山さんある、とアスナは信じていた。

　四月まであと数日、となったある日。オホーツク海から張り出してきた寒気団が、関東一円に季節はずれの大雪を降らせた。

　春の気配を覆おおい隠すように積もった厚いぼたん雪が、弱々しい日差しの下でようやく溶とけ始めた頃ころ。

　明日奈の携帯端末に、倉くら橋はし医師から、ユウキの容態が急変したという知らせが届いた。
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　端末の小さなモニタに表示された短いメッセージを凝ぎよう視ししながら、明日奈は胸の奥おくでただひとつの言葉だけを何度も繰くり返かえしていた。

　そんなはずはない。

　そんなはずがないではないか。このところユウキはとても精力的にあれこれ活動しているし、脳のリンパ腫しゆも進行が止まっていると倉橋医師も言っていた。近年では、ＨＩＶ感染後、二十年以上もウイルスを押さえ込むことに成功している例も多数あるそうだ。ユウキはまだたった十五歳……なにもかも、これからではないか。急変というのは、今までも何度かあったという日和ひより見み感染の重じゆう症しよう化かであって、今回だってユウキは乗り越えるはずだ。

　しかし、明日奈は心のもう一方で理解してもいた。医師が直接明日奈にメッセージを送ってきたのは、初めてのことだった。つまりこれは、その時が来た──という知らせなのだろう。明日奈が夜毎ベッドの中で、怯おびえとともに想像しては打ち消してきた、その時が。

　せめぎあう二つの声に翻ほん弄ろうされながら、明日奈は数秒間立たち尽つくしていたが、やがてぎゅっと一度瞬まばたきしてから、新しくメーラーを起動した。キリトやリズベットたちと、シウネーたちに、短い同一文面のメールを一いつ斉せい送信する。それが済むと、部屋着を脱ぬぎ捨てて、服装に迷う時間も惜おしかったので機械的に学校の制服を身につけた。靴くつを履はくのももどかしく、表門から半ば駆かけ出だすと、柔らかく降り注ぐ下午の日差しが、路ろ傍ぼうの名残なごり雪ゆきに白く跳はね返かえって明あ日す奈なの眼を射た。

　三月末の日曜日、午後二時。道ゆく人は皆みな、待ちわびた春の訪れに浮き立つように、ゆっくりと歩いている。その傍かたわらをすり抜けながら、明日奈は懸けん命めいに駅まで走った。

　どのように電車の行き先を確かめ、乗のり継ついだのか、まるで覚えていなかった。ふと我に返ると、港北総合病院の最寄駅の改札を走り抜けたところだった。まるで頭の奥おくが白くハレーションを起こしているようで、ばらばらの思考の断片がいくつも浮うかんでは消えていく。

　明日奈はぎゅっと歯を嚙かみ締しめると、ユウキ、待ってて、と一言呟つぶやいて、ちょうどロータリーに滑すべり込こんできたタクシーに駆け寄った。




　病院の面会受付窓口には、すでに話が通っていたようだった。明日奈が強こわ張ばった口で来意を告げると、看護師はすぐにプレートを寄よ越こして、中ちゆう央おう棟とう最上階へ急ぐように言った。

　エレベーターの階数表示がひとつひとつ増えていくのをじりじりしながら待ち、ドアが開いた途と端たん飛び出す。セキュリティゲートのセンサーに、プレートをぶつけるようにして通過すると、マナー違反と知りつつ再び走る。白く無機質な通路を記き憶おくにある通りに辿たどり、最後の角を曲がると、ついにユウキが眠ねむる無む菌きん室しつのドアが視界に入った。

　──その途端、明日奈は眼を見開いて立たち尽つくした。

　二つ並んだドアのうち、手前がモニタルームの入り口だ。そしてその奥おく、いかにも厳重そうな注意書きが大書してあるのが、エアシールされた無菌室のドア。以前明日奈がこの場所を訪れた時は、当然のように固く閉じられていたそれが、今は大きく開け放たれていた。呆ぼう然ぜんと見つめるうちに、そこから何の変へん哲てつもないナースウェアを身につけた看護師が一人、足早に姿を現した。

　看護師は明日奈を見ると短く頷うなずき、横を通とおり抜ぬけながら、「早く中へ」と囁ささやいた。その声に促うながされ、よろよろと数歩進み、ドアの前に立つ。

　白一色の部へ屋やの内部が、否いや応おうなく眼に飛び込んできた。

　あれほど沢たく山さんあった機械類の殆ほとんどは、左の壁かべ際ぎわへと押しやられていた。中央のジェルベッドの周囲には、二人の看護師と一人の医師が付き添い、横たわる小さな姿を見守っていた。三人とも、通常の白衣姿だった。

　その光景を見た瞬しゆん間かん、明日奈は悟さとった。全ては、もう、取り返しのつかない段階へと入ってしまっているのだということを。遥はるか以前に既き定ていされた《その時》が訪れるのを、ただ見守ることしかできないのだということを。

　倉くら橋はし医師が顔を上げ、明日奈の姿を認めた。左手で素早く差し招く。力の入らない両足を懸けん命めいに動かして、明日奈は部屋に踏ふみ込こんだ。

　ジェルベッドまではほんの数メートルなのに、途と方ほうもなく長く感じた。冷れい徹てつな現実へと至る距きよ離りを一歩一歩削けずり取とるように歩き、明あ日す奈なはベッドの傍かたわらに立った。

　白いシーツを首もとまで掛かけられた、瘦やせた少女が横たわり、薄うすい胸をごくゆっくり上下させていた。右上の心電図が、緑色の波形を弱々しく刻んでいる。

　以前に見た時は、少女の頭をほぼ覆おおい隠していたメディキュボイドが、その長方形の筐きよう体たいを二つに分ぶん離りさせていた。ちょうど耳の線から上の部分が、90度後ろに倒たおされている。内部はちょうど人の頭の形にくぼんでおり、そこに眼を閉じた少女の顔が包まれていた。

　初めて目にする現実世界のユウキは、痛いた々いたしいほど肉が落ち、透すけるように色素が薄かった。しかしその容姿は、明日奈にどこか神秘的な美しさを感じさせた。本物の妖よう精せいがもしいるなら、こういう姿を持っているかもしれないと思わせるものがあった。

　無言のままユウキを見み詰つめていると、いつの間にか横に立っていた倉くら橋はし医師が、低い声で言った。

「よかった……間に合って」

　間に合う、という言葉に受け入れがたいものを感じた明日奈は、きっと顔を上げ、医師を見た。だが、眼鏡めがねの奥の理知的な双そう眸ぼうは、あくまでいたわるように明日奈を見返した。再び、医師が言った。

「四十分前、一度心臓が停止しました。投薬と除じよ細さい動どうによって脈みやく拍はくが戻もどりましたが、恐おそらく、次は……もう……」

　明日奈はぐっと息を詰つめてから、食くい縛しばった歯のあいだから掠かすれた声を絞しぼり出だした。しかし、意味のある言葉を組み立てることはできなかった。

「なんで……なんでですか……。だって……だって、ユウキは、まだ……」

　医師は一度頷うなずいてから、かすかに首を左右に振った。

「──本当は、一月にあなたがここを訪れた頃ころから、いつこの日が来てもおかしくなかったのです。ＨＩＶ消しよう耗もう性症候群による発熱と、脳原発性リンパ腫しゆの進行で、木ゆ綿う季きくんの命はずっと、薄い氷の上を歩くような状じよう況きようにあった。しかし木綿季くんは、この三ヶ月、我々も驚きよう愕がくするような頑がん張ばりを見せた。絶望的な闘たたかいを、日々勝ち続けてきたのです。彼女は、充分すぎるほどに頑張った……いや──それを言うなら……」

　ここで初めて、医師の声がわずかに震ふるえた。

「木綿季くんにとっては、この十五年の生そのものが長い、長い闘いだったのです。ＨＩＶとだけじゃない……冷れい酷こくな現実そのものに、彼女はずっと抗あらがいつづけてきた。メディキュボイドの臨りん床しよう試験も、彼女には計り知れない苦痛を与えたはずです。しかし……木綿季くんは頑張り抜ぬいた。彼女がいなければ、メディキュボイドの実用化は確実に一年は遅おくれたでしょう。だからもう──ゆっくり、休ませてあげましょう……」

　医師の言葉を聞きながら、明日奈は胸のうちでそっとユウキに語りかけていた。

　ユウキが──負けるわけないよね。だって、あなたは《絶ぜつ剣けん》……何だって斬きれないものはない、絶対最強の剣士だもん。ユウキは勝ったよ。病気にも……運命にも──。

　その時だった。

　ユウキがかすかに頭を動かした。薄うすい瞼まぶたが震ふるえ、ほんの少しだけ持ち上がった。その奥おく、すでに光を失っているはずの灰色がかった瞳ひとみが、澄すんだ光を湛たたえて、まっすぐに明あ日す奈なを見た。

　ほとんど肌はだと同じ色の唇くちびるが小さく動いた。同時に、シーツの下で細い右手がぴくりと震えて、ゆっくり、ゆっくりと明日奈のほうへ差さし伸のべられた。

　医師が、感極きわまったような声で囁ささやいた。

「明日奈さん……手を、握にぎってあげてください」

　その言葉が終わらないうちに、明日奈は両手を伸ばし、ユウキの骨ばった右手を包み込んでいた。ひんやりとした手が、何かを求めるように明日奈の指をきゅっと握った。

　瞬しゆん間かん、明日奈は天てん啓けいのように理解した。ユウキが、本当は何を欲しているのかを。

　ユウキの手を握ったまま、さっと顔を上げた明日奈は、医師に向かって早口に言った。

「先生……今、メディキュボイドは使えますか？」

「え──それは、電源を入れれば……。しかし……木ゆ綿う季きくんも、最後は機械の外で……」

「いえ、ユウキはもう一度あの世界に行きたがっています。わたしには解わかるんです。お願いします……メディキュボイドを使わせてあげてください」

　医師は数秒間じっと明日奈を見ていたが、やがてぐっと頷うなずいた。傍かたわらの看護師たちに幾いくつか指示をしてから、メディキュボイド側面のハンドルを握り、上半分をそっと回転させてユウキの頭に被かぶせる。

「起動に一分ほどかかりますが……あなたは？」

「隣となりのアミュスフィアを使わせてもらいます！」

　言いながら、明日奈は最後にユウキの手をぎゅっと握り、体の横へと戻もどした。待ってて、すぐ行くからね──と囁き、身を翻ひるがえす。

　無む菌きん室しつを飛び出し、隣のモニタルームに駆かけ込こむと、奥のドアを開けた。二つ並んだシートの片方に飛び乗ると、ヘッドレストの横からアミュスフィアを取り上げ、頭に乗せる。パワースイッチを入れ、起動シークエンスを待つ間も、明日奈の心はすでにあの場所へと飛んでいた。




　森の家で覚かく醒せいしたアスナは、前に病院からログインした時と同じように、寝しん室しつの窓から飛び出すと全速で主街区を目指した。飛行するあいだに、ウインドウを開くと、念のために待機してもらっていたリズベットやシウネーたちにメッセージを飛ばす。

　転移門に飛び込むと、迷うことなくパナレーゼを指定する。湖上都市に出現するや否いなや、今度は湖の彼方にあるあの島を目指す。二人ふたりが初めて出会った、あの大樹の下を。

　アインクラッドは夕暮れだった。外周部から差し込む夕陽が、湖を金色に染めていた。その光の帯に導かれるように、アスナはまっすぐ小島の上空に達すると、急降下して柔やわらかい草地の上に降り立った。

　樹の周囲を捜さがす必要はなかった。ユウキは、もはや遥はるかな昔のように思えるあの日、二人ふたりが剣を交えたまさにその場所に立っていた。やや冷たい風に濃のう紺こんのロングヘアを揺ゆらしながら、闇妖精族インプの少女剣士はゆっくりと振ふり向むいた。

　近づくアスナの姿を見ると、ユウキはにこりと笑った。アスナもくしゃっと微笑ほほえみを返す。

「──ありがとう、アスナ。ボク、大事なことをひとつ忘れてたよ。アスナに、渡わたすものがあったんだ。だから、どうしてももう一度ここで会いたかった」

　その声はいつものように朗ほがらかだったが、ほんの、ほんの少しだけ揺ゆらいでいた。そうやって立ち、話しているだけで、ユウキが全身のエネルギーを振ふり絞しぼっているのだということがアスナには解わかった。

　だが、アスナはユウキの前まで歩くと、首を傾かたむけ、同じように明るく訊たずねた。

「なに？　わたしに渡すものって」

「えーとね……いま作るから、ちょっと待って」

　にっと笑うと、ユウキはウインドウを出し、何か短い操作を加えた。それを消すと、右手で腰こしの剣を、しゃらんと音高く抜ぬき放はなつ。

　赤い夕陽を受けて、ユウキの黒こく曜よう石せきの剣は燃えるような輝かがやきを放っていた。それを体の正面で、大樹の幹に向かってまっすぐに構える。そのまま、ユウキはしばらく動かなかった。まるで、残された最後の力のありったけを剣けん尖せんの一点に集めようとしているかのように思えた。

　ユウキの横顔が、苦痛を感じたようにわずかに歪ゆがんだ。ふらっと上体が揺れたが、開いた足を踏ふん張ばって持ちこたえる。

　もういいよ、無理しなくていいよ、と言いたかった。しかしアスナはきつく唇くちびるを嚙かみ、ただ待った。さわっと草原を風が渡り、止んだ、その瞬しゆん間かんユウキは動いた。

「やあっ!!」

　裂れつ帛ぱくの気合とともに、右手が閃ひらめいた。樹の幹に向かって、右上から左下に、神速の突きを五発。ぎゅん、と剣を引き戻し、今度は左上から右下に五発。突つき技わざが一発命中するたび、凄すさまじい炸さく裂れつ音おんが鳴なり響ひびき、天を突く大樹全体がびりびりと震ふるえた。樹が破は壊かい不能オブジェクトでなければ、間違いなく半ばからへし折れているだろうと思えた。

　十字に十発の突きを放ったユウキは、もう一度全身をいっぱいに引き絞ると、最後の一いち撃げきを交差点に向かって突き込んだ。青あお紫むらさき色いろの眩まばゆい光が四方に迸ほとばしり、足あし許もとの草が放射状にばあっと倒たおれた。

　吹ふき荒あれた突風が収まっても、ユウキは剣を幹に突きたてたままぴたりと動きを止めていた。

　と、その剣尖を中心にして、小さな紋もん章しようが回転しながら展開した。同時に、四角い羊よう皮ひ紙しが樹の表面から湧わき出だすようにジェネレートし、青く光る紋もん章しようを写し取ると、端はしから細く巻き上げられていく。

　ユウキが剣を戻もどすと、完成したスクロールはそのまま宙に漂ただよった。ゆっくりと左手を伸のばし、ユウキはそれを摑つかんだ。

　かしゃん、と小さな音を立てて、右手の剣が草むらに落ちた。直後、ユウキの体がぐらりと揺ゆれ、崩くずれ落おちようとした。アスナは素早く駆かけ寄よると、その体を支えた。そのまま腰こしを落とし、小さな体を両腕で包むように抱だきかかえる。

　ユウキが眼を閉じていたので、一いつ瞬しゆんどきんとしたが、すぐにその瞼まぶたは薄うすく持ち上がった。ユウキは穏おだやかに微笑ほほえむと、囁ささやくように言った。

「へんだな……。痛くも、苦しくもないのに、なんか力が入らないや……」

　アスナも微笑みかえすと、言った。

「だいじょぶ、ちょっと疲つかれただけだよ。休めば、すぐによくなるよ」

「うん……。アスナ……これ、受け取って……。ボクの……ＯＳＳ……」

　その声は、先ほどとは打って変わって途と切ぎれ途切れに震ふるえていた。ユウキに残された最後の器官、意い識しきの拠より所たる脳までもがすでに力ちから尽つきようとしていることを悟さとって、アスナの心に狂おしいほどの激情が吹ふき荒あれたが、それを押し殺してもう一度微笑んだ。

「わたしに、くれるの……？」

「アスナに……受け取って……ほしいんだ……。さ……ウインドウを……」

「……うん」

　アスナは左手を振ふると、ウインドウを出し、ＯＳＳ設定画面を開いた。ユウキはぶるぶると震える左手を持ち上げると、握にぎった小さなスクロールを、ウインドウ表面に置いた。スクロールは光とともにたちまち消しよう滅めつし、それを見たユウキは、満足そうなため息とともに左手を落とした。ふわりと笑ってから、消え入るような声で囁く。

「技の……名前は……《マザーズ・ロザリオ》……。きっと……アスナを……守って、くれる……」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、ついに堪こらえきれなかった涙なみだが幾いく粒つぶか、ユウキの胸元に落ちた。だが微笑みは消さないまま、アスナははっきりとした声で言った。

「ありがとう、ユウキ。──約束するよ。もしわたしがいつか、この世界から立ち去る時が来ても、その前に必ずこの技は誰だれかに伝える。あなたの剣は……永遠に絶えることはない」

「うん……ありがと……」

　ユウキはこくりと頷うなずいた。アメジスト色の両眼にも、光るものが滲にじんだ。

　その時だった。いくつかの震しん動どう音おん──飛ひ翔しよう音おんが、重なって響ひびいてきた。それはたちまち大きくなり、アスナとユウキの周囲で、立て続けにブーツが草を踏ふんだ。顔を上げると、ジュン、テッチ、タルケン、ノリ、シウネーの五人が、我先にと駆け寄ってくるところだった。

　五人は、ユウキを半円形に囲んで膝ひざを落とした。ぐるりと皆みんなの顔を見回し、ユウキは困ったように笑った。

「なんだよ……みんな、お別れ会は……こないだ、したじゃん。最後の見送りは……しないって、約束……なのに……」

「見送りじゃねえ、カツ入れに来たんだよ。次の世界で、リーダーが俺おれたち抜ぬきでしょぼくれてちゃ困るからな」

　にやっと笑いながら、ジュンが言った。赤しやく銅どうのガントレットに包まれた手で、ユウキの右手をぐっと摑つかみ、続ける。

「次に行ってもあんまウロウロしねえで待ってろよ。俺たちもすぐに行くからさ」

「何……言ってんの……。あんますぐ……来たら、怒おこる……からね」

　ちっちっと舌を鳴らし、今度はノリが威い勢せいのいい声で言った。

「だめだめ、リーダーはあたしらがいなきゃなんもできないんだから。ちゃんと、おとなしく待っ……待って……」

　突とつ然ぜん、ノリの顔がくしゃっと歪ゆがみ、大きな黒い瞳ひとみから涙なみだがぼたぼたと落ちた。喉のどの奥おくから、堪こらえきれないように嗚咽おえつを二度、三度と漏もらす。

「だめですよ、ノリさん……泣かないって、約束ですよ……」

　笑顔で言葉を挟はさんだシウネーの頰ほおも、二筋の涙できらきらと光っていた。最も早はや溢あふれる涙を隠かくそうともせず、タルケンとテッチもユウキの手をぎゅっと摑む。

　ユウキは五人の顔をぐるりと見回すと、泣き笑いの顔で言った。

「しょうがないなあ……みんな……。ちゃんと、待ってる……から、なるべくゆっくり……来るんだ、よ……」

　スリーピング・ナイツの六人は、手を重ね合わせると、再会を誓ちかうようにぐっと力強く頷うなずき合った。シウネーたちが立ち上がるのと前後するように、新たな翅はね音おとが幾いくつか近づいてきた。

　現われたのは、キリトとユイ、リズベット、リーファ、シリカの五人だった。皆みな、着地すると同時に駆かけ寄より、ユウキを囲む輪に加わって、それぞれ一度ずつしっかり手を握にぎる。

　ユウキを腕の中に横たえ、涙に揺ゆれる視界でその情景を見ながら、アスナはふとあることに気付いた。キリトたちが降り立っても、どこからかかすかな飛ひ翔しよう音おんが聞こえてくる。それも一つではない。様々な種族の翅音が、幾つも、幾つも重なって、荘そう厳ごんなパイプオルガンにも似た反はん響きよう音おんを作り出している。

　アスナも、ユウキも、シウネーやリズベットたちも、ふっと空を振ふり仰あおいだ。

　見えたのは、パナレーゼの方向からこちらに向かって伸びる、ひと筋の太いリボンだった。

　何十人ものプレイヤーが、列を作って飛んでくる。その先頭にあるのは、長ちよう衣いの裾すそをはためかせて飛ぶ、シルフ領主サクヤの姿だ。後ろに続くのは、様々な階調のグリーンを身にまとうシルフたちである。あの人数では、今ログインしているシルフのほぼ全員が集まっているに違いない。

　いや──主街区からだけではない。外周部のいろいろな方向から、沢たく山さんの帯が小島目指して伸のびてきていた。赤いリボンはサラマンダー。黄色いのはケットシーだろうか。インプ、ノーム、ウンディーネ……それぞれのリーダーに率いられたプレイヤーの大集団が、一直線に大樹へと向かって集まってくる。その数五百……いや、千を超こえるだろうか。

　アスナの腕の中で、眼を見開いたユウキが、感かん嘆たんの声を漏もらした。

「うわあ……すごい……。妖よう精せいたちが……あんなに、たくさん……」

　アスナはユウキに微笑ほほえみかけながら言った。

「ごめんね、ユウキは嫌いやがるかもって思ったんだけど……わたしが、リズたちにお願いして呼んでもらったの」

「嫌なんて……そんなこと、ないよ……。でも、なんで……なんでこんなに、たくさん……夢……見てるのかな……」

　ユウキが吐と息いき混じりに囁ささやくあいだにも、小島の上空にまで達した剣士たちは、次々と滝たきのような音を立てて降下してきた。サクヤやアリシャたち領主を先頭とした大集団は、少し距きよ離りを置いてアスナたちを取り囲むと、次々に草地に片かた膝ひざを着き、こうべを垂れる。さして大きくもない島は、みるみるうちに無数のプレイヤーで埋うめ尽つくされた。

　アスナはユウキの瞳ひとみをじっと見み詰つめ、胸いっぱいに込こみ上あげるものをどうにか言葉にしようと、唇くちびるを動かした。

「だって……だって……」

　再び、ぽたぽたと涙なみだが滴したたる。

「ユウキ……あなたは、かつてこの世界に降り立った、最強の剣士……。あなたほどの剣士は、もう二度と現われない。そんな人を、寂さみしく見送るなんて……できないよ。みんな、みんなが、祈いのってるんだよ……ユウキの、新しい旅が、ここと同じくらい素す敵てきなものに、なりますように、って」

「…………嬉うれしい……ボク、嬉しいよ……」

　ユウキは首を持ち上げ、周囲を取り囲む剣士たちを見み渡わたすと、ふたたびがくりとアスナの腕うでに頭を預けた。

　瞼まぶたを閉じ、小さな胸で何度か深く息をついてから、ユウキは再び紫むらさき色いろの瞳でまっすぐアスナを見た。すうっと大きく息を吸い、最後の力を全て振ふり絞しぼるかのように、切れぎれだがはっきりとした声で話し始めた。

「ずっと……ずっと、考えてた。死ぬために生まれてきたボクが……この世界に存在する意味は、なんだろう……って。何を生み出すことも、与えることもせず……たくさんの薬や、機械を無む駄だ遣づかいして……周りの人たちを困らせて……自分も悩み、苦しんで……その果てに、ただ消えるだけなら……今この瞬しゆん間かんにいなくなったほうがいい……何度も何度もそう思った……。なんで……ボクは……生きてるんだろう……って……ずっと……」

　ユウキの、残された命の最後の一いつ滴てきまでが、今まさに燃もえ尽つきようとしていた。腕うでの中の小さな体が、少しずつ軽くなり、透すき通とおっていくようだった。ユウキの声はか細く、途と切ぎれがちだったが、しかしそれはかつて聞いたどんな言葉よりも純じゆん粋すいに、アスナの魂たましいの深しん奥おうまで届いた。

「でも……でもね……ようやく、答えが……見つかった、気がするよ……。意味、なんて……なくても……生きてて、いいんだ……って……。だって……最後の、瞬しゆん間かんが、こんなにも……満たされて……いるんだから……。こんなに……たくさんの人に……囲まれて……大好きな人の、腕のなかで……旅を、終えられるんだから…………」

　ユウキは短い吐と息いきとともに言葉を止めた。その両眼は、アスナを透とう過かして、どこか遥はるかに遠い場所を望んでいるかのようだった。もしかしたら、ほんとうの異世界──英えい雄ゆうたちの魂が集つどうという、真なる妖よう精せいの島を。

　アスナはもう、流れ落ちる涙なみだを止めることはできなかった。零こぼれた滴しずくたちは、次々にユウキの胸元で光の粒つぶを散らした。しかし、口くち許もとには、いつしか自然と笑えみが浮かんでいた。大きく一度頷うなずいてから、アスナはユウキに最後の言葉を告げた。

「わたし……わたしは、必ず、もう一度あなたと出会う。どこか違う場所、違う世界で、絶対にまた巡めぐり合あうから……その時に、教えてね……ユウキが、見つけたものを……」

　瞬間、ユウキの紫の瞳が、ぴたりとアスナの瞳を捉とらえた。その奥に、かつて出会った時と同じ、無限の活力と勇気に満ちた輝かがやきが、刹せつ那なのあいだ煌きらめいた。それはすぐに二つの水すい滴てきへと形を変え、溢あふれ、ユウキの白い頰ほおを伝って滴したたり、光となって消えた。

　唇くちびるがごくかすかに動いて、微笑ほほえみのかたちを作った。アスナの意い識しきに直接、声が響ひびいた。




　ボク、がんばって、生きた……。ここで、生きたよ……。




　無む垢くな雪原に最後の結けつ晶しようがひとつ落ちるように、《絶ぜつ剣けん》ユウキは、その瞼まぶたをそっと閉じた。
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　制服の右みぎ肩かたに、ふとかすかな気配を感じて視線を落とすと、薄うす桃もも色いろの花びらが一枚貼はり付ついていた。

　明あ日す奈なは左手の指先で慎しん重ちようにそれを摘つまみ上あげ、手の平に載のせた。染しみ一つない綺き麗れいな楕だ円えん形けいの花びらは、まるで何か言いたいことでもあるかのようにしばらく震ふるえていたが、やがて訪れた風に巻き上げられ、同じように宙を舞まう無数の白点の中に姿を消した。両手を膝ひざの上に戻もどし、明日奈は再び霞かすみがかった春の空を見上げた。

　四月最初の土曜日、午後三時。

　一週間前に旅立ったユウキの告別式が、つい先ほど終わったところだった。式場となった、横浜市保ほ土どヶが谷や区くの丘きゆう陵りよう地帯にあるカトリック教会は周囲を桜並木に取り囲まれて、一いつ斉せいに散り始めた花たちもまるでユウキを送っているかのよう──であったのだが、告別式のほうは、《しめやかに》というお決まりの形容詞は似合わないものとなった。ユウキの親しん戚せき筋の出席者が、喪も主しゆを務めた叔お母ばという女性を含めてわずか四人だったのに対して、友人を名乗る十代二十代の参列者が優に百人を超こえたからだ。無論、ほぼ全員がＡＬＯプレイヤーである。三年を超える入院生活を経て、告別に訪れるようなユウキの友人はもう殆ほとんどいないと思っていたのだろう親しん戚せき側も、受付で眼を白黒させていた。

　式が終わっても、皆みんなは教会の広大な前庭に三々五々固まり、《絶ぜつ剣けん》の思い出話に浸ひたっているようだった。しかし、明あ日す奈なは何な故ぜかその輪に加わる気になれず、こっそり抜け出すと礼拝堂の陰かげにあるベンチを見つけて、ひとり空を見ていたのだった。

　もう、ユウキがこの世界にはいないのだということ──肩のプローブ越ごしに歓かん声せいを上げたり、森の家でアスナの料理に満面の笑えみを浮かべたりしたユウキが、遠い世界に旅立ってしまって、二度と戻ることはないのだということが、どうしても現実として理解できなかった。涙なみだはようやく涸かれたけれど、雑ざつ踏とうの中や喫きつ茶さ店てんの片かた隅すみ、あるいはアルヴヘイムの風の中で、ふとユウキの声を聞いたような気がして、心臓がどきんと跳はねることが何度もあった。

　この頃ころ、命というのはいったい何なのだろうとよく考える。

　すべての生命は遺伝子の運うん搬ぱん装置でしかなく、己おのれの複製情報を増やし、残すためにのみ存在する、という説が巷こう間かんを賑にぎわしたのは何十年前のことだったろうか。その観点に立つならば、ユウキを長いあいだ苦しめたＨＩＶ、ヒト免めん疫えき不全ウイルスなどは純じゆん粋すいな生命そのものだろう。しかしウイルスたちは、ひたすらに増殖、複製を繰くり返した挙句、ついに宿主であるユウキの命を奪うばい、同時に自分たちも死に絶えてしまった。

　考えようによっては、人間だって同じようなことを数千年にわたって繰くり返かえしている。自己の利益を優先するために時として複数の人命を奪い、自国の安全を保障するために複数の他国に犠ぎ牲せいを求める。今も空を見上げれば、厚あつ木ぎ基地から飛び立ちいずこかを目指す戦せん闘とう機きの編隊が、春はる霞がすみの彼方かなたに白く雲を引いている。人間もいつかは、ウイルスと同じように自らが生きる世界そのものを破は壊かいしてしまう時が来るのだろうか？　それとも、別種の知性との生存競争に敗れ、駆く逐ちくされてしまうのだろうか……？

　ユウキが最後に遺のこした言葉が、耳の奥おくに今もこだましている。何を生み出すことも、与えることもせず──。確かにユウキは、自分の遺伝子を残すことなくこの世界を去った。

　でも、と明あ日す奈なは思いながら、制服のリボンにそっと触ふれる。この胸の奥には、ほんの一いつ瞬しゆんの触れ合いを通して、ユウキが深く刻みつけていったものが確実に存在する。巨大な困難にも臆おくすことなく立ち向かう《絶剣》の雄お々おしい姿、その魂たましいそのものがしっかりと息づいている。それは、今日この場所に集まった百人以上の若者たちも同様だろう。たとえ時が少しずつ記き憶おくを雪すすぎ、思い出を結けつ晶しよう化かさせていくとしても、残るものは必ずあるはずだ。

　ならば、命には、四種類の塩基によって伝えられる遺伝情報だけでなく、実体のない記憶、精神、魂たましいを運ぶ機能だってあるということになる。ミーム、模も倣ほう子しといったあいまいな概がい念ねんではなく、いつか遠い未来、精神そのものを純粋に記録できる媒ばい体たいが出現することがあれば、もしかしたらそれこそがこの人間という不完全な生命の自じ滅めつを防ぐたったひとつの鍵かぎとなるのではないか──。

　その日が来るまでは、わたしはわたしにできる方法で、ユウキの心を伝えていこう。いつか子供ができたら、繰くり返かえし話して聞かせよう。現実と仮想世界の狭はざ間まで、奇き跡せきのように眩まぶしく煌きらめいた一人ひとりの小さな女の子のことを。

　胸のうちで自分に向かってそう呟つぶやき、明あ日す奈なはいつしか閉じていた瞼まぶたをそっと開けた。

　すると、前庭から建物の角を回ってこちらに近づいてくる人ひと影かげが目に入った。あわてて指先で、目め尻じりに滲にじんでいた雫しずくを払はらい落おとす。

　女性だった。一いつ瞬しゆんどこかで会ったような気もしたが、顔立ちは記き憶おくにはなかった。やや長身、黒のシンプルなワンピースにショールを羽は織おっている。肩までのストレートの髪かみは深い黒で、胸元の細い銀のネックレスだけが唯ゆい一いつの装身具だ。歳は二十代前半といったところだろうか。

　女性は真っ直ぐに明日奈に向かって歩いてくると、少し前で立ち止まり、ぺこりとお辞じ儀ぎをした。明日奈も慌あわてて立ち、返礼する。顔を上げると、女性の抜ぬけるような白い肌はだが眩しく眼を射た。血色の薄うすいその白さは、かつての、長い眠りから醒さめたばかりの頃ころの自分を思い起こさせるものだった。改めて見ると、ショールから覗のぞく首筋や手首は、触ふれれば折れてしまいそうなほどに細い。

　女性は無言のまま明日奈の顔をじっと見み詰つめると、棗なつめ型がたの綺き麗れいな眼を和なごませた。口くち許もとに淡あわい微び笑しようが浮かぶ。

「明日奈さんですね。向こうとまったく同じ姿なので、すぐに判りました」

　落ち着いた、ウェットなトーンのその声を聞いた途と端たん、明日奈も女性がだれなのか悟さとった。

「あ……もしかして、シウネーさん……？」

「ええ、そうです。本名は、安アン施シ恩ウンといいます。初めまして……ご無ぶ沙さ汰たしてます」

「こ、こちらこそ初めまして！　結ゆう城き明日奈です。一週間ぶりですね」

　互いにどこか矛む盾じゆんした挨あい拶さつを交わし、明日奈と施恩はくすりと笑いあった。左手でベンチに腰こし掛かけるよう勧め、自分もその隣となりに座る。

　そうしてから、ようやく明日奈はあることに気付いた。スリーピング・ナイツのメンバーは全員が難治性疾しつ患かんと闘う身であり、しかもターミナル・ケア、終末期医い療りようが必要となる段階の病状なのではなかったか。このように、屋外を一人ひとりで出歩いて大丈夫なのだろうか……？

　施恩は、明日奈のその懸け念ねんを敏びん感かんに察したようで、こくりと小さく頷うなずいてから口を開けた。

「大だい丈じよう夫ぶです、この四月でようやく外出を許してもらえるようになったんです。付つき添そいで兄が一いつ緒しよに来てるんですが、表で待ってもらっています」

「……じゃあ、あの……お体のほうは、もう……？」

「はい。……私の病気は、急性リンパ性白血病というもので……発はつ症しようしたのは、もう三年前になります。一度は化学療りよう法ほうで寛かん解かいした……つまり体の中から白血病細胞が一応消えたんですが、去年再発してしまって……。再発後は、有効な治療法は骨こつ髄ずい移植しかないと言われています。でも、家族は誰だれも、白血球型が適合しなくて……骨髄バンクでも、ドナーになってくださる方は見つかりませんでした。もう、ずっと前に気持ちの整理はつけて、残された時間を精せい一いつ杯ぱい生きよう、って思ってたんですけど……」

　施シ恩ウンは一いつ瞬しゆん言葉を切ると、すっと視線を頭上の桜に向けた。小さなつむじ風が無数の花弁を巻き上げ、雪のように吹ふき散ちらしていく。

「──再発後、骨こつ髄ずい移植ができない場合は、サルベージ療法と言って色々な薬の組み合わせで寛かん解かいを目指します。新薬、治験薬も積極に使うので、副作用も厳しくて……あんまり辛つらいので、何度ももういい、って思いました。どうせ望みがないなら、残りの時間を安らかに過ごせるような治ち療りように切り替えて下さいって、何度もお医者様に言おうとしました……」

　桜さくら吹雪ふぶきに揺れる施恩の髪が、ウィッグであることに明あ日す奈なは気付いていた。

「でも……ユウキと会うたびに、くじけちゃダメだって思いました。ユウキは同じ苦しみと十五年も闘いつづけてるのに、ずっと年上の私が、たった三年で何を泣きごと言ってるの、って。そう自分に言い聞かせてたんです。──ところが、二月頃ころから少しずつ薬の量が減ってきて……お医者様は、数値が良くなってきてるって仰おつしやったんですけど、私は、とうとうその時が来たんだな、って思ってました。サルベージ療法から、ＱＯＬ優先療法に切り替えたんだ、って。それは勿もち論ろん、怖こわかったですけど……でも、ほっとしてもいたんです。ユウキの状態を聞いてましたから……ユウキと一いつ緒しよなら、どこにだって行ける、そう思ってました。どこに行っても、私を守ってくれると……。おかしいですよね、ずっと年下の子に、こんなに依い存ぞんして……」

「いえ……解わかります」

　明日奈は短く言葉を挟はさみながら、こくりと頷うなずいた。施恩も微笑ほほえみ、頷いて、続けた。

「──それなのに……一週間前、ユウキとお別れした次の日でした。お医者様が、私の病室に来て……完全寛解、つまり白血病細胞が完全に消えたから、もう退院していい、って仰ったんです。何を言ってるんだろう、って思いましたよ。いわゆる……家族と過ごすための一時帰宅なのかな、とか色々考えて……混乱が収まらないまま、その翌々日に、本当に退院してしまったんです。もしかして、病気が治ったのかもしれない、って思えるようになったのは、昨日あたりですよ。治験薬のひとつが、劇的に効きいたそうなんですが……」

　一瞬言葉を切り、施恩は泣き笑いのような表情でくしゃりと顔を歪ゆがめた。

「なんだか、まだ、実感はぜんぜんありません。なくしたはずの時間を急に返されても、途と惑まどうばかりです。それに……ユウキに……」

　わずかに声が震える。目め尻じりに小さな涙なみだの珠たまが浮うかんでいるのに気付き、明日奈も胸を詰つまらせる。

「ユウキが待ってるのに、私だけ、ここに残ってて、いいのかなって……。ユウキや、ランさんや、クロービスやメリダと……いつまでも一緒って約束したのに、私……私は……」

　それ以上は言葉が続かないようだった。施恩は俯うつむくと、肩かたを震ふるわせた。

　ランさん、とは初代ギルドリーダーだったというユウキのお姉ねえさんだと思われた。後の二人ふたりも、もう今は亡きスリーピングナイツのメンバーなのだろう。およそこの世界に存在する逆境の中で、もっとも険けわしい境きよう遇ぐうによって結ばれた絆きずなだからこそ、それはある意味では家族や恋人よりも強いものなのかもしれなかった。明あ日す奈なは、自分にいったいどんな言葉を掛かける資格があるというのだろう、と思いながら、それでも口を開かずにはいられなかった。

　左手を伸のばし、ベンチの上に投げ出された施シ恩ウンの右手をそっと包み込む。骨ばった細い指は、しかし、確かな暖かさを明日奈の掌てのひらに伝えてくる。

「施恩さん。わたしは……最近、思うんです。命は、心を運び、伝えるものだって。わたし、長い間怯おびえていました。人に気持ちを伝えるのも、人の気持ちを知るのも怖こわかった。でも、それじゃいけないって、ユウキが教えてくれたんです。自分から触ふれ合あおうとしなければ、何も生まれない、って。わたしは、ユウキから貰もらった強さを、色々な人に伝えたい。ユウキの心を、歩き続けられるかぎり遠くまで運びたい。そして……いつかもう一度ユウキと出会った時、たくさんの心をお返しできればいいな、って、そう思ってます」

　つっかえながら、明日奈はどうにかそこまでを口にした。言いたいことは半分も言葉にできなかったような気がしたが、施恩は俯うつむいたままゆっくり、深く頷うなずくと、もう一方の手を明日奈の左手に重ねた。

　顔を上げた施恩の、美しい漆しつ黒こくの瞳ひとみは涙なみだに濡ぬれていたが、口くち許もとには確かな微び笑しようが浮うかんでいた。

「ありがとう……明あ日す奈なさん」

　囁ささやき、施恩は不意に両りよう腕うでを伸ばして、明日奈の背に回した。明日奈もその華きや奢しやな体をしっかりと抱だきとめる。耳みみ許もとで、言葉が続く。

「私たち、明日奈さんにはとても感謝しているのです。お姉ねえさんのランさんが亡くなったあと、ユウキはお姉さんの代わりに、ずっと私たちを励はげまし、支えようと頑がん張ばってくれました。私たちも、それに甘あまえてしまって……辛つらい時、挫くじけそうな時、皆みんながユウキにすがって力を分けてもらいました。ですが、何を今さら、と言われるかもしれませんが……私はユウキが心配だったのです。彼女の心は、誰だれが支えればいいんだろう、って。ユウキはいつでもにこにこして、辛い顔ひとつ見せませんでしたけれど……あの小さな背中に、すごくたくさんのものを背負って、いつかそれがユウキの心を折ってしまうんじゃないかと……。──そんな時、あなたが現れてくれたのです。明日奈さんと一いつ緒しよにいる時のユウキは、とっても楽しそうで、自然で、まるで飛ぶことを思い出した小鳥のようでした。そのまま、高く高く、どこまでも舞まい上あがって……私たちの手の届かないところまで……行ってしまいましたけど……」

　施恩はそこでしばらく言葉を切った。明日奈の心のスクリーンにも、小さな鳥に姿を変えて、遥はるかな異世界の空を舞うユウキの姿が一いつ瞬しゆん映った。

　体を離はなし、施恩は含羞はにかむように少し笑った。指先で、涙の粒つぶをそっと払はらい落おとす。すう、と一回呼吸をして、はっきりとした声で言葉を再開する。

「──実は、私だけじゃないんです。ジュンも……難しいガンなんですが、最近使い始めた薬がずいぶん効きいて、腫しゆ瘍ようが小さくなってきてるそうなんです。まるで、ユウキが、まだこっちに来るのは早いって言ってるみたいだね、って二人で話しました。スリーピング・ナイツがもう一度揃そろうのは、かなり先のことになってしまいそうです」

「……そうですよ。次こそは、わたしも正式メンバーにして貰もらう予定なんですから」

　明あ日す奈なと施シ恩ウンは互いの顔を見て、ふふ、と笑えみを交わした。揃ってもう一度、薄うす桃もも色いろに霞かすむ空を見上げる。穏おだやかな風が、背後から吹ふき過すぎて髪かみを揺ゆらした。ふわりと二人の肩かたを包んでから、背中の翅はねを羽ばたかせて高く飛んでいくユウキの姿を思い浮かべ、明日奈はそっと目を閉じた。

　そのまま、何分そうしていただろうか。近づいてくる新たな足音がふたつ、静せい謐ひつな沈ちん黙もくを終わらせた。顔を前に戻すと、明日奈と同じ色の制服を着た少年──桐きりヶが谷や和かず人とと、黒の礼服姿の倉くら橋はし医師が歩みよってくるところだった。

　明日奈と施恩は同時に立ち上がると、ぺこりと挨あい拶さつをした。同じように頭を下げてから、和人が明日奈を見て言った。

「ここにいたのか。邪じや魔ましちゃったか？」

「ううん、大丈夫。でも……あれ？　キリト君と倉橋先生は知り合いだった？」

「ああ……最近だけどね。例の通信プローブの件で、メールのやり取りをしてるんだ」

　そうなんですよ、と倉橋医師が言葉を引き取る。

「あのカメラには実に興きよう味みをそそられましてね。医い療りよう用フルダイブ技術の中に活かせないか、相談に乗って貰もらっているのです」

「そうだったんですか。……あの、そう言えば……」

　ふいに明あ日す奈なはあることを思い出し、医師に向かって訊たずねた。

「メディキュボイドのテストのほうは、どうなるんでしょう？　誰だれかがモニターを引ひき継つぐんですか……？」

　それを聞くと、医師は頰ほおを緩ゆるめ、大きく頷うなずいた。

「ああ、いえ、テストとしてはもう充分すぎるほどのデータは得られているのです。今後は実際の製品化に向けて、メーカーとの協議を詰つめていくことになっています。もうすぐ、安アンさんや他ほかの皆みなさんも、メディキュボイドを使えるようになるかもしれませんよ……」

　言葉の後半は施恩に向けてのものだったが、そこまで言ってから、倉橋医師は一いつ瞬しゆん眼を丸くしてから慌あわてたように続けた。

「いや、これは失礼。最初に言うべきことを忘れていました。──安さん、退院、本当におめでとう。木ゆ綿う季きくんも……どんなに喜んでいるか……」

　差し出された医師の手をぎゅっと握にぎり返かえし、施恩は大きく頷うなずいた。続けて、すでにゲーム内で知ち己きとなっている和人とも握あく手しゆを交わす。

「ありがとうございます。私はもう、メディキュボイドは使わせて貰えそうにないですが……でも、ユウキが残してくれたデータが、たくさんの、病気と闘たたかっている人たちの助けになると思うと……とても、嬉うれしいです」

　施シ恩ウンがそう言うと、医師は何度も頭を上下に動かした。

「本当に。──あの機械をテストした最初の人間として、木ゆ綿う季きくんの名はずっと残ると思います。初期設計の外部提供者と並んで……何か凄すごい賞を贈られてもいいくらいです……」

「多分、そんなものを貰もらってもユウキは喜ばないですよ。食べられないしなあ、とか言いそうです」

　施恩の台詞せりふに、全員が笑った。和なごやかな笑い声が収まってから、明あ日す奈なはふと倉くら橋はし医師の言葉の一部が耳に残っているのに気付き、それを繰くり返かえした。

「あの……先生、さっき、初期設計の外部提供者……と仰おつしやいました？　設計したのは、医い療りよう機器メーカーではないんですか？」

「ああ……ええと、ですね」

　医師は記き憶おくの底を浚さらうように眼鏡めがねの奥おくで眼を細めた。

「もちろん、試験機の作製そのものはメーカーが行ったんですが、機械の心臓部たる超高密度信号素子の基礎設計は、外部からの無む償しよう提供があったのです。たしかこれも女性で……海外の大学の研究者だったはずですよ。日本人ですがね……ええと、名前は……」

　続けて倉橋医師が口にした姓せい名めいは、明日奈にはまったく聞き覚えのないものだった。施恩も同様なようだったが、ふと和かず人との顔を見た時、そこに浮うかんでいる表情に明日奈は思わず息を吞のんだ。

　和人は、まるで有り得ない何かを見たとでも言うように、視線を虚うつろにしていた。血の気を失った唇くちびるが二度、三度、小さく震ふるえる。

「ど……どうしたの、キリト君!?」

　慌あわてて明日奈が声をかけたが、和人はしばらく沈ちん黙もくを続けていた。やがて、唇から掠かすれた声が漏もれた。

「俺おれは……その人を、知っている」

「え……？」

「会ったこともある……その人は……」

　和人はふっと明日奈の眼を見た。黒い瞳ひとみは、時空間の壁かべを突つき抜ぬけ、どこか異世界を覗のぞき込こんでいるようにも思えた。

「その人は、ダイブ中の……ヒースクリフの体の世話をしていた人だ。彼と同じ大学の研究室で、一いつ緒しよにフルダイブ技術の研究をしていたんだ……つまり、メディキュボイドの基礎設計の、本当の提供者は……」

「…………」

　明日奈も言葉を失った。

　それではつまり──メディキュボイドもまた、《ザ・シード連結体ネクサス》と同じように、あの人物が撒まいた種から芽め吹ぶいた若木だということなのか。

　施シ恩ウンも、倉くら橋はし医師も、訝いぶかしそうな顔で首を傾かたむけていたが、何を答えることもできなかった。ただ呆ぼう然ぜんと、眼前を通り過ぎていく桜の花びらを視線で追い続けた。

　不意に、明あ日す奈なは、大きな流れを感じた。

　この《現実》と名づけられた世界が、単なるひとつの相に過ぎず。

　それら世界が無数の花弁のように寄り集まって形成された上位構造が存在し。

　そして今、すべての世界を包み、うねり、流れていく巨大な力が、ゆっくりとその形を現そうとしている──。

　明日奈は両手でぎゅっと自分の体を抱だいた。ひときわ強く吹ふいた風が、周囲に漂ただよう花びらを全て、遠い空へと運び去っていった。





（終わり）












　　　あとがき




　川かわ原はら礫れきです。『ソードアート・オンライン７　マザーズ・ロザリオ』をお読み下さりありがとうございます。（以下、内容について重大なネタバレがありますのでご注意ください！）

　本格的に小説を書き始める前ですからもう十年近く昔に、とあるプロの小説家さんの知ち己きを得て、何度か創作について相談に乗って頂いたことがあります。

　貴重なご教きよう唆さをたくさん頂ちよう戴だいして今でも感謝しているのですが、中でも最も強く記き憶おくに残っているのが、「たとえ小説でも、人間の不幸を書く時は、それをなぜ書く必要があるのか、よくよく考え抜かなくてはならない」というひと言です。

　私には、《物語の展開を最優先して、物事の蓋がい然ぜん性せいを軽んじる》というクセが拭ぬぐいがたくあります（ご都合主義とも言いますが……）。とくに、キャラクターの性質や動機を方向づけるために、大きな不幸を与えてしまうことが多いのです。例を挙げれば、このＳＡＯシリーズの主人公キリトも、幼い頃ころに事故で本当の両親を失っているという設定ですが、その事故についてはいままでまったく語られていません。それはつまり、キリトの両親というキャラクターは、キリトが他人を遠ざけたがる理由の一いつ端たんを作るためだけに、交通事故の起こる確率を捻ねじ曲まげて殺されてしまったということでもあります（２巻収録の短編『赤鼻のトナカイ』のヒロイン・サチもそうかもしれません）。

　書き手としてそういう悪あく癖へきがあることは私も少しは自覚しておりまして、ゆえにこの７巻を出版のために手直しするにあたって、多少悩まずにはいられませんでした。たとえ《ＶＲ技術と医い療りよう》というテーマがあるとはいえ、今巻ヒロインのユウキは本当に死ななくてはならなかったのか？　別のエンディングもあり得たのではないのか？　あの結末は、ただあざとく感情を搔かき立たてんがためだけのラストシーンではなかったのか？

　しかし、悩むと同時に、物語というのはそうなるようにしか書けないのだという気持ちもあります。完全なる言い訳ですが、《キャラクターの不幸を軽んじる》という私の悪癖もまた作品の一部なのだと。であるなら、私にできることは、せめて作品の中で不ふ遇ぐうな道を辿たどったキャラクターたち（悪役も含めて）について可能な限り広く深く考えることだけだと思います。そして、できれば読者の皆みな様さまにも、ユウキが生きた十五年について、彼女がアスナたちに与えていったものについて、ほんの少し想像して頂ければそれ以上望むことはありません。

　年明け早々スケジュールが錯さく綜そうしまくってご迷めい惑わくおかけしている担当の三み木きさん、今巻でも膨ぼう大だいなキャラクターの描き起こしをお願いしてしまったイラストのａｂｅｃさん、医療関係の助言をして下さった友人のｖａｇさん、そしてここまで読んで下さった読者さま方、二〇一一年もどうぞよろしくお願いいたします！　ありがとうございました！


二〇一一年一月二十七日　　　川原 礫





















次ページには、紙書籍版刊行時の『アクセル・ワールド８　─運命の連星─』発売告知ページのイラストを収録しています。
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川かわ原はら 礫れき

なかなかお返事できませんが、頂いたお手紙は全て脳に刻み込むように拝読しております！　先日、『この手紙で川原さんのレベルが上がりますように』という一文にはらはらと落涙しました。超上がりましたとも！　今後ともよろしくお願いします！
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